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平成２７年第１回さつま町議会定例会審議結果 

開会 平成２７年 ２月２６日  

閉会 平成２７年 ３月２５日  

議 案 

番 号 
件           名 上程日 議決日 議決結果 

付  託 

委 員 会 

議案 

２１ 

平成２６年度さつま町一般会計補正予算（第

８号） 
27.02.26 27.02.26 原案可決 － 

２２ 
平成２６年度さつま町介護保険事業特別会計

補正予算（第４号） 
〃 〃 原案可決 － 

３０ 町道路線の廃止又は認定について 〃 〃 可 決 － 

３１ 人権擁護委員候補者の推薦について 〃 〃 適 任 － 

３２ 人権擁護委員候補者の推薦について 〃 〃 適 任 － 

３ 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の

一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の

整備等に関する条例の制定について 

〃 27.03.25 原案可決 文教経済 

４ 
さつま町教育長の勤務時間、休暇等及び職務

専念義務の特例に関する条例の制定について 
〃 〃 原案可決 文教経済 

５ 
さつま町職員の配偶者同行休業に関する条例

の制定について 
〃 〃 原案可決 総務厚生 

６ 

さつま町地域包括支援センターの包括的支援

事業の実施に係る基準を定める条例の制定に

ついて 

〃 〃 原案可決 総務厚生 

７ 

さつま町指定介護予防支援等の事業の人員及

び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護

予防のための効果的な支援の方法に関する基

準等を定める条例の制定について 

〃 〃 原案可決 総務厚生 

８ さつま町地域審議会条例の廃止について 〃 〃 原案可決 総務厚生 

９ 
さつま町大野活性化センター条例の廃止につ

いて 
〃 〃 原案可決 文教経済 

１０ 
さつま町行政改革審議会設置条例の一部改正

について 
〃 〃 原案可決 総務厚生 

１１ さつま町行政手続条例の一部改正について 〃 〃 原案可決 総務厚生 

１２ さつま町職員定数条例の一部改正について 〃 〃 原案可決 総務厚生 

１３ 
さつま町報酬及び費用弁償等に関する条例の

一部改正について 
〃 〃 原案可決 総務厚生 
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議 案 

番 号 
件           名 上程日 議決日 議決結果 

付  託 

委 員 会 

１４ 

さつま町長等の給与に関する条例及びさつま

町教育長の給与等に関する条例の一部改正に

ついて 

27.02.26 27.03.25 原案可決 総務厚生 

１５ 
さつま町職員の給与に関する条例の一部改正

について 
〃 〃 原案可決 総務厚生 

１６ 
さつま町立幼稚園保育料徴収条例の一部改正

について 
〃 〃 原案可決 文教経済 

１７ 
さつま町立学校給食センター条例の一部改正

について 
〃 〃 原案可決 文教経済 

１８ さつま町介護保険条例の一部改正について 〃 〃 原案可決 総務厚生 

１９ さつま町都市公園条例の一部改正について 〃 〃 原案可決 文教経済 

２０ さつま町水辺公園条例の一部改正について 〃 〃 原案可決 文教経済 

２３ 平成２７年度さつま町一般会計予算 〃 〃 原案可決 ２委員会 

２４ 
平成２７年度さつま町国民健康保険事業特別

会計予算 
〃 〃 原案可決 総務厚生 

２５ 
平成２７年度さつま町後期高齢者医療特別会

計予算 
〃 〃 原案可決 総務厚生 

２６ 
平成２７年度さつま町介護保険事業特別会計

予算 
〃 〃 原案可決 総務厚生 

２７ 
平成２７年度さつま町農業集落排水事業特別

会計予算 
〃 〃 原案可決 総務厚生 

２８ 平成２７年度さつま町水道事業会計予算 〃 〃 原案可決 文教経済 

２９ 平成２７年度さつま町簡易水道事業会計予算 〃 〃 原案可決 文教経済 

３３ 
さつま町役場庁舎建設基金条例の廃止につい

て 
27.03.25 〃 原案可決 － 

３４ 

さつま町指定地域密着型サービス事業の人

員、設備及び運営の基準に関する条例の一部

改正について 

〃 〃 原案可決 － 

３５ 

さつま町指定地域密着型介護予防サービス事業

の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護

予防サービスに係る介護予防のための効果的な支

援方法の基準に関する条例の一部改正について 

〃 〃 原案可決 － 

３６ さつま町水道事業条例の一部改正について 〃 〃 原案可決 － 
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議 案 

番 号 
件           名 上程日 議決日 議決結果 

付  託 

委 員 会 

３７ 
さつま町水道事業給水条例の一部改正につい

て 
27.03.25 27.03.25 原案可決 － 

３８ 
平成２６年度さつま町一般会計補正予算（第

９号） 
〃 〃 原案可決 － 

３９ 
平成２６年度さつま町国民健康保険事業特別

会計補正予算（第３号） 
〃 〃 原案可決 － 

４０ 
平成２６年度さつま町後期高齢者医療特別会

計補正予算（第１号） 
〃 〃 原案可決 － 

４１ 
平成２６年度さつま町介護保険事業特別会計

補正予算（第５号） 
〃 〃 原案可決 － 

４２ 
平成２６年度さつま町介護サービス事業特別

会計補正予算（第１号） 
〃 〃 原案可決 － 

４３ 
平成２６年度さつま町農業集落排水事業特別

会計補正予算（第１号） 
〃 〃 原案可決 － 

４４ さつま町教育委員会委員の任命について 〃 〃 同 意 － 

陳情 

２ 

「川内原発１・２号機の再稼働に当たって九

州電力に住民説明会を求める」陳情書 
〃 〃 不採択 総務厚生 

発委 

１ 

「手話言語法」制定を求める意見書（案）の

提出について 
〃 〃 原案可決 総務厚生 

報告 

１ 

平成２６年度さつま町土地開発公社事業会計

補正予算（第２号）について 
27.02.26 〃 報告済 － 

報告 

２ 

平成２７年度さつま町土地開発公社事業計画

及び事業会計予算について 
〃 〃 報告済 － 

 議員派遣の件 27.03.25 〃 決 定 － 

 閉会中の継続審査・調査について 〃 〃 決 定 － 
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平成２７年第１回さつま町議会定例会会議録 
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 （総括質疑・委員会付託） 

 議案第１０号 さつま町行政改革審議会設置条例の一部改正について ……………… １１０ 

 （総括質疑・委員会付託） 

 議案第１１号 さつま町行政手続条例の一部改正について …………………………… １１０ 

 （総括質疑・委員会付託） 

 議案第１２号 さつま町職員定数条例の一部改正について …………………………… １１０ 

 （総括質疑・委員会付託） 

 議案第１３号 さつま町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について …… １１０ 

 （総括質疑・委員会付託） 

 議案第１４号 さつま町長等の給与に関する条例及びさつま町教育長の給与等に関す 

        る条例の一部改正について ……………………………………………… １１０ 

 （総括質疑・委員会付託） 

 議案第１５号 さつま町職員の給与に関する条例の一部改正について ……………… １１０ 

 （総括質疑・委員会付託） 

 議案第１６号 さつま町立幼稚園保育料徴収条例の一部改正について ……………… １１０ 

 （総括質疑・委員会付託） 

 議案第１７号 さつま町立学校給食センター条例の一部改正について ……………… １１０ 

 （総括質疑・委員会付託） 

 議案第１８号 さつま町介護保険条例の一部改正について …………………………… １１０ 

 （総括質疑・委員会付託） 
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 議案第１９号 さつま町都市公園条例の一部改正について …………………………… １１０ 

 （総括質疑・委員会付託） 

 議案第２０号 さつま町水辺公園条例の一部改正について …………………………… １１０ 

 （総括質疑・委員会付託） 

 議案第２３号 平成２７年度さつま町一般会計予算 …………………………………… １１０ 

 （総括質疑・委員会付託） 

 議案第２４号 平成２７年度さつま町国民健康保険事業特別会計予算 ……………… １１０ 

 （総括質疑・委員会付託） 

 議案第２５号 平成２７年度さつま町後期高齢者医療特別会計予算 ………………… １１０ 

 （総括質疑・委員会付託） 

 議案第２６号 平成２７年度さつま町介護保険事業特別会計予算 …………………… １１０ 

 （総括質疑・委員会付託） 

 議案第２７号 平成２７年度さつま町農業集落排水事業特別会計予算 ……………… １１０ 

 （総括質疑・委員会付託） 

 議案第２８号 平成２７年度さつま町水道事業会計予算 ……………………………… １１０ 

 （総括質疑・委員会付託） 

 議案第２９号 平成２７年度さつま町簡易水道事業会計予算 ………………………… １１０ 

 （総括質疑・委員会付託） 

 散     会 ……………………………………………………………………………… １２４ 

  

○３月２５日（第４日） 

 会議を開催した年月日及び場所 …………………………………………………………… １２５ 

 出欠席議員氏名  …………………………………………………………………………… １２５ 

 出席事務局職員  …………………………………………………………………………… １２５ 

 出席説明員氏名  …………………………………………………………………………… １２５ 

 本日の会議に付した事件  ………………………………………………………………… １２６ 

 開     議  …………………………………………………………………………… １２８ 

 議案第 ３号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施 

        行に伴う関係条例の整備等に関する条例の制定について …………… １２８ 

 （委員長報告・質疑・討論・採決） 

 議案第 ４号 さつま町教育長の勤務時間、休暇等及び職務専念義務の特例に関する 

        条例の制定について ……………………………………………………… １２８ 

 （委員長報告・質疑・討論・採決） 

 議案第 ５号 さつま町職員の配偶者同行休業に関する条例の制定について ……… １２８ 

 （委員長報告・質疑・討論・採決） 

 議案第 ６号 さつま町地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に係る基準を 

        定める条例の制定について ……………………………………………… １２８ 

 （委員長報告・質疑・討論・採決） 

 議案第 ７号 さつま町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予 

        防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等 

        を定める条例の制定について …………………………………………… １２８ 

 （委員長報告・質疑・討論・採決） 



（9） 
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 （委員長報告・質疑・討論・採決） 

 議案第 ９号 さつま町大野活性化センター条例の廃止について …………………… １２８ 

 （委員長報告・質疑・討論・採決） 

 議案第１０号 さつま町行政改革審議会設置条例の一部改正について ……………… １２８ 

 （委員長報告・質疑・討論・採決） 

 議案第１１号 さつま町行政手続条例の一部改正について …………………………… １２８ 

 （委員長報告・質疑・討論・採決） 

 議案第１２号 さつま町職員定数条例の一部改正について …………………………… １２８ 

 （委員長報告・質疑・討論・採決） 

 議案第１３号 さつま町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について …… １２８ 

 （委員長報告・質疑・討論・採決） 

 議案第１４号 さつま町長等の給与に関する条例及びさつま町教育長の給与等に関す 

        る条例の一部改正について ……………………………………………… １２８ 

 （委員長報告・質疑・討論・採決） 

 議案第１５号 さつま町職員の給与に関する条例の一部改正について ……………… １２８ 

 （委員長報告・質疑・討論・採決） 

 議案第１６号 さつま町立幼稚園保育料徴収条例の一部改正について ……………… １２８ 

 （委員長報告・質疑・討論・採決） 

 議案第１７号 さつま町立学校給食センター条例の一部改正について ……………… １２８ 

 （委員長報告・質疑・討論・採決） 

 議案第１８号 さつま町介護保険条例の一部改正について …………………………… １２８ 

 （委員長報告・質疑・討論・採決） 

 議案第１９号 さつま町都市公園条例の一部改正について …………………………… １２８ 

 （委員長報告・質疑・討論・採決） 

 議案第２０号 さつま町水辺公園条例の一部改正について …………………………… １２８ 

 （委員長報告・質疑・討論・採決） 

 議案第２３号 平成２７年度さつま町一般会計予算 …………………………………… １２８ 

 （委員長報告・質疑・討論・採決） 

 議案第２４号 平成２７年度さつま町国民健康保険事業特別会計予算 ……………… １２８ 

 （委員長報告・質疑・討論・採決） 

 議案第２５号 平成２７年度さつま町後期高齢者医療特別会計予算 ………………… １２８ 

 （委員長報告・質疑・討論・採決） 

 議案第２６号 平成２７年度さつま町介護保険事業特別会計予算 …………………… １２８ 

 （委員長報告・質疑・討論・採決） 

 議案第２７号 平成２７年度さつま町農業集落排水事業特別会計予算 ……………… １２８ 

 （委員長報告・質疑・討論・採決） 

 議案第２８号 平成２７年度さつま町水道事業会計予算 ……………………………… １２８ 

 （委員長報告・質疑・討論・採決） 

 議案第２９号 平成２７年度さつま町簡易水道事業会計予算 ………………………… １２８ 

 （委員長報告・質疑・討論・採決） 

 議案第３３号 さつま町役場庁舎建設基金条例の廃止について ……………………… １４１ 
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 （提案理由説明・質疑・委員会付託省略・討論・採決） 

 議案第３４号 さつま町指定地域密着型サービス事業の人員、設備及び運営の基準に 

        関する条例の一部改正について ………………………………………… １４１ 

 （提案理由説明・質疑・委員会付託省略・討論・採決） 

 議案第３５号 さつま町指定地域密着型介護予防サービス事業の人員、設備及び運営 

        並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果 

        的な支援方法の基準に関する条例の一部改正について ……………… １４１ 

 （提案理由説明・質疑・委員会付託省略・討論・採決） 

 議案第３６号 さつま町水道事業条例の一部改正について …………………………… １４１ 

 （提案理由説明・質疑・委員会付託省略・討論・採決） 

 議案第３７号 さつま町水道事業給水条例の一部改正について ……………………… １４１ 

 （提案理由説明・質疑・委員会付託省略・討論・採決） 

 議案第３８号 平成２６年度さつま町一般会計補正予算（第９号） ………………… １４１ 

 （提案理由説明・質疑・委員会付託省略・討論・採決） 

 議案第３９号 平成２６年度さつま町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

        ………………………………………………………………………………… １４１ 

 （提案理由説明・質疑・委員会付託省略・討論・採決） 

 議案第４０号 平成２６年度さつま町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

        ………………………………………………………………………………… １４１ 

 （提案理由説明・質疑・委員会付託省略・討論・採決） 

 議案第４１号 平成２６年度さつま町介護保険事業特別会計補正予算（第５号）…… １４１ 

 （提案理由説明・質疑・委員会付託省略・討論・採決） 

 議案第４２号 平成２６年度さつま町介護サービス事業特別会計補正予算（第１号） 

        ………………………………………………………………………………… １４１ 

 （提案理由説明・質疑・委員会付託省略・討論・採決） 

 議案第４３号 平成２６年度さつま町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

        ………………………………………………………………………………… １４１ 

 （提案理由説明・質疑・委員会付託省略・討論・採決） 

 議案第４４号 さつま町教育委員会委員の任命について ……………………………… １５４ 

 （提案理由説明・質疑・委員会付託省略・討論・採決） 

 陳情第 ２号 「川内原発１・２号機の再稼働に当たって九州電力に住民説明会を求 

        める」陳情書 ……………………………………………………………… １５５ 

 （委員長報告・質疑・討論・採決） 

 発委第 １号 「手話言語法」制定を求める意見書（案）の提出について ………… １５６ 

 （趣旨説明・質疑・委員会付託省略・討論・採決） 

 報告第 １号 平成２６年度さつま町土地開発公社事業会計補正予算（第２号）につ 

        いて ………………………………………………………………………… １５７ 

 （質疑） 

 報告第 ２号 平成２７年度さつま町土地開発公社事業計画及び事業会計予算につい 

        て …………………………………………………………………………… １５７ 

 （質疑） 

 議員派遣の件 ………………………………………………………………………………… １５８ 
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平成２７年第１回さつま町議会定例会会議録 

                            （第１日）  

○開会期日    平成２７年２月２６日  午前９時３０分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○会議の場所   さつま町議会議事堂 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○当日の議員の出欠は次のとおり 

 出席議員（１６名） 

   １番  平八重 光 輝 議員      ２番  木 下 敬 子 議員 

   ３番  宮之脇 尚 美 議員      ４番  桑 園 憲 一 議員 

   ５番  森 山   大 議員      ６番  東   哲 雄 議員 

   ７番  岩 元 涼 一 議員      ８番  新 改 幸 一 議員 

   ９番  木 下 賢 治 議員     １０番  川 口 憲 男 議員 

  １１番  米 丸 文 武 議員     １２番  新 改 秀 作 議員 

  １３番  岸 良 光 廣 議員     １４番  上久保 澄 雄 議員 

  １５番  柏 木 幸 平 議員     １６番  舟 倉 武 則 議員 

 欠席議員（なし） 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○出席した議会職員は次のとおり 

 事 務 局 長  中 間 博 巳 君   局長補佐兼議事係長  半 﨑 幹 男 君 

 議 事 係 主 任  神 園 大 士 君 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○地方自治法第１２１条の規定による出席者は次のとおり 

 町     長  日 髙 政 勝 君   副  町  長  紺 屋 一 幸 君 

 教  育  長  東   修 一 君   総 務 課 長  湯 下 吉 郎 君 

 企画財政課長  﨑 野 裕 二 君   町民環境課長  前 田 淳 三 君 

 福 祉 課 長  王子野 建 男 君   介護保険課長  中 村 慎 一 君 

 健康増進課長  四 位 良 和 君   農 政 課 長  平 田 孝 一 君 

 担い手育成支援室長  貴 島 晃 人 君   耕地林業課長  杉水流   博 君 

 企業誘致対策室長  高 橋 哲 郎 君   建 設 課 長  三 浦 広 幸 君 

 水 道 課 長  岩 元 義 治 君   教育総務課長  上 野 俊 市 君 

 学校給食センター所長  中 島 敏 男 君   社会教育課長  橋ノ口 賢 二 君 
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○本日の会議に付した事件 

第 １ 会議録署名議員の指名 

第 ２ 会期の決定 

第 ３ 諸般の報告 

第 ４ 行政報告 

第 ５ 議案第 ３号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行

に伴う関係条例の整備等に関する条例の制定について 

第 ６ 議案第 ４号 さつま町教育長の勤務時間、休暇等及び職務専念義務の特例に関する条

例の制定について 

第 ７ 議案第 ５号 さつま町職員の配偶者同行休業に関する条例の制定について 

第 ８ 議案第 ６号 さつま町地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に係る基準を定

める条例の制定について 

第 ９ 議案第 ７号 さつま町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防

支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定

める条例の制定について 

第１０ 議案第 ８号 さつま町地域審議会条例の廃止について 

第１１ 議案第 ９号 さつま町大野活性化センター条例の廃止について 

第１２ 議案第１０号 さつま町行政改革審議会設置条例の一部改正について 

第１３ 議案第１１号 さつま町行政手続条例の一部改正について 

第１４ 議案第１２号 さつま町職員定数条例の一部改正について 

第１５ 議案第１３号 さつま町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 

第１６ 議案第１４号 さつま町長等の給与に関する条例及びさつま町教育長の給与等に関する

条例の一部改正について 

第１７ 議案第１５号 さつま町職員の給与に関する条例の一部改正について 

第１８ 議案第１６号 さつま町立幼稚園保育料徴収条例の一部改正について 

第１９ 議案第１７号 さつま町立学校給食センター条例の一部改正について 

第２０ 議案第１８号 さつま町介護保険条例の一部改正について 

第２１ 議案第１９号 さつま町都市公園条例の一部改正について 

第２２ 議案第２０号 さつま町水辺公園条例の一部改正について 

第２３ 議案第２３号 平成２７年度さつま町一般会計予算 

第２４ 議案第２４号 平成２７年度さつま町国民健康保険事業特別会計予算 

第２５ 議案第２５号 平成２７年度さつま町後期高齢者医療特別会計予算 

第２６ 議案第２６号 平成２７年度さつま町介護保険事業特別会計予算 

第２７ 議案第２７号 平成２７年度さつま町農業集落排水事業特別会計予算 

第２８ 議案第２８号 平成２７年度さつま町水道事業会計予算 

第２９ 議案第２９号 平成２７年度さつま町簡易水道事業会計予算 

第３０ 議案第２１号 平成２６年度さつま町一般会計補正予算（第８号） 

第３１ 議案第２２号 平成２６年度さつま町介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 

第３２ 議案第３０号 町道路線の廃止又は認定について 

第３３ 議案第３１号 人権擁護委員候補者の推薦について 

第３４ 議案第３２号 人権擁護委員候補者の推薦について 

第３５ 報告第 １号 平成２６年度さつま町土地開発公社事業会計補正予算（第２号）について 
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第３６ 報告第 ２号 平成２７年度さつま町土地開発公社事業計画及び事業会計予算について 

第３７ 陳情について 
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△開  会  午前９時３０分   

○議長（舟倉 武則議員） 

 おはようございます。ただいまから、平成２７年第１回さつま町議会定例会を開会します。 

 農業委員会会長及び教育委員会委員長から本定例会に欠席する旨、届け出がありましたのでお

知らせします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△開  議   

○議長（舟倉 武則議員） 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の日程は、お手元に配付してある議事日程のとおりであります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第１「会議録署名議員の指名」   

○議長（舟倉 武則議員）   

 日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、１２番、新改秀作議員及び１３番、

岸良光廣議員を指名します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第２「会期の決定」   

○議長（舟倉 武則議員）   

 日程第２「会期の決定」の件を議題とします。 

 お諮りします。本定例会の会期は本日から３月２５日までの２８日間にしたいと思います。御

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 異議なしと認めます。よって、会期は本日から３月２５日までの２８日間に決定しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第３「諸般の報告」   

○議長（舟倉 武則議員）   

 日程第３「諸般の報告」を行います。 

 一般的なことについては、印刷してお配りしてありますので、口頭報告は省略しますが、次の

件について補足して説明します。 

 鹿児島県町村議会議長会の第６６回定期総会が、平成２７年２月１７日鹿児島市において開催

されました。総会では、会長挨拶、来賓祝辞のあと、鹿児島県町村議会議長会表彰並びに全国町

村議会議長会表彰の伝達が行われました。その後、平成２７年度事業計画案及び予算案が提案を

され、全会一致で承認されました。なお、全国町村議会議長会表彰では、特別功労者として不肖

私が、また、自治功労者表彰では、議員として２７年以上在職されておられます東哲雄議員並び

に１５年以上在職しておられます柏木幸平議員、平八重光輝議員、木下賢治議員、川口憲男議員

及び米丸文武議員の５人が永年勤続者として表彰を受けられましたので、本日の会議終了後に伝

達を予定しております。 

 次に、監査委員から例月出納検査並びに財政援助団体等の監査結果報告がありましたので印刷

してお配りしてあります。御了承願います。 

 これで諸般の報告を終わります。 
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癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第４「行政報告」   

○議長（舟倉 武則議員）   

 日程第４「行政報告」を行います。 

 町長の報告を許します。 

〔町長 日髙 政勝君登壇〕 

○町長（日髙 政勝君）   

 おはようございます。町長報告につきましては、印刷してお配りしているところでございます

が、この中で、１月１４日の北薩空港幹線道路、国道３２８号、川内川環境整備、九州地方整備

局長要望に関する事項、１月３１日の市町村と県医師会、鹿児島大学病院との意見交換会、２月

１２日のさつ・長・湧水連絡会議、２月１５日のさつま町１０周年記念式典、町民大会、並びに

２月１６日の北薩空港幹線道路整備促進期成会知事要望について補足して御報告いたします。 

 まず、１月１４日に行いました北薩空港幹線道路、国道３２８号、川内川環境整備九州地方整

備局長要望についてであります。 

 私が会長を務めております北薩空港幹線道路整備促進期成会及び国道３２８号整備促進期成会

におきまして、北薩横断道路での整備区間指定を受けております泊野道路、広瀬道路の早期整備

を初め、国道３２８号から県道小山田谷山線へ通じる国道３号交差点までのバイパス建設、また、

本町における鶴田ダムの再開発事業の早期完成など川内川中流域の環境整備につきまして、九州

地方整備局長を初め、企画部長、河川部長、道路情報管理官と直接面談をいたしまして予算の総

額確保の要望を行ってきたところであります。 

 なお、２月１６日は、北薩空港幹線道路の整備につきまして、同期成会において、昨年１２月

の県議会で阿久根北インターチェンジに向かうルートを知事が明言をされましたので、高尾野阿

久根道路、仮称でございますが、これを早い時期に新規事業化をしていただくよう要望をいたし

たところでございます。 

 次に、１月３１日に開催されました市町村と県医師会、鹿児島大学病院との意見交換会につい

てであります。 

 この意見交換会は、地域医療に関する課題等につきまして、県内の自治体首長、医師会、鹿児

島県、鹿児島大学病院等の関係者が地域医療に関する認識の共有化を図る目的で地域医療支援セ

ンターが主体となり、本年度初めて実施されたものであります。 

 １４２名の出席者の中、地域の実情と題しまして、薩摩郡医師会病院の本坊院長が医師不足の

厳しい現状と課題、それからさつま町が行っております行政の支援策等を具体的に報告をされま

した。 

 また、現段階におきましては、薩摩郡医師会病院が地域枠配置の指定病院となっていないこと

から、制度の緩和・拡充についても訴えていただいたところでございます。 

 また、交流会の場で県保健福祉部長、地域医療整備課長を初め、県医師会長、鹿児島大学病院、

地域医療支援センター長の皆さん方の関係者に対しまして、さつま町の置かれている窮状を訴え

ることができまして、意義深い意見交換の場となったところでございます。 

 今後におきましても、あらゆる機会を捉え、地域医療の確保に努めてまいりたいと考えており

ます。 

 次に、２月１２日に開催されましたさつ・長・湧水連絡会議についてであります。 

 この会議は、平成の市町村合併により１郡１町となった長島町、湧水町、及び本町の共通課題

に関する検討の場づくりとしまして、昨年１月に本町で開催をいたしまして、発足したものでご
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ざいます。 

 今回の会議におきましては、基本的事項の確認とともに共通する行政課題について各担当部署

において、３町の交流を深めながらそれぞれの取り組み事業の研修及び有機的連携策の検討など

を進めることといたしまして、中でも、次代を担う若手職員によります交流を促進し、新たな視

点による組織の活性化にも役立てていけるよう取り組んでいくことを確認をいたしたところでご

ざいます。 

 また、当面する地方創生への取り組みを進めるため、相互の情報交換の連携を深めていくこと

といたしました。 

 最後に、２月１５日に開催されました、さつま町１０周年記念式典、町民大会についてであり

ます。 

 合併してから今日に至るまで幾多の困難や事案もありましたが、議会を初め町民の皆様の一致

結束した努力によりまして、さまざまな難局を乗り越えてこられたと考えております。 

 当日は、天候にも恵まれまして１０周年記念式典、引き続いての町民大会が大盛況の中に意義

深く終わることができ、大変感謝しております。 

 御臨席くださった皆様方からも心温まるお言葉やお祝いをたくさん賜りまして、それだけ皆様

方に対しましても印象の残ったビッグイベントになったと思っております。 

 この１０周年を契機といたしまして、次なる時代に向かってさつま町の進むべき道を切り開き、

さつま町に住んでよかったと心底から思っていただけるよう全力で取り組んでまいる所存でござ

いますので、議員各位のより一層の御助言・御支援を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 以上で、町長報告の補足説明を終わります。 

〔町長 日髙 政勝君降壇〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 これで行政報告を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第５「議案第３号 地方教育行政の組織及び運営に

関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例

の整備等に関する条例の制定について」、日程第６「議

案第４号 さつま町教育長の勤務時間、休暇等及び職務

専念義務の特例に関する条例の制定について」、日程

７「議案第５号 さつま町職員の配偶者同行休業に関す

る条例の制定について」、日程第８「議案第６号 さつ

ま町地域包括センター包括的支援事業の実施に係る基準

を定める条例の制定について」、日程第９「議案第７号 

さつま町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並び

に指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な

支援の方法に関する基準等を定める条例の制定につい

て」、日程第１０「議案第８号 さつま町地域審議会条

例の廃止について」、日程第１１「議案第９号 さつま

町大野活性化センター条例の廃止について」、日程第

１２「議案第１０号 さつま町行政改革審議会設置条例

の一部改正について」、日程第１３「議案第１１号 さ

つま町行政手続条例の一部改正について」、日程第
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１４「議案第１２号 さつま町職員定数条例の一部改正

について」、日程第１５号「議案第１３号 さつま町報

酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について」、

日程第１６「議案第１４号 さつま町長等の給与に関す

る条例及びさつま町教育長の給与等に関する条例の一部

改正について」、日程第１７「議案第１５号 さつま町

職員の給与に関する条例の一部改正について」、日程

１８「議案第１６号 さつま町立幼稚園保育料徴収条例

の一部改正について」、日程第１９「議案第１７号 さ

つま町立学校給食センター条例の一部改正について」、

日程第２０「議案第１８号 さつま町介護保険条例の一

部改正について」、日程第２１「議案第１９号 さつま

町都市公園条例の一部改正について」、日程第２２「議

案第２０号 さつま町水辺公園条例の一部改正につい

て」、日程第２３、「議案第２３号 平成２７年度さつ

ま町一般会計予算」、日程第２４「議案第２４号 平成

２７年度さつま町国民健康保険事業特別会計補正予算」、

日程第２５「議案第２５号 平成２７年さつま町後期高

齢者医療特別会計予算」、日程第２６「議案第２６号 

平成２７年度さつま町介護保険事業特別会計予算」、日

程第２７「議案第２７号 平成２７年さつま町農業集落

排水事業特別会計予算」、日程第２８「議案第２８号 

平成２７年度さつま町水道事業会計予算」、日程第

２９「議案第２９号 平成２７年度さつま町簡易水道事

業会計予算」 

○議長（舟倉 武則議員）   

 次に、日程第５「議案第３号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法

律の施行に伴う関係条例の整備等に関する条例の制定について」から日程第２９「議案第２９号 

平成２７年度さつま町簡易水道事業会計予算」まで、以上、議案２５件を一括して議題とします。 

 各議案について、町長の提案理由並びに平成２７年度の施政方針の説明を求めます。 

〔町長 日髙 政勝君登壇〕 

○町長（日髙 政勝君）   

 平成２７年３月議会定例会の開会に当たりまして、平成２７年度の町政運営について私の基本

的な考え方を明らかにし、各会計の当初予算を初めとする諸議案につきましてその概要を御説明

申し上げ、議員を初め町民の皆様の町政に対する御理解と御協力をお願いするものであります。 

 これまでのマニフェストで表明いたしました事柄を初め、総合振興計画に沿いました事務事業

がおおむね順調に推移しており、改めて議員各位並びに町民の皆様方に厚く御礼を申し上げる次

第であります。 

 平成２７年度は、さつま町にとりまして１０周年の節目の年であり、これまでの１０年を基礎

とし、さらに未来へ明るく元気に伸び行くまちとして大きくステップアップするため、町政全般

にわたり一層の積極的な取り組みを進めてまいります。 

 安全安心の拠点施設である新庁舎においては、町民サービス向上に向け、なお一層努力を傾注
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するとともに、１０周年の記念事業、日展鹿児島会、国民文化祭など多くの記念事業を成功に結

びつけたいと考えております。 

 町民生活の維持向上及び福祉の増進につきましては、少子高齢化を初め人口減少等の要因に対

応した振興策の実施、また、学校再編に関係する地域には、関係事業等について財政的な支援を

行うことといたしております。 

 社会保障・税番号制度の付番通知が平成２７年１０月以降実施される予定であることから、関

係部署における連携を十分に行いスムーズな運用が図られるよう準備を進めてまいります。 

 国は、現在の少子高齢化と総人口減少時代への対策として東京一極集中の是正と人口減少への

歯止めを図り、まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定するとともに地方へも国に同調して戦略

プランの策定を義務づけております。 

 この地方創生は、それぞれの地域が豊かな資源や文化、歴史など特色ある資源の活用、個性を

生かす取り組みがキーワードであると認識をいたしております。 

 さつま町では、現在、第２次総合振興計画の策定作業中でありますが、この総合振興計画とさ

つま町版地方創生戦略プランを有機的に調整しながら、今回の国の人口減少対策に呼応して従来

の事務事業に知恵と工夫を加えるなど、より発展的な取り組みを進めるとともに、役場各課も可

能な限り横断的に捉え、さらには、町内各層の幅広い視点も加えての魅力あふれるまちづくりに

職員一丸となって取り組んでいく必要があると考えております。 

 行財政改革につきましては、地方交付税がこれまでの合併特例措置が終了し、本年度から一本

算定に移行します。 

 行財政全般はもとより、公共施設の譲渡や貸し付けなどさらに踏み込んだ改革へと実行が求め

られるところでございます。 

 地方自治を取り巻く現状においては、少子高齢化、人口減少が進む中で、産業、福祉、医療、

教育文化など全ての分野にその影響を及ぼしており、町内全域の均衡ある振興策はもとより、新

たな行政課題に対応すべく議会・町民の英知を結集しながら、これまで以上に各般の情報収集を

行い、町の活性化に努めてまいる所存であります。 

 それでは、本年度の主な事務事業や推進方策について御説明申し上げます。 

 第１に「豊かな地域資源を核とした活力あふれる産業のまち」であります。 

 本町の基幹産業であります農林業を取り巻く情勢は、農業者の高齢化、農家数の減少、農業資

材等の高止まり、対外的にはＴＰＰ交渉、さらには、ＥＰＡなどの農産物貿易自由化交渉が進め

られ、農業・農村の維持・存続が危ぶまれてきております。 

 このような中で国は、ＴＰＰを初めとする貿易自由化への流れを見越し、担い手への農地集積

による規模拡大や農産物の輸出促進で国際競争力の向上を図ろうとしており、町としましても農

業者が明るい展望を持てるよう、国・県の施策等を活用しできる限りの取り組みを進めてまいり

ます。 

 まず、中山間地域等直接支払制度につきましては、第３期対策が終わり、新たに第４期がス

タートいたします。これまで同様、取り組みへの支援を行ってまいります。 

 水田・畑地農業対策については、経営所得安定対策の見直しに呼応しながら制度の活用促進に

取り組んでまいります。 

 梅については、生産安定対策とともに新たに整備しました加工施設を活用した売れる商品づく

りを支援してまいります。 

 また、農家所得の向上を目指した地域特産品の６次産業化を図るため、引き続き農産加工セミ

ナーを実施するとともに、農畜産物の有利販売のためＪＡ北さつまと連携した薩摩のさつまブラ
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ンド確立に努めてまいります。 

 茶については、消費離れによる価格減退の中、防霜ファン等による生産安定対策や茶製造部門

の省力化機械・機器の導入など支援をしてまいります。 

 町農業の基幹作目であります畜産につきましては、飼養頭数並びに飼養農家数が減少傾向にあ

ることから、生産者、関係機関・団体が一体となって振興に努めてまいります。 

 中でも肉用牛については、薩摩中央家畜市場の年間子牛取引価格は、全国トップクラスであり、

今後におきましても優良雌牛の保留導入、肥育素牛導入促進、簡易畜舎警備促進等による増頭対

策に努め、さつま牛ブランド確立に取り組んでまいります。 

 農作物への鳥獣被害対策につきましては、防御と捕獲の両面から国・県の事業を活用して被害

防止に努めてまいります。 

 次に、持続可能な農業を実現するため、引き続き、農業後継者や集落営農組織等の担い手の育

成と確保に努めます。 

 特に、認定農業者等の育成を図るため、農業経営の改善を計画的に進め、必要とされる機械等

の購入について支援を行います。 

 今後の地域農業を発展・維持していくために、人・農地プランの見直しを推進し、各地域で作

成したプランの実践のため、県及びＪＡ等関係機関と連携して支援に当たります。 

 また、認定新規農業就農者の確保を図り、農地中間管理事業や農用地利用集積円滑化事業を活

用しながら農地集積を推進し、地域農業の活性化や効率化に取り組んでまいります。 

 農業基盤の整備でありますが、本年度は県営で中山間地域総合整備事業ほか５事業で７地区を、

団体営では農山漁村活性化プロジェクト交付金事業で２地区を実施してまいります。 

 また、昨年度より制度拡充された多面的機能支払交付金への取り組みの支援を行ってまいりま

す。 

 次に、林業関係でありますが、森林・林業再生プランに基づき強い林業の再生に向け、本年度

も集約的な森林施業の推進や効率的な路網整備の促進に努めてまいります。 

 また、パルプ用竹材買い取り単価助成については、さらに助成額を増額するほか、竹林整備の

よりよい支援を通して竹林改良を促進し、さつまタケノコの生産拡大を図り竹の産地づくりに努

めてまいります。 

 次に、商工業振興につきましては、町内商工業の活性化と消費拡大を図るため、プレミアム部

分を拡大した商品券を２回発行するほか、新たな施策として町内商工業者の経営安定と育成及び

振興を図るため、設備及び運転資金に係る制度資金の借り入れ者に対し利子補給助成金を交付す

る予定であります。 

 また、年々悪質化する訪問販売等の被害防止と被害にあった場合の相談業務の充実を図り、安

全安心なまちづくりを進めるため、引き続き、消費生活相談員を設置し、消費者啓発・教育及び

相談窓口の強化と充実に努めてまいります。 

 次に、観光についてであります。 

 交流人口２００万人の目標達成に向け観光事業者や旅館業者はもちろんのこと、町全体が訪れ

る人に優しいおもてなしの心があふれるまちでなければなりません。そのためには、一翼を担う

観光ボランティアガイドの充実と町民を対象とした我がまちさつま町を知るツアーを継続し、ふ

るさとに自信と誇りを持ち誘客につなげていくよう努力してまいります。 

 本町の個性ある観光として人気を博しているホタル船に続きまして、屋形船の運行についても

関係機関・団体と連携し、川内川の新たな観光資源の開発など検討をしてまいります。 

 また、特産である黒毛和牛とタケノコを使った黒毛和牛タケノコ丼や山太郎ガニ、アユ、手長
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エビを出汁にしたじょじょん鍋が開発されておりますので、本年度も地元食材を活用した新商品

開発と販路開拓に努めてまいります。 

 次に、地方創生の大きな役割を担う若者の働く場の確保になる企業誘致対策でありますが、雇

用、特に生産年齢人口帯における雇用機会の拡大と若年齢層の定住化、また、町民所得の安定を

図るため、地元、県内外を問わず企業訪問を積極的に行って情報を入手するとともに、立地企業

を初め、関連の企業等との連携を密にして新規誘致や工場増設等のセールスに努めてまいります。 

 定住促進策でありますが、企業誘致を通じて進めるもののほか、分譲宅地販売につきましては、

町の助成策等のＰＲ、トップセールスや住宅メーカー訪問など販売促進活動に引き続き積極的に

取り組み、早期の分譲・販売に努めてまいります。 

 また、平成２６年４月から取り組みました周辺地域等移住定住促進補助金制度のさらなる周知

とともに、新たに町単独による若者定住促進住宅の建設や都会の田園回帰傾向の人々への必要な

情報提供を進めるなど、町外からの移住・定住促進とあわせて町内における均衡ある定住化を推

進してまいります。 

 次に「第２の思いやりと暖かさが育む地域福祉創造のまち」であります。 

 保健・医療の充実につきましては、第２次健康さつま２１の基本理念である健康いきいき元気

さつまの実現を目指し、町民一人一人が主体的に取り組む健康づくりを支援をしてまいります。 

 特に、健康さつまポイント事業は、個人はもとより企業や団体での応募者が年々増加している

ことから当選賞品をふやし、さらなる参加意欲につなげてまいります。 

 インフルエンザワクチン予防接種においては、６５歳以上の町民が定期予防接種の対象として

います。より予防接種率を高めインフルエンザの発病及び重症化を抑え、ひいては医療費負担の

軽減につなげるために本年度公費負担額を増額し、町民の健康を守る対策を進めます。また、肺

炎球菌についても引き続き助成を継続してまいります。 

 地域医療の関係では、これまでの郡医師会及び病院に対する各種支援事業による効果が現れつ

つあるものの、医師不足は予断を許さない状況にあり、今後とも県や鹿児島大学病院と連携を深

めながら医師確保に努めてまいります。 

 社会環境の変化による超高齢社会を迎えている今日、高齢者を地域全体で支える地域包括ケア

の推進や高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らすための環境を拡充するために、平成２９年度

までの３カ年を期間とした第７次高齢者福祉計画及び第６期介護保険事業計画を策定したところ

であります。 

 この計画を滞りなく推進するために各種高齢者福祉サービスを初め、高齢者等の見守り、支え

合いを強化するための地域見守りネットワーク支援事業や町内事業所等の協力による高齢者等見

守り活動事業を引き続き推進するとともに、福祉部の設置推進等、地域で高齢者を支える体制づ

くりの拡充に努めてまいります。 

 次に、児童福祉であります。 

 急速な少子化・核家族化の進行等に伴い、子育て家庭における孤独感や負担の増大等が課題と

なっております。このため、子ども・子育て支援制度に基づき策定しました、子ども・子育て支

援事業計画の具現化に向けて、質の高い幼児教育や保護者のニーズに応じた子育て支援施策を計

画的に実施します。 

 放課後児童クラブについては、児童が安心して利用できる施設の拡充が求められていることか

ら、関係機関との協議を踏まえながら居場所として相応する環境づくりに努めてまいります。 

 また、発達に障害を持つ幼児や児童が増加していることから、引き続き療育の拡充を図るとと

もに、障害児学童保育の環境を整備するなど、ニーズに応じた支援策を講じてまいります。 
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 保護者の課税状況や入所時の年齢等から算定される保育料の徴収金にあっては、第２子が

５０％の軽減、第３子以降は無料となっており、全体では、３５.３７％の軽減率となっており

ますが、さらに第１子に係る保育料を１０％軽減し、保護者の子育て支援策を拡充してまいりま

す。 

 次に、障害者福祉でありますが、障害のある人が住み慣れた地域で年齢や障害の種別にかかわ

りなく生き生きと暮らすことができるよう、障害福祉サービス及び地域生活支援事業等の充実を

図ります。 

 また、障害者に対する理解を深めるために理解促進研修啓発事業や成年後見制度利用支援事業、

手話奉仕員養成事業の継続に加え、障害者への虐待の未然防止や早期発見、迅速な対応を図るた

め、相談窓口の強化を図り、制度間で谷間のないサービスの提供や個々のニーズに基づいた地域

生活支援体系の整備など、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援してまいります。 

 次に、人権同和対策でありますが、同和問題を初めとするあらゆる人権問題を全町民的課題と

して人権啓発に積極的に努め、差別のない明るいまちづくりの実現に努めてまいります。 

 第３に「教育と文化の薫る生涯学習推進のまち」であります。 

 教育の推進につきましては、地方教育制度の改正に伴いまして、私が主宰する総合教育会議に

おいて総合的な大綱を策定することになっておりますが、従来から教育委員会と一緒になって、

大綱に当たるさつま町教育振興基本計画を策定してきておりますことから、今後もその基本理念

であります時代の変化に主体的に対応できる人間性豊かでたくましい人材の育成、さつま町の教

育的な伝統や風土を生かした活力ある教育活動の推進を基本としながら、各施策の推進に努めて

まいります。 

 まず、学校教育についてでありますが、児童生徒の基礎学力の定着とその活用能力を育成する

ため、９月からの土曜授業の実施や教職員研修の充実を図り、児童生徒が主体的に取り組む授業

の創造に努めてまいります。あわせて、個に応じた生徒指導、体力の向上、健康教育、道徳教育

の充実を図り、たくましく志の高い児童生徒の育成に努めてまいります。 

 また、学校応援団の活用やさつま学のこういったこと等の推進を図り、地域人材や自然、産業、

伝統、文化を生かした教育活動に積極的に取り組み、地域に開かれた特色ある学校づくり、信頼

される学校づくりに努めてまいります。 

 さらに、歯と口腔の健口事業によるフッ化物洗口や予防接種等の補助拡大を図ることで、心身

ともに健康な児童生徒の育成に努めてまいります。 

 学校施設については、児童生徒が安全で安心して学べるよう安全対策並びに学校教育環境の整

備に努めてまいります。 

 また、耐震化対策につきましては、平成２６年度で全ての学校施設の耐震化工事が終了しまし

たので、今年度は照明器具等の非構造部材について、点検結果に基づき整備を図ってまいります。 

 学校規模の適正化につきましては、平成２８年４月の再編校の開校に向け再編準備委員会で検

討協議し、準備を進めてまいります。 

 また、学校跡地跡活用についても跡地対策検討委員会で鋭意検討してまいります。あわせて、

再編に伴う学校施設の整備を図ってまいります。 

 学校給食については、安心安全な給食を提供するため徹底した衛生管理に努めるとともに、地

元で生産された食材を活用した給食を提供してまいります。 

 また、学校給食を生きた教材として活用した食育指導も引き続き実施してまいります。 

 学校給食センターの今後のあり方については、学校規模の適正化計画に係る具体的な方策等と

並行して検討してまいります。 



- 12 - 

 次に、社会教育についてでありますが、教育の出発点であり原点であります家庭教育の支援・

充実を図りながら、青少年育成町民会議を中心に各種団体との連携を図り、ふるさと体験塾や親

子での体験活動を通じて郷土に対する愛着や生きる力を醸成し、青少年の健全育成に努めてまい

ります。 

 また、自治活動の基盤である区公民館や公民会における地域コミュニティ活動活性化の支援に

努めてまいります。 

 読書のまち推進活動については、さつま読書のすすめ等の活用を図るほか、学校や各図書室に

おける蔵書の充実を図るとともに、乳幼児のブックスタート事業を初め、国民文化祭におけるこ

ども読書フェスティバルなどさまざまなイベントを実施しながら、本に親しむ機会をふやし、読

書活動を町民運動としてその取り組みを進めてまいります。 

 文化の振興についてでありますが、潤いのある文化の薫りあふれるまちの創造を目指して、吹

奏楽フェスタや美術展を開催し、誰もが芸術文化を感受できる環境づくりに努めてまいります。 

 特に本年は、４月２６日から５月８日にかけまして日展鹿児島会さつま展を開催し、町民が優

れた美術作品に接する機会を創出します。 

 国民文化祭鹿児島２０１５では、こども読書フェスティバルに引き続き、郷土芸能祭、ゆるキ

ャラ＆大鍋フェスタを実施しますが、町内外から多くの参加者を得てさつま町の文化の発信に努

めてまいります。 

 文化財の保存と活用につきましては、宗功寺墓地や虎居城跡、宮之城歴史資料センターとの一

体的な活用を図り、さつま町の歴史・文化の魅力を高めてまいります。 

 スポーツ振興につきましては、平成３２年に鹿児島県で開催予定の第７５回国民体育大会に向

けて競技団体との協議を進めるとともに、町民体育祭等により町民総参加のスポーツ活動の推進

と健康体力づくりに努めてまいります。 

 第４に「自然と調和した便利で快適な町」であります。 

 道路は、豊かな地域社会、活力ある町民生活を支える根幹となるものであります。 

 地域振興策と投資効果などを十分考慮しながら計画的な道路整備に努めるとともに、地域高規

格道路、北薩横断道路の早期開通に向けて関係機関との連携を図りながら、引き続き最大限の努

力をしてまいります。 

 北薩広域公園の整備促進につきましては、テーマゾーンの整備、それに続く歴史ゾーンの整備

が計画的に進むよう県に要望してまいります。 

 また、川内川とのかかわりを踏まえる宮之城屋地・虎居地区かわまちづくり推進協議会と密に

連携しながら、川を生かした新たな観光資源としての整備を進めてまいります。 

 町営住宅管理につきましては、適正な管理を行い、悪質な住宅使用料滞納者に対しては、法的

措置も視野におきながら厳正に対処していきます。 

 住宅リフォーム支援事業補助については、引き続き実施し、定住促進の一環から空き家のリフ

ォームについても対象にするなど、町民の良好な住環境の向上に努めてまいります。 

 次に、消防業務についてでありますが、住民に対する防火思想の一層の普及に努めるとともに、

引き続き住宅用火災警報機の維持管理及び設置促進を図り、火災予防対策の強化に取り組んでま

いります。 

 救急業務につきましては、救急搬送の実態を踏まえ、住民に対する救急車の適正利用の啓発と

ともに、救命率の向上を図るため応急手当の普及を推進し、救急隊員のさらなる資質の向上並び

にドクターヘリ等を活用した広域搬送体制の確立に努めてまいります。 

 また、消防施設及び資機材等の整備を進めるとともに、関係機関や消防災害支援隊との連携を
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強化し、地域防災力の充実強化に努めてまいります。 

 防災行政の取り組みとしましては、公民会無線放送施設補助金の拡充を行い、公民会無線の普

及率向上及び公民会合併の促進を図るため、補助率の引き上げとともに新たに維持管理業務委託

費の交付を行うことといたします。 

 また、一般防災、原子力防災など総合的な防災マップを作成し、全世帯に配布し、防災意識並

びに地域防災力の向上に努めてまいります。 

 本年度は、川内川下流域の水防演習が本町で実施されますことから、雨期を前にした実践的演

習及び防災・減災意識の啓発活動を関係機関一体となり取り組みを進めてまいります。 

 交通・防犯対策については、交通安全施設の設置に加え盈進小学校を中心としたゾーン３０の

整備を行います。さらにさつま警察署、交通安全協会、防犯協会などの関係機関と連携し、交通

事故の減少、防犯対策、町民の安全安心の確保を図ってまいります。 

 第５に「人々の生活視点から創る環境美化のまち」であります。 

 生活環境対策につきましては、さまざまな問題に迅速かつ丁寧に対応し生活環境の保全に努め

てまいります。 

 ごみ対策につきましては、ごみ分別の手引き「ゴミック誌」を全世帯に配布して分別の周知を

図るとともに、引き続きリサイクル資源の回収強化、ごみの減量化、不法投棄防止の強化に取り

組んでまいります。 

 環境センター及びクリーンセンターの施設の維持管理につきましては、効率的な更新整備を図

りながら、施設の延命化を図るべくメンテナンス及び予防保全の徹底に努めてまいります。 

 第６に「住民と行政が協働するまち」であります。 

 計画的行政推進につきましては、第１次総合振興計画の計画期間が平成２７年度で終了いたし

ますことから、現在第２次計画の策定作業中でありますが、これまでに町民の方々からいただき

ました御意見やアンケート結果などを踏まえ、次のステップへの基本となる重要な計画として引

き続き策定に向けた作業を進めてまいります。 

 また、計画行政という視点からは、事務事業評価を機能させるため、組織機構の見直しにあわ

せまして、予算編成と事務事業の進行管理、そして点検と見直しまでをＰｌａｎ・Ｄｏ・Ｃｈｅ

ｃｋ・Ａｃｔｉｏｎのマネジメントサイクルを意識しながらの運用を図ってまいりたいと考えて

おります。 

 第２次さつま町行政改革大綱につきましては、２６年度で終了することから、第３次行政改革

大綱及び職員の定員管理計画を２６年度中に策定するとともに、今後もこれまでの達成事項の指

標を検証しながら、新たな計画に沿って引き続き推進を図ってまいります。 

 行財政につきましては、これまで交付税の縮減に備え行政改革を推進して財政の健全化に努め

てまいりましたが、公債費や人件費の削減もやがては落ち着くものと考えております。 

 今後は、公共施設等の管理等について本格的な見直しが迫られると考えており、国においても、

市町村に公共施設等の総合管理計画の策定を義務づけております。施設の長寿命化や整理・統合

等が改めて推進されているところであります。 

 本町でも、既に、健康ふれあいセンターや観音滝公園内の施設など大型の施設につきましては、

譲渡に関する公募を開始いたしたところでありますが、公共施設等の総合管理計画の策定とその

推進につきましても、しっかり対応しながら、財政の健全化への取り組みも継続して進めてまい

ります。 

 また、職員の数が年々減少する中にあって、質の高い行政サービスを、町民サービスを目指す

ためには、少数精鋭の職員の資質向上が重要でありますことから、自主研修の機会を設け個人又
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はグループでの研修を拡充してまいります。 

 今年度はマイナンバー法の施行によりまして、福祉、年金、健康保険など社会保障システムの

整備を図ることとされております。関係部署間の連携を密にしながら、関係例規の整備並びにシ

ステム等の改善措置を図ってまいります。 

 町内の公共交通対策につきましては、平成２４年度から全町的に実証運行を行い定着しつつあ

りますが、変更要望のある路線につきましては見直しの検討を行うなど、利便性を高めながら利

用促進を図ってまいります。 

 次に、平成２７年度の予算編成の概要について申し上げます。 

 平成２６年度我が国の経済は、４月の消費税率８％への引き上げの影響が予想以上に長引き、

９月までの国内総生産は２四半期連続でマイナス成長となりました。このため消費税率１０％へ

の引き上げ時期を変更しまして、判断を国民に仰ぐため衆議院が解散され、年末での総選挙とな

り、国の予算編成の作業が大幅におくれることとなったところであります。 

 政府はアベノミクス効果の地方への波及を目指すとともに、平成２７年度予算の目玉事業とし

て地方活性化のための創生枠が設けられ、また、この前倒しとも言えます平成２６年度の国の補

正予算では、地域住民生活緊急支援のための交付金が創設され、市町村ごとに人口や財政力に応

じた交付金が配分されたところであります。 

 国の予算は、地方創生関連施策のほか、新たな子ども・子育て支援制度の構築や膨らみ続ける

社会保障関連経費等には重点的に配分されていますが、その他の経費は幾分圧縮された形となっ

ております。 

 平成２７年度地方財政対策では、前年度と同様に通常収支分と東日本大震災分とに分類し、通

常収支分の歳入歳出規模は、前年度比２.３％の増、また、一般財源総額は２.０％増が確保され

たところであります。 

 平成２７年度の当初予算の編成作業に当たりましては、国の予算編成がおくれまして地方財政

対策等の詳細が定まらない中での作業になったことや、交付税の縮減の影響などで大変苦慮をい

たしたところでございます。そこで事務事業評価を検証し、総合振興計画と町政マニフェストを

基本に据えて、新規事業に取り組む一方で既存事業の廃止など事業の選択と集中を念頭におきな

がら、また、平成２６年度国の補正予算への対応など総合的に調整しながら予算措置を行ったと

ころであります。 

 この結果、平成２７年度さつま町一般会計予算の総額は、１２７億８,３００万円となりまし

て、昨年度と比較いたしまして０.７％、９,３００万円の増となりました。 

 全体概要を目的別に見ますと、公債費が２億１００万円、消防費が消防救急無線のデジタル化

と消防資機材の整備等の影響によりまして１億６,２００万円、それぞれ減となる一方で、学校

再編準備の関連経費や教科書改訂関連経費等に伴う教育費が１億７,５００万円、社会保障関連

経費の民生費が１億４,２００万円、多面的機能支払交付金等による農林水産業費が１億

３,５００万円それぞれ増となるなど、住民生活に関連した事業や制度改正等を踏まえた予算編

成としたところから、実質的には前年度を上回る予算となりました。 

 歳出予算の性質別内訳は、義務的経費が７０億２,１６０万７,０００円で１.３％、

９,５７５万６,０００円の減、主な要因としましては公債費の減であります。投資的経費が

１０億４,２５５万４,０００円で２０.１％、２億６,２６５万５,０００円の減、主な要因とし

ましては、消防救急無線のデジタル化や庁舎建設関連事業費等の減であります。また、物件費な

どその他の経費が４７億１,８８３万９,０００円で１０.６％、４億５,１４１万１,０００円の

増となっております。 
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 歳入面におきましては、景気回復の兆しの中、町税が５.９％、１億１,６９４万８,０００円

の増となったほか、繰入金が財政調整基金繰入等により５８.４％、２億７,０７８万７,０００円、

県支出金が多面的機能支払推進交付金等により１２.６％、１億２,１１０万５,０００円の増と

なっております。また、地方交付税が３.５％、１億９,３５０万２,０００円、町債が１９.８％、

２億１,５５０万円の減となったところであります。 

 このようなことから、歳入の財源割合は、町税や繰入金などの自主財源が３８億６６２万

９,０００円で２９.８％、地方交付税や国・県支出金、町債などの依存財源が８９億７,６３７万

１,０００円で７０.２％となっております。町税の増など明るい兆しが見えるものの依存財源に

頼らざるを得ない構図となっております。 

 財政運営を取り巻く環境は、歳出面では膨らむ社会保障関連経費にあわせまして国民健康保険

事業特別会計への繰出金の増大など新たな課題にも直面しているところであります。 

 一方、歳入面では、普通交付税の段階的縮減の時代を迎えることとなりますが、この縮減幅に

つきましては７割維持が打ち出され、当初の厳しい見通しからは明るい材料と言えますが、今後

の人口減少等に伴う減額を考慮しますと、全体的にはこれまで以上に厳しい局面を迎え、楽観は

許されないと考えているところであります。 

 このようなことから、限りある財源を最大限活用できるよう行財政改革を継続しながら、総合

振興計画やマニフェストの推進を基本に、そして、さつま町版地方創生戦略プランを策定しなが

ら、その推進に全力で取り組んでまいりたいと考えているところであります。 

 次に、国民健康保険特別会計予算について申し上げます。 

 国民健康保険事業を取り巻く環境は、被保険者の年齢構成が高いことで他の保険者と比較し疾

病が重症化しやすく、また、医療技術の進歩とあわせ保険税負担が重くなるなど、近年は制度に

対する課題等も指摘されており、本年度も引き続き厳しい財政運営が予測されるところでありま

す。 

 国におきましては、平成３０年度に都道府県が保険財政の運営主体となる考えのもとにその対

策が講じられることとなっております。 

 このような中、本年度の予算総額は３７億３,０８５万３,０００円、前年度当初予算と比較し

て３億９,９０４万２,０００円、１２％の大幅な増となったところであります。 

 主には制度改正による共同事業拠出金の増額によるところが大きく、これに見合う歳入といた

しまして保険税率改正による増額、共同事業交付金の増額、一般会計法定外繰入金１億６,０００万

円により予算編成を行ったところであります。 

 本年度は、引き続き高い特定健診受診率を達成し、これによって得られた個人の健康に関する

データを十分活用し、国保財政の健全化に努めてまいります。 

 具体的には、本年度から生活習慣病の疾病状態によって保健指導をレベル対象者ごとに定め、

徹底した個別指導や訪問活動に力を注ぎ、対象者の生活改善や健康維持増進に努めてまいります。 

 なお、これまで取り組んでまいりました健康教室等事業につきましては、一定の成果を得たこ

とから、今後自主活動として取り組みを進めてまいります。 

 次に、後期高齢者医療事業特別会計予算についてであります。 

 後期高齢者医療制度におきましては、県内全市町村が参加する鹿児島県後期高齢者医療広域連

合が運営を行いますが、市町村業務であります届け出等の受付事務、保険料の普通徴収業務など

を正確に実施をいたしまして、円滑な事業運営に努めてまいります。 

 本年度の予算総額は３億３,５０２万７,０００円で、前年度当初予算と比較して５７９万

３,０００円、１.７％の減となっております。 



- 16 - 

 次に、介護保険事業特別会計予算についてであります。 

 本年度から第６期介護保険事業計画期間に入りまして１年目となります。人口構成の高年齢化

は変わりませず、認定高齢者は伸びてきております。介護サービス給付費も増加の状況にありま

す。国の制度改正等によりまして本年度から第６期計画期間中に生活支援等新たな取り組みを進

めるということになります。 

 また、地域包括支援センター及び指定介護予防支援事業所の業務につきましては、社会福祉協

議会に委託をして事業の推進を図ることにいたしております。今回の制度改正や介護報酬改定等

によりまして、本年度の予算総額を３２億２,９１０万円としまして前年度対比１,２２０万

７,０００円、０.４％増となっております。主には、介護サービス給付費の伸びによるもので報

酬のマイナス改定に係る分を含むものであります。 

 第６期の介護保険料につきましては、１号保険料の財源率が２２％と、負担割合が１％増えた

ことや、第６期以降においても給付の伸びが予想されます。サービス給付の利用増によりまして

事業費用の増加が見込まれますことから、基準の月額を５,９００円といたしたところでありま

す。今後におきましても、保険給付の適正化に向けて取り組みを進めてまいります。 

 また、地域包括ケアシステムの構築に向けて新たに生活支援体制整備事業あわせて地域におけ

る軽度認定者や予防対象者などの予防支援に取り組みを進めてまいります。 

 本年度におきましても、介護予防事業、認知症対策、在宅家族介護者の支援、介護支援ボラン

ティア制度、高齢者元気度アップポイント事業など、高齢者の社会参加を図りながら安心して暮

らせる地域づくりに努めてまいります。 

 次に、農業集落排水事業特別会計であります。 

 本年度の予算総額は、４,６１３万１,０００円で前年度対比２５５万６,０００円、５.９％の

増となっております。 

 施設の適切な維持管理に努めるとともに機能保全対策の一つとして機能診断調査を行うことに

しております。 

 次に、水道事業についてであります。 

 水道は日常生活において必要不可欠なライフラインであります。安全安心な水を安定して供給

するため、水道施設の適切な維持管理や整備・改良に努めてまいります。 

 一方、給水人口が減少傾向にある中で、これに比例しまして給水量及び料金収入も減少してき

ております。そのため、将来における経営基盤の強化や事業経営の安定化が求められる中で、国

において小規模な水道事業の統合を推進しております。 

 本町におきましては、現在４つある簡易水道事業の統合を行い、最終的には平成２９年度から

上水道・簡易水道を１本化し、町内１水道事業での運営を目指しております。料金の統一化を初

め事業統合に向けての取り組みを進めてまいります。 

 次に、水道事業会計予算についてであります。 

 本年度の業務予定量を給水戸数４,６１６件、総給水量９９万５,４２４立方メートルを予定し、

予算額を収益勘定で収入総額１億５,１４８万７,０００円、支出総額１億３,２２８万円と定め

ております。 

 また、資本勘定におきましては、収入総額４,４４２万２,０００円、支出総額１億６,５７８万

円と定め、不足する額１億２,１３５万８,０００円につきましては、当年度分損益勘定留保資金

などで補てんするものであります。 

 主な事業としましては、危機管理及び維持管理体制の強化を図るため、引き続き中央監視シス

テム整備事業や松山配水池整備事業など実施してまいります。 
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 次に、簡易水道事業会計予算についてであります。 

 本年度の業務量を給水戸数５,６４１件、総給水量１１９万８,０１８立方メートルを予定しま

して、予算額を収益勘定で収入総額２億８,５４０万５,０００円、支出総額２億７,５９３万

６,０００円と定めております。 

 資本勘定においては、収入総額１億１,７１９万７,０００円、支出総額２億４,０１０万

６,０００円と定め、不足する額１億２,２９０万９,０００円は当年度分の損益勘定留保資金な

どで補てんするものであります。 

 主な事業としましては、宮之城地区の中央監視システムの整備事業を初め、安定供給を図るた

めの水道施設の整備を実施してまいる予定でございます。 

 以上、平成２７年度の町政運営についての私の基本的な考え方と各会計当初予算の概要説明と

させていただきます。 

 続きまして、予算案以外の各議案について提案理由を説明申し上げます。 

 まず、「議案第３号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行

に伴う関係条例の整備等に関する条例の制定について」であります。 

 これは、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正に伴い、関係条例の廃止及び一

部改正をしようとするため、提案するものであります。 

 次に、「議案第４号 さつま町教育長の勤務時間、休暇等及び職務専念義務の特例に関する条

例の制定について」であります。 

 これは地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正に伴いまして本条例を制定するも

のであります。 

 次に、「議案第５号 さつま町職員の配偶者同行休業に関する条例の制定について」でありま

す。 

 これは地方公務員法の改正に伴いまして職員の配偶者同行休業に関し、必要な事項を定めるた

め本条例を制定しようとするものであります。 

 次に、「議案第６号 さつま町地域包括支援センターの包括支援事業の実施に係る基準を定め

る条例の制定について」であります。 

 これは、介護保険法第１１５条の４６第４項の規定に基づき地域包括支援センターが包括的支

援事業を実施するために必要な基準を定めるため、本条例を制定しようとするものであります。 

 次に、「議案第７号 さつま町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防

支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の制定につい

て」であります。 

 これは、介護保険法第５９条第１項第１号、第１１５条の２２第２項、第１１５条の２４第

１項及び同条第２項の規定に基づき指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予

防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定めるため、本条例を制

定しようとするものであります。 

 次に、「議案第８号 さつま町地域審議会条例の廃止について」であります。 

 これは、地域審議会の設置期間が平成２７年３月３１日までとなっていることから本条例を廃

止しようとするものであります。 

 次に、「議案第９号 さつま町大野活性化センター条例の廃止について」であります。これは、

さつま町大野活性化センターを大野公民会に譲渡することに伴い、本条例を廃止しようとするも

のであります。 

 次に、「議案第１０号 さつま町行政改革審議会設置条例の一部改正について」であります。 
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 これは、組織機構の見直しに伴い本条例の一部を改正しようとするものであります。 

 次に、「議案第１１号 さつま町行政手続条例の一部改正について」であります。これは、行

政手続法の改正に伴い、本条例の一部を改正しようとするものであります。 

 次に、「議案第１２号 さつま町職員定数条例の一部改正について」であります。 

 これは、さつま町の職員定数を適正な数に改めようとするため、本条例の一部を改正しようと

するものであります。 

 次に、「議案第１３号 さつま町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について」であ

ります。 

 これは、さつま町地域審議会条例の廃止及び産業医を設置することに伴い、本条例の一部を改

正しようとするものであります。 

 次に、「議案第１４号 さつま町長等の給与に関する条例及びさつま町教育長の給与等に関す

る条例の一部改正について」であります。 

 これは、さつま町長等の期末手当の支給率を一般職に準じて改正しようとするため、本条例の

一部を改正しようとするものであります。 

 次に、「議案第１５号 さつま町職員の給与に関する条例の一部改正について」であります。 

 これは、給与制度の総合的見直しに伴い、本町職員の給与を改定しようとするため、本条例の

一部を改正しようとするものであります。 

 次に、「議案第１６号 さつま町立幼稚園保育料徴収条例の一部改正について」であります。 

 これは、子ども・子育て支援法の施行に伴い、さつま町立幼稚園の保育料の額を改定しようと

するため、本条例の一部を改正しようとするものであります。 

 次に、「議案第１７号 さつま町立学校給食センター条例の一部改正について」であります。 

 これは、さつま町立学校給食センター運営委員会の円滑な運営が図られるよう本条例の一部を

改正しようとするものであります。 

 次に、「議案第１８号 さつま町介護保険条例の一部改正について」であります。 

 これは、介護保険事業に係る制度改正及び第６期介護保険事業計画の策定による介護保険料の

改定に伴い、本条例の一部を改正しようとするものであります。 

 次に、「議案第１９号 さつま町都市公園条例の一部改正について」であります。 

 これは、現在設置目的に沿った利用実態がなく今後の利活用も見込まれない新川公園を廃止し

ようとするため、本条例の一部を改正しようとするものであります。 

 最後に、「議案第２０号 さつま町水辺公園条例の一部改正について」であります。 

 これは、現在設置目的に沿った利用実態がなく、今後の利活用も見込まれない前川親水公園を

廃止しようとするため、本条例の一部を改正しようとするものであります。 

 内容につきましては、それぞれ所管の課長に説明させますのでよろしく御審議くださるようお

願いいたします。 

〔町長 日髙 政勝君 降壇〕 

○教育総務課長（上野 俊市君） 

   それでは、議案の内容説明をさせていただきたいと思います。まず、「議案第３号 地方教育

行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備等に関する

条例の制定について」内容の説明をいたします。 

〔以下議案説明により省略〕 

○教育総務課長（上野 俊市君） 

  次に、「議案第４号 さつま町教育長の勤務時間、休暇等及び職務専念義務の特例に関する条
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例の制定について」内容の説明をいたします。 

 〔以下議案説明により省略〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 議案説明の途中ですが、ここでしばらく休憩します。 

 再開は、おおむね午前１０時４５分とします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

休憩 午前１０時３５分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

再開 午前１０時４５分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（舟倉 武則議員）   

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

○総務課長（湯下 吉郎君）   

 それでは、議案集の５ページをお開きください。新旧対照表は６ページ、７ページであります。 

 「議案第５号 さつま町職員の配偶者同行休業に関する条例の制定について」内容の説明をい

たします。 

〔以下議案説明により省略〕 

○介護保険課長（中村 慎一君）   

 それでは、「議案第６号 さつま町地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に係る基準

を定める条例の制定について」内容の説明をいたします。 

〔以下議案説明により省略〕 

○介護保険課長（中村 慎一君）   

 それから、「議案第７号 さつま町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護

予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の制定につ

いて」内容の説明をいたします。 

〔以下議案説明により省略〕 

○企画財政課長（﨑野 裕二君）   

 「議案第８号 さつま町地域審議会条例の廃止について」御説明申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○耕地林業課長（杉水流 博君）   

 それでは、「議案第９号 さつま町大野活性化センター条例の廃止について」御説明いたしま

す。 

〔以下議案説明により省略〕 

○企画財政課長（﨑野 裕二君）   

 「議案第１０号 さつま町行政改革審議会設置条例の一部改正について」説明申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○総務課長（湯下 吉郎君）   

 議案集の１１ページをお開きください。新旧対照表は１２ページから１９ページであります。 

 「議案第１１号 さつま町行政手続条例の一部改正について」内容の説明をいたします。 

〔以下議案説明により省略〕 

○総務課長（湯下 吉郎君）   

 続きまして、議案集の１２ページをお開きください。 
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 「議案第１２号 さつま町職員定数条例の一部改正について」御説明いたします。 

〔以下議案説明により省略〕 

○総務課長（湯下 吉郎君）   

 続きまして、議案集の１３ページをお開きください。 

 「議案第１３号 さつま町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について」説明いたし

ます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○総務課長（湯下 吉郎君）   

 続きまして、「議案第１４号 さつま町長等の給与に関する条例及びさつま町教育長の給与等

に関する条例の一部改正について」御説明いたします。 

〔以下議案説明により省略〕 

○総務課長（湯下 吉郎君）   

 続きまして、議案集の１５ページであります。新旧対象表は２４から３０ページであります。 

 「議案第１５号 さつま町職員の給与に関する条例の一部改正について」説明をいたします。 

〔以下議案説明により省略〕 

○教育総務課長（上野 俊市君）   

 それでは、「議案第１６号 さつま町立幼稚園保育料徴収条例の一部改正について」でござい

ます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○学校給食センター所長（中島 敏男君）   

 「議案第１７号 さつま町立学校給食センター条例の一部改正について」説明いたします。 

〔以下議案説明により省略〕 

○介護保険課長（中村 慎一君）   

 それでは、「議案第１８号 さつま町介護保険条例の一部改正について」御説明を申し上げた

いと思います。 

〔以下議案説明により省略〕 

○建設課長（三浦 広幸君）   

 それでは、「議案第１９号 さつま町都市公園条例の一部改正について」内容の説明を申し上

げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○建設課長（三浦 広幸君）   

 続きまして、「議案第２０号 さつま町水辺公園条例の一部改正について」内容の説明を申し

上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○企画財政課長（﨑野 裕二君）   

 「議案第２３号 平成２７年度さつま町一般会計予算」について御説明申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○健康増進課長（四位 良和君）   

 「議案第２４号 平成２７年度さつま町国民健康保険事業特別会計」について予算書と財政課

作成の予算書の概要及び健康増進課作成の当初予算説明資料で説明をさせていただきます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○議長（舟倉 武則議員）   



- 21 - 

 議案説明の途中ですが、ここでしばらく休憩します。 

 再開はおおむね午後１時５分とします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

休憩 午前１１時５７分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

再開 午後 １時０４分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（舟倉 武則議員）   

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

○健康増進課長（四位 良和君）   

 それでは、「議案第２５号 平成２７年度さつま町後期高齢者医療特別会計予算について」予

算書と財政課作成の予算案の概要及び健康増進課作成の当初予算説明資料で説明をさせていただ

きます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○介護保険課長（中村 慎一君）   

 それでは、「議案第２６号 平成２７年度さつま町介護保険事業特別会計予算」につきまして

御説明を申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○町民環境課長（前田 淳三君）   

 それでは、「議案第２７号 平成２７年度さつま町農業集落排水事業特別会計予算」について

説明をいたします。 

〔以下議案説明により省略〕 

○水道課長（岩元 義治君）   

 それでは、「議案第２８号 平成２７年度さつま町水道事業会計予算」につきまして内容の説

明を申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○水道課長（岩元 義治君）   

 続きまして、「議案第２９号 平成２７年度さつま町簡易水道事業会計予算」につきまして内

容の説明を申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 ただいま議題となっています各議案に対する審議は３月９日の本会議で行いますので、当日ま

でに審議を中止しておきます。なお、一般質問者の人数次第では、各議案に対する審議を３月

６日の本会議で行う場合がありますので、あらかじめ御了承願います。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第３０「議案第２１号 平成２６年度さつま町一般

会計補正予算（第８号）」、日程第３１「議案第２２号 

平成２６年度さつま町介護保険事業特別会計補正予算

（第４号）」   

○議長（舟倉 武則議員）   

 次は、日程第３０「議案第２１号 平成２６年度さつま町一般会計補正予算（第８号）」及び

日程第３１「議案第２２号 平成２６年度さつま町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）」
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を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

〔町長 日髙 政勝君登壇〕 

○町長（日髙 政勝君）   

 それでは、「議案第２１号 平成２６年度さつま町一般会計補正予算（第８号）」についてで

あります。 

 これは、担い手育成費に要する経費及び保育所運営費、農業農村施設費、学校給食費並びにそ

の他所要の経費を補正しようとするもので、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７,２５３万

８,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１３８億５,１３２万６,０００円

とするものであります。 

 次に、「議案第２２号 平成２６年度さつま町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）」に

ついてであります。 

 これは、介護認定審査会費に要する経費を補正しようとするもので、歳入歳出予算の総額に歳

入歳出それぞれ１２６万９,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３２億

６,１９１万円にしようとするものであります。内容につきましてはそれぞれ所管の課長に説明

させますので、よろしく御審議いただきますようお願いいたします。 

〔町長 日髙 政勝君降壇〕 

○企画財政課長（﨑野 裕二君）   

 「議案第２１号 平成２６年度さつま町一般会計補正予算（第８号）」について御説明申し上

げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○介護保険課長（中村 慎一君）   

 それでは、「議案第２２号 平成２６年度さつま町介護保険事業特別会計補正予算（第

４号）」でございます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 これから、議案第２１号に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

○川口 憲男議員   

 ２款総務費の中の地域振興費、ふるさとさつま応援寄附金事務費の中で、贈答品代を１７万

７,０００円補正されているんですが、ほぼふるさと応援寄附金というのは今年度でおしまいだ

と思うんですが、全体的に前も申されたと思うんですけれども、その応援寄附金が幾らきたのか。

そしてまた、この１７万７,０００円が謝礼として出される分が何名の方に、そしてその寄附金

に対するパーセンテージがわかっていればお示し願いたいと思います。 

○企画財政課長（﨑野 裕二君）   

 ふるさとさつま応援寄附金の２６年度の状況でありますけれども、２５年度と比較しまして、

件数としておおむね倍増しております。３０件ぐらいのものが６０件程度に増えております。金

額につきましては、昨年は１００万円単位の大口のものがありましたので、金額としては昨年に

は及びませんけれども、件数が増えているということでこの贈答品を補正をさせていただいたと

ころであります。 

 時期的には、年末に集中して取り扱いといいますか、納付が集中しておりますけれども、年末

から１月２月含めまして３０件程度不足するのでということで、今回、補正をさせていただくと

ころでございます。 
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○川口 憲男議員   

 財政課長、もう一回この、先ほど平成２６年が３０件ぐらい増ということですか。全体で

３０件ということですか。そして、年末納付に３０件増えてきたということだったですけども、

年間で何件ということをお示し願いたいと思います。 

 それと、今、贈答品等を謝礼として出されるわけですが、金額によっても違いますけれども、

平均何パーセントぐらい、１万円に対してどしこというパーセンテージがあるんじゃないかと思

うんですが、そこら辺の考え方はどうなんですか。 

○企画財政課長（﨑野 裕二君）   

 年間の収納額の状況でありますけれども、ふるさと納税につきましては、町へ直接収納される

部分と、県を経由して市町村指定で収納される分があります。町へ直接指定をして収納される分

につきまして、２６年度の状況でございますけれども、これ１月末現在でありますが、現在、申

込件数が６１件で２３０万円程度の受け入れとなっております。これが２５年度の状況ですと、

２９件でございます。金額につきましては、去年が４２０万円程度受け入れております。ちょっ

と大口がありましたので金額は去年のほうが多くなっておりますが、寄附をしてくださる人数が

増えているということでございます。 

 それから、謝礼等につきましては、贈答品につきましては、それぞれランクをつけて送付をさ

せていただいておりますけれども、２６年度までは５,０００円までの部分と１万円まで、

１０万円まで、３０万円以上というようなことでランクをつけて、それぞれ３,５００円あるい

は５,０００円、１万円程度というようなことで贈答品を季節のものを送付しているところでご

ざいます。 

 以上であります。 

○議長（舟倉 武則議員）   

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 次に、議案第２２号に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっています議案２件は、会議規則第３９条第３項の規定によ

って委員会付託を省略したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 異議なしと認めます。よって、ただいまの議案２件は、委員会付託を省略することに決定しま

した。 

 これから順に、討論、採決を行います。 

 まず、「議案第２１号 平成２６年度さつま町一般会計補正予算（第８号）」について討論を

行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 
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 これから本案を採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 異議なしと認めます。よって、「議案第２１号 平成２６年度さつま町一般会計補正予算（第

８号）」は原案のとおり可決されました。 

 次に、「議案第２２号 平成２６年度さつま町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）」に

ついて討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから本案を採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 異議なしと認めます。よって、「議案第２２号 平成２６年度さつま町介護保険事業特別会計

補正予算（第４号）」は原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第３２「議案第３０号 町道路線の廃止又は認定について」   

○議長（舟倉 武則議員）   

 次は、日程第３２「議案第３０号 町道路線の廃止又は認定について」を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

〔町長 日髙 政勝君登壇〕 

○町長（日髙 政勝君）   

 それでは、「議案第３０号 町道路線の廃止又は認定について」であります。 

 これは、道路改良及び道路台帳整備に伴いまして、道路法第８条第１項及び第１０条第１項の

規定により路線の廃止または認定をしようとするため、同法第８条第２項及び第１０条第３項の

規定に基づき、議会の議決を求めるものであります。 

 内容につきましては建設課長に説明させますので、よろしく御審議くださるようお願いいたし

ます。 

〔町長 日髙 政勝君降壇〕 

○建設課長（三浦 広幸君）   

 それでは、「議案第３０号 町道路線の廃止又は認定について」内容の御説明を申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 これから、本案に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本案は、会議規則第３９条第３項の規定によって委員会付託を省略したいと思

います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（舟倉 武則議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は委員会付託を省略することに決定しました。 

 これから、討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから本案を採決します。 

 お諮りします。「議案第３０号 町道路線の廃止又は認定について」は、これを可決すること

に御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 異議なしと認めます。よって、「議案第３０号 町道路線の廃止又は認定について」は可決さ

れました。 

 ここでしばらく休憩します。再開は、おおむね午後２時１５分とします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

休憩 午後２時０３分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

再開 午後２時１４分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（舟倉 武則議員）   

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第３３「議案第３１号 人権擁護委員候補者の推薦

について」、日程第３４「議案第３２号 人権擁護委員

候補者の推薦について」   

○議長（舟倉 武則議員）   

 次は、日程第３３「議案第３１号 人権擁護委員候補者の推薦について」及び日程第３４「議

案第３２号 人権擁護委員候補者の推薦について」を一括して議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

〔町長 日髙 政勝君登壇〕 

○町長（日髙 政勝君）   

 それでは、「議案第３１号 人権擁護委員候補者の推薦について」であります。 

 人権擁護委員のうち、神馬場寛章氏が平成２７年６月３０日付をもって任期満了となることに

伴いまして、引き続き、神馬場寛章氏を推薦しようとするものであります。 

 次に、「議案第３２号 人権擁護委員候補者の推薦について」であります。 

 人権擁護委員のうち、神園洋子氏が平成２７年６月３０日付をもって任期満了になることに伴

い、新たに、久保聡子氏を推薦しようとするものであります。 

 以上２件につきましては、いずれも人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき、議会の意見

を求めるものであります。内容につきましては町民環境課長に説明させますので、よろしく御審

議くださるようお願いいたします。 

〔町長 日髙 政勝君降壇〕 

○町民環境課長（前田 淳三君）   
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 では、議案集の３１ページであります。「議案第３１号 人権擁護委員候補者の推薦につい

て」内容の説明をいたします。 

〔以下議案説明により省略〕 

○町民環境課長（前田 淳三君）   

 引き続き、議案集の３２ページであります。「議案第３２号 人権擁護委員候補者の推薦につ

いて」内容の説明をいたします。 

〔以下議案説明により省略〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 これから、ただいまの議案２件について一括して質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 質疑なしと認めます。これで、質疑を終わります。 

 お諮りします。ただいまの議案２件は、会議規則第３９条第３項の規定によって委員会付託を

省略したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 異議なしと認めます。よって、ただいまの議案２件は委員会付託を省略することに決定しまし

た。 

 これから順に、討論、採決を行います。 

 まず、議案第３１号について討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから本案を採決します。 

 お諮りします。「議案第３１号 人権擁護委員候補者の推薦について」は、原案による者を適

任と認めることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 異議なしと認めます。よって、「議案第３１号 人権擁護委員候補者の推薦について」は、原

案による者を適任と決定しました。 

 次は、議案第３２号について討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから本案を採決します。「議案第３２号 人権擁護委員候補者の推薦について」は、原案

による者を適任と認めることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 異議なしと認めます。よって、「議案第３２号 人権擁護委員候補者の推薦について」は、原

案による者を適任と決定しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第３５「報告第１号 平成２６年度さつま町土地開
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発公社事業会計補正予算（第２号）」、日程第３６「報

告第２号 平成２７年度さつま町土地開発公社事業計画

及び事業会計予算について」   

○議長（舟倉 武則議員）   

 次は、日程第３５「報告第１号 平成２６年度さつま町土地開発公社事業会計補正予算（第

２号）」及び日程第３６「報告第２号 平成２７年度さつま町土地開発公社事業計画及び事業会

計予算」についてを議題とします。 

 内容の説明を求めます。 

〔町長 日髙 政勝君登壇〕 

○町長（日髙 政勝君）   

 それでは、「報告第１号 平成２６年度さつま町土地開発公社事業会計補正予算（第２号）」

及び「報告第２号 平成２７年度さつま町土地開発公社事業計画及び事業会計予算」につきまし

て説明を申し上げます。 

 これは、公有地の拡大の推進に関する法律第１８条第２項の規定に基づき提出がありましたの

で、地方自治法第２４３条の３第２項の規定に基づき、別冊のとおり提出するものであります。

内容につきましては、企業誘致対策室長に説明させますので、よろしくお願いいたします。 

〔町長 日髙 政勝君降壇〕 

○企業誘致対策室長（高橋 哲郎君）   

 それでは、「報告第１号 平成２６年度さつま町土地開発公社事業会計補正予算（第２号）」

について御説明いたします。 

〔以下議案説明により省略〕 

○企業誘致対策室長（高橋 哲郎君）   

 続きまして、「報告第２号 平成２７年度さつま町土地開発公社事業計画及び事業会計予算」

について御説明いたします。 

〔以下議案説明により省略〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 ただいまの報告２件に対する質疑は３月２５日の本会議で行いますので、当日まで審議を中止

しておきます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第３７「陳情について」   

○議長（舟倉 武則議員）   

 次は、日程第３７「陳情について」であります。本日までに受理した陳情については、お手元

にお配りした文書表のとおりであります。所管の常任委員会に審査を付託します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△散  会   

○議長（舟倉 武則議員）   

 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 ３月５日は午前９時３０分から本会議を開き、一般質問を行います。 

 本日はこれで散会します。御苦労さまでした。 

散会時刻 午後２時２８分   
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平 成 ２７ 年 第 １ 回 定 例 会 一 般 質 問 

平成２７年３月５日（第２日） 

順 番 
（議席番号） 

質 問 者 
質  問  事  項  ・  要  旨 

１ （３） 

宮之脇 尚美 

 

１ 町政運営について 

 (1) 本町の庁議等設置規程では、町長が必要に応じて庁議を招集

し、町政の基本方針及び重要施策に関する事項を審議し、本町

の行政運営の総合調整を図ると規定されているが、平成２６年

度中の庁議の開催回数と主要な審議事項について伺う。 

 (2) 町長は、町政運営に当たって、町民目線、現地現場主義、選

択と集中ということをよく言葉にされているが、これらを実行

され町政運営にどのような変化が生じてきているのか伺う。 

 (3) 今後の町政運営に当たって、最も重要且つ大きな課題は何で

あると捉えておられるのか、町長の率直な考えを伺う。 

２ 指定管理者制度について 

 (1) 指定管理者制度の今後の方針については、昨年１２月に議会

で説明がなされたあと、現在の指定管理者へも速やかに説明を

行うとのことであったが、指定管理者の反応はどうだったのか

伺う。 

 (2) 説明後に町が示した方針（案）について、指定管理者側から

の具体的な意見や要望等はなかったのか伺う。 

２ （10） 

川 口  憲 男 

１ 農業振興策について 

 (1) 農業・農村の維持・存続が厳しい状況下にあるが、町の農業

政策は、これまでの経緯等を踏まえ、十分だと考えるか伺う。 

 (2) 「薩摩のさつま」のブランドの確立に努める中で、地域特産

品を活用した「６次産業化」により、農家の所得向上を図る政

策が、既に３年以上経過したが、その成果と今後の政策につい

て伺う。 
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順 番 
（議席番号） 

質 問 者 
質  問  事  項  ・  要  旨 

３ （８） 

新 改  幸 一 

 

１ 畜産振興策について 

  施政方針の中で、「さつま牛」のブランド確立に向けて、各種の

政策を取り入れて努力されているが、更に「さつま牛」の産地を守

るため、次の３点について、町長の見解を伺う。 

 (1) 県畜産共進会において、総合優勝（産地賞）を獲得するた

め、どのような対策を取っていこうとされているのか。 

 (2) 増頭対策に向けて、今後、具体的にどのように推進する考え

か。 

 (3) 「さつま牛」の産地として、農家の意識高揚と「さつま牛」

産地宣伝を目的に大型看板を作製し、主要幹線道路の町境に設

置する考えはないか。 

４ （12） 

新 改  秀 作 

１ 国民健康保険事業における医療費の動向と抑制について 

 (1) 平成２６年度の国保医療費について、どのように分析してい

るのか伺う。 

 (2) 医療費の適正化と医薬費が増える要因について伺う。 

 (3) 予防対策としての町の取り組みを伺う。 

２ 公共施設等の植栽や樹木の管理について 

 (1) 公園や学校等の植栽や樹木の樹勢回復に取り組む考えはない

か伺う。 
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順 番 
（議席番号） 

質 問 者 
質  問  事  項  ・  要  旨 

５ （７） 

岩 元  涼 一 

１ 営農組織の育成策について 

  昨年の米価下落と経営所得安定対策制度の引き下げにより、農家

経営は厳しいものになっている。戸別の経費削減を進める面からも

営農組織の育成が進められているが、その組織自体の運営も非常に

厳しいものとなっている。今後の育成策についての考えを伺う。 

２ 未相続農地の現況について 

  相続手続きがなされず、未相続のまま残されている農地が増えて

いる。農地中間管理機構制度が導入されても未相続のままではその

対象とならない。相続の推進に向けた啓発はできないか伺う。 

３ 地方創生策について 

  国は、地方自治体に地方版総合戦略作成を求めている。強制では

なく努力義務とのことだが、新型交付金に影響することから策定せ

ざるを得ないと考えるが、見解を伺う。 

６ （15） 

柏 木  幸 平 

 

１ 社会教育施設等の維持管理について 

 (1) 老朽化が進んだ社会教育施設等においては、今後の維持補修

等に関する修繕費増が見込まれるが、今後の対応策について伺

う。 

２ 教育について 

 (1) 小・中学校の土曜授業について、本町の方針を伺う。 

 (2) 本町の命の教育と道徳の時間の活用を伺う。 
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順 番 
（議席番号） 

質 問 者 
質  問  事  項  ・  要  旨 

７ （１） 

平八重 光輝 

１ 認知症予防について 

  現在、８５歳以上で４人に一人が、将来的には６５歳以上の５人

に一人がアルツハイマー型認知症になると予測されている。アルツ

ハイマー型認知症は、完治は難しいが早期診断で進行は抑えられる

ことから、軽度認知症のうちに治療ができる仕組みが必要であるが

考えを伺う。 

２ 地方創生事業の取り組みについて 

  東京への人口の一極集中が加速、少子高齢化が進み、地方都市の

持続性が低下する問題が生じている。東京中心の経済成長モデルは

限界に近く、今後は地方経済の自立と成長が重要になることから、

国は自治体のまちづくりや企業の新規事業に助成を行うが、本町は

どのように取り組む考えか伺う。 
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○本日の会議に付した事件 

第 １ 一般質問 
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△開  議  午前９時３０分   

○議長（舟倉 武則議員）   

 おはようございます。ただいまから、平成２７年第１回さつま町議会定例会第２日の会議を開

きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第１「一般質問」 

○議長（舟倉 武則議員）   

 日程第１「一般質問」を行います。 

 一般質問は一問一答式となっております。質問時間は答弁を含めて６０分とし、質問回数の制

限はありません。質問通告に従って発言を許可します。 

 まず、３番、宮之脇尚美議員の発言を許します。 

〔宮之脇尚美議員登壇〕 

○宮之脇尚美議員   

 おはようございます。２７年度の当初予算を初めとする関係議案につきまして、冒頭の質問と

なるわけでございますが、町長に対する質問として２項目ほど掲げておりますが、ひとつ町長の

誠意ある回答をお願いをしたいと思います。本日は、早朝から傍聴者もたくさんお見えでござい

ますので、シンプルに質問をいたしますので、町長のほうも簡潔に御答弁をよろしくお願いを申

し上げます。 

 まず、１項目めの町政運営についてでございます。 

 これまで町長も２期目に入られまして、ちょうど半ばに差しかかっております。概ね財政的に

も非常に健全財政運営ということで、町長の努力の跡が見えるというようなことも評価をいたし

ておりますし、また、町政もある程度安定いたしておりまして、特に町長が掲げております、こ

の幼児・子ども対策というのは、単独でも非常に充実をしているというようなことで、関係の家

庭の方々というのは非常に喜んでいらっしゃるようでございます。 

 ただ、非常に危惧いたしておりますのが、町長の気持ち、こういう政策、施策、そういうもの

が職員に浸透してるんだろうかということが、若干疑問に感じるところでございます。 

 本町の庁議、まず、この町政運営についての１項目めでございますが、本町の庁議等の規程の

中では、町長が必要に応じて、庁議を招集し、町政の基本方針及び事業施策に関する事項を審議

し、本町の行政運営の総合調整を図ると規定をされております。平成２６年度中の庁議の開催回

数と主要な審議事項についてお伺いをするところでございます。 

 課長会が庁議にかわるということでございますが、やはりこの課長会と庁議というのはおのず

と性質が違うというふうに考えておりますので、そこら辺については明確な回答をお願いをいた

します。 

 町政運営の２項目めでございますが、町長は町政運営に当たって、かねがねからよく言われて

おりますが、町民目線、現地現場主義、あるいは選択と集中ということをよく言葉にされており

ます。これらを実行する中で、町政運営にどのような変化をあるいはどのような効果をもたらし

ているのかということをお聞きをいたしてるところでございます。先ほど申し上げましたように、

町長の気持ち、あるいはそういう施策、政策というのが、町民にどの程度浸透しているんだろう

かということも若干疑問を持っておりますので、御回答をお願いをいたします。 

 この町政運営の３項目めでございますが、今後の町政運営に当たって、最も大きな課題、ある

いは重要かつ本町のなかなか簡単に解決しがたい問題、そういうものが想定されましたら、ぜひ、

町長の、そういう感じておられることもあるかと思いますので、率直なお考えをお伺いをすると
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ころでございます。 

 それから、２項目めの指定管理者制度でございます。 

 これについては１２月議会でも、議会のほうで全員協議会の中で説明をいただいております。

ある程度、１０年を経っておりますので、そういう方向転換を図る時期に来てるんだろうという

ようなふうに理解をいたすところでございますが。 

 １項目めでございますが、指定管理者制度の今後の方針については、昨年１２月議会で、先ほ

ど申し上げましたように説明がなされております。あのスケジュールでいきますと、指定管理者

へも既に説明が行われたものというようなふうに思っておりますが、指定管理者の反応はどうだ

ったのかということについてお伺いをするところでございます。 

 指定管理者制度の２点目でございますが、説明後に町が示したこういう方針案について、指定

管理者が何らかのそういう具体的な意見とか、要望とかなかったのか、そこら辺についてお伺い

をするところでございます。内容をみる限り、非常に指定管理者側にとって、余り収益も上がっ

てないということをかねがねから聞くわけでございますが、そういう点も含めて質問をするとこ

ろでございます。 

 以上で１回目の質問を終わります。よろしくお願いいたします。 

〔宮之脇尚美議員降壇〕 

〔町長 日髙 政勝君登壇〕 

○町長（日髙 政勝君）   

 おはようございます。平成２７年の定例議会が開会になりまして、まず、第１日目の一般質問

ということで、ただいま宮之脇尚美議員のほうから質問をいただきましたので、それぞれお答え

をさせていただきたいと思います。 

 まず、１点目の平成２６年度中の庁議の開催回数と主要な審議事項についての御質問でござい

ますが、まず、庁議等の設置規程がございます。第１条とか第２条に、それぞれ基本方針とか重

要な施策に関する事項の審議を行う、いわゆる行政運営の総合調整を図るため、庁議とか、ある

いは課長連絡会を置くということになっておるところでございます。いわゆる町政の重要事項に

ついて協議をするという組織でございます。 

 本庁の中はもちろんでございますが、それぞれ支所もございますので、支所間でも十分この連

絡調整が行えると、先ほどありましたとおり、やっぱり施策の浸透というのが大事かと思ってお

りますので、こういった組織を通じながら、それぞれ伝達とか指示もいたしているところでござ

います。 

 ２６年度におきましては、庁議を１回開催をしております。さつま町の１０周年記念式典の関

係についての協議でございます。 

 なお、重要施策に関する事項ということになっておりますので、協議をする、その前の段階と

いうんですか、あるいはそういう段階の中で、お互いに連絡をする、あるいは行政運営への総合

調整をすると、そういう意味合いから課長連絡会というのが、この庁議規程にもありますとおり、

常にこの会議を開いておりますけれども、そういう中で課長連絡会の場合は、去年が１７回開催

をいたしております。危機管理とか防災対策、あるいはこの川内の原発の関係、それから福祉の

関係の臨時福祉給付金というのが国のほうから制度ができてまいりましたので、そういったこと

等も協議をいたしておりますし、この本庁舎の建設に当たりましてのいろんな進捗状況とか、落

成式をどう行うかということ、それからまた昨年末からこの論議になっております国民健康保険

税、こういったこと等についての協議をいたしているところでございます。行政改革とか、ある

いは地方創生とか、こういう特別なものもあります。行革は行革本部をつくっておりますし、そ
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れからこういった地方創生についても、先般、本部も立ち上げたところでございますが、こうい

った特別なものもございますけども、これらはやはり、このメンバーというのは課長会が中心に

なっておるわけであります。 

 したがいまして、こういった役場の組織を十分活用して、政策というのは職員全体に浸透して

いくように、そしてまた町民の皆さん方に対しても、いろんな機会を通じまして、広報に努めて

いるところでございます。 

 そのほか、月１回三役の調整会議を行っております。この中でも当面するいろんな課題がどん

どん出てまいりますので、そういったことを主管課の課長も入れてですが、総務課長が入ってお

りますけども、それから政策推進とか、そういう担当の係もおりますけれども、そういう中で庁

議を初めとしたこと、あるいは課長連絡会とか、あるいは、いろんな、先ほど申し上げました本

部会議、こういった重要施策の関係についての進捗状況等の把握とか、あるいは新たな課題等に

ついての指示を行っているところでございます。 

 なお、町政の重要事項とか課題につきましては、別途、新たに町長協議のルール化を図ってお

ります。関係課との協議を行うということで、こういったものがありましたら、すぐ協議事項を

上げてくれということにいたしておりまして、その中で関係課で同じ土俵の中で協議をいたして

おる機会もつくっているところでございます。このようなことで重要施策につきましては、いろ

んな機会で審議とか、あるいは行政運営の総合調整を行っているということでございます。 

 続きまして、町政運営の関係での、私が選挙のときから申し上げておりましたこの、町民目線、

現地現場主義、あるいは選択と集中ということをよく言葉にいたしておりますけれども、そのこ

とについてでございますが、私、常日ごろから、町民の皆様方が町政に対してどんなお気持ちを

持っていらっしゃるのか、どんな考えを持っていらっしゃるのか、あるいはどういうことを望ま

れているのか、そしてまた町政に何が必要なのか、どうしてほしいのか、こういったことを念頭

に置きながら、常に意識をしながら、町政のトップとして努めているわけでございます。 

 そのようなことから、町民のニーズに的確に、また確実に対応していく必要があるかと思って

おりますので、そのためにはどうしても現地現場主義という考え方を持っておって行動をしてい

くことが大事かと思っておりまして、このようなことを標榜いたしているところでございます。 

 行政目線だけでは、なかなか行き届かない、おっしゃるとおり行き届かない面があるかと思っ

ておりますので、こういった住民視点を掲げました背景というのは、私も長年、役場にずっと勤

めをさせていただきまして、そのあとやめてから町議会議員をしばらくさせていただいて、こう

いった町議会議員の立場をしばらく経験をさせていただいたおかげで、やっぱり町民目線という

のは、役場でずっと延長線でこういう立場を持っとれば、行政の立場では経験がおありだと思う

んですけども、行政をしながら、町民の皆さんのための職場ではありますけど、やっぱり行政職

員というのは、長年そういう職場でずっと仕事をしておりますと、これが当然だろうなと、町民

の皆さん方、こういう考え方だろうなという視点で物を見がちですけれども、一旦離れてみて、

町民の皆さんのところの生活を肌で感じてみますと、こう思うとったけれども、こういう考え方

とかこういうやり方はちょっとなじまないなというのが確かに出てきます。 

 そういう面では、やはり町民の代表である町議会議員の皆さん方の立場というのは、なってみ

て、本当にいい職だなというふうに考えておりましたので、そういう点では非常にいい経験だっ

たと思っております。そういう経験を踏まえて、やっぱり住民視点というのは、行政目線ではな

くて住民目線で進めるべきじゃないかなというのが、いろんな考え方を町政に反映できる原点に

なっているのかなと私は思っているわけでございます。 

 それから、申し上げましたとおり、やっぱり町民の皆さま方に寄り添って、町民の皆さんが真
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に何を求めていらっしゃるか、そういったことを目指した行政が必要であるというふうなことで、

掲げてきたところでございます。 

 今までも現地現場主義ということを唱えております。役場にずっと、机に座っている間という

のはほとんどないですけど、ほとんど、いろんな会議がある。会議のとき、夜も昼もありますけ

ど、土曜日も日曜日もありますが、やはり、そういう現地現場に出ていって、いろんな町民の皆

さん方に、一人でも多くの町民の皆さん方に接する機会があって、その人たちの考え方というの

を肌で感じて、それを町政にこう参酌もしながら生かしていく、これは本当いいことだなと思っ

ておりますので、できるだけ役場内部の執務だけではなくて、いろんな会議に、現場に出ていく、

いろんな皆さん方にお会いして、それぞれの御意見を聞く、そういう機会が大事かと思って、こ

ういうことで現地現場主義だということを掲げておるわけであります。 

 もちろん、私だけでなくて、職員皆さん方も、役場内部の仕事ばっかりで机上での仕事だけじ

ゃなくて、やはり機会があれば職場によって違いますけれども、内部的な事務のところもありま

すし、外の仕事もありますができるだけ町民の皆さん方と接する機会があって、いろんな意見を

聞くというのは非常に大事かなと思っております。もちろん、役場の窓口の皆さん方も常に、外

に行かなくてもそういう対応をしていただいています。そこでも現場の立場だと私は思っている

ところであります。そういうことが非常に大事かなと思っておりますので、そういうことが、こ

れからも基本的なスタンスとしてやっていきたいと思うところでございます。 

 それから、選択と集中の関係でございますけれども、今日、非常に、なぜ合併したのかいうの

は、一つはやっぱり財政が苦しいから、ある程度、財政運営を豊かにするという意味合いもあっ

たかと思うんですけれども、合併いたしましても、決して、財政はよくなったかというと、そう

いうこともあながち言えないわけでありますが、非常に財政の厳しさというのはずっと、どこの

市町村も続いております。 

 そういう状況でありますので、昔みたいに高度成長期の時代と違って、あれもしましょう、や

るよと、なんでもできる時代と全く変わってきていますので、本当にできるものとできないもの

というのは、はっきり分けなければならない。そういう意味で、本当に町民の皆さん方が、これ

は大事だと、これを望んでいるということを集中的に吟味をしながら、それに集中をして財政も

運営をしなければ、お金は限られているわけでありますので、やっぱり効率的な行政というのは、

真に必要な行政をするということが大事かと思っておりますので、そのためにはやっぱり選択と

集中をせざるを得ない、財政運営もめり張りをつけなければならないと、そのように考えてこの

ような形をとっているわけでございます。 

 おかげさまで合併以後、財政のほうも借金も減りましたし、そしてまた財政の硬直化もだんだ

ん緩んで指数的にも改善をされてきておりますので、ただ、これでよしということはありません。

まだまだ、いろんな課題がありますし、まだゆったりとなったなという感じもありませんので、

引き続き行政改革は続けていく必要があるかと思っておるところでございます。 

 そういうことで総合的に考えますと、こういうことによって町民の皆さん方に身近な行政がし

ておるということで、各分野にわたりまして、この行政の総合力というのは高まってきているの

かなと私は考えているところでございます。 

 次に、今後の町政運営についての、最も重要かつ大きな課題は何であるかということでござい

ます。どういうふうに捉えておるかという率直な意見をということであります。 

 今、最も重要かつ大きな課題という視点から申し上げますと、やはりこれはもう全国的な共通

した課題ではないかと思っております。地方が、これだけ過疎が進む、人口が減っていく、さつ

ま町に限ったことではないですね、全国どこもです。東京一極集中、東京圏に全部人口が集中し
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て、どこも非常に社会基盤が弱まってきている。いろんな面にひずみが来ている、それは実態だ

と思っておりますので。やはり、いかにこれから人口が減ることを食いとめるか、少子化対策、

高齢化対策ですね。こういった過疎対策というのがずっとありますけれども、どうしてもこの課

題というのは無視できない、これからも、もう永遠の課題になってくるかなと思っておりまして、

今、全国的にも地方創生の中で、この問題がにわかに出てきましたので、さつま町も決してよそ

ごとではない、同じ課題として今捉えているところでございます。こういった人口減少、少子

化・高齢化対策、これが一番の最大の課題と考えております。 

 次に、大きな２項目めの指定管理制度の関係でございますが、この問題につきましては公共施

設が、合併いたしましてから、かなり多いものですから、とにかく整理統合をせんといかんなと

いうことで、もう今はずっとこれに力を入れてきております。今後の財政運営に大きく影響する

課題でありますので、これも何とか整理統合に向けて努力をせにゃいかんということ。これまで

もやってきましたけども、特に、年末に議会の全員協議会でお話ししましたとおり、課題となっ

ております健康ふれあいセンター、それから観音滝公園の施設、こういった大きな施設をどうす

るかということでございますので、これについては、今まで指定管理制度に移行してきましたけ

れども、これ以上、こういった制度をずっと続けていくかというのは非常に大きな課題でござい

ます。 

 したがいまして、この施設のあり方というのを検討いたしました結果、どうしてもこの指定管

理制度の問題から、もう一歩進んだ形の取り組みをしたほうがいいだろうというふうに結論をい

たしたところでございます。昨年の１２月お話ししましたとおりでございますけれども、この中

で現在の指定管理者の意向としましては、自分たちなりの１０年間の思いとか実績があるという

ことをおっしゃっております。確かに一生懸命頑張っていただいたと思っております。かなうな

ら、この条件を変更してでも、このまま営業を継続したいという思いがあるというような、やる

気のある反応をいただいております。これは本当ありがたいことだなと思っております。 

 したがって、このまま過ごすなら、そういうことにしましょうということには、やっぱり行政

の財産でありますから、やっぱり必要な手続というのは踏まえた上で、いろいろ段階的に進める

必要があるかと思っているところでございます。 

 今、行っておりますのは、両施設とも今、公募いたしております。２７年度中に指定管理が期

限がありますので、今の人たちが管理をしていただいていますが、この期間内に公募をいたしま

して、この施設を町の方から譲渡しますから引き受けますかというところを今、公募いたしてお

ります。全国に出しておりますけれども、マスコミとかホームページでも出しております。そう

いう中でどういう応募があるかわかりませんけれども、第一は建物を譲渡する。それから、２番

目は、どうしてもないときはですね、貸し付けをする。貸し付けも有償で、なら私に貸してくだ

さいちゅうところは、提案あるのか。無償でないと引き受けませんというところになるのか、そ

の辺は今後のあり方だと思っております。土地については無償貸し付けです。そうしないと、と

ても引き受け手はないだろうということを考えておるところであります。今でも、それぞれ施設

に１,６００万ずつ出しておりますけれども、これも２８年から一応公募をして、受け手があれ

ば、これもやめるということにしておりますので、何とかこの辺のこともあることを期待をいた

しております。 

 できるだけこの施設については、過去の歴史がありますし、地域の活性化とか、いろんな狙い

がありますので、そういった目的は達成をして、今のような現状で引き受けてくださいというと

ころはないですかということで公募をしているわけですので、これは全くほかのものに使うとか、

一部については使わなくてもいいですよというところはありますけども、基本的には今の施設を、
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今のような形で使っていただきたいというところがあれば申し出てくださいという段取りであり

ます。 

 それで、どうしても次の段階に来たら、次の段階のことが出てくるかと思っております。自分

たちで今やってるから、自分たちも頑張っていこうという段階になったときには、もちろん今ま

での１０年間の実績というのはあるわけですので、その時点になれば、当然考えていく必要にな

ろうかと思ってるところであります。 

 次に、説明後に町が示した方針案について、管理者のほうから具体的な意見要望はなかったか

ということでございます。 

 健康ふれあいセンターに関しまして申し上げますと、プールが、どうしても営業に影響が出て

きております。営業を圧迫している一部分の施設であります。利用者はありますけれども、なか

なか経営的には難しい部門であるかと思っておりますので、そこの部分については、あえてプー

ルにしなくてもいいんですよということも言ってあります、公募の場合ですね。 

 それから、特殊な風呂が、この健康ふれあいセンターはありますから、こういった設備等に多

額な経費が必要である点、あるいは温泉の掛け流しにすれば維持管理費への抑制につながります

けども、泉源が一つでは不足している。やはり燃料費が高騰する、こういったことなどでありま

す。 

 また、観音滝に関しましては、ほかの自治体でもこういう公募をされておりますので、やむを

得ないということでは考えているけれども、誰でも公募をして可能な状況になっているのかどう

か、それなりの投資も、これまでも進めてきたこともあるので、現在のスタッフのモチベーショ

ンが下がるおそれはないだろうかという気がかりもされております。 

 説明の際に話をされましたけれども、公募を開始したのは２月の１８日からで、現地説明会を

開催したのは３月の２日から４日でありましたので、公募を開始後で説明等は受け付けることに

いたしておりますので、今後もいろいろ御意見等はあると思っております。 

 いずれにいたしましても、そういう意見は十分拝聴しながら進めていく必要があるかと思って

いるところでありますが、とにかく、御本人さんたちも、さらに継続して営業をしたいという思

いは感じられたところでございます。 

〔町長 日髙 政勝君登壇〕 

○宮之脇尚美議員   

 まず、１点目の町政運営にかかわる庁議等の関係でございます。２６年度は、まだ過ぎないわ

けですが、１回開催をされたと。ほとんど課長会の中で、そういう重点事項については調整を行

っているということでございますが、やはりこの規定がある以上、やはり課長会は、主たる目的

というのは、行事の調整、あるいはそういう行事にかかわる連絡調整というのが主になると思い

ますんで、やはり、けじめをつけて庁議に切りかえて、課長会に引き続き、庁議をやるというの

が従来のやり方でありましたので、そこら辺を含めて、職員の、あるいは課長さん方が中心にな

ろうかと思うんですが、やはり緊張の度合いとか、あるいは意見の聴取とかっていうのは、これ

は課長会と庁議とはおのずから違ってくると、その緊張感を持って、そういうものについてはや

るべきではなかろうかというようなふうに、これは指摘をいたしておきます。 

 私も過去に経験がございますが、やはり庁議ということで、一旦切りかえますと、そういう意

見というのは、また違った面で出てくることも往々にしてありますので、ぜひそこら辺について

は町長にお願いをしておきたいというふうに思います。この点については、これで終わりたいと

思います。 

 町政運営でございますが、先ほど町長からるる説明もいただきました。なるほどということで、
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理解をいたす面もあるわけでございますが、必ずしも、町長が言われるように各会合、いろんな

行事等にも出席をされるわけでございますが、職員を含めて、その町長の思いというのが、本当

に浸透しているんだろうかという、冒頭でも申し上げましたが。町の今の方向づけというのが、

なかなか町民にも理解を得られていないといいますか、こういう流れの早い時代の中で、なかな

かそこら辺については行政としても苦慮される点がたくさんあるかと思うんですが。先ほどちょ

っと、今後の課題ということで過疎化と定住化対策、人口減のそういう歯止めといいますか、そ

ういう過疎に対する町長も思いというのをお話をいただきました。 

 ひとつそういう点で、若い方々がほとんど町外に出て行かれるわけでございますが、ひとつ地

元に残って頑張ってみようというような施策というのが、もう少し顕著に見えてくれば、また、

若い方々というのも目標を持って地元に残ろうかというようなこともあるんじゃなかろうかとい

うようなふうに思うところでございます。 

 特に農業関係についてはＴＰＰを含むいろんな制度改正の中で、特に昨年は米価の安値取引と

いうのが農家の大きなダメージとなっているようでございますし、そういう部分で、やはり町長

も言われておりますように、本町の基幹産業は農業だということで言われておりますが、これに

ついては国の政策というのが、かつて、ある町長が、国が農業政策で本当に効果のある政策を上

げられないのに、何で地方が上げられるんだろうかという疑問を呈していらっしゃった町長もい

らっしゃったわけでございますが、なるほどと思う点もあるんですけれども。 

 やはり、地方創成の時代でございます。そういう中で、ぜひ、本町のほうからも、これはとい

うことで、農業面でも一つのアクションというのを起こすべきではなかろうかと。そういう点で

は、町長も農政課長の経験もございますし、三役の経験もありますし、また、議員の経験も持っ

ていらっしゃいます。こういう豊富な経験を持っていらっしゃる人材というのは、なかなか本町

にはいないわけで、そういうものをフルに生かされて、ぜひ、今後、そういうターゲットを絞っ

て農業政策というのは推進をしていただきたいというようなふうに思うところでございます。 

 これは何かということで、私も農業には詳しくないわけでございますが、町長とされては、そ

ういう点は十分、これまでの過去の経緯とこれからの見通しというのは、いろんな情報収集しな

がら、お判りであるというようなふうに思っておりますので、まず一つ、そこら辺についてお願

いをしたいというふうに思っております。 

 これは決して、今回質問をしたのは批判ではございません。やはり、お互いに町政の振興発展

というのは、議会も執行部も同じであるかと思いますので、その思いを同一にしながら、その中

で切磋琢磨し、あるいは大いに議論しながら、町政振興発展に努めたいというようなふうな思い

でございますので、そこら辺については、ぜひ御理解いただいて、町長のほうも、さらにまた努

力をしていただきたいというようなふうに思うところでございます。 

 次の指定管理者の問題でございます。これについては、先ほど説明がございましたように、大

変思い切った今回の切りかえであったかなというようなふうに思うところでございます。これま

での経緯の中でも、私は観音滝にしても、あび～る館にしても、お聞きしますと、余りこの利益

が上がっていないという中で、譲渡をされますと一挙に、町のそういう助成金もなくなるわけで

ございますから、全く民営化ということになるわけでございまして、そういう中で本当に今後運

営ができるのかなという懸念も残るところでございます。 

 いろいろ、町に物を言えないというようなこともあるんじゃなかろうかと、そういうものを掘

り起こして、もう少し現在の方針案についても検討を加えていくべきではなかろうかと。１０年

間、これまで運営をされてきた中で、町の助成金をいただきながら、何とか赤字を出さない方向

で頑張っていきたいというような意向もあったわけでございますが、今後こういうことで民営化、
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完全に指定管理者のほうに移行、譲渡されるのであれば、貸し付けをするなりして、町の助成金

がなくなりますと、さらにそこら辺については、営業努力、営業というとまた表現は悪いわけで

すが、目的が町民の福祉の向上ということと健康増進ということがメインになりますから、ちょ

っとなじまない言葉にもなるかもしれませんけれども、譲渡してしまうと、勢い民間の事業にな

りますんで営業ということになるかと思うんですけれども、こういう過疎化の中で、ああいう位

置にありますから、非常に高齢者にとっては通いにくい場所にもあるわけです。近くの方はいい

わけですが、遠くからはやはり何らかの車等を利用しないと利用できないという方もたくさんい

らっしゃるわけでありますが、そこら辺について、やはりこの指定管理者の思い、あるいはそう

いう弊害というのを、極力、町として取り除いていくべきではなかろうかというようなことも思

っているところでございますので、ぜひ、そこら辺についても検討をしていただく必要があるん

じゃないかといったふうに思います。これについては、さらに町長のお考えをお尋ねをいたすと

ころでございます。 

 いわゆる、この指定管理者制度そのものが、スタートの段階で見切り発車的な部分もあったの

かなという感じがいたします。当時の議会の中でも私もそちら側におりまして、議会でもいろい

ろ、御指摘をいただきました。ただ、どうしても法的な拘束もございまして見切り発車的なス

タートになったわけですが、その当時は精いっぱいのことを行政サイドとしてはやられたんだろ

うというようなふうに思っておりますし、またこれまで、そういうふうに行政も精いっぱいのこ

とをやってこられたというようなふうに思うところでございます。そういう思いというのを、ま

た指定管理者も御理解をいただく必要があるんじゃなかろうかというようなふうに思いますし、

必ずしも行政と指定管理者の思いというのが、第三者である民間で類似の営業を行っていらっし

ゃる方々には御理解をいただいていないというようなこともございます。 

 ですから、そこら辺については、お互いに、今後は単に営業ということにとどまらずに、やは

り町民福祉の向上と健康増進ということが一番のメインになってくるんだろうというようなふう

に思いますんで、やはり同業種としてお互いに伸びていく、そういうことも必要になってくるん

ではなかろうかというようなふうに思うところでございますので、そこら辺について、また、町

長のお考えをお尋ねをいたしまして、２回目の質問を終わります。 

○町長（日髙 政勝君）   

 まず、庁議の関係でございます。確かに御指摘をいただきましたとおり、課長会と庁議が同じ

メンバーの課長でありますので、課長会の中で運営してしまうちゅうきらいがあるわけでござい

ますので、メンバーは一緒でも、組織が、それぞれ位置づけが違いますので、庁議は庁議として

正式に切りかえをしながら、運用していくということが妥当なやり方だと思っております。 

 また、課長の皆さん方も、庁議のメンバーとして、課長会の連絡会とはまた違った考え方も出

てくるかと、緊張感とかいろいろ出てくるかと思いますので、それについては今後、庁議という

重要な案件については切りかえをしながら協議をしていきたいと思っております。 

 それから、町民目線とか、あるいは、現地現場主義、これについては、なかなか、おっしゃる

とおり、町民の皆さん方に、いかに、役場のいろんな仕事を周知をしていくかというのが、非常

に課題ですね、今。今、行政放送で、無線でお知らせもしておるんですが、１回放送して、２回

の繰り返しはない。そしてまた曜日も決まっている、聞かない。いろんな都合で聞く時間がない

とか、ほいでまたもう一つは、文書でもお知らせ版とか流すんですけれども、これも、いろんな

ものとふくそうして、なかなか目が行き届かないという面もあります。 

 そしてまたもう一つは、町の広報紙というのが毎月発行して、今もう全て見やすいように字体

もちょっと大きくしながら、そしてカラー化をして、できるだけ読んでいただくということで、
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いろんな手段を通じてやっております。それでも、やはり広報紙であっても、お知らせ版であっ

ても、ご覧になっていただけない、徹底をしてない、放送も余り、聞き逃したとかですね、もう

本当に難しいなと思っております。 

 例えば、いろんな会合が地域のほうであるときに、やっぱり出向いて説明をする機会があれば、

直接耳で、伝えたほうが一番、わかりやすいのかなち思っておりますけど、町内全域そういうわ

けも、町政座談会も、する年はいいんですけども、なかなかそういう機会も年中はないわけであ

りますので、本当、この辺の周知徹底のあり方というのは大変苦労をしております。 

 特に会合をするから、お集まりくださいといっても、なかなか、そこまで皆さん全員がいらっ

しゃる機会というのはないんですね、集まりも悪いということですから、行政広報の伝達という

のは、非常に難しい時代になってきております。これをどうするかというのが、今後の大きな課

題と。 

 できるだけ、職員もですが、今回の国民健康保険税の問題もですけれども、私もいろんな会合

で、機会があったら、そのときには合わせて言ったりしますけど、いろんな機会で。職員も、今

度また公民会の総会が、それぞれ年度末総会というのがあったりしますので、あるいは年度初め

の総会。その中に、窓口担当職員というのがおりますから、そこに研修会を開いて、今度の国保

の値上げの問題もちゃんと説明してくれと、そういうことも言ってあります。そこも準備をして

ありますけども、いろんな情報伝達をしていかないと、この政策の浸透にいたしましても、難し

いですね、本当。選挙の時代だったら個別に回ったり、こんなことを言うといけませんけれども、

個人演説会とかいろんな機会がありまして、それなりの人は集まっていただいて、わかっていた

だくんですけど、なかなか実態として難しいですので、また、いろんなアイデアをお聞かせいた

だいて、町民の皆さん挙げて、この町政に関心を持っていただいて、みんなで一緒に明るいまち

をつくりましょうと、そういう機運づくりが大事かと思いますので努力をしてまいりたいと思い

ます。 

 それから、若者の定住の関係ですね。これだけ若い人が少なくなる。要は、私は、もう働く場

所があれば、今の子供たちの新卒の高校生なんかは、県外に出て行くよりも、地元に働く場所が

あれば地元で働きたいと、地元志向がかなり多いです。そういう志向にお応えするためには、こ

の企業誘致とか地場の企業の皆さん方にも、何とか頑張っていただいて、あるいは農業にしても

ですが、農業を振興して、一人でも雇う方が持てるように、法人化をしたり、集落営農をしたい

方で、今進め方でありますが、なかなか農業も御案内のとおりで、米の値段も昨年もああいう状

況だったし。畜産はいいんですけども、畜産にしても、よかったにしても、飼料が上がってるっ

ていう、経営的には非常にいいということも言えないんですけれども。新しく雇用を見つけると

いうのは、本当あれですね。 

 今、おかげさまで、ものづくりの企業さんがいろいろ連携をとりながらやっておりますけども、

おかげさまで撤退とか縮小はないですから、いいんですけれども、それだけの雇用が確保されて

おりますし、また場合によっては、ことしも新卒の確保もあるようでありますが、そういうこと

で一人でも多く働く場があるように、これからも企業誘致とかそういう形には一生懸命、農業の

分野についても、先ほどありましたとおり、国も農業に力を入れようということでありますけど

も、何とかこういった基幹産業の振興については、これからも努力をしていきたいと思っている

ところでございます。 

 それと、もう一つの大きな指定管理の問題でありますが、確かに今まで指定管理制度を移行を

しまして、今の引き受けていただいている方々は非常に工夫をされて、一生懸命、地元に密着を

した形で経営をしていただいております。 
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 そしてまた温泉等については、もう町外の方まで健康づくりということで、そういう方もいら

っしゃるようでありますし、料理の関係も非常に工夫をされておいしいという評判も受けており

ます。 

 したがいまして、できたら、そういう人たちが、今、公募をしておりますけれども公募をしま

したら、いわゆる、民間譲渡ですので、第一段階は、おっしゃるとおり１,６００万円の町から

の補助金が全くないということになります。そしてまた、建物を引き受けたら、無償譲渡で、な

ら私が引き受けますとなったら、今度は新たな税金が発生をします、固定資産税、不動産取得税、

いろんな登録免許税とか、物すごいお金が初期投資が出てまいります。 

 そういったときに、本当に将来を展望して引き受けてくれるところはあるのかどうかちゅうこ

とがあるかとは思っておりますが、やはり、段階を踏まえていかないと、もし、全国公募して、

なら私が引き受けますよということがあるのかもわからんしですね。お隣の薩摩川内市も、甑島

館とかゆったり館とか竜宮の郷というのは、全部もう無償譲渡にやっておりますけども、土地ま

でやっているみたいですけど。うちは、土地は無償貸し付けしますよと、財産ですから。建物だ

けを無償譲渡しますよちゅうことで、公募があるかどうかですね。先ほど申し上げましたような、

いろんな負担が出てまいりますので、それも含めて経営をやっていきますよと。それだけのスパ

ンがあるかですね、人口が少ない中で。そういう経営とか、ほかにも類似した施設は旅館とかホ

テルとかありますので、そういう中でやっていけるかというのがありますので、よっぽどの営業

努力をしていかないと、これは黒字に持っていくちゅうのは非常に至難の問題だと思いますけれ

ども、行政の施設ですから、町民の財産ですから、ただでくるっどちゅうわけには、今の段階で

ですね。土地は町の財産として無償で貸し付けますけども、そういう段階を踏まんにゃいかんと。

どうしてもないときは、先ほど申し上げました無償で貸し付けるか、なら有償で貸し付けるかち

ゅう、その段階にあるとかですね。その段階段階で見て、そうしても、もう誰もいなかったら、

我々がしましょうちゅうことになるかも判らんです。そうなったときには、先ほどありましたと

おり、これまでの実績とかいろいろありますので、十分考えていく必要はあろうかと思っている

ところであります。 

○宮之脇尚美議員   

 庁議の関係については、今後、改善をしたいということで、了承いたします。 

 特に、次の町民目線の関係でございますが、行政が住民に周知徹底を図るといっても、なかな

か難しい部分というのは、もう十分理解をいたします。どれだけ話をしても、どれだけきめ細か

く対応しても、なかなか町民から出てくる意見というのは、それらの浸透が図られていないとい

うのが実態じゃなかろうかと思いますし、苦労されているということも十分理解いたしますが、

過疎化が進行する中で、町民も行政と同じ思いをしてこういうふうな時代を乗り切っていかない

と、これまでのようなやり方ではなかなか、これまでのような対応ではなかなか難しいんだろう

というようなふうに思うところでありますので、地方創生も、国も立ち上げたところでございま

すが、この機会にぜひまた、このやり方というのも、いろいろ他の地域ではやり方も大変な努力

をされて、その成果を見ている自治体もございますので、そこら辺も参考にしながら、ぜひ対応

していただければというようなふうに、これは要請をいたしておきたいと思います。 

 ついででございますが、私どもも、昨年の１１月、所管事務調査に参りました。その中で特に

感銘を受けたのが、６次産業化の問題と、それから学校の統廃合の関係でございます。６次産業

化については、国が６次産業化を打ち出したのは、六、七年前だろうというようなふうに思うん

ですが、もう３０年ぐらい前から、これを見越して対応されているところもございましたし、ま

た、学校の統廃合では、閉校された学校の跡地の活用なくして町の繁栄はないということをベー



- 45 - 

スに置きながら、学校の統廃合を進めたということもございます。それなりに、その校区の住民

の方々も関心を持っていらっしゃって、非常に会合にはたくさんの方々が参加をされるようにな

ったということも聞いておりますが、これは教育委員会のほうも同行されましたので、十分理解

をされていますので、また、そういう報告の機会があったら、ぜひ課長さん方にもつないでいた

だければというようなふうに思うところでございますし、６次産業化も同じく農政課のほうで同

行されましたので、そこら辺も、また行政内部で十分協議をしながら、それじゃ本町の場合にど

ういう形で対応なり、今後の方針なりを立てていくかということについては、また何らかの新し

い方向づけもできるんじゃなかろうかというようなふうに思いますんで、ぜひそこら辺も生かし

ていただければというようなふうに思うところでございます。 

 そういうことで、これも要請でございますが、ただ、町長に１点だけ、原発の問題で、この周

知徹底とですが、住民目線ということで、現地現場主義も言われているわけですが、原発の問題

で、新聞に原発の再稼働についてはやむなしということで、長島町と、本町と意思表示をされま

した。９市町については、９市町の中で２町だけがやむなしということで、ほかの７市について

は、議会の意見なり、住民の意見なりを聞いて対応したいというようなふうな表現がございまし

た。 

 住民がああいう記事を読みますと、何だ、町長は、もう意見も聞かずに、そういうコメントを

したのかというようなこともありましたので、そこら辺のコメントについては、今後十分配慮さ

れるべき事項じゃなかろうかというようなふうに思うところでございますので。 

 あわせて、今回の中央高校の債務負担行為によります助成金の問題でございます。他町も同じ

く、等しく助成をするんだという町長の強い意思表示がございました。これについては議会も、

その債務負担行為は、もう既に議決いたしておりますので、今後の課題かと思うんですけれども、

やはり、本町の子供たちが行かず、他町の子供たちを増やしていくということについても、今後

の学校の存続そのものを含めて、この助成制度がなくなった場合にどうなるのかということも見

越しながら、やはり行政というのは、５年後、１０年後のそういう将来を見越した政策、施策の

展開というのが必要じゃなかろうかというようなふうに私は思うところでございます。 

 町長の思いというのは緊急避難的な対応かというようなふうに思うわけでございますし、そこ

ら辺については理解をするわけでございますが、今後、５年後、１０年後をどうするかというこ

とも踏まえて、ぜひ、また内部で検討いただければと。また、議会のほうも、いろいろまた機会

あるごとに御意見もあるかと思いますんで、そこら辺の対応については十分な慎重性というもの

が求められるんではなかろうかというようなふうに思うところでございます。 

 それから、指定管理者制度でございますが、町長のほうも非常に……。 

○議長（舟倉 武則議員）   

 宮之脇議員、一問一答でよろしくお願いします。 

○宮之脇尚美議員   

 はい。指定管理者は、それじゃ。 

○町長（日髙 政勝君）   

 町民の周知の対策の関係です。これからも、いかに多くの町民の皆さん方に御理解をいただい

て、御協力をいただくかということが大事かと思っておりますので、いろんな広報手段、広報媒

体とか手段を用いながら徹底をしていきたい。広聴広報活動というのが非常に大事かなと思って

おりますので、できましたら町政座談会をずっと、昨年はしましたですけども、来年あたり、ま

たしてもいいかなと。ことしは議会の方がされたということでありますので、あまり重なっても

あれでしょうから。そういう機会も必要かなと思っておりますので、いろんな課題もあるようで
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ございますので、やっていきたいと思っております。 

 それから、所管事務調査で、いろいろ議会のほうもあちこち行政視察をされまして、委員長報

告の中に、それぞれのいろんな提言もいただいております。参考になる御意見もありますので、

そのことについては担当の課長も随行しておりますし、本当に、このさつま町にとって参考にな

る意見がたくさんありますので、これらにつきましては、今後の行政に生かしていきたいと思う

ところでございます。 

 それから、原発ですね。確かに３０キロ圏になって、立地市町村はですけれども、周辺のとこ

ろまで非常に、昨年の場合、しょっちゅういろんなマスコミ、あるいは関係の皆さんのほうから

もいろんな御意見もいただきました。本当に、これに追い回されたという感じでございますが、

要は、私どもの考え方ちゅうのは、とにかく福島のああいう事故があったようなことは絶対起こ

してはならないと、そういうことが一番の念願でありますので、当事者である九電の皆さん方に

対しても、とにかく安全を期してくださいと、それが一番の願いでありますし、私どもの終局の

願いとするところでありますということは申し上げてきておりますし、九電の社長と語る会でも、

これは絶対あってはなりませんということは申し上げてきております。 

 その上で、やっぱり私どもは、原子力に対しての知識というのは、そう持ってないわけです。

国のほうも、前は原子力保安委員会という組織がありまして、それじゃ、なかなかいかんちゅう

ことで、改めて外郭の原子力規制委員会を専門の人たちをやって、そこで世界最高水準の安全基

準を示して、これをクリアするようなことで、今もって九電の場合は、まだこの厳しい審査が終

わってないですけども、それだけのことをやって安全性を期するということである以上は、我々

が幾ら叫んでみたって、安全であるかって全く判らんわけですよね。やっぱり、ある程度はそこ

の専門委員会の言うことを尊重していく必要があろうかと、やむを得ないなという感じのことを

申し上げたところでございます。我々には判断したって、判らん中で、その判断がなかなか難し

いですので、そこの判断に頼らざるを得ないというような意味で申し上げたところでございます。 

 確かに、議会のほうでも陳情、要望も上がっておりまして、議会は議会なりの判断もされるか

と思いますけども、そういう機会がありましたので、私はそのようなことを申し上げております

が。 

 とにかく、基本的には、この３０キロ圏にあったにしても、あるいは以遠にしましても安全を

期していただきたい、それがもう最高の願いでありますので、これはこれからも変わらないと思

っているところであります。 

 それから、高校の問題ですね、高校につきましても非常に……。 

○議長（舟倉 武則議員）   

 町長、残り５分ですので、簡潔に。 

○町長（日髙 政勝君）   

 難しいです。私はいろんな助成措置はします、支援策はとりましたけども、これはあくまでも

これがあったから、私は生徒が増えるということは決してならないだろうと思っております。あ

くまでも地元にある高校として、いかに支えていくかということの意味合いで、従の形でやって

おりますので、あくまでも高校自体が学力を高める、就職率を高める、都会にも負けんぞという

形をしない限りにおいては、お金がこしこ支援があったから、ここに集まるちゅうことは決して

ないと私は思っております。 

 そういう意味では、今度の２月１６日、申請、見た結果も、若干増えただけだったですか、非

常に残念な気がしましたけども。これからが一つのまた課題であると思っているところでありま

す。 
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○宮之脇尚美議員   

 町長の思いというのは、確かに理解いたすわけでございますが、やはり最高責任者としてのそ

ういう言動というのは、普段はなかなか行政に関心を持たないんですが、やはりそういうものに

ついては、非常に町民も敏感に反応しますので、そこら辺については今後とも十分配慮されるべ

きではなかろうかと、そういうことで指摘をしておきたいと思います。 

 指定管理者については、もう時間がありませんので、とにかく十分な協議の上で、ベターな手

法というのをとっていただきたいと。いろいろな行政の言い分もございますし、また、指定管理

者側の意見もあるかと思うんですが、ひとつ、その施設が最大限に有効活用されるような手法と

いうのを、今後も努力、お互いにしていくべきであろうというようなふうに、これも要請をいた

しておきまして、私の質問を終わりたいと思います。 

○議長（舟倉 武則議員）   

 以上で、宮之脇尚美議員の質問を終わります。 

 次は、１０番、川口憲男議員の発言を許します。 

〔川口 憲男議員登壇〕 

○川口 憲男議員   

 さきに通告いたしました農業振興策についてお伺いいたします。 

 平成２６年、平成２７年と、ことしも踏まえまして、町長のマニフェストといいますか、持続

可能な農業実現に、農業後継者、集落営農組織等の担い手の確保に努める。また、新規就農者の

確保、農地集積を推進し、地域農業の活性化に取り組むという言葉も聞かれております。 

 また、一方ではＪＡ北さつまと連携し、関東、関西等でトップセールスで販売促進を行うとい

うことも聞いております。 

 その中にありまして、農業・農村の維持・存続が厳しい状況下にありますが、まちの農業政策

は、これまでの経緯等を踏まえ十分だと町長はお考えなのかお伺いいたします。 

 次に、「薩摩のさつま」のブランド確立に努める中で、地域特産品を活用した６次産業化によ

り農家の所得向上を図る政策が、既に３年以上経過しましたが、その成果と今後の政策について

お伺いいたします。 

 １回目の質問といたします。 

〔川口 憲男議員降壇〕 

〔町長 日髙 政勝君登壇〕 

○町長（日髙 政勝君）   

 ２番目の一般質問の川口憲男議員のほうから、農業振興ということでお尋ねがございましたの

で、お答えをさせていただきます。 

 御承知のとおり、農業・農村を取り巻く状況というのは、農業従事者の高齢化の進行、本町に

おきましては６５歳以上が７０％という状況になっております。そういうことで、これからもま

だまだ進行するんじゃないかと思っているところであります。基幹品目の水稲におきましては、

昨年は天候不順によります減収、あるいは価格の下落など農家所得の減少が進んだところでござ

います。 

 一方、今、国内的には、対外的な問題としましてＴＰＰを初めとした輸入への門戸開放などが

迫られているところでございます。農業は本町の基幹産業でございます。美しいふるさとの景観

とか、あるいは伝統芸能を育み、食の安定的な供給と農家所得の安定的な確保を目指しました豊

かな地域資源を核とした活力のある産業のまちを農業振興政策として掲げております。具体的な

方策としましては、さつま町の農林業いきいきプランというのを定めまして推進をいたしている
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ところでございます。 

 これまで、農業・農村の環境維持保全を図るために第３期の中山間地域等直接支払制度、こう

いった事業の推進、あるいは深刻化する鳥獣害対策としまして、農政課内に新たに有害鳥獣対策

係を新設をいたしまして、防護と捕獲の両面から対策を強化してきているところでございます。 

 さらに、農家所得の向上を目指しまして、水稲や畜産を初め重点品目を定めまして産地づくり

の推進と、販売支援としまして北さつま農協と連携しましたトップセールスに努めてまいってき

ております。 

 最近におきましては、町内の水稲農家が「あきほなみ」で全国の銘柄米と肩を並べる優良金賞

の受賞をされたということや、先日の新聞報道でも御承知と思いますが、日本穀物検定協会のと

ころで２０１４年産米の食味ランキングを発表いたししました。 

 県北産の「あきほなみ」を２年連続で最高評価の特Ａに格付されたところでございます。水稲

農家には明るい情報があることと、反面、米価が米余りの関係で年々下落ということでの現実が

ございます。今後の農業政策というのが、しっかりと進めることが必要に迫られているところで

ございます。 

 さらに、集落営農の組織化の関係と担い手への農地の集約化を加速させまして、継続的に地域

農業が発展していくように努めていきたいと思っておるところです。 

 具体的には、国策を活用した、いわゆる主食用の米の偏重だけでなくて、今後、これだけ食用

米が価格が下がると、需要も減るとなりますと、どうしても農家所得の向上のためには飼料用米、

こういった需要のある作物の生産振興というのが必要になってくるんだろうというふうに考えて

おりますし、国のほうも、だんだんとこちらのほうに、また力を入れてくるように変わってきて

おります。本町におきましても、こういった飼料用の米をつくるという方向もたくさんなってき

ておりますので、町としましても、当然こういった方向に支えをしていく必要があるかと思って

おります。 

 それから、園芸の振興につきましても、水田を活用しました米以上の収入を確保できる重点品

目、例えばトマトとかイチゴ、ゴボウ、里芋、カボチャ、これらは重点品目でしております。 

 それから、拡大推進品目としましては、ジャンボインゲン、白ネギ、こういったことを中心に、

いろんな町の補助事業も活用をいたして、面積の拡大とか農家所得の向上を目指していただきた

いと思うところでございます。 

 お茶につきましては、今非常に消費減退と申しますか、お茶を沸かして飲む機会が少なくなっ

ているというようなこと等がございまして、価格が低迷をいたしております。本町は優良茶の産

地でございますので、引き続きこういったことも努力はしていきたいと思っているところです。 

 このほかあの農業の粗生産額の約７割というものを占めております畜産、今、黒毛和牛につき

ましては、一昨年あたりが全国一の競り市の価格であります。昨年も、やはりトップクラスであ

りますけれども、非常に優良雌牛の産地でありますので、そういった保留・導入、これも引き続

き推進をいたしまして、さつま牛としての産地の維持に努めてまいりたいと思っているところで

す。 

 高齢化とか後継者不足、農業資材の高止まり、あるいは、一方ではＴＰＰ問題ということが大

きな問題を抱えております。こういった中でありますが、やっぱり生産組織、関係機関団体一緒

になって、これからも基幹産業の農林業の振興については努力をしていきたいと思っているとこ

ろであります。 

 それから、２つ目の地域特産品を活用した６次産業化の関係でございます。 

 本町にはすぐれた農産物が生産をされております。主に、町内外はもとよりでありますが、大



- 49 - 

消費地を中心に流通がなされているところです。さらに農家所得の向上とか、農産物の付加価値

を高めた販売を進めるために、私もマニフェストのほうに６次産業化の推進を掲げておりまして、

推進をしております。これまでの取り組みは、一定の成果が出てきていると思っております。 

 また、「薩摩のさつま」におきましても、北さつま農協がトマトとかイチゴ、キンカン、牛肉、

焼酎等の特定な品目に名称をつけまして、販売戦略を展開をしていただいております。「薩摩の

さつま」というネーミングをつけておりますんで私も一緒になって、県外の市場等でトップセー

ルスに努めているところでございます。 

 農産物を加工し付加価値を高めるためには、どうしても原材料の確保はもちろんでありますけ

ども、加工技術の習得とあわせました施設の確保が重要であるというふうに考えております。本

町には、鶴田の加工センターと薩摩の加工センターの２つがございます。非常に今、利用者が増

えてきております。しかし、利用にも限界があるということもございますし、加工者の皆さん方

の独自性のある商品づくりをしていただくために、平成２３年度から農産物加工施設の整備事業

を創設をいたしました。事業実績で、県単とか、あるいは町単を合わせますと、２３年が５件、

２４年が４件、２５年が４件、２６年が４件、合計１７件の活用がありました。事業費合計でも

５,２３８万円の整備がなされておりまして、加工品の生産に力が入っておるようでございます。 

 ２６年度におきましても、町が農産物加工セミナーというのを主催をして開催を３回ほどやっ

ておりますけども、農産加工者のスキルアップあるいは新商品開発、こういったことについて、

毎回約３０名ぐらいが受講されているところでございます。 

 先月の１２日に、町が開催しました第３回目のセミナー。受講者が学んだドレッシング加工技

術をもとにしまして、梅とかキンカン、ユズ、大根、シイタケ、ニンニク、こういった多彩な地

元農産物を活用して１５種類の新商品を開発され、試食も行って、全員による互評会が行われて、

先生からも高い評価を受けていらっしゃるようでございます。 

 あと、新聞報道もされまして御承知かと思いますが、さつま農産加工懇話会というのが設立を

されました。より一層のさつま町の農産加工が発展し、加工者はもちろん、町の活性化につなが

っていくものと考えているところです。 

 こういったさつま町農産加工懇話会を核にしまして、農産物加工育成セミナーをこれからも開

催しまして、情報交換とか試作の検討会を行って、町内の農林業者の総合的な所得向上と雇用の

機会、こういったことを目指して、６次産業化をさらに進めていきたいと思っているところでご

ざいます。 

〔町長 日髙 政勝君降壇〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 質問の途中ですが、ここでしばらく休憩します。再開は、おおむね午前１０時５０分とします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

休憩 午前１０時４０分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

再開 午前１０時４９分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（舟倉 武則議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

○川口 憲男議員   

 町長のほうから答弁をいただきましたが、町長、私が一番知りたいのは、このいきいき農業プ

ランをつくられた、それから振興計画、こういうのをつくってこられた時点、振興計画は２３年
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ですけれども、いきいきプランはそのあとですか、これも２４年の３月、その年からして、

２６年まで３年経過してきました。 

 町長の答弁にもありましたように、ＴＰＰとか、いろんな国内の情勢とか、農業を取り巻く環

境が違ってきています。違ってきてるちゅうか変化してきております。その中にあって６次産業

化とか、今、国でも物すごく呼びかけをしてますけれども、こういうところになってきて、本当

に今までの政策が農業者の所得向上、あるいは生産拡大につながっているのか、逆に高齢化とか、

あるいは担い手不足とかが農業への逆風に捉えられているような感じがします。もちろん、人口

減少もあると考えますが、あえて今、国、県がとっている施策等を活用しながら、さつま町でで

きるといいますか、さつま町に合った政策をつくり直すといいますか、それに変えていく必要が

あると思うんです。私は１回目の質問じゃ、そこを町長にお聞きしたかったんですが、町長の考

え方でいいですのでお示し願いたいと思います。 

○町長（日髙 政勝君）   

 農業振興、非常に幅広い振興にわたるわけであります。その中でも国もいろんな政策を出して

きておりますけども、よく猫の目行政と言われるぐらい、米についてはさまざま変わってきてお

ります。こういう中で、私どもはやはり農家、農業全体を見回したときに課題というのは、これ

だけ高齢化が進む中では１０年後どうなるかというのが一番危惧をされるわけでありますので、

そこはやっぱり若い農業後継者なり、あるいは担い手、多様な担い手がたくさん出てくるという

ことが一番の強みになるかと思っておりますので、町としましても認定農業者とか、あるいは担

い手の確保とか、あるいは集落営農の育成とか、そういうことを専門の部署等でも進めているわ

けであります。まず、人あってこそだと、そういう気持ちがありますので、担い手確保に一生懸

命努めているというのが実態でございます。 

 その上に立って、なら何をするかとなったときに、やっぱり水田と、あるいはこの畑地をどう

活用するか、あるいは動植物の関係、いろいろあるかと思っておりますので、その辺をどういう

ふうに振興を図っていくかというのに、それぞれの分野ごとに振興策を立てて関係機関と一緒に

なって進めているということになろうかと思っております。 

○川口 憲男議員   

 １番目の宮之脇議員の質問といいますか、答弁の中にもありましたように、この集落営農の組

織化、あるいは担い手の農地への集約化とか加速させ、継続的に地域農業を発展させると、今町

長もそういうような考え方を申されました。 

 この振興計画、あるいはいきいきプランを策定されたあと、振興計画については、ことしでし

て、来年度、再度つくりかえるというか期限が来ているわけですけれども、そういった中にあり

まして、今答弁いただきましたけれども、人口減あるいは担い手不足、そういうところにどうい

うようなメスを入れていくのか。今までやってきた政策がそれで正しかったちゅうかその正しい、

悪いじゃないんですけれどもその方向性がよかったのか。今後どうやったら、先ほども答弁され

ましたように１０年後のさつま町の人口がどうなるのか、そこあたりに政策といいますか、農業

政策、振興策に持っていかなきゃならないところじゃないかと思います。 

 先週、町内をいろいろ回りまして、若い方々にもちょっとお話を聞きまして、まず、若い人た

ちが言う言葉の中に友達といいますか、農業にかける意気込みの人たちが非常に少ないんだと。

私はないじゃち思うけといいますと、やっぱし仕事がない、あるいは銭が取れないといいますか、

所得がつながらないという言葉は強く感じます。やっぱりそういうところに農業政策といいます

か、農業の施策でそういうところに力を注いでいく、あるいは方向性を導かす方法。先ほど最初

の答弁の中でおっしゃいましたさつま牛ですか、牛のことも申されましたけれども、やはり牛を
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飼うとしても、新規で畜産農家になるとしても、それなら１頭から始めてどうこうということか

らしても、やっぱしある程度の頭数を育てるには１０年、１５年というような経緯がかかるわけ

です。これから質問をいたします「薩摩のさつま」のブランド化、このことも一喜一憂に１年で、

ことしで何かして、ことしで生産をして、それが収益につながるかということはまったく望めな

い考え方じゃないかと思います。そういったところを、やっぱし私は、先ほど町長の答弁にあっ

たんですけれども、じっくり農業者といいますか、現場現地主義のことを町民の目線でというこ

とをおっしゃいましたけれども、そこにもう一回立って、うちの農業政策はどうあるべきかとい

うことを打ち出されることが懸命じゃないかと思っております。そういう考え方は、町長はどう

いうふうに捉えられていますか。 

○町長（日髙 政勝君）   

 今までいろんな農業の振興策を関係機関と一緒になって取り組みをしておりますが、これにつ

いては常に、関係機関の農林業技術協会というのがありますので、各分野にわたってそれぞれ専

門の部会を設けて、それこそ専門の皆さん方がいろんな知恵を出していろいろプランをつくるわ

けです。それに対して営農指導とかやっているわけでありますので、これについては何にもしな

かったということよりも、こういうことを常にやっていろんな補助事業導入をしたり、あるいは

担い手支援室も、専門的にいろいろ担い手の育成とか努力をした結果があるからだと私は思って

おります。何もしなかったちゅうことになると、また非常に衰退につながるわけですので、一番

この本町の基幹産業である農林業の振興を何とかせんにゃいかんちゅう気概のもとに、それぞれ

が頑張っているところでありまして。それで若い人たちが、できるだけ農業にも就農していただ

きたいということで、今、国のほうでも人・農地プランをつくって、また本町でもつくりながら、

青年就業者をいかに確保していくかということで、いろんな制度の拡充もなされてきております

ので、そういったことも推進をいたしているわけでございます。 

 この牛にしましても、新たにまた対象者を、高齢者だけじゃなくて、多頭に飼養ができるよう

にということで貸付制度も拡充をしましたし、導入の関係についても、どこよりもたくさん補助

も出していますし、いろんな手だてをしておりますので、あとはそれぞれの皆さん方のやる気だ

と私は思っております。それでいかに、あとは関係機関が支援体制をもってやっていくかという

ことでありますので、そこはもう常にお互いに連携をとりながら進めていく、このことに尽きる

かと思っているところでございます。 

○川口 憲男議員   

 町長の答弁の中で、私もこれまで何もしなかったということは申し上げてないわけです。いろ

んな施策の中で１つに挙げられるのが梅加工場です。梅生産組合がしている梅加工場。従来、和

歌山の業者の人におんぶにだっこというようなことをしとって、農家の生産が上がらないとかい

ろんなあれはありましたけども、それを打ち破って加工場独自で生産化を開始し、そしてまた販

売もつなげられていっています。 

 それと竹林改良といいますか、耕地林業課が進めている施策の中に、竹林整備をして、そして

タケノコ生産をして、それは今、ことしも当初の説明の中で町長が、竹のキロ単価を１０円近く

まで上げるということも明言されましたけれども、９円のときも非常に効果が出ております。竹

林農家はこぞって整備してらっしゃいます。これは町長、２つに、何が一番そこにいっているの

かというと、１次産業、梅をつくる、竹を切って竹山を整備する、これはほかの園芸、それから

果樹、野菜のところでも言えるんですけれども、やっぱりそういう１次産業のところの成果が、

梅とかタケノコには生産が出てきていると思います。それと、身近なところに加工所があったり、

あるいは今両方とも苦労されてるのが、梅のところでも、この販売をどうしていくかということ
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で、あそこの梅振興会の組合長さんは手弁当で、報酬もないちゅうことは語弊ですけれども、も

う本当に四苦八苦して我が家の仕事は置いとって営業活動に回っておられるということをされて

おります。 

 これから６次産業化のところで強く申し上げますけれども、さきの答弁の中で、園芸品の中で

非常に伸びてきているということも町長は申されました。ちなみに申しますと、伸びているのは、

平成１７年からいろいろ統計はあるんですけど、私があれしましたのはトマト、これも若干です

けれども横伸びの状態、それからカボチャ、ここも最初からしますと伸びというか、生産戸数的

には減少。２５年にしたときには、今ブランドと呼べる農家の戸数をとりますと減少しておりま

す。最初のころ、私なんども、合併した当時のころ、イチゴはいいんだということで広く勧めら

れましたけれども、今、半分以下になっているような戸数の状態です。 

 それともう一つ、ゴボウです。私の地域でも水田ゴボウというようなことで、多くの農家の方

が水田に取り組まれておりました。現在は水田では２戸、それから畑で２戸、私の地域だけです

けど、そういうふうに当初おりました戸数からしますと相当減っております。 

 やっぱりこれを考えたときに、６次産業化で、町長へ申し上げますけれども、１次産業で飯が

食えたら十分だと思うんです、私も。１次産業で生産性が上がったら、この上ないことだと思い

ます。それができないから、２次、３次、そして６次産業化に持っていかなきゃならないと私は

考えております。 

 こういったところでさつま町の農業政策ということで大きく申し上げましたけれども、いろん

なところに、やっぱし農業を取り巻く環境においては、そういうふうにして少しでも農家所得を

上げていく、あるいは町の財政にも影響するかと思いますけれども、そういうことをしていかな

いことには農家の所得は上がらないと思います。牛にしても、やっぱり多頭飼いの農家のほうは

有利ですけれども、そこに１頭、２頭しよったで高齢化もしてきて、とてもじゃなかどん牛はや

めんにゃいかんというところもあります。しかし、それに後継者がいかにして育っていくかとい

うことでありますから、やっぱし先ほど申された水田との併用ですか、二期作ですか、そういう

ような対策を立てていかなきゃいけない、そこになれば、やっぱし先ほど申し上げます新たな農

業政策に取り組む、あるいは持っていくような方向性が必要だと思うんですが、町長の考えをお

伺いいたします。 

○町長（日髙 政勝君）   

 非常に今の農業経営というのは、国内間は地域間競争がありますし、また、対外的にも今輸出

の品が増えると、今後においてはさらに危惧をされるということもございます。したがいまして、

やはり農家所得を上げるというのが究極の目的でありますので、やっぱり農家経営の安定を期す

る、そのことになろうかと思いますので、いろんな作物についても、先ほどから申し上げており

ますとおり、そういう視点に立って、関係機関一緒になって営農指導等にも当たっているわけで

ございます。 

 また、町としましてもいろんな施策を導入をしながら、そこに結びつけていく手だてを講じて

おります。 

 とにかく、いろんな気象条件も当然影響はありますし、再生産性に結びつけられるような、所

得をいかに上げるかということだと思いますので、次に向かって。やはり昨年のように、ああい

う米の状態なんかが例えばあるとすれば、非常にやる気が失してしまうということもありますし、

何とかその辺については対策も必要ではありますし、これから本当にこの農業の関係については、

やり方によっては非常にやりがいのある職ではありますけれども、非常に情勢がいろいろ、動き

が激しいというところもありますので、的確にそういう農産物の価格動向とか、需要の動向とか
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把握もしながら、どんなものをつくってどんなふうに生産体系を組んでやっていくかとか、いろ

んなことも考えていく必要があるかと思っております。そこを乗り越えてやっていらっしゃるの

が、今の農業経営の皆さん方であると思っておりますので、そういう面では我々も、またそれ以

上のいろんな情報をつかんで、一緒になって進める必要があろうかと思っているところでありま

す。 

○川口 憲男議員   

 おっしゃるとおりのことで、やっぱり農業が一途に、ただ収益が上がるかということ、その中

には相当苦労が必要ということは重々わかっております。町内をいろいろ回りまして加工業者の

方々の言葉を聞くにも、先ほど町長が１回目の答弁で申されたように、補助事業は数件かあって

金額も相当上がっているんだということをおっしゃいました。私も加工者の方々に会って、そこ

あたりも確認をいたしましたけれども、今、会の名前はちょっと忘れましたけれども、そういう

１６業者の方々が集まっていろんなことの勉強会をしながら、それも売り方とか、それから生産

の仕方を図っていくということも聞いております。ですけど、一番最初された方が、たしか私が

把握しているところでは、町が町政をしいた１０年前じゃなかったかと思っております。その方

も、今やっと生産コストでいきますとプラス・マイナスどうかなと、まあとんとんのところに来

たかなということをおっしゃっておりますが、これから先、いかに販路を拡大していくのか、と

ても一加工業者ではそういうことはできませんということを申されておりました。 

 その中で、先ほど申し上げましたゴボウのＢ級品ですか、これを分けてもらって酢漬けとかい

ろんなのを加工して、それでいろいろ出しているということで、これだけは生産者とタイアップ

できて、いい結果が出てきているのかなということもおっしゃっておりましたけれども。まだま

だ、私、先ほど申し上げました推進品目ですか、町でブランド化をされるこういう品目を、いか

にそういうふうなラインに乗せていくことができるか、またそれを先ほど申し上げました２次、

３次と生かせる工夫はどうなのか。やっぱしそういう道筋は行政のほう、あるいは先ほどＪＡの

ほうの販売の支援活動をしているということも申されました。 

 しかしながら、ＪＡのほうで取り扱っていただけること、もちろん１次産業でそういうことを

されているちゅうことは私も知っていますし、従前、私もつくったときがあって農協に出しとっ

て、そういうことをしました。しかし、これ、１次産業のところでＪＡのほうは力を注いでいま

す。ただし、２次になりますと、もう手元に持って帰ってくれというような状況で、そこで生産

農家というのが次の策をどうしようかということになるわけです。 

 そこでこういうところに作物のブランド化をしたりされていますから、私はこれはするなとは

言いませんけれども、この作物なんかをいかに生かしていくか、それが大事じゃないかと思いま

す。やっぱし農産物を確保して付加価値を高めて、そして生産性を上げていくということになる

と思います。町長もそういうような考え方だと思うんですけれども、ぜひ、そこあたりのところ

が今後の政策に生かしてほしいし、取り組むべきと考えますけど、町長のお考えをお聞かせくだ

さい。 

○町長（日髙 政勝君）   

 多種多様な農産物が生産をされますし、四季折々に本当にすばらしいものがあります。食の宝

庫だと私は言っておりますけども、それだけに農協へ１次的に出す製品以外のものは、例えば規

格外になるようなものが物すごい裾野として広がっているわけであります。非常にもったいない

わけであります。ですので、おっしゃるとおり、加工というものを加えて付加価値をつけて、新

たな製品として売り出していく、そのことが常に申し上げております６次産業化を目指しましょ

うということでございます。 
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 そういうことで、今いろんな加工グループの皆さんが幾つか育ってきておりますが、できたら

もっともっと流通にも当然乗せて販売促進を図るというのが生産にも結びついていくことであり

ますので、例えば町のほうでもいろんな物産展に参加をいたしておりますし、独自でいろんなと

ころに出かけてやっておりますが、その場合も、こういう加工グループの皆さんたちにも出席を

していただいて、自分たちの品を、消費者の皆さん方と直接話すことによっていろんなコミュニ

ケーションができて、また貴重な御意見も聞いて製品に反映をさせる、そういう機会にもなって

おりますので参加もしていただきたいということで、今までもあらゆるところに出かけていただ

いております。コストはかかりますけども、やはりそういう品を宣伝をする機会でもありますし、

お客さんをつなぐ機会にもなっているわけでありますので、そういう流通の取り組みの一端とし

てはやっているわけでございます。 

 とにかく、こういった６次産業化のこういうことについては、どこのところも今一生懸命取り

組みを進めておりますので、行政としましても、さらに農家所得が上がるような形の取り組みと

いうのは大事かということで今も推進をして、いろんなセミナーも開催をしながら取り組みを進

めているところであります。これからも一生懸命取り組みをしていきます。 

○川口 憲男議員   

 先ほど町長の答弁の中に、宮之脇議員の質問だったんですけども、町民への情報伝達といいま

すか、今、広報を使ったり、無線を使ったり、あるいはコミュニ紙を使ったりしているんですけ

ど、なかなか伝わっていかないということがありましたけど、やっぱしやりたい方というか、取

り組みたいという方、非常に増えております。 

 先ほど、私たちの委員会の中でも、いろいろこの６次産業化、訪問いたしまして、しているこ

とは確かです。例えば行政にも投げかけました。しかし、なぜ農業振興のことを、あえてこうや

って質問したかというと、その形がなかなか見えてこないし、十年一昔が、あるいは三年一昔に

なってきているんじゃないかと、世の中の流れが。そういった中で、今までのその政策を改めて

いかなきゃならないところが多いんじゃないかと私は感じております。 

 参考のためにあれされましたから、今いろんな農家をされている方で、町の補助も受けずに独

自でこつこつとやってらっしゃる方、もう町長も十分承知のところだと思います。そしてその

方々を聞きますと、これはもう名前を挙げてもいいと思うんですけれども、こずえそば、永野の。

始められたのは三十何年前だそうです。そして、やっと息子が今度跡継ぎになって、御主人が早

く亡くされていますけど、息子さんが帰ってきて、その跡を引き継いでいくと。農業委員会から

ちょっと情報を入れまして訪問してみました。農業委員会が取り組んでいます耕作放棄地、ある

いは遊休農地、ここをこずえさんのほうは借りていらっしゃってちょっと手元に、私は資料を持

ってくるのを忘れたんですけれどもソバの栽培、それから米の栽培、これをされているそうです。

合わせますと１０町歩超えるような作付を、今息子さんが１人でされているということで、そば

自体も、自分のところで売る以外に鹿児島市とかいろんなところに出していると、リピーターが

相当増えていまして、その方々から注文が来ているという状況を聞きました。やっぱし、これが

長くかかるんだなということを痛切に感じたところです。 

 先ほど懇話会の話もされましたけど、懇話会の方の中にも独自に米こうじやったですか、米を

使った米こうじをつくっていらっしゃるところもありますし、そういうところも、もうこれから

は販路をいけんすうかいということも私に申されました。 

 ６次産業化を進める中で、原材料も、もちろん地元産を使うことが私は最高のあれだと、ベ

ターな考え方だと思います。地元産の生産物を使い、それを加工し、そして販売ラインに乗せて

いくと。そういうことによって所得の向上を図り、あるいは後継者がそれに跡を引き継ぐような
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道筋をつくっていくと、それがやっぱし町の発展にも伸びていくと思います。我々も委員会で研

修視察をしていろんなところを学んできます。それが無駄にならないような報告をするためにも

６次産業化を確立したほうがいいんじゃないかと。だから、そのための施策を、町長は三年一昔

と言いましたけれども、そういうような流れの中でありますから、ぜひ取り組んでいかれるよう

な考えを持っていただきたいと思うんですが、町長いかがでしょう。 

○町長（日髙 政勝君）   

 ６次産業化をせんにゃいかんちゅうことで、これは、もう何年も前から私が提唱していること

でありますので、これについては先ほど申し上げましたとおり、できるだけ多くの方がこういう

面に取り組んでいただきたいということでセミナーも開催をしておりますし、町単でも、そうい

った加工施設の整備についての助成制度も創設をしているわけでありますので、どうしてもこれ

からは必要となる分野になっていくだろうと思っておりますので、これはまた今後も力を入れて

いきたいと思っております。 

○川口 憲男議員   

 ６次産業化を取り組むということはもう従前から、先ほど申し上げました５年前の振興計画の

中にも明記されてますし、私の説明がちょっと足りないのか知りませんけれども、農業政策を、

その当時と一緒でいいのか、ここは改めてそういう６次産業化に進めていくために地域ブランド

化、町長がトップセールスを目指されている商品なんかに付加価値をつけた政策を乗せていく、

そういうことが必要じゃないかと申し上げているんですけれども。６次産業化は、従前から言う

ように必要性があるということを重々言ってらっしゃいます。 

 それと町長、この前１０周年に青森の鶴田町が来てくれました。そのときのところじゃないん

ですけれども、あそこは「あるじゃ」という道の駅をつくっとって、私なんどが行ったのが、

２年前ですか、そのとき、あそこなんかでも地場産の鶴田大豆、地元でできる大豆を使った豆腐

加工、それから豆腐に付随するいろんな加工、それから米加工施設もつくりまして、いろんな米

に対する事業もしております、加工所をつくって。 

 そこあたりまで、先ほど申し上げられたように薩摩と鶴田に加工所があるんだけども、目いっ

ぱいで運営してるんだということでしたけども、こういうところを新たに、例えばちくりん館の

ところに出てきた品物の残り物で漬物工場をつくるとか、そばを核にして、そばを打つようなそ

ういう施設をつくっていくとか、新たな加工場をつくるのが大変であれば、そういうところを使

う方法。あるいは来年になりますと、もう学校再編が始まりまして空き校ができますけれども、

調理室なりいろんなところがあるわけですけど、そういうのを活用した政策的なところができて

くるんじゃないかと思うんですけど、そういう考え方は町長はお持ちじゃないのか。そういうや

っぱり加工施設をつくっていくこと、あるいは地元産を使うこと、これが６次産業には非常に大

事と思うんですけど、前もお答えいただいたかと思うんですけども、再度そういうような加工所

の併設までして収益につながるような工夫立てをするという政策の考えを、もう一回お聞きしま

す。 

○町長（日髙 政勝君）   

 町内に、薩摩とか鶴田のほうに加工施設がもう整っているわけであります。それもフル活用さ

れているようでありますので、今回は梅のほうをさらに充実をしようということで整備改修もい

たしますけれども、施設整備を先にすべきことなのか、施設整備ありきでスタートしても、なら

何をつくっとかちいうことになると、いわゆる休館施設になってしまうちゅうことでありますか

ら、やはりその辺は今進めておりますこういう小規模なグループではありますけども、そういう

懇話会もでき上がっておりますが、さつま町として大々的に、ならやっていこうかちゅうことに
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なるか、もっとこういうところをしっかりと踏まえて、今後、大型の施設が必要だなということ

になればですけども、施設を先につくっとってフル活用しないと、かえってまた議会の皆さんか

ら指摘を受けるちゅうことになりますので、そういうことは慎重にせざるを得ないと思っており

ます。 

 それで、もっともっとこの６次産業化というのは一挙にスタート、今スタートはいろいろやっ

てもらっていますけど、なかなかこれを大々的に流通に乗せてちゅうところまで、まだいってお

りませんので、まだまだこれからいろんな方々に、先ほどから言いますとおり参加をして、物は

たくさんありますので、できるだけ皆さんがそれに関心持って自分もやってみようということが

まず大事かなと。それでその中で、おっしゃるとおり、ならこれだけ豊富な農産物をどういうふ

うに工夫をして、加工して、製品として売り出すかということをもっともっとしっかりやってい

かないと、なかなか難しい面があるのかなと思っておりますので、そこが今のところ大事かなと

思っている段階でございます。 

 地域に根差したこういう活動も大事ですし、一方では、これだけの第１次産業のまちで、先ほ

どから申し上げておりますとおり、規格品外が物すごくいろんな産物にあるわけでありますので、

野菜にしろ、果物にしろ、例えば有効活用しようと思ったら鶏とか牛とかいろいろありますので、

そういったものまで、一つの食品産業として企業化するものを誘致できないかなというのが常に

私は考えております。このさつま町だけでなくて、この川内川流域全般でもいいですけども、こ

れから第１次産業と一番結びついた企業を定着をしていけば農業の振興にもつながっていくんじ

ゃないかなと思っておりますし、やっぱり食品というのは人間が生きてる上で非常に欠かせない

産業でもありますから、私はそういう食品産業の誘致というのが、これから大きなターゲットに

なっていくのかなと思っておりますので、そういう面でも、今いろんなところで働きかけはやっ

ているところであります。 

○川口 憲男議員   

 町長、最後のところに、私が思うのが、つくったら何したらということがありますけど、町長

の申されましたように、例えばうちの１次産業の部類でどういうなのがあるのか、それを生かす

にはどうしたらいいのか、その先に見えてくるのは、やっぱり１次、２次をし、３次にいく販路

はどうするのかという時点になってきて加工所も必要になってくる、あるいは販売所をどういう

ふうにせんにゃいかんというような流れが来ると思います。それを農業政策に折り込まれるよう

な考え方を持っていかれることが、現在は大事じゃないかなということを言おうかなと思った。

今町長のおっしゃるように、私も全く加工所をつくって何やかやということではなくして、今農

業生産者もいろんな言葉でおっしゃってますけども、自助、公助、共助ちゅうのがありますけれ

ども、やっぱし、まず自分がどういうふうにして、その生産性を上げていくかちゅうことが一番

農家の方々が大事だと思うんです。その次に公助ちゅうのが農業政策といいますか、町の農業政

策がそれに結びついてくるんじゃないかと思っております。 

 ぜひ、今おっしゃったそういう加工グループで、加工グループちゅうか外部の農業に通じた生

産拠点ですか、そういう誘致も、あれば私もそうしたほうがいいと思うんですけれども、やっぱ

しそういうような農業政策に取り組まれることがいいんじゃないかという考え方、取り組むべき

と、で、こういう農業政策について町長の考えはどうですかということを、何度もくどいように

申し上げております。 

 先ほど答弁の中に、そういう事業所でもあれば誘致するとか、いろんなことをするということ

がありましたけれども、そういうことはできたほうが一番いいと思っております、私も。ぜひ、

そこらあたりに取り組んでいただきたいと思います。 
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 また、町長、今、地方創生でさつま町に投げかけられている課題、さつま町が取り上げる課題

があると思います。何をしていくか、何をするか。それは、先ほど庁議とか、あるいは課長会と

か、いろんなところで議論中だろうと思います。さつま町が取り組んでいくべきってのは何だろ

うかということがあると思います。私はやっぱりこういうところで農業再生プラス観光資源の活

用と、命題は大きいですけれども、そういうことに取り組んでいく、その中の一つに今のそれが、

町長の申されたところも出てくるんじゃないかと思います。 

 最後になりますけど、ぜひそんな思いを、私はそういう思いを持って町長に訴えていますけれ

ども、町長が考える中で、考えの中に、私の申し上げたこういったことは考えの中に入れられる

余地があるのか、あるなしでいいですから、時間がありませんから、町長、お答えいただけます

か。 

○町長（日髙 政勝君）   

 先ほどから申し上げているとおりでありますので、とにかく農業については、これからいろん

な可能性というのは大きなものがありますので、６次産業化を含めたり、いろんな取り組めると

ころは最大限努力をしていきたいと思っているところであります。 

○議長（舟倉 武則議員）   

 以上で、川口憲男議員の質問を終わります。 

 次は、８番、新改幸一議員の発言を許します。 

〔新改 幸一議員登壇〕 

○新改 幸一議員   

 お疲れさまでございます。２７年度の一般質問の３番手として、私のほうから通告に従いまし

て質問をさせていただきます。 

 その前に、先般、２月の１４日、１５日、さつま町の１０周年記念に向けて、大変立派な式典

もできました。関係者、職員の皆様方の努力に感謝を申し上げまして、質問に入らさしていただ

きたいと思います。 

 私の質問は畜産振興策についてということで通告をしておりますけれども、町長のほうから、

今回の３月議会におかれまして施政方針の中で、豊かな地域資源を核とした活力あふれる産業の

まちづくりということで、るる方針を述べられました。その中で、特にこの畜産の関係につきま

しては、６行にわたって方針を述べられたところでございます。さつま牛のブランド確立に取り

組んでいくという方針を出されたところでございます。そういう施政方針の中で、さつま牛のブ

ランド確立に向けて各種の政策を取り入れて努力をされているわけでございますけれども、さら

にさつま牛の産地を守るため、次の３点について町長の見解を伺うところであります。 

 まず１点目でございますけれども、県畜産共進会において総合優勝、産地賞といいますけれど

も、そのことの獲得するためにどのような対策をとっていこうとされているのか。次に、２点目

に増頭対策に向けて、今後、具体的にどのように推進をする考えを持っていらっしゃるのか。ま

た、３点目には、さつま牛の産地として農家の意識高揚と、さつま牛の産地宣伝を目的に大型看

板を設置して、主要幹線道路の町境に設置する考えはないかということで、３点ほど町長の見解

をお伺いいたします。 

 このことにつきましては、私は牛は飼ってないんでありますけれども、各種の品評会なり、町

の品評会なり、郡の品評会なり、また、委員会として県の品評会なり応援に行ったときの、それ

ぞれの農家の皆さん方が直接言われたことを要約したのを３点ほどまとめてございますので、そ

のことについての町長の見解をお伺いするところでございます。 

 １回目の質問はこれで終わります。 
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〔新改 幸一議員降壇〕 

〔町長 日髙 政勝君登壇〕 

○町長（日髙 政勝君）   

 新改幸一議員のほうから畜産振興についてということで御質問がございましたので、３項目に

わたりましてお答えをさせていただきます。 

 まず、県の共進会の関係でございますが、産地賞を獲得するための対策ということでございま

す。毎年９月下旬から１０月の上旬にかけまして、姶良の中央家畜市場で県内１０地区から選抜

をされました肉用牛６０頭が出場をいたしまして、肉用牛の改良重点項目であります体型面と飼

養管理面の改善点について審査がされるところであります。個体賞、いわゆる最優秀賞と優秀賞

に区分されますけども、その分と団体賞が授与されることになっております。団体賞には共進会

成績によります地区別団体賞と、年間の肉用牛改良増殖成績と共進会成績を加えました成績によ

りまして、地区別団体知事賞の２部門になるところであります。 

 薩摩地区におきましては、さつま町と薩摩川内市、北さつま農協の３者で、毎年９月の中旬に

開催しております川薩畜産共進会、ここで選抜をされました肉用牛、七、八頭を毎年、県の共進

会へ出品をいたしているところでございます。２６年度におきましては、８頭中７頭全てが本町

からということでございます。農家とか関係者の皆様方の御努力で、多くの肉用牛を本町から県

共へ出品をいただいているところであります。 

 しかし、県共での成績というのが上位入賞牛が少なくて、団体の成績というのは、平成２３年

度地区別団体知事賞の優勝以来、２部門とも、ここ数年、４位から５位という成績に終わってお

ります。 

 このようなことから、県共での上位入賞を目指すため、薩摩地区におきましては畜産関係の職

員の連絡協議会、これは県とか市町とか農協、共済が入っておりますが、毎月開催をいたしまし

て、子牛競り市の反省、検討と、各種の共進会の対策について協議をしておるところです。 

 町の今後の取り組みとしましては、農林技術協会の畜産部会というのがございますので、そこ

を中心に子牛競り市ごとの共進会へ向けた優良牛の保留導入の推進、これと品評会への農家の出

品協力をお願いしていくということであります。それと技術員等の関係者の定期的な育成牛管理

指導の強化をしていきたいということ、それから川薩畜産共進会以降の県共の候補牛の選定と定

期的な飼養管理指導の実施をしていくということ、それから育成牛農家の方、あるいは関係者へ

の県共に対する理解と協力をお願いする、こういったことで計画的に対応をしてまいる考えでご

ざいます。 

 それから、増頭対策に向けて今後の具体的な取り組みでございますけれども、町内の繁殖牛農

家戸数というのは、高齢化の影響で前年よりも２８戸減少いたしまして、現在３９５戸となって

おります。飼養頭数は、子牛価格の高騰と一貫経営、あるいは多頭農家の増頭意欲がございます

関係から、前年よりも１８頭多い３,２４５頭が飼われているところであります。 

 しかしながら、子牛の取引頭数というのは前年より４５６頭減少しておりまして、

６,７４６頭でございました。２年連続して、年間４００頭が減少している現状にあります。こ

ういうことから購買者の求める市場の出場頭数の維持というのが困難な状況になりつつございま

す。 

 このようなことがございますので、県内の肉用牛生産基盤の強化を目的にいたしまして、昨年

の５月２３日、鹿児島県肉用牛生産基盤強化推進本部というのを設置がされております。川薩地

区につきましても、本部は６月２９日設置をいたしまして、県内全域でこの肉用牛生産基盤の増

頭対策に取り組んでいるところでございます。 
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 この中で町の取り組みの状況でございますが、繁殖牛の農家を対象に、平成２５年１２月と昨

年の２月に実施いたしました肉用牛繁殖基盤に関するアンケートの結果に基づきまして、増頭意

欲のある農家が８０戸あります。こういうところを優先的に、県とか町とか農協を推進メンバー

とする班を編成をいたしまして、戸別で巡回し、肉用牛の導入推進を実施しているところであり

ます。３月までには８０戸全戸、この巡回を終える計画ですので、効果としては、先ほど申し上

げましたとおり、前年より１８頭の繁殖牛が増えているところです。 

 今後の取り組みとしましても、先ほどの戸別巡回で増頭をお願いするということが一番効果的

だと思っておりますので、そういう取り組みをしますが、やはり牛舎等の施設整備、これも従来

の簡易牛舎の設置については３分の１から２分の１に引き上げましたので、そしてまた農協とか

県とか、こういったところも、それなりの助成制度もありますので、お互いにうまく連携をとっ

て、そういう推進を図っていきたいということであります。 

 そしてもう一つは、粗飼料の低コスト対策、国の補正予算で、認定農業者を対象に新たに取り

組まれております畜産収益力強化支援事業というのが、いわゆる２分の１のリース事業でありま

すけども、こういった事業を導入をいたしまして、家畜飼養の管理機械の装置とか、飼料収穫・

調整用の機械、こういったものの導入を進めていきたいと思っております。 

 そしてもう一つは、家畜の導入対策でございますが、町単の優良雌牛保留導入対策事業とか和

牛の導入支援事業、あるいは肉用牛の特別導入事業、こういった町有牛の貸付制度を推進してい

るところでございます。 

 また、昨年、県へ要請をしていました肉用牛の特別導入事業基金、これの増額については県の

ほうから、平成２７年度での基金造成を４１頭分８６３万３,０００円、さつま町にやりますよ

ということが決まりましたので、今後、一層、肉用牛の生産基盤を強化してまいりたいと思って

おります。 

 それから最後の、さつま牛の産地として、農家意識の高揚のための産地宣伝ですか、さつま牛

の看板をということでございます。御承知のとおり、このさつま牛というのが、今、全国に名を

はせておりますし、適当な場所に、やはり、そういう産地でありますよという形のアピールをす

ることは非常に大事かと思っておりますので、これについては適当な場所を見つけて設置の方向

で検討してまいります。 

〔町長 日髙 政勝君降壇〕 

○新改 幸一議員   

 ただいま町長のほうから、３点の質問に対しての答弁がございました。 

 まず１点目の共進会の関係についてでございますけれども、私は、この共進会というのは農業

者にとっては品評会、共進会というのは、鹿児島県では一番大きいのは畜産の関係、それとお茶

の関係もこの品評会があるわけでございますけれども、特にこの共進会あたりで産地賞をとると

いうのは、本当に名声を上げていくわけでございますから、大変大事になってくるんじゃないか

なということを今後も感じるところでございます。 

 実は、私は今回の畜産の関係の質問に当たって、なぜこんなにこだわったのかといいますと、

私たちのまちの今の子牛生産、それからまた肥育の関係もですけれども、もとをたどれば平茂勝

号が生まれたと、このことが一番原点ではなかったのかなと思っております。 

 平成４年に平茂勝号が大分県の湯布院で日本一になりました、２３年前でございます。あのと

きに私は農協におりまして、山崎の農協の支所長でございまして、そのときに大分に応援に行っ

て、あの瞬間を今でも覚えております。皇族方の来賓のもとに、赤いじゅうたんを敷いたあの会

場で平茂勝号の名前を呼ばれたときの、あの喜びちゅうのは本当に今でも忘れません。平茂勝号
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が会場に上がっていくとき、そして帰ってくるとき、畜産振興会の皆さん方と平茂勝号の足が痛

くならないように、竹ぼうきでずっと何百メーターち、はわいて連れていく、帰ってくるときも

そうしてはわいて帰ってくるという、全国の全共のあの風景を思い出すわけでございます。 

 あのときに、徳重学さんが牛小屋に連れて帰ってきたときに、財布を投げ出して、後援会の人

に、そこあたいのうぜけんの缶ビールはすっぱい買うてけ、小屋でみんなで乾杯すいがと言われ

たのを今でも忘れません。 

 そういうことが一つの流れになりまして、その後、この地域には勝忠平とか、それから百合茂、

特に近年、安福久、こういう名牛が、種牛がおりまして、私たちのまちの管内で飼育されている

畜産農家は、本当にお世話になっているんじゃないかなというのはつくづく感じます。 

 また、徳重さんだけじゃなくして、管内には馬場さん旧薩摩のあそこにいる種牛、忠茂平です

か、これも大変人気も今出てきているところでございますが、また近隣市町村の旧祁答院町、こ

この萩原さんのところにも茂久桜が人気が出てきているというのが話を聞くところでございます。 

 こういうすばらしい、鹿児島県の中でも種牛がいる産地、立地条件としてはすばらしい畜産農

家がいらっしゃる、そういう恩恵のもとに、市場の価格は確かにこの２月の農業新聞に載ってお

りましたけれども、２月の相場の全農の調べでは、兵庫淡路に次いで、鹿児島薩摩中央家畜市場

が２月の１頭当たりの平均価格が２番目に全国で出ているようでございますが、こういう名牛、

種牛がおってのことじゃないかなと思っております。そしてまた一方では、生産者の皆さん方は

日夜努力をされて、すばらしい牛をよう磨いて市場に出荷されると、こういう流れになっている

と思っております。 

 価格がいいから、恐らく、若干は農家が減るということの報告もありますけれども、ただ、ほ

かの産地からすれば、私は年をとってもこしこだけ値がすれば、まだ牛は飼いたい、牛に頼りた

いという生産農家が多々いらっしゃるということも事実でございます。それはそれとして価格は

いいんですが、価格とともに、名実ともに共進会で名声を上げるということが、今後将来に向か

って、本当に私は大事なことにもなってくるんじゃないかと思っているところでございます。 

 そういうことで、この県の畜産共進会で、何が何でも産地賞をとるんだというこの意気込み、

このところを町長はどういうふうにしながら、どういうふうな、技連会なり、それから振興会あ

たりに訴え方をされていこうとされているのか、そのあたりの町長の考え方をお聞かせいただき

たいと思います。 

○町長（日髙 政勝君）   

 今、新改議員のほうから全共のお話もあったところであります。私も今まで岩手県ですか、そ

れから長崎県のほうに、全共に出席した覚えがありますけども、確かにああいう全国の、５年に

１回の牛のオリンピックと言われるああいうところに出品ができるというのは、出品者の、いわ

ゆる生産者の皆さんはもちろんですけども、畜産関係者一同を挙げて非常に名誉なことだと思っ

ております。ああいう雰囲気というのは、もう絶対味わえないところでありまして。やはり５年

に１回のああいう目標を掲げながら、それぞれ皆さん方が一生懸命努力をして、あそこで全国え

りすぐりの牛が集まって、それぞれの審査の上に入賞でもしたら、名誉この上ないことだと思っ

ております。 

 したがいまして、鹿児島県の場合も、ここしばらくいい成績をおさめてないということで、県

としても何とか頑張らにゃいかんちゅうことで、早い機会から本部も立ち上げられて対処をされ

ておりますし、そういうことはやっぱり県を挙げて、各市町村もですが、一緒になって取り組ま

んと、なかなか県だけというわけにもまいらんと思いますので、このことについては、牛の産地、

特にさつま牛として名声の高いところは、何らかのすばらしい成績をおさめられたら、今後また、
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いろんなところにも高い評価を得て、子牛の価格も、また引き続いて高値の取引が行われるかな

と期待もされております。 

 今おっしゃるとおり、兵庫の淡路とか岐阜とか、そういうところが上がってきておりますけど

も、確かにさつまの牛も、ずっといい牛が生産をされましてトップクラスには位置づけておりま

すけども、できたらこういう機会にすばらしい成績をとっていただくように、そのためには技連

会とか畜産部会ちゅうのがありますので、関係機関が一体となってやっていかないと、農家だけ

でもできないことでありますし、やっぱり農家の皆さん方も大変なことです。全国まで行くと、

県共にしても大変なことですから、そこは出していただく気持ちを、協力していただくというこ

とは、もう早くから準備をしていかないと、うまくいかんわけでありますから、関係機関と一体

となった取り組みというのをこれからもしっかりとやっていきたいと思いますが。まずは、生産

者が牛のいいものを飼っていただくと、そしてまた意欲を持って取り組んでいただく、そのこと

が大事かと思っております。そこが出発点だと思いますので、これからもまた、関係機関はもち

ろんでありますが、生産者の皆さん方にもそういうことは強く、また機会を見て申し入れていき

たいと思っております。 

○新改 幸一議員   

 品評会に向けての一つの方策、町長のほうから答弁がございましたが。町長も、役場職員時代、

記憶は持っていらっしゃると思うんですが、先ほど私が言いました農業者にとっての大きな大会

というのは、畜産だけじゃない、お茶の問題も言いました。お茶の問題につきましても、町長も

記憶にはあいやっと思うんですけれども、旧宮之城町で、お茶の宮之城、産地を守ろうというこ

とで、何が何でも鹿児島県で産地賞をとるよということの対策がとられて、宮之城の普及所に県

のほうから佐藤さんという、鹿児島県では加工に向けては右に立つ人はいないというぐらいの名

技術員さんを３年間、宮之城の普及所に異動してもらって、そしてお茶の産地をつくろうじゃな

いか、守ろうじゃないかということでやられた経緯がございます。あのときに、本当に茶工場の

皆さん方、佐藤さんと一緒になってやられて、その結果が３年後には、お茶の宮之城、産地賞を

とったのを覚えております。 

 それと一緒で、畜産の関係につきましても、一年一年、一つの気合いは入れてもなかなか、そ

ういう賞をとるちゅうのは難しいということは、私も重々わかっているわけでございますけれど

も。今まで町長が申されました推進方策と、また技連会で話し合われていることにつきましては、

ある程度の理解をするわけでございますけれども。 

 私は、ここで１点提案をしたいのが、特に、先ほど言いましたさつま町合併１０周年記念にな

ったわけでございますから、これを機会に今までと違った対策ちゅうのを１点だけ提案をしてみ

たいと思うんですが、そこあたりを町長がどんなふうに考えられるのか。と申し上げますのが、

それぞれ生産農家の一番の努力はもちろんなんですが、そういうことで今までもやってきたんだ

けども、なかなか産地賞をとれないということでございますので、ほいじゃどこが問題だったの

か、どういう形がちょっと足らんかったのかという一つのそういう課題を見つけるという意味か

らもして、私はさつま町の対象農家を、今までやってきていらっしゃる畜産農家、またこの品評

会向けにつくっていかれるのかちゅうのは、それなりの中で選抜すれば、そげん何十人もちもお

いやっわけでもないんですが、最終的には対象農家ちゅうのは絞られてくると思うんですけれど

も、そういう人だけに云々ということになると問題がございますから、それぞれ振興会あたりと

連携をとりながら希望者をとって、中央家畜市場の会場において登録協会の先生の関係、特にこ

の登録協会、特に私は思うのは、今の北さつま農協の組合長は登録協会の会長でございますから、

残り、あと任期が２年ぐらいあるんじゃないかと思うんですが、この組合長が会長をしていらっ
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しゃるときを生かさんことはないと思っております。それぞれお願いしながら、そういう講師を

お願いして、２カ月に１回ぐらいすれば年に６回、ここに勉強会、研修会というのを、今までと

違ったものを入れ込んでいくと。そして競り市場のあそこに生産農家を入れて、そしてさつま牛

の産地を守る、県の共進会に向けてやる気を出す、こういう違った意味での、今までになかった

ものの研修会、勉強会ちゅうのを定期的に、これはもう絶対やっていくんだと。それこそ産地賞

を、ことしはとれない、来年もとれない、それでも３年目にはとれたがというような、こういう

継続性を持ったこういう研修会というのもすれば、とっていけるんじゃないかな。お茶と一緒、

３年後は何が何でもとるんだというような形、そういう形がとれないものか。町長はそこあたり

の考え方ちゅうのは、どんなふうの思いを持っていらっしゃいますか。 

○町長（日髙 政勝君）   

 確かに、何事も取り組むためには覇気、士気がないと進まないということがあるかと思います。

県の茶業振興大会、これも宮之城町で、私が農林課長のときにありまして、そういうことは覚え

ておりますけども。本当に農家は少ない面積の中で、県の大会で産地賞をとるっちゅうことは、

非常にすばらしい出来事だったなと思っております。指導者の佐藤さんも、確かにすばらしい人

が来ていただいて、農家の皆さんが忠実に努力をされたおかげだと思っております。 

 そういうことで、おっしゃるとおり、畜産の産地賞をとる、そういう意気込みを示すための研

修会とか勉強会をということでございますが、これは、さつま町だけの問題でなくて、この辺も

やっぱ流域の薩摩川内市とか、あるいは伊佐市、一体となった形で、農協さんはもちろんですけ

ども、そういう中で三者協議会ちゅうのがありますので、そういう中で話題にしていくとか、そ

ういう意気込みを伝える機会は設けていきたいと思っております。やはり、主体となっていくの

は農協さんでありましょうから、その辺の考え方をしっかり、こちらとしては、こういう御意見

をいただきましたよということはお伝えをして、意見として申し出をしていきたいと思っている

ところであります。 

○議長（舟倉 武則議員）   

 質問の途中ですが、ここでしばらく休憩します。再開はおおむね午後１時５分とします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

休憩 午前１１時５６分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

再開 午後 １時０３分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（舟倉 武則議員）   

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

○新改 幸一議員   

 共進会の関係につきまして、それぞれ質問もして、町長のほうから答弁もいただきましたが、

この関係について、もう１点だけ要請をしておきたいということが１点ございます。 

 と申し上げますのは、県の共進会とはまた別なんですけれども、各所の品評会に出品者の農家

の皆さん方から幾人かの御意見を聞きました。それは何かと申し上げますと、町の品評会なり郡

の品評会、いろいろ品評会あるわけでございますけれども、それぞれ技術員の皆さん方が地域を

回って、おたくの牛はいいから今回の品評会に引き出してくれという相談をされて、農家が家畜

市場に積んでいくと、ほんで、お互いに牛を磨いて審査場に出していかれるわけでございますけ

れども。品評会の流れが、見ておりますと、それぞれの出品番号順に並ぶわけですが、それから

入れかえがあって、そして第１審査場、第２審査場に牛が残っていきます。そのあと、その第
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１審査場、第２審査場に残れない牛、牛は出品はしたんだけれども、なかなか上に上がらなかっ

たということで、技術員のほうからマイクを通じて、第１審査場、第２審査場に残った牛はその

まま残とってくださいと、あとの牛は大変御苦労さまでしたと、つなぎ場に連れて帰って、ゆっ

くりと牛を休ませてくださいという放送をされます。 

 その第１審査場、第２審査場に残った牛はなんですが、審査場から、もう帰っていいですよと

言われた農家が言われる言葉が、せっかく牛を引っ張って品評会に出してくいやんせとゆたっじ

ゃったんで、引っ張ってきたっじゃったんで、上に上がやならんかったどんかんワンポイント指

導をしてほしいんだと。せっかく持ってきたんだから、おたくの牛は背がなえてるから、これは

やっぱり、かねへいぜい、家の庭で３時間、５時間、今まで以上に立たせとか、それから前駆が

ちょっと悪いから濃厚飼料を与えなさいとか、そういうもろもろのワンポイント指導をしてほし

いんだという出品者の願いがありますので。このことは、もう以前に担当課長に現地で言ってお

りますから、恐らく技連会のほうにはつなぎが行ってると思いますので、今後はそういう各種の

品評会で出品者が牛を品評会に運んだあとの、満足して帰れるような品評会にしていただきたい

と、そのことを１点要請をして、この品評会の問題については終わりたいと思います。 

 続きまして、増頭対策に向けてなんですが、それぞれ答弁もございましたけれども、この増頭

対策で、もう１点、畜産農家から言われたのがございます。その中で１点、済みませんが、担当

課長で聞きますけれども、この町有牛貸付制度の限度額、４５万ですか、今。そこの確認をちょ

っとさしてください。 

○農政課長（平田 孝一君）   

 貸付金額につきましては、現在、最高４２万までということでしております。 

○新改 幸一議員   

 限度額が４２万と今、説明がございましたが、この町有牛の貸付制度、大変ありがたいわけで

ございますけれども、町の貸付制度もですが、農家が言われるのは、農協有牛の貸し付けの問題

もあわせて言われましたけれども、これだけ子牛が高くなってきますと、４２万というこの貸付

限度額がもう合わんのじゃないかと、増頭はしたいけれども、貸付限度がそれじゃ、とてもじゃ

ないという。これをせめて６０万ぐらいに上げてもろやならんどかいというような御相談がござ

いました。 

 それともう１点は、この貸付制度で保証人を立てなさいという一つの決まりです。保証人ちゅ

うのは、事の流れからいけば大事なことなんですが、農家の言われるのは、そこの保証人の担保

の問題を改革ちゅうか緩和をして、農家が言われるのは、その保証協会に加入して負担金を納め

て、それで保証担保を代替できるという形にしてもらえないでしょうかと。とにかく今その畜産

農家が言われるのは、増頭はしたいんだけれども、保証人のところになってきたときに、頼めち

言われたときに、手を合わせて私が今度はこうして貸付牛をお願いしますから、増頭しますから、

おはんな保証人になってくいやんせちゅうお願い事ごとが大変苦しいんだということ、ここが一

番ネックなんですと。ここが取っ払ってもろうて、そういう保証協会制度のほうに利用さしてい

くような形で流れができていけば、必ずや畜産農家は、また増頭するんだというような言い方を

されましたもんですから、この点については町長の見解はどんなふうに持っていらっしゃるもの

でしょうか。 

○町長（日髙 政勝君）   

 貸付牛については４２万円でありますけれども、確かに平均価格は６０万を超えるところに来

ております。ただ、５年償還ですけれども、これが仮に６０万ぐらい上げたときに、５年間です

から、これが延長になっておりません。返済がかなり難しくなるかなと思っておりますので、一
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方で、上げたときに滞納が増えて、例えば運用が次の方にうまく回らないという事態も考えられ

ますので、やはり適当な額というのは、維持をしなければいかんのかなと思っているところで。 

 これがずっと、まだまだ上がるようなところがあれば、これが今は全国的に子牛の頭数が減っ

て、価格も当然として上がってきておりますけども、これがしばらくは続くかと思いよっとです

けども、また一時的にダウンをするということも考えられるところですので、しばらくは様子を

見る必要もあるかなと思っております。とにかく、上げることは、それだけ間差がなくなって増

頭をしやすいという面は確かにあろうかと思っております。 

 一方で、いろいろ保留とか導入に対しては助成措置も手厚くやっておりますし、特に、認定農

業者の方なんかは５頭までとかやっておりますから、そういうところもうまくかみ合わせていた

だければありがたいなと思っております。 

 とにかく、上げた場合に、一方ではそういう滞納というリスクも、当然と公金でありますから、

考えていかなければならないというのがあります。 

 それと、確かに保証人を見つけるということも、御相談の仕方も非常にやりにくいところもあ

るかと思いますけども、やはり公金であります。過去においてもそれがうまく返済をされずに、

そういう困った事態もありましたので、その辺は確実に担保をとるということが、やっぱり町民

の皆さん方の税金の中での仕事ですので、御理解いただければありがたいと思っております。 

 また、この保証協会の関係については、担当課長のほうから説明をさせていただきます。 

○農政課長（平田 孝一君）   

 保証協会の関係でありますけれども、私ども、借り入れの際に、やはり畜産農家の方が保証人

を頼むのがネックだということで、保証協会のほうに保証をお願いできないかということを調べ

た経緯がございます。ただ、町としては物品を貸し出すということで、貸付金じゃないというよ

うなことで、保証協会のほうでは引き受けかねないというような御返事をいただきました。そう

いう経過がございます。 

○新改 幸一議員   

 保証協会の関係はそういうことで、協会が引き受けられないということであれば、もうそれは

やむを得ないことでございます。農家のほうにはその旨、また私のほうから伝えますので、こう

いうのが現実に畜産農家のほうからの要望としてあったんだということを御認識していただけれ

ばありがたいと思っております。 

 それと、この増頭についてもう１点なんですが、実はもう１件相談を受けたんですけれども、

鶴田の肥育センターの活用関係、この関係についても、町長の見解をお伺いしたいんですが。あ

そこは合併前の鶴田の土地だということ、そしてまた鶴田の肥育センターもＪＡさんもあそこは

引かれて、中津川にもう集約されましたから、今空っぽの状態でございますからあの鶴田の肥育

センターに管内の大型畜産農家が生産牛１５０頭規模増頭して、あそこに入れたいんだと、その

ことを早くからお願いしちょっどんかん、なかなか返事が来ないというようなふうの苦情的なこ

とも言われまして。 

 ここあたりも、今言っておりますように増頭運動を言っているんであれば、関係機関と一緒に

なって、関係機関ちゅうのは農協なんですが、ここと一緒になって早く支援をして、どうぞ使っ

てくださいちゅうような形のほうが、私は畜産振興にも大変寄与するんじゃないかというふうに

思うんですけれども、ここあたりの状況は、町長はどんなふうに捉えていらっしゃるのかをちょ

っとお伺いいたします。 

○町長（日髙 政勝君）   

 ここの土地の問題も含めて、以前もずっと懸案になっておる土地が公設市場の関係、それから



- 65 - 

ライスセンターとここですね、こういうことでずっと今も協議を進めてきておりますが、ここの

鶴田の肥育センターについては、御案内のとおり町の土地を肥育センターとして、鶴田町の時代

に貸し付けをしてありますけど。そういうことも含めまして、今の公設市場の土地が農協有地、

ライスセンターが町、それから肥育センターも町ということで、お互いに何かその辺の解決をせ

んにゃいかんなちゅうことで、ずっともう長年の懸案になっておりますので、先般、組合長と話

をしまして、一応前向きに検討しましょうということになりましたので。あとは実測等をしまし

て面積を確定せんにゃいかんだろうということで、そういう事務的な手続に入っておりますので、

それが明らかになり次第、そういう手続を踏まえていきたいと思っております。その時点で、ま

た全員協議会のほうには明らかにしていきたいと思うところです。 

 そういうふうになりますと、農協さんとして、先ほどあったような利用のことができる可能性

が出てくると思っておるところであります。 

○新改 幸一議員   

 鶴田の肥育センターの活用につきましては、今説明があったとおりでございます。ある程度理

解します。ぜひ、早目にそういう結論を早く出して、行政もそういう大型農家の支援をやってい

くということの流れに乗りますように要請をしておきたいと思います。この関係につきましては、

以上で終わらさしていただきます。 

 次に、さつま牛の産地としての農家の意識高揚と、さつま牛の産地宣伝の関係で大型看板を作

製して主要幹線道路の町境に設置していただきたいということなんですが、答弁では、設置場所

の適地を検討して、前向きに取り組んでまいりたいということで、前向きにということですから

設置するというようなふうにとるんですが。 

 実は私、伊佐の針持の小学校のこっちに大型看板が出ております。「全国に誇る和牛、い～さ

伊佐牛」って立派な牛が描いちゃって、ここの下に書いとるんですが、平成７年度肉用牛生産安

定緊急対策事業であの看板をつくっていらっしゃいます。平成７年ですから、２０年前です。こ

れを私ははかりに行ったんです、巻尺を持って。看板がこれは３メーター５０あります。縦が

３メーターでした。これをはかりに行くときに、朝、交通事故に遭いまして（笑声）追突を受け

て、軽トラックが、２年前に買った車が後はもうぐゅわらっなりまして、本当にはがゆしてはが

ゆして、のさんかったんですが。今、病院に行っかたです、むち打ちで、そういうことなんです

が。看板はそういうこと。 

 それと、我がまちに大きな看板があるのは、青果市場の前に出ておりますね、「天皇賞に輝く

さつまの牛」ということで、牛を描いて、そして文言が「世界ブランド、天皇杯受賞、鹿児島黒

牛」ということで入って、これを立てたスタッフが立てやったそのお金の出どころだと思うんで

すが、薩摩郡和牛育種組合が立てていらっしゃるようでございます。それと、あとＪＡ北さつま

ということで看板を描いてございましたけれども。我がまちには、産地でありながら大きな看板

ちゅうのが、目新しいのはこれが１点でございまして、先ほど言いました伊佐のこういう看板な

んかちゅうのは、平成７年、２０年も前にこういう緊急対策事業を使って設置されておるという

こと、私もあそこを見て、うちもそういうのができなかったのかなということも、あとで、我が

で考えたところでございました。 

 やっぱり今、合併してさつま町になって、さつまるちゃんもどんどん活躍もしております。さ

つまるちゃんと牛と絡めて、いろんな形でまちのアピール、さつま牛の産地のアピールちゅうの

をしていただきたいということで、こういう大型看板も申し上げました。 

 私は、自分なりに今回の質問で思っているのは、主要幹線道路といいますけれども、これが私

が思っているのは、川内から来るのが１本、東郷の境、それから入来峠を来る入来町との境に
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１本、それから祁答院町との境、木渋のあの辺に１本、それから永野から来る、空港から来るあ

っちのほうに１本、それから大口のほうの境に１本、それから出水のほうの、町長げえのかした

の平川の紫尾山のあそこに１本、６本ぐらいはやっぱり立ててほしいということを要請したいわ

けでございます。 

 ほんで、いいのをつくればいいなりに、看板はお金をかくりゃ、たくさん、それなりにできる

とは思うんですけれども、でくれば両面使って１００万ぐらいのを６本っちゅうことは６００万、

こういうお金を地方創生事業絡みに、今から出てくるこういう制度の中身を精査勉強されて、そ

ういう事業にのしてできないものか。そういうのがでくれば、早く設置していただきたいという

ことを思うんです。 

 特に、その看板の文言も、私は思うんですが、「牛を飼うならさつま町で」ということで、地

区外の方も、こういうすばらしい地域ですから、試験場を卒業されたり、牛を飼いたいんだがさ

つま町で飼いたいと、そういう誘導をする、そのことも大事じゃないかと思っております。地区

外からの方を、後継者をこっちにそびき込むと、それは、今さつま町が持っております定住対策

事業との絡みもあわせてやれば、牛飼いに来てくいやっ人はおいやっとじゃなかどかいなという

気持ちも持っている一人でございます。 

 そしてまた一方では、「牛を飼うならさつま町で」というその飼育をする方もなんですが、そ

の看板の書き方によっては、一つの案なんですが、県外から来られる購買者が牛を買いに来られ

ます。そのことも文言を入れて、牛をかうならさつま町でというのが飼育の「飼う」と牛を買い

付けにくる「買う」も、さつま町を入れて、そういう宣伝をやっていただければ、また産地が生

きてくるんじゃないかということを考えるんですけども、ここあたりの感覚を町長はどんなふう

に思っていらっしゃるものでしょうか。 

○町長（日髙 政勝君）   

 牛に対する熱い思いを語っていただきましたけれども、先ほど申し上げましたとおり、確かに

さつま牛の産地でありますので、そういうアピールをする場所というのは必要かなと思っており

ます。 

 ただ、町があまり先にやると、ＪＡさんが何ち言わっどかいと思って、薩摩川内市もあります

し、伊佐もさっき言われたとおり伊佐牛って言ってますから、その辺のところをＪＡとしてどう

統一できるのかという問題もあろうかと思いますので、その辺は関係機関一体となっての取り組

みというのが効果を現すと考えておりますから、その辺はまた関係機関と十分協議をしてまいり

ます。 

○新改 幸一議員   

 言われれば、そういう面も、せっかくＪＡは合併したわけですから、そういうのも言われると

思います。一概にはいけないのかなと危惧するところもございますが、ただ、本当にさつま牛、

平仮名のさつま牛の産地宣伝ということになりますと、もうそういうことを言っちょらんじです

ね、どんどんどんどん先に、私は走ってもいいんじゃないかなというふうに感じます。 

 ある県の畜産関係の仕事をされた方で、今はもうやめていらっしゃいますけれども、言われた

言葉がございます。「伸びる産地はやることが早い」ということを言われました。とにかく、産

地を守ってさっさいさっさい行く産地は、本当にやることが早いよと、こういうことも言われた

言葉がございます。ですから、ここあたりもぜひ中身も検討しながら、伸びる産地はやることが

早いという言葉にのっとって、早くこういうのに着手していただけるように要請をするところで

ございます。 

 そういう形の中で、最後になりますけれども、今まで私が申し上げました、るる質問いたしま
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したけれども、町長の答弁もございました。今までの町長の答弁もある程度は理解するわけでご

ざいますけれども、この看板については、町長の、私たちの任期もあと２年なんですが、町長の

残り２年、後半の中で、この看板を、どうしてん、我がの任期中にはいけんじゃってん設置すっ

どという気持ちを持っていらっしゃるものか、それを超えて、まだ先を見込んだ形の中の前向き

なのか、どっちを、町長の考え方を、取り組んだほうがいいのか、そこあたりの町長の考え方を

ちょっと教えてください。 

○町長（日髙 政勝君）   

 先ほど、６カ所ということで、確かにさつま町は、この入り込みはたくさんあるところですか

ら、やっぱり効果というのはどこがええかというのは、一挙に６本も立てるわけいかんち思いま

すので、そういうことも考えたり、さつま牛というのは、この地域一帯のものですから、やっぱ

りＪＡさんが前面に立ってそういうのをアピールせにゃいかんと私は思っております。それに対

して、なら行政がどう支援するかということにならんといかんち私は思ってますので。それで、

薩摩川内市がある、あるいは伊佐市もあるということですから、やっぱりＪＡさんが一体となっ

た農協でありますし、広域合併をした流域の農協でありますから、そういう中の中心になるべき

はやっぱりＪＡです。ほいで、そういう中で、行政が共にやりましょうちなれば、一番理想的な

ＰＲの効果だと私は思っているんで、そういう方向で進めてまいります。 

○新改 幸一議員   

 私は、この看板の設置については、今町長の言われるのも理解します。お金も要るわけですか

ら、あとの維持管理を含めて、１０年先、１５年先、２０年先を考えたときに、設置したあと、

ここあたりを考えたときに、振興会あたりとも十分議論をしながらお願いして、私は子牛を出荷

したときに１頭５０円ぐらいは、その看板維持管理費みたいなふうにもらって、一つの次の看板

がすしけたときにまた塗りかえもできるような、お金もいただけるようなのも振興会あたりも話

し合いをされながら進めていけば、将来的にさつま町のそういう宣伝もなるんじゃないかなちゅ

うのも１点考えておりますので、そこあたりもぜひ検討もお願いをしたいと思っております。 

 もう１点、全体を含めて看板のことじゃないんですが、それぞれ、先ほど町長のほうから農家

のはまり、それから技術員の頑張り、そういうことが畜産だけじゃない、いろんな作物にも同じ

ことなんだということを言われましたけども、１点、私は町長に指示をしていただきたいのは、

技連会で畜産部会とか水稲部会とか園芸部会とか、それぞれいろいろ技連会の中での部門がござ

います。年間、何回かそういう会議をされながら、振興方策、課題問題を見つけて技術員の皆さ

ん方は話し合いをされていると思いますので、そういう問題、課題、方針をまとめ上げたやつを

せめて上期に１回、下期に１回ぐらい、我々議会の１６名に全員協議会あたりで、みんな任期中、

議員の皆さん方は得意分野ではなくても、第１産業、農業振興ということについては関心を持っ

ていらっしゃると思いますので、そこあたりを、ぜひ上期・下期で１回ずつでもええですから、

そういうことを指示していただくような考え方、そういう指導は町長のほうは考えていらっしゃ

らないものでしょうか、ちょっとそこあたりの考え方をお願いします。 

○町長（日髙 政勝君）   

 非常に議会の皆さん方については、あらゆる分野にわたって熱心に御協議をいただいておりま

すし、いろんな提言もいただいております。こういう畜産の関係。特に、今、牛については、農

業の中でも元気のある作目の一つであります。したがいまして、技連会のほうで畜産部会という

のがあります。その中でもいろいろ協議もさしてもらっておりますけど、機会がありましたら、

そういう語る機会でいろいろ意見交換する場があればありがたいと。議会として、そういう申し

出をいただけば、技連会でも検討する余地はあるかと思っております。 
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○新改 幸一議員   

 そういう流れのほうで、ひとつ要請をしておきたいと思います。 

 最後になりましたけれども、とにかくさつま町の産地を守るということ、るる質問をしました

けれども、最後に何といいましても、お互いが元気で牛を飼うということになります。それと、

私は一番重要なのは、この地域から絶対に伝染病は出さないんだという、口蹄疫を出しちゃいけ

ないんだという、このお互いの伝染病についての認識、ここあたりも、本当に口を酸っぱくお互

いに言いながら、さつま町管内から絶対に出ないような流れというのも大事かと思いますので、

ここあたりも含めて、今後の振興に頑張っていただくように要請をして、私のほうの質問を終わ

らさしていただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（舟倉 武則議員）   

 以上で、新改幸一議員の質問を終わります。 

 次は、１２番、新改秀作議員の発言を許します。 

〔新改 秀作議員登壇〕 

○新改 秀作議員   

 私は、通告に従いまして、次の２点について質問します。 

 本町の国民健康保険事業の運営については、これまで議会、執行部で議論され、その改善策に

ついて要望してきたところであります。今回、保険税の引き上げに伴い、町民に、広報さつまに

特集を組んで、現状を周知、理解を得たところでありますが、本町の医療費の動向と医療費の抑

制について伺う。 

 １点目、平成２６年度の国保医療費について、どのように分析しているのか伺います。 

 ２点目、医療費の適正化と医薬費が増える要因について伺います。 

 ３点目、予防対策として、町の取り組みを伺います。 

 次に、公共施設等の植栽や樹木の管理について。 

 １点目、公園や学校等の樹木や植栽の樹勢回復に取り組む考えはないか伺います。 

 １回目の質問を終わります。 

〔新改 秀作議員降壇〕 

〔町長 日髙 政勝君登壇〕 

○町長（日髙 政勝君）   

 新改秀作議員のほうから、２項目にわたりましての御質問をいただきましたので、お答えをさ

していただきます。 

 まず、国民健康保険事業における医療費の動向と抑制についてでございます。 

 ２６年度の国保医療費の分析でございますが、平成２７年の２月診療分については４月の支払

いということで、これをもって２６年度分会計が終わるということになるところでございます。 

 現時点での医療費の金額となりますが、消費増税及び診療報酬改定等の影響もございまして、

平成２５年度と比較をしますと約１億４,６００万円、約７.２％の増加となっております。 

 内訳につきましては、国保総合システムによります医療報酬明細、いわゆるレセプトで比較を

してみますと、月額１００万円以上の請求があったレセプトが２８５件と対前年度比較をします

と３８件増えております。このうち、３００万円以上が１３件、中には５００万円以上というも

のも含まれております。例えば、一例を申し上げますと、月額、今５００万円と申しましたけれ

ども、この医療費の場合は人工透析とか、あるいは心臓病の血管を広げる手術でございますけれ

ども、人工関節手術というものもあります。こういったものが５００万円以上超えるということ
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です。 

 受診者は本来３割の１５０万円の負担となりますけれども、ただ高額療養費という制度があり

ますので、住民税の非課税世帯の場合であれば約１４６万円の払い戻しを受けることになります。

３割の１５０万を払っても、１４６万円は戻ってくるということ、高額療養の関係ですね。実質、

保険者であるさつま町が残りの約４９６万円の支出が生じると、こういう仕組みでございます。

もちろん、このうちに国庫補助金とかがあるわけでありますけども、そういう仕組みであること

を御理解いただきたいと思います。 

 次に、医療費の適正化と医療費が増える原因でございます。 

 医療費が増える原因としましては、要因でありますが、他の自治体と比較しますと、高血圧症、

脂質異常症、高尿酸血症、こういった病気の生活習慣病ですか、こういう患者が県平均よりも多

くなっております。入院外来の全体医療費の上位を高額レセプトとなります慢性腎不全とか統合

失調症、糖尿病、こういった病気が占めておりまして、全体の約２３％となっております。約

４分の１近くですか。 

 また、１００万円以上の高額レセプトが年々増加傾向にありまして、年間二、三十件ずつ増え

てきておる状況にあります。 

 医療費の適正化に向けましては、レセプト点検、後発医療薬品の利用促進、重複・頻回などを

予防するような取り組みを行っているところでありますが、レセプト点検においても平成２５年

度におきましては資格の関係、あるいは診療報酬の内容点検の調査によりまして９６８万

６,０００円の過誤調整を行ってきております。これだけ点数が高く請求がされたということで

あります。これは国保連合会に返納したということです。 

 後発の医療医薬品であります、いわゆるジェネリックの利用促進をしていただきたいというこ

とでお願いしております。こういった促進としましては、自己負担額の削減額を記載をしました

差額通知書の送付を行ってきております。 

 ことし１月から運用開始されました効果測定の支援システムによりますと、平成２６年度で約

２６０万円の効果が出てきております。いわゆるジェネリック使用というんですかね、こういう

形でこれだけの医療費が節減になっているということです。 

 次に、予防対策としての町の取り組みについてであります。 

 予防対策としましては、これまで特定健診を強力に推進をしてきております。早期発見、早期

治療によりまして、生活習慣病の抑制を図り、被保険者の健康増進を図ってきているということ

です。 

 平成２５年度の特定健診受診率は、関係者の皆様の御協力をいただきまして７２.４％、県内

では２番目、健診対象者１,０００人以上で見ますと１番です。全国では１０番目、人口１万人

以上の市町村では実質１番ということでございます。また、平成２６年度、現時点での受診率は

７１.９％となっております。 

 昨年度から予防とか健康管理の推進に関する新たな取り組みとしまして、健診結果、あるいは

医療受診の状況等のデータを活用をいたしまして、医療費及び疾病の分析等を行って保健事業実

施計画、いわゆるデータヘルス計画の策定を行ったところでございます。今後、この計画に基づ

きまして、保健指導が必要な対象者を明確に絞り込んで、被保険者の重症化を防ぐ、そういう予

防対策、あるいは生活改善につながるような個別の面接中心型の保健指導に切りかえていきたい

と思っているところであります。この取り組みが脳血管疾患とか糖尿病性の腎症、人工透析、虚

血性心疾患、こういった予防につながって、結果的に医療費の適正化につながるんではないかと

いうふうに考えているところでございます。 
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 次に、公共施設等の植栽と樹木の管理の関係についてでありますが、さつま町におきましては、

平成１８年に景観形成団体としまして県の指定を受けておりまして、豊かな自然環境の保全に努

めております。通常管理としましては、公共施設の清掃業務管理委託というのを町のシルバー人

材センターに委託をして樹木の剪定等を行っておりますし、あるいはまた、必要によって施肥管

理も行っております。こういうことで、保全管理あるいは回復に努めているところであります。 

 今年度におきましては、桜の名所であります帝釈天公園、それから宮之城文化センター、ここ

の複数の自然木であります桜の木が倒木が発生をいたしておりますことから、樹木医に診断をし

ていただきました。この診断の結果は、非常に倒木等の危険度が高いというものもございました

ので、これについては伐採をしまして、そのかわり新たにまた植栽も行いながら、次の景観保持

に努めてきたところであります。 

 今後におきましても、専門家の意見を聞きながら土壌改良など適切な処置を行いまして、樹木

の樹勢回復、また病害予防とか、老朽化による回復の見込みのない樹木については、倒木等の事

故が発生しないうちに計画的に更新を行うということに努めております。また、安全面というこ

とも一方では考える必要がありますので、そういった対応をいたしたところでございます。 

 とにかく、こういった桜の名所にもなっておりますので、早くそういう復元ができるような努

力もして環境整備に努めていきたいと思うところであります。 

 以上であります。 

〔町長 日髙 政勝君降壇〕 

〔教育長 東  修一君登壇〕 

○教育長（東  修一君）   

 学校の関係でございますけれども、学校の敷地内にある樹木につきましては、植樹されてから

１００年を経過したものも多く見受けられまして、この町の名木古木百選に選ばれているものも

あります。２９本、９小学校、１中学校で選ばれております。 

 しかし、これらの中には樹勢の衰えが見受けられるものもありましたことから、昨年４月に全

小中学校に対し、樹木医による診断が必要な樹木について調査を行った結果、町内の３小学校、

紫尾小、永野小、中津川小でございますが、調査の要望が出されたところでございます。調査の

要望が出された樹木につきましては、公益財団法人かごしまみどりの基金による名木・古木等緑

の文化財保全事業を活用しまして、樹木医による診断を行っていただきました。 

 診断の結果では、紫尾小学校の樅の木のみが保全対象となっておりまして、日本樹木医会の施

工により、本年４月末までに保全工事を実施することで決定を受けたところでございます。 

 他の２小学校の樹木につきましては、保全工事の緊急性は認められないということでございま

して、診断の結果、腐った部分や枯れた枝等について適切な処置を施すよう指導があったところ

であり、これにつきましては専門の業者や、あるいは学校用務員による共同作業などにより対応

をしてまいりたいと考えております。 

 植栽や樹木は、環境教育あるいは情操教育、緑陰読書等にも活用でき、学校教育において大事

な要件であると認識しております。今後におきましても、昨年度、調査の要望がなかった学校と

も連携を図りながら実態調査を行い、該当の樹木があれば、当基金事業を有効に活用しながら樹

勢の回復などの保全管理に努めてまいりたいと考えております。 

 また、学校においても、時には職員、児童生徒等の共同作業により、できる範囲で肥料をやる

など、その保全管理にも努めるよう指導してまいりたいと考えております。 

〔教育長 東  修一君降壇〕 

○新改 秀作議員   
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 ただいま答弁をいただきました。平成２６年度のデータが、まだ全部は出てきていない状況で

はあるのですが、２６年度も医療費、２５年度の比較で１億４,６００万円、７.２％増というこ

とになっておりますので、多分上昇の傾向であるとしているようであります。２５年度のデータ

を見ますと、１人当たりの医療費が４３万６,４８０円、県の７位に位置しておりまして、県の

平均が３８万１,５４８円となるようでございます。５万円ぐらいの差があるわけでございます。

今まで医療費が高くて、保険料が県内で２４年度が２６位を推移しており、今回、基金の枯渇等

がありまして保険料の値上げちゅうのがなったわけでございます。 

 医療費の年齢・階層別総医療費の区分表を見てみますと、６０歳から７４歳までの高齢者のか

かられた医療費の占める割合、大体７５％と、この前配られた資料を見てみると７５％ぐらいと

なっとるようでございます。前期高齢者の受診される方が非常に多いということで医療費が大き

くなっているのかなと思うんですけども、今後もこの状況は続くと思われるわけでございます。

けさの新聞にも国保の医療制度改革法案が閣議で決定されたというようなこともあります。国も

近々対策をとるようでありますので、町としても国の通知が来るまでは、一番大事なこととして

受けとめていただきたいと思うわけでございます。 

 それに対応するというのは、やはり若いうちからの健康づくりが非常に大事ではないかと思わ

れるわけでございます。特に中年の方になりますと生活習慣病、その辺の対策もきちんとやって

いかなければなりません。そういうことで、２７年度の予算案が示されたわけでございますけど

も、これを踏まえて、町長はこういう対策をいろいろとられるわけでございますけども、医療費

の上昇、あるいは新しく始まる保険税の値上げ、こういうことを行われるわけでございますけれ

ども、いま一度、町長の１年間にかけますその所見をお伺いいたします。 

○町長（日髙 政勝君）   

 国保が非常に厳しい状況に置かれておるところでございます。このことについては、もうごら

んとおりでありますけども、やはりこれに至るまでには、今もございましたとおり、健康づくり

の大事さ、そういうことで医療費につながらないように予防対策をしっかりやっていただく。自

分のこととして、やっぱり長生き、健康ということがありますように、健康なうちから健診をし

っかり受けて、早期発見、早期治療に努める、そのことが言えるし、医療費の抑制にもつながっ

ていくことであります。 

 先ほど申し上げましたとおり、医療費の高い病類を見たときに申し上げましたようなことが、

１件当たりにしましてもかなりの額になりますし、今、医療技術が高度化になっております。そ

れなりにそういうものを支出すると高額にならざるを得ないというのがありますので、そこに至

らないように、いかに予防対策に力を入れるかというところが必要でございます。 

 ほんで、先ほど申し上げましたとおり、この健診結果を踏まえて、あとのフォローをしっかり

とやっていかんにゃいかんなということで、先ほど申し上げましたとおりデータヘルス計画をつ

くって、これに基づいて個別の面接中心型の保健指導を徹底していきたいと思っているところで

あります。 

 今は、集団は集団でやりますけれども、あとのフォローをしっかりして、もう放っておく、人

によっては健診だけして、あとは再検を受けないとか。ほいで、状態が悪くなってから、結果的

にお医者に行って手術をしなければならない、あるいは入院を何カ月もしなければならないとい

うことに至るわけですので、そこに至らないような指導をやっていく必要があるかなと思ってお

ります。 

 保健師のほうも、これから各家庭に出かけてそういう対象者の方についてはまいりますけれど

も、ただ、その辺の受け入れが、かなりの至難なところも出てくるかなと思っております。うま
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く受け入れられて受忍をして、お医者に行ってくれる、あるいは健康診断に行ってもらえるとか、

そこまでいけばいいんですけども。根気よく、これはやっていかないと、自分たちのことであり

ますし、自分のことだけじゃなくて、保険ですから、お互いの皆さん方に迷惑をかけるちゅうこ

とまで意識をしてもらわんといかんちゅうことになりますので、そこまで徹底して保健指導とい

うのをやっていく必要があるかなと思っているところであります。 

○新改 秀作議員   

 今、町長が答弁のとおりで、予防対策、非常に重要なことだと思っております。医療費の上昇

を食いとめる、やっぱり予防対策、いろいろ健診指導、町民一体としての取り組み、これが必要

じゃないか。それでもまた、各種の健診の充実というのでありますので、一体となった取り組み

を要請しておきます。 

 医療費の適正化でありますけども、医療費の増大を抑制する取り組みが、先ほどもおっしゃっ

たように重要であるわけでございます。医療費の適正化を積極的に推進していかなければならな

いわけございますけども、先ほどジェネリックの医薬品、医療促進をどのように進めるのか先ほ

ど話が出て、今いろいろする中で２６０万円の効果があったとありましたけれども、このジェネ

リックの関係、差額通知をやられたわけでございますけども、この普及啓発には、医師あるいは

薬剤師、いろいろお互いに協力がなければできないわけでございますけども、その辺の、年に何

回程度の通知をやられているものか。それでまた、薬剤師、もちろん医師も、その辺の協力はや

られてはいるんですけども、薬剤師さんも協力はどの程度のものか、見たとき、大体ジェネリッ

ク何％普及しているんかなち思うんですけども、その辺も含めて担当課長でもわからなかったら

いいですけども、その辺を含めて質問いたします。 

○健康増進課長（四位 良和君）   

 後発医薬品のジェネリックにつきましては、保険料制度におきましても国保におきましても、

１年に１回ずつ、保健証の切りかえを行っております。その際にきょう、ちょっと手元に持って

きたんですが後期高齢者の分と、それから国保の場合は裏にカード化して入れる形のので普及啓

発をするように文書をつけて郵送しております。 

 ただ、これが、いろいろ調べてみますと、手元に届いて、自分の意思で入れて病院に持って行

かないと、それが病院の窓口で提示されないという形もありますので、今後は、もっと、よりジ

ェネリックが自発的に薬局の窓口で活用されるような方策も含めて検討してみたいというふうに

考えているところであります。 

 なお、郡の薬剤師会等においては、ジェネリックを取り扱っている医療機関については、この

カードを見られたら、新薬しかない場合は仕方がないんですが、ジェネリックを取り扱っている

薬局であれば、当然、そのほうを優先して出すということになっております。ただ、医療機関の

ほうでは、特にジェネリックを使いなさいというような指導とかそういうことはなくて、御本人

の意思という形になっておりますので、もらわれて薬局に行かれたときに自分の意思で提示する

という形になっているようであります。 

 それから、もう一点、どの程度、普及してきているのか、額としては先ほど町長のほうからあ

りました平成２６年の１月から１２月、１年間で調べたもので２６０万ほどでありましたが、そ

の切りかえの人数の状況を通知がまいりましたので見てみたんですが、１月から４月までは四、

五十人程度、これは延べの人数であります。いわゆる１回切りかえた方は、もうずっとそのジェ

ネリック提示をしていかれますので、５月から１４０人ぐらいに、ちょっと増えてきているよう

であります。特に改まった通知をしたわけではないんですが、一応こういう形で少しずつ増えて

きているようであります。 
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 ただ、こうした年に１回の通知のやり方っていうのはこれまでと同じでありますので、前段で

申し上げましたように、今後、しっかり提示できる形ができないものか、国保連合会等々とも含

めて検討してまいりたいと考えております。 

○新改 秀作議員   

 今、課長から説明があったわけでございますけども、薬局との協力というのが非常に大事であ

るわけでございます。特に高齢者の方々の説明、やっぱり、これが一番重要であると思うわけで

ございます。 

 このジェネリック医薬品は、私が調べたところによると、同じ薬でもジェネリックじゃないの

もあるみたいで、薬であるのとないのとあるみたいで、なかなかその辺が難しいのじゃないか。

医薬品のリストか何かつくったらわかりやすくていいのかなと思うわけでございます。それはい

いですけども、一つは高齢者にわかりやすい説明が必要と思いますので、保健指導と一緒になっ

て周知徹底が必要ではないかと。そうするとまた、効果がもっと、２６０万がうんと上がるよう

な効果があるように、また要請しておきます。 

 次に、医薬費の増える要因、先ほど、町長の答弁でもあったわけでございますけども、医学が

発達いたしますと、高度医療によって医薬費が非常に上昇するなど、そしてまた、先ほどおっし

ゃいましたように生活習慣病によって、非常にいろんな病気が併発、２次、３次として大きくな

るわけでございますけども、この医療費の増大につながるようなケースも多々あるわけでござい

ます、聞きます。 

 早期発見、早期治療が、病気を食いとめるために保健師の指導対策、これをどのように考えて

いるのか。先ほど、町長のほうでも、初めてのあれなんですけど個別中心型の保健指導をするの

だということでありましたが、こういうことに個別型になりますと、どうしても、また保健師も

増員して予防医療に重点を置くというようなことにもなるわけですけども、この保健師の増員と

いうのは考えていらっしゃるものか、町長にお伺いいたします。 

○町長（日髙 政勝君）   

 最近、非常に、近年と申したほうがいいかと思うんですけど、こういった保健福祉の分野とい

うのが、予算的にもですけども、業務的にもかなりの量として出てきております。高齢者の皆さ

ん方はもちろんでございますけども、これからは、やはり少子化が進んで、地方創生もあります

が、子供たちの環境、こういったいろんな分野に対する行政の役割というのが非常に多々にわた

って出てきております。 

 その中でも、また保健師の役割というのは、いろんなところに求められてきておるわけで、福

祉、保健、もう本当いろんな分野ですが。そういうことで、今、保健師が福祉のところに新たに

張りつけをしましたけれども、今まで健康増進課にとか介護保険課とか福祉とか、そういうとこ

ろにおっていろいろやらないと、十分な福祉需要に対応できないというのがあるようですので、

これからは、一般行政職の立場もありますけれども、保健師は専職として、もう事務もこなして

いくという形での専門職の採用というのは考えていかざるを得ないと思っております。一般行政

職の職を借りた形での、先ほど申し上げましたとおり、現場にも行かなければならない大変なと

ころはありますけども、そこまでやっていくような体制を組んでいかないと、絶対的に職員数が

増える状況じゃありません。そういう中でやりくりをしていく中でありますので、やっぱり、そ

ういう需要に応えていく専門職については確保をしていきたいと思っております。 

○新改 秀作議員   

 今、町長からありましたように、早期発見、早期治療というのを病気を食いとめるため、手を

打つためには、やっぱり、保健師も必要ではないかなと。町長としても専門職の採用を考えてい
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るというようなことでございましたけれども、こういうことでございますけども、採用して予防

治療に重点を置きながら、なるべく医療費の減少につながる対策をとっていただきたいと思うと

ころでございます。 

 次に、町は、今、医療費助成あるいは予防接種について、どこの町村にも引けをとらないよう

な対策をとっていると私は思っております。 

 医療費抑制には、町民が健康づくりのやる気を促す仕掛けが必要であります。健診を受診した

り、あるいは運動教室へ参加したりするとポイントがたまると、特典が得られるといったような

県内の市町村が行っている健康づくりを促す仕掛けは、財政が苦しい中、喫緊に取り組まなけれ

ばならない課題であるわけであります。我がまちは取り組んではいるんですけども、結果が、ま

だついてこないところもあるわけでございます。 

 ところで、運動推進で抑制を図るという点から、先日、南さつま市でラジオ体操の普及に積極

的に取り組んでいる南日本新聞の紙面を見ました。本町も健康づくり宣言のまちのときに、ラジ

オ体操を誘致した経緯があるわけでございます。 

 私たちのまちの総医療費の区分表を見てみますと、先ほど申し上げましたとおり、６０歳以上

が７５％の医療費を示している状態でございます。いろんな、町も取り組みはやっているんです

けども、６０歳から、いろいろ病気はかかるということになれば、もう少し早く低年層からラジ

オ体操の取り組みとか、夏休み、親子・高齢者一緒になったラジオ体操の取り組みとか、そうい

うのをもう一回、原点から考えて、指導員要請出前講座とか、あるいは１万歩運動をもう一回推

進するような、もう一回原点から始めて、運動で抑制するんだというようなそっちからの対策し

か、今のところないのじゃないかと思うんですけども。これをもう一回、施策として取り組んで

周知して、これには関係機関、いろいろな協力は必要なんですけども、そのことについては町長

はどのようにお考えですか。 

○町長（日髙 政勝君）   

 健康づくりについては、いろいろ幅広い取り組みがあるかと思っておりますけども、先ほど申

し上げました行政として、今度、国保の中では健診のあとの個別面談の指導をしていきたいとい

う方向に切りかえをしていきたいと申し上げましたけども、もちろん自主的な健康づくりについ

ては、これはもう、いろんな団体が取り組んでいらっしゃるし、そういう形はどんどんやってい

ただくことは一番いいことでございます。 

 地域でも、それぞれ皆さんが参加するようなレクリエーションとかスポーツ活動というのはや

っていらっしゃいますし、それはそれとして、これからも積極的に取り組んでいただければあり

がたいことだと思っております。若い人たちが参加できるようなそういうスポーツ活動というの

は、もう、ずっと今も行われておりますし、体協の指導員の皆さん方も中心になって一生懸命さ

れておりますので、やっていただくことは大事かと思っております。 

 スポーツ関係、レクリエーション関係は、今までどおり、そういう形の取り組みは町としても

やりますけれども、地域でも、あるいは各団体でも、これは引き続き取り組んでいただければあ

りがたいことだと思っております。 

 先ほどから申し上げておりますウォーキングにしろ、あるいはグラウンドゴルフにしても、非

常に盛んになってきております。一方で、年をとると足腰が弱くなって骨折をする、入院をしな

ければならないという事態になりますので、今、提唱しておりますのはロコモ運動というのを、

足腰の運動のためのロコモ運動を日常の中でやっていただくということが大事ですし、地域のサ

ロン活動においてもそういう体操を取り入れてやるとか、必要なことだなというふうに考えてお

りますので、これも一緒になって推進はしていきたいと思うところでございます。 
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○新改 秀作議員   

 この前、グラウンドゴルフ大会があって、私は携帯で歩数を、どのぐらい歩くもんかなとはか

ってみたら、一生懸命練習をして、練習まで３時間ぐらいかかって３,５００歩ぐらいでした。

それからすれば、昔はよう、たったこしこで、３,５００歩やろかいと思ってびっくりしたんで

すけどもゴルフに行ったら、相当、歩数は歩くんですけども。グラウンドゴルフぐらいでは、こ

れぐらいしかせんのかと思ってびっくりしたわけですけども。 

 町民が健康づくりのやる気を促す仕掛けをつくるということになると、ぜひ、そういうのに、

ついでに、ここに教育長もおりますので、やっぱり学校関係者一緒になって、もし、そういう会

があったら、ラジオ体操を親子一緒になって出て、もちろん、そういうのでポイントで何かもら

えりゃ、高齢者の方々も朝早う起きてはまってきやっかしれんですけど、何かそういうのができ

ないものかと思うわけでございます。社会教育課、いろいろな関係が一体となって取り組みを要

請いたします。 

 次に、この抑制策でございますけども、インフルエンザの予防に関してですけども、町では予

防接種助成の対象者を拡大して実施しているわけでありますが、これも先月の、牧園小学校のイ

ンフルエンザ予防のため、緑茶の入ったポットを各教室に置いてうがいをしている紙面はありま

した。聞くところによると、私たちのまちも３校ぐらい、取り組んでいると言われました。緑茶

に含まれるカテキンですか、これがウイルスを抑えることは細胞レベルの基礎研究で証明されて

いると、これも新聞に書いてありました。町内でも何校か取り組んではいるんですけども、去年

の１１月に、私が志布志の市長さんの講演を聞く機会があったわけでございますけども、そのと

きにインフルエンザの発症の増減で、年間１億から２億の医療費に影響が出てくるとおっしゃい

ました。志布志は、子供たちの家庭から水筒を持参して、それを実施しているそうでございます。

こういうとの、人んまねもよかとこはまねをしたり、どしどししてもいいんじゃないかと思うん

ですけども、この辺の普及に対してはどのようにお考えですか。 

 一応、町長になっておりますので、町長から、また教育長にしてください。 

○町長（日髙 政勝君）   

 確かに県内のお茶サミットというのが、いわゆる主産地、１００ヘクタール以上お茶の面積を

持っている市町村で構成しておりますけども、その中で昨年でしたか、志布志市で全国お茶サミ

ットというのがございまして、私も出席をしましたけども、その中で首長サミットの話題の中に

出たのが、今、お茶はなかなか消費拡大がいかなくて非常に困っているというようなことの一環

として、お茶の消費拡大をしようということの一つで、学校あたりに、うがいをするために、今

おっしゃったお茶ポットを全児童生徒が持って行って、学校でうがいをさせるというのがあった

ところであります。志布志は、確かにそれをやっていらっしゃるようでございますが。 

 この辺は、生産協会の皆さん方は、この前お話をした中でも、せんとをしたらいけんじゃろか

いというお話があったので、はんたっが協力してくれりゃ、よかこっじゃっどなと言い方だった

んですけども、そこはまた学校の、あるいは保護者の皆さん方の御理解をいただかんにゃいかん

ちゅうことがありますので。そこはまた、次は教育長先生のほうから、何らかお答えがあるかと

思っております。 

○教育長（東  修一君）   

 今おっしゃいますように、お茶の関係につきましては、健康づくり、あるいは消費拡大の関係

から、町長のほうからも、私どもはアルコールを飲みながら指導を受けたところでございますけ

れども。おっしゃいますように、例えば白男川小学校では各自がお茶を入れた水筒を持参をして、

そしてうがいをやっていると。ほかのところと正確に比較したわけじゃございませんけれども、
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やはり、今回のインフルエンザにつきましても発症率は少ないと、その因果関係はわかりません

が、そういうようなことも出ておりますし、流水小学校あたりでは、もう給茶器等がありまして

対応しているようでございますので、今後、ただいまございましたように保護者の理解とかそう

いうのも必要でございますので、検討してまいりたいというふうに思っております。 

○新改 秀作議員   

 検討も、前向きに検討していただければと思うわけでございますが、ことしも聞くところによ

りますと学級閉鎖もあったようでございます。ぜひ、インフルエンザが流行する１２月から３月

まででも結構ですので実施されますよう、そして教育委員会、あるいは関係部署一体となった取

り組みをしていただきたいと思うところでございます。 

 そして、まさにお茶農家のことが出ましたけれども、非常に消費が下がって価格が低迷してい

る現状でございます。茶農家の消費拡大につながるのではないかと思いますので、要請しておき

ますので、少しでも取り組んで、期間を限ってでもいいですから取り組んでいただければと思う

ところでございます。 

 この国民健康保険の関係で、いろいろ事務方、職員の方も、いろいろ研修を組んでは、事務事

業の関係で研修を組んでいらっしゃるようでございます。いろいろ事務事業だけじゃなくして、

やっぱり予防医療の先進地なんかも派遣して、充実の強化というのも図ってもいいのじゃないか

と、それもやっていらっしゃると思いますけども、私はちょっとわかりませんけども、そういう

のも必要ではないかと思うところでございます。 

 町長は、施政方針でありましたように「第２次健康さつま２１」基本理念である「健康いきい

き元気さつま」の実現を目指して元気老人のまちになるように、いろんな方向からの支援を要請

いたします。 

 続きまして、樹木のことでございますけども、今回、町内の二、三の方々から文化センターの

桜の木をいけんしたとよというのをちょっと聞きまして、私もあらと思って見に行ったらなかっ

たものですから、こげなもんかと思っていろいろ見て回ったんですけども。樹木を見ますと、白

カビ、あるいはコケとかいろいろありますんで、既に枯れた樹木やら植栽も見られるわけでござ

います。そうした中で、いろいろな管理をする中、樹勢回復せんないかんのですけど、そういう

のをシルバーに委託しているような状態で、専門業者を入れてしますと非常にまた予算の問題も

あるようでございますので、予算をつけて適宜な植栽管理を町長に要請しておきます。 

 それと、町長に１点だけ考え方をお聞きするんですが、この植栽について、町でももみじの植

栽を考えたりいろいろ計画もあるようでございますけども、ちょっと筋は違いますけど観光の面

から申しますと、春になるといろんな旅行会社が花を見たりするツアーを組むわけでございます。

そうした中に、やっぱり植栽をするんだったら、観光につながるような植栽を考えられないかと

私は思うわけでございますけども。今から、もみじやらいろいろ考え方もあると思いますけども、

やっぱりそういうことを考えていただきたいと思うんですけども。桜にしても、職員には言った

んですけども、ソメイヨシノばっかりじゃのして、まだ別なのもきれいなのも桜もあらよて、そ

うすりゃまた観光も増えてすっとじゃねえかというようなことを言ったんですけども、その辺を

町長のお考えをお聞きしたいと思います。 

○町長（日髙 政勝君）   

 文化センターにしろ、帝釈天にしろ、これまで桜の名所として多くの人に親しまれてきたわけ

でありますが、文化センターができたのが昭和４８年ですか、それ以後に植えられた桜じゃなか

ったかと思うんですけども、四十数年経過してるかと思うんですが、非常に老木になって、風の

場合、倒壊の危険があるというようなことがあって、実際切ってみたら、相当、中が空洞になっ
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ておって危ない状況があって、もちろん害虫も入っておったようでありますが、そういう危険性

なところが、もしものときに事故があってからでは遅いということで、事前にああいう処置をい

たしました。早く更新したほうがいいだろうちゅうことで指示をいたしまして、帝釈天にしろ、

そういう形になったところであります。早く、また後継が育っていくように管理はしっかりとや

っていきたいと思っておりますけども。 

 花の種類も、確かに花の名所ちなりますと、かなりのお客さんがいらっしゃってにぎやかにな

るわけでありますので、そういう公園のつくり方というのはいろいろありますので、１種類だけ

じゃなくて、そういうところもいろんな意見をお聞かせいただきながら、本当に名所づくりは大

事かと思っておりますので、そういう意見も参考にしてまいりたいと思っております。いろいろ

と名所になるような花の植え方ちゅうのを検討はしてまいります。 

○新改 秀作議員   

 町長の施政方針を見たんですけども、「町全体が訪れる人に優しいおもてなしの心があふれる

町」として誘客につながるようにと書いてありましたので、この辺を含めて、また要請しておき

ますので、そういうあれがあったら、誘客につながるような植栽のやり方というのを考えていた

だきたいと思うところでございます。 

 次に、学校の大木の関係ですけども、これもまた一緒のことで、いろいろな樹勢回復もせんな

いかんわけでございますけども、前の公園の関係もみどりの基金というのがあってやったわけで

すけども。これはお伺いしますけども、その樹勢回復とかそっちに、この管理の関係なんかは、

例えば大木があって枝を落とさんないかん、あるいはこれを自分たちでもちろんできない、シル

バーにも遠いからできない、業者を頼んでせんなといかんというときの、そういうときの基金と

いうのは使われないわけですか。その辺を、教育長でも担当課長でもいいですけどもお示し願い

たいと思います。 

○教育総務課長（上野 俊市君）   

 このみどりの基金でございますけれども、みどりの基金の窓口は耕地林業課のほうにございま

す。これを通じて県の公益財団法人のほうから診断をしていただくことになります。この診断を

していただきますと、その木の、先ほど言われました、枯れ木とか、それから樹勢の関係等につ

いても当然ながら診断していただけますし、その診断結果をもとに処方箋をつくっていただきま

す。どのような施工をしたほうがこの木についてはいいだろうということで、詳しくそういう処

方箋も書いていただきます。その結果、５０万までの事業については、この基金のほうで直接そ

の施工、工事をしていただきますけれども、それで対象木とならなかったものについては、それ

ぞれの、管理をするところで専門業者を入れるなり、そういう予算を措置して対処していくと。 

 学校の関係等については、今現在、枯れ木等について手の届く範囲、高所作業車等で届く範囲

につきましては、学校用務員で高所作業車の資格を持っている用務員の共同作業によりまして、

ここあたりは安全管理に努めております。 

 今後につきましても、この基金の有効活用をしながら、また、ことしの４月から、この要望も

また受け付けられるようでございますので、町内の小中学校の大木についても、適宜そこあたり

は学校と連絡をとりながらやっていきたいと思っております。 

○新改 秀作議員   

 学校の大木も１００年以上というのが相当あるようでございますけども、その樹木回復も大事

なんですけども、大木だったら、子供の安心安全を考えた場合、上からの枯れ木の事故があった

ら大変なこともあるわけです。その辺もありますから、学校の安全、１０月１日でしたか、安全

安心。そのときにもう一回点検をして、この枯れ木の点検なんかもして、一年に一遍ぐらいは見
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て回って点検をして、安全安心にも努めていただきたいと要請をしておきます。 

 大木は、いろいろ卒業生の思い出があって、なかなか伐採したくてもできないというのは現状

であると思います。児童生徒の安心安全を考えれば、樹木の管理が必要であります。樹木医の診

断は定期的に行い、樹木回復術を行い管理していただきますように要請いたしまして、私の一般

質問を終わります。 

○議長（舟倉 武則議員）   

 以上で、新改秀作議員の質問を終わります。 

 しばらく、ここで休憩します。再開はおおむね午後２時３５分とします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

休憩 午後２時２４分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

再開 午後２時３４分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（舟倉 武則議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次は、７番、岩元涼一議員の発言を許します。 

〔岩元 涼一議員登壇〕 

○岩元 涼一議員   

 通告いたしました３点について質問いたします。 

 初めに、営農組織の育成策についてであります。 

 現在、本町においては所管課を中心に集落営農組織の育成に努めているところですが、昨年の

米価の下落や経営所得安定対策の米の直接支払交付金が半減されたことにより、その運営は極め

て厳しいものがあります。このことは営農組織に限らず、本町の中心的な経営体である大型農家

も例外ではなく、消費税の引き上げや資材の高騰なども大きな影響を及ぼしていることは否めな

いところですが、集落営農組織の運営が厳しいものになれば、これからの推進にも影を落とすの

ではないかと危惧するところであります。 

 組織化を推進する背景には、圃場の集積による作業性の集約化や高性能機械の共同利用などで

その生産経費を削減することにより、所得の向上を目指しているところですが、再生産可能な運

営状況になければ組織の継続を図ることはできません。そのためには、自己努力による生産性の

向上を図り所得率を高めることが何より必要不可欠でありますが、それをもってしても、資産償

却など投資的経費が経営を圧迫することになると思われます。 

 これから迎える農業従事者の減少を考えると、町が進めている営農組織や農作業受託組合など

の共同組織が、その中心的役割を担っていくことになると思うところですが、その組織が過大な

初期投資による資産償却に追われるようでは健全な経営となるはずもありません。水田の畑地化

や水田裏を活用した作物の導入など、それぞれが経営基盤の強化に努めているところですが、地

域の全体的な農業を下支えするためには、現在の稲作農業を維持していかざるを得ないところが

実情であります。 

 今回、新たな施策として認定農家などへの支援策を講じられたことは時期を得た施策であると

大いに評価するところでありますが、町が進める営農組織や農作業受託組織を維持するための支

援策も講じるべきではないかと考えるところであります。町長も国、県の補助事業を活用した制

度を導入できるよう周知していきたいと答えておられますが、先ほど申し上げましたように、機

械導入が組織の経営を厳しいものにしている側面があります。これからの営農組織育成には投資
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リスクを軽減するための支援策が必要ではないかと思うところでありますが、町長はどのように

考えておられるか伺います。 

 次に、未相続農地についてであります。 

 不動産といわれる山林、土地、建物などの所有については、所有権を持つ個人や団体が相続を

行い、代々受け継ぐものでありますが、その相続手続がなされずに、名義人が亡くなってもその

ままになっているものが見受けられます。 

 特に、水田や畑などの農地については、これから本格的に国が進めようとしている農地中間管

理機構の規定では、出し手側の農地が未相続の場合、その対象にならないとのことであります。

つまり、機構として、未相続農地は引き受けることができないとしています。ただ、機構が示す

支援策の中の経営転換協力金の項目には、農地の相続人も対象者となっていますが、相続人が

１人、２人ならともかく、多くの相続権者が存在する場合には非現実的と思われます。 

 現在、農家間で使用貸借されている農地についても、未相続の場合は正式な賃貸借契約が結べ

ないことから、いわゆる闇小作となっているのが現状であります。つまり、出し手、借り手に対

するいろいろな助成策の対象にならないということであります。 

 この未相続農地の件については、本町に限らず多くの生産現場で課題となっており、県下の集

落営農組織でも同様の問題を抱えているようでありますが、個人や団体の財産であることから、

これを解決するには相続権者による相続がなされるしかないのが実情であります。 

 当然ながら、行政が立ち入れる問題ではないことも理解しているところですが、高齢化が進む

ことによって手続が難しくなる傾向にあることは事実であります。現金などの金銭的な財産の相

続であれば金融機関の手続だけで済みますが、土地に関することになると、法律上の登記手続が

必要となってきます。相続については個人の財産権の範疇でありますが、相続に対する認識を啓

発し、意識を持ってもらうことは大事なことだと考えます。この未相続農地についての現状をど

のように受けとめておられるか、今後どのようにすべきと考えておられるか、町長の見解を伺い

ます。 

 ３点目に、国が進める地方創生についてであります。 

 国は、地方の活性化や自治体の自主性を尊重して政策を展開できるように新たな交付金を創設

するとしていますが、そのためには自治体が独自の戦略を作成するように求めています。その背

景には、東京一極集中を是正し、地方への移住を促進させたいとの考えがあるようですが、地方

の自治体でも、これまで定住対策や子育て支援などの施策を展開してきており、本町でも同様の

施策に取り組んでいますが、人口減少に歯止めがかからないのが現状であります。 

 今回の国の要請がこれまでの施策と変わらないようであれば、その効果はあまり期待できず、

一方、新たな施策を求められることになれば、これまで実施されてきた施策以上の戦略を作成す

ることとなり、相当な負担が伴うと思われます。また、財源的な面も確約されていないことから、

二の足を踏む自治体もあるのではないかと危惧されています。地方自治体にとって交付金は貴重

な財源ではありますが、新型交付金が臨時的なものであれば、その活用策も一時的なものになら

ざるを得ず、継続的な施策に取り組むとすれば、町が定めている振興計画との調整も必要になっ

てくると思われます。 

 国の進める施策には、現場の実態にそぐわない制度や制約が課されることもあり、毎年のよう

に制度設計が変わる施策もあることから、長期的な視野に立った施策を推進しなければなりませ

ん。今回の地方創生戦略について、どのように受けとめておられるか、町長の見解をお伺いいた

します。 

〔岩元 涼一議員降壇〕 



- 80 - 

〔町長 日髙 政勝君登壇〕 

○町長（日髙 政勝君）   

 岩元涼一議員のほうから出されております３項目、それぞれお答えをさせていただきます。 

 まず、営農組織の育成策ということで、集落営農組織への今後の育成策ということでのお尋ね

でございます。 

 農業従事者の高齢化、農家数の減少、農業資材の高止まり、こういった状況の中で水田農業を

維持していくには、意欲ある水田農家への支援を行うということが大事でございます。また、担

い手不足が顕著でありますし、今、１集落１農場とする集落営農組織を積極的に推進し、良質米

づくりに取り組んできていただいております。 

 ２６年度水稲作につきましては、米の生産過剰の基調、あるいは生育期の日照不足、成熟期の

台風接近、こういった影響によりまして品質が低下する、収量が低下する、米価も下落するとい

うトリプルのパンチを受けたところであります。さらには、先ほどもありましたとおり、平成

２６年度からは米の直接支払交付金も１０アール当たり１万５,０００円から７,５００円に半減

したということが加えられておりまして、稲作農家あるいは集落営農組織等におきましても大変

厳しい経営を余儀なくされたところでございます。 

 ２６年度産米の米価の下落を受けまして、国の経営所得安定対策の米・畑作物の収入減少影響

緩和対策、いわゆるナラシ対策の適用が予想されております。交付金が支払われる見込みでござ

います。また、国の平成２６年度補正予算によりまして、新たにまた低コスト農業を目指す稲作

農家等を支援する稲作農業の体質強化緊急対策というのが実施をされることになっております。 

 集落営農組織の育成につきましては、町の担い手育成支援室を中心に、ＪＡ北さつまや県の協

力を得ましての取り組みがなされておりまして、現在２３の組織が設置をされております。集落

営農組織の多くは農作業の受委託が中心でございますが、米栽培を行う集落営農組織は農事組合

法人永野むら、農事組合法人ひとつき、農事組合法人夢希耕あながわの３法人と、特定農業団体

であります白男川地区の農作業受託組合、これらの４つの組織だけでございます。 

 支援内容としましては、先進地研修の実施、定例会への参加、経営分析によります経営指導な

どを主にしておるところでございます。具体例としましては、平成２４年度からスタートした

人・農地プランを活用した農地の面的な集積への支援、ＷＣＳや飼料用米への取り組みの支援、

新規作物導入に向けた支援、このほか国の補助事業を活用した農業用機械等の導入の支援などを

実施していくこととしておりますが、平成２７年度におきましては町の単独によりまして、さつ

ま町の認定農業者等の支援事業ということで、農業経営の改善を進めるための必要な農業機械の

購入費の一部助成を行うことにしております。予算としましては、これから審議をしていただき

ますけど一応４００万円計上いたしております。３０％補助でございますが、補助の限度額は

８０万円ということで予定をしております。これは認定農業者とか認定の新規就農者、これに集

落営農組織も含めておりますので、対象になるとしております。 

 それから、２番目の未相続の農地の現況についてでありますけども、この啓発、どのように受

けとめてどう対応されるかというようなこと等でございますけれども、未相続の農地につきまし

ては全国的にも大きな課題になっているところでございます。相続手続というのは非常に複雑で

ございますし、それなりにまた費用も多額に上るということで、なかなか進まないのが現状でご

ざいます。 

 ２６年度から農地中間管理事業というのが始まっておりますけども、未相続の農地は利用権設

定ができないということであります。事業の対象にならないということであります。町といたし

ましては、こういった未相続の農地について持ち分の半分、過半の同意によりまして利用権設定
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を行っておりますけども、相続人が多く、２分の１以上の同意を得られない場合が多いところで

ございます。このようなことから、国あるいは県への実質管理者、固定資産税の納税管理者の同

意によりまして利用権設定ができるよう相談をしているところでございます。 

 県におきましても、特区の活用を含めて、同様な要望を国へ今されていると聞いております。

これも一番問題になっておりまして、国のほうに市町村まで権限をおろしてくれと、あるいは特

区でやってくれということは、今あちこちで起きているところであります。同様の動きは今申し

上げたとおり出されておりますが、やはり国のほうは民法上の財産権に抵触するとして、利用権

の設定をなかなか認めていないところでございます。こういう状況では農地の集約化とか耕作放

棄地の解消を進めるには支障が出るということは当然予想されるところでありますので、農地中

間管理事業の広報をする際に、相続の推進、こういったことについては、特に啓発をするように

努めていきたいと考えているところであります。 

 このほか、農業委員会でも未相続の農地の相続について啓発をしておりますが、さらに趣旨を

推進をしてまいりたいというようなことでございますので、こちらのほうからもまたお願いした

いと思っております。 

 次に、地方創生の関係でございますが、御案内のとおり国におきましては、地方自治体に地方

版の戦略作成を求めております。強制ではなく努力義務との法律の内容になっておりますけども、

やはり新型交付金がかかってくるというようなことでございますので、やっぱり策定をして、こ

の際、町としての戦略作成をしたいというふうに考えておるところでございます。 

 日本が少子高齢化から総人口減少時代に入ったこと、あるいは東京一極集中の是正、こういっ

た対策としまして、国全体で共通認識を持ちながら、国民総出で集中して対策を取り組むという

ことで、国が指揮をとるということで、まち・ひと・しごと創生法が制定をされたところであり

ます。２７年度から３１年までの５カ年間の総合戦略プランを策定するということになっている

ところであります。 

 この、まち・ひと・しごと創生法の第１０条で、先ほど申し上げましたとおり、「市町村は、

まち・ひと・しごと創生総合戦略を勘案して、当該市町村の区域の実情に応じたまち・ひと・し

ごと創生に関する施策についての基本的な計画を定めるよう努めなければならない。」という規

定でございます。市町村への計画策定を促しております。文面には、このまま読みますと努力目

標としての規定でありますが、交付税を含めた今後の町の一般財源の算定には、この戦略プラン

の成果が算定基礎に盛り込まれると予定をされておりますので、この策定というのは、ある意味、

強制力も感じているところでございます。前向きに捉えて、策定の取り組みを進めてまいりたい

と考えております。 

 具体的な行動としましては、本町では去る２月の２０日には、私を本部長とする総合戦略の推

進母体となります、さつま町まち・ひと・しごと創生本部会議を設立をいたしまして、計画策定

の準備体制を整えたところでございます。既に職員の皆さん方には、もう年末に１人１提案を出

してくれということもして集約をしてございますが。今回の策定につきましては、国と地方が一

体となって、急速な少子高齢化の進展に的確に対応して、地方の人口減少に歯止めをかける機運

の高まりということでございます。これまでの地域活性化の課題等を当然踏まえながら、将来の

ふるさとのあり方について新たな視点とか、いろんな立場からの御意見も拝聴しながら、さつま

町としての地方版の総合戦略の策定をしてまいりたいと考えております。 

 議会の皆さん方も、ぜひ御意見をいただきたいと思っておりますので、そういったメンバーの

際にもお入りいただきたいと思うところでございます。 

〔町長 日髙 政勝君降壇〕 
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○岩元 涼一議員   

 この組織の育成等については、これまでも何回か取り上げてきたところでございますが、先ほ

ど町長のほうからもありましたように、米政策につきましては、米価が下落した場合に収入減少

緩和対策によるセーフティーネットを実施するとあるわけです。これも今、２６年産については

条件なしで、加入者であれば対象となるということでございますが、２７年度からにつきまして

は、認定農業者、集落営農、認定就農者に限定した施策であるというふうに説明のパンフレット

の中にうたってあるようでございますので、個人の農業者は、そういうのに加入しない方は、そ

の対象とならないというようなことでございまして、個人の農家自体はもう救済されないと。こ

れは、うがった見方をすれば、もう小規模農家についてはリタイアしてくれと、国がそういう政

策を言わないだけで、実際はそういうふうなところがあるのではないかなと、ちょっと考えてし

まう面があるわけですけれども。 

 それと、この救済制度自体も、今後の情勢によっては実効性があるのかどうか。町長は先ほど、

２６年度産については対象となるだろうと、発動されるだろうということでございましたけれど

も、その後、価格が下がっていけば平均値でなっていきますので、上限と下限を除いた分の３年

間の平均ということになってくれば、価格が下がっていけば下がっていくほど、その制度自体に

対象にならないということになりますので、この政策については、収入減少影響緩和対策につい

ては実効性があるのかなと、来年、再来年ですね。それについてはちょっと考えてしまうところ

があるんですが。 

 なので、ともかく国としても、こういう集落営農とかそういう団体、大規模農家、そういうと

ころに限定したスケールメリットが見込まれるような方向に誘導していく施策であるというのは、

今の現状を見ていればわかるところでございます。 

 本町といたしましては、以前からそういうのを見越してということではないでしょうけれども、

集落営農組織の育成というような形で担当課を設けて今まで推進されてきておりますので、それ

についても機械貧乏とならない、個人での投資をしないかわりに、言えば集落組織、機械利用組

合などで機械を共同利用していく、投資を抑えるという面が多分にあると思うんですが、しかし、

個人の投資は減った分、今度は組織、組合、そういうところが機械投資をしないとならなくなれ

ば、そちらのほうに負担が移ってしまうという形になってきます。 

 そして、ことしの夏ごろからですか、作業期の機械が三、四十万、５０万を超えるぐらい一気

に上がるというような情報もあります。ことしの夏以降です。そういうのを考えれば、少しでも

初期投資のリスクというものを抑えていかなければ、組織自体の運営もなっていかないと思うわ

けですが。今、そういう組織をつくっておられるところ、組合とかそういうところで、実際、導

入計画をされているようなところがあるのかどうか、そこ辺についてお聞かせいただきたいと思

います。 

○担い手育成支援室長（貴島 晃人君）   

 そういう予定があるかということでございますが、本議会の当初でも補正予算でお願いいたし

ましたが、中心経営体等育成施設整備事業という国の補正予算の関係で補正をお願いしたところ

でございまして、それにつきましては認定農業者と１３経営体ほど要望がございまして、そのう

ち集落営農組織は１と、あとの１２が認定農業者の方ということで要望があったところでござい

まして、そのほかにも受託組織においては防除機等の要望ということで、これはまた別の事業で

ございますが、来年度にそういう要望が出ております。 

○岩元 涼一議員   

 町長のほうからも、先ほど、今年度の当初の事業について少し触れられたわけですけれども、
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このあと総括質疑、委員会審査がございますので、そちらのほうでまた質疑をしていきたいと思

いますので、ここでは深くは立ち入りませんけれども。一言だけ聞くと、今度の当初でそういう

組織も対象になるということでよろしいんですか。 

○担い手育成支援室長（貴島 晃人君）   

 今回の町単独の事業につきましては、先ほど町長も申されましたが、認定農家、あるいは認定

新規就農者、あるいは集落営農組織。集落営農組織につきましても、本町につきましては３法人

ほどしかございません。あとの２９組織は受託組織ということで、別に法人ではないんですが、

ある程度規約があって一元経理をされているところであれば対象にしていいのかなというふうに

は考えております。 

○岩元 涼一議員   

 法人に限らず、そういう受託組織、いろんな作業受託組織があるわけですけれども、そういう

ところを対象にしていくというようなことでございますので。本町は、現状のところ稲作主体の

農業が主ですので、耕種農家は、それにいろんな形態があるわけですけれども、先ほど出ました

畜産とかあるんですが、水田の畑地化をして野菜を植えるとか、いろんな論議がこれまでもなさ

れてきておりますが、それが実を結んでいないと。そしてまた高齢化が進んでいって担い手も少

なくなってくるとなれば、そういう組織が、どうしても中心となって地域農業を守っていかざる

を得ないということがございますので、そういうところを含めて、そういう組織に対する国県の

事業、そういうのを導入しながら、今度はそれに対する上乗せ助成、それも今後は先ほど、この

当初でということでしたけれども、今後またそういう方向を考えていくということを検討される

考えはないか、町長のほうにお伺いいたします。 

○町長（日髙 政勝君）   

 新規に、先ほど申し上げましたとおり、集落営農あるいは受託組織についても対象にしていき

ましょうということで拡大をしておりますので、今後の推移を見ながら、その辺については国の

動向とか踏まえた上で、町単がどの程度できるのかというのは踏まえなければならないと思いま

すので、その時点で検討はさせていただきたいと思っております。 

○岩元 涼一議員   

 これまでもですけれども、農家は補助金などの助成策を求めてばかりで、自助努力が足りない

という批判も当然あるわけですけれども、この再生産可能な販売価格であればいいんですけれど

も、資本主義社会というこの経済の中では需要と供給のバランス、そういう面からいって、価格

はどうしても市場で判断されない面がありまして、生産者サイドが価格を決定する面にもないわ

けです。自分たちである程度の経費を計算して対面販売をしていくというような方法もございま

すけれども、それも経営に相当貢献するほどの売り先があるかといえば、これはまたちょっと別

問題になってきて、それに伴うリスク等もありますので、農家側としてもそこまで踏み込んで、

今のところできないというのが現状ではないかなと思うところでもございますし。 

 飼料米の導入というようなこともございましたが、これも品種、それからコンタミ、調整と保

管、出荷と販売先ですね。こういう問題があって、そう簡単にはいかない問題であるようであり

ます。この点については、今後、ＪＡとの協議も必要かなと思うところですが、しかし、飼料用

米というのも考えていかないと農家の手取りが増えないというような面もございますので、この

点については、またＪＡとの協議も担当課のほうで進めていただきたいと思うところです。 

 今の地域農業を主になって支えているというのは、先ほど申し上げましたそういう経営体を中

心にしてやっているところですが、小規模、中規模の兼業農家、これが実際のところ多くの面積

を支えているというような側面がございますので、そういう方々が参加しやすいような組織が運
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営できるような体制づくり、そういうのを今後していかなければならないのではないかと思うと

ころでありますので、そういう営農組織、機械利用組合の結成がスムーズに進むように、少しで

も支援が講じられるように、また今後期待いたしたいと思います。 

 それから次に、未相続農地の問題ですけれども、先ほど農地中間管理機構が、私も申し上げた

わけですけれども、この農地中間管理機構の関係につきましては、本町は担当課のほうで相当勉

強されて、水田地帯ということもございまして、非常に進んだ取り組みがなされていると県でも

評価されている面がございます。これは担当課の努力といいますか、そういう面が多分にあるの

ではないかなと思うところです。これをまた継続していただきたいと思います。 

 登記についてでございますが、最近では個人でも登記手続をされる方もおられるわけですが、

先ほどもありましたように、一般的にこの手続が煩わしいとか多額の経費がかかるという面がご

ざいます。そのために二の足を踏んでおられる方とか、そういうことがあるのではないのかなと

思うわけですが。行政相談会ですか、行政相談会ではないですか、そういうところがあるかと思

いますが、それとか専門的な知識を持っておられる団体、そういうところの理解や協力をいただ

きながら、こういう相続問題に対する相談会、そういうものは開催できないのか、ちょっとお伺

いいたします。 

○町長（日髙 政勝君）   

 この農地の相続の関係、非常に今後の対策に支障になっているものでございます。高齢化が進

んで、特にまた済んでいないところを集積をするということになりますと、なかなかこれも進ま

ないということがありますので。この辺の専門知識の方を呼んで相談会をする機会というのは、

これから時期的には農政座談会ちゅうのを毎年１月から２月ですか、やっておりますけども、こ

ういう時期に合わせてできるようであれば、参加をされる農家の皆さん方がいらっしゃる時期と

いうのは、こういう機会しかないのかと思ってますけども、その時点で専門的な人が、都合がつ

いてお話を聞く機会ができればよろしいかと思います。 

 この辺はまた農協とか、あるいは町と一緒に座談会もありますし、農業委員会とか、そういう

農地の手続、相続関係に詳しい方、あるいは専門の方、お呼びする機会もできないこともないか

と思いますので、その辺は、また十分関係課で協議をさせていただきたいと思います。 

○ 岩元 涼一議員   

 この相続の問題については個人の財産であることから、行政が立ち入ってどうこうということ

ができないというのは十分に理解しておりますが、本町も構造改善事業、基盤整備事業、そうい

うのを早くからやっているところは、もう４０年ぐらいなるのかなという気がするんですが。そ

うなりますと４０年間の間に世代もかわって、相続をされているところは当然あるんですが、そ

の相続が手つかずになって、そのままという、もうずるずる、相続手続をしないといけないんだ

けど、お金もかかるし、どこにどういう相談をしたらいいかと悩んでいらっしゃる方も、中には

いるかもしれないんです。 

 ですから、もう４０年、５０年というスパンになってきますと、どっかでか相続というかそう

いうのを１回リセットしないと、そのまま相続権者が増えてどうしようもないというようなこと

にもつながってまいりますので。例えば、先ほど納税管理人の話をされましたけれども、そうい

う方々に周知をするとか啓発するとか、そういう方向では検討できないのか、考え方としてでき

ないか、ちょっとお伺いいたします。 

○副町長（紺屋 一幸君）   

 相続の登記の関係につきましては、やはり国のほうは民法が一番前に来ますので、納税管理人

をもって相続人に充てるという考え方はどうしようもないという部分があります。 
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 県のほうを通じて、我がまちだけではなくて、鹿児島県だけでもなくて、全国的にそういった

事案が発生しておりまして、町村会を通じてそういった声を上げていただくとか、あるいは市長

会を通じて声を上げていただくとか、そういった制度上の運用について改善ができないものかと

いうのは要請をしていきたいということでありまして、登記上の相続の関係についてはなかなか

難しいのかなというふうに考えております。 

○岩元 涼一議員   

 私は相続管理者、先ほど、町長は相続管理者でした。納税管理人、実質管理者ですね。納税管

理人と申しましたのは、納税管理者が当然相続権者なんですが、明らかにといいますか、亡くな

った方の名義のやつを相続権者が当然納税をされるわけですから、そこはわかって、その財産に

ついては引き継がれたということで納税管理人を選定して納税をしていただいているわけですけ

れども、そういう方々に相続をされたらどうですかというか、そういう啓発です。納税管理人に

移してくれというのではないです。そういうのができれば、私も真っ先にやるんですが、残念な

がら先ほどありましたように、民法が国の法律の中では一番上ですか、上位法ですか、そういう

のがあって、今までこういう話があったんですけれども、それはできないと、民法が一番上にあ

ってできないということで、先ほど町長のほうから答弁がありました、２分の１でしたっけ、

３分の２ぐらいじゃないですか、あれは。（「２分の１」と呼ぶ者あり）２分の１ですか、この

制度は。とにかく、そこ辺を何とか相続できるように。 

 そして、この相続問題というのは、鹿児島、宮崎、聞くところによると青森、こういうところ

に多く見られることであって、全国的には割と、このあれは進んでいるというような話も聞くと

ころであります。また、他県におきましては、死亡届を届けられるときに、相続の手続も一緒に

されたらどうですかというような助言といいますか、そういうこともされているようなところも

あるということを聞いたこともあるんですが、ただ、遺族が悲しんでおられるときに相続問題を

出すようなことになりますので、どうかなということがあって、不謹慎というかそういうのがあ

るからということで、そういう話が進んでいないんだろうと思うんですけれども。啓発するとい

いますか、そういう面について改めて認識していただくというような、そういう話を持っていく、

啓発していく、そういうのも今後は必要ではないかなと思いますので、内部のほうで、できる範

囲で検討をしていただければと思うところです。 

 それと、３番目に地方創生の問題でありますけれども、我がまちのように自主財源が乏しい自

治体にあっては、新型であれ旧型であれ、交付金というものはありがたいものでございますが、

今回のこの戦略は国からの押しつけ、あるいは地方への責任転嫁というようなことがあるのでは

ないかなというような形も言われているところですが、そしてまたその戦略を策定しても、国が

その内容を精査して交付金に差をつけるというようなことも、新聞報道ですけれども出ていまし

た。実際そうなのか、そうでないのか判りませんけれども。 

 これまで本町が行ってきた政策、そういうのが、またそのままその戦略プランに中に入れてそ

れでいいのか、それとも、それとは違う、また新たな施策を求められるのか。そうなると今度は

自治体のやる気、あるいは企画力、実行力というものが試されることになるのではないかと思う

んですが、職員も減員されて少なくなる中で大変な作業ということになるかと思いますが、来年

３月までに十分作成できるのかどうか、その心意気を町長にお伺いいたします。 

○町長（日髙 政勝君）   

 今回の地方創生の関係については、全国市町村が、本当にこの問題については真剣に取り組ん

でいく課題であると思っております。従来の計画も、確かにいろんなことを取り上げながら、過

疎対策、いわゆる人口減対策も含んでいたかと思っております。それと同時に産業振興とか、あ
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らゆる面に入って過疎の減少を防ぎましょうということになっておったんですけど、なかなかそ

れが実効として現れなかったということが現実ではなかったかなと思っております。 

 本町に限らず、どこの市町村もそういう結果が出ておりますので、一つは日本全体の人口が減

ってきておるということですので、これが増える状況にはない。そしてまた地方においては、ま

すますそれが拍車がかかるというような状況がありますので、このままでは日本全体が一つの大

きな危機感を抱いて、そういう状況になるだろうということで増田座長さんのほうが発表されて、

いわゆる増田ショックが出てきたわけでありますが。 

 この策定に当たりましては、まずは我がまちの人口はなぜ減っているのか、人口分析をしなさ

いということになっております。どの年齢層の方がそういう形に、歴史的になってきたのかとい

うそういうデータをしっかりと分析をしなさいと、人口構造とか人口動向等の特性とか人口の変

化、そういうものをつかんだ上で、どういう対策を講じるかということになっておるようであり

ますので、まず、そこの人口分析というのが第一の課題であります。 

 そしてまた、それに対しての人口に歯止めをかけるための総合戦略を立てるということですか

ら、今までの戦略もありますけども、やはり新しい視点とか地元のいろんな地域資源を見つめ直

して、もっとこれをしたほうが雇用にもつながる、人の活性化へもつながる、あるいはＵターン、

Ｉターンもあるというような、そういう視点に立って立てることが大事じゃないかというような

ことが言われておりますので、本当にいろんな知恵を結集をする、英知を結集するという機会に

なろうかと思っているところであります。 

 せっかく新型交付金をやりましょうということでなっておりまして、既にこの２６年度の補正

予算、これから本町にもこの分が参ってきておりますので、最終日の議会に間に合うように提案

をさせていただきますが、２７年度からのこの分を繰り上げて先行的に経済対策の関係もありま

す、そしてまたこういった地方創生に係わる部分もあり、本町で約１億円ぐらいはあろうかと思

いますけども、国が言っているのは、そういった地域経済の振興のためのプレミアムの商品券を

出しなさいとかいろいろ出てきておりますので、あるいは子育ての関係とか、そういったことを

今検討して詰めをいたしているところでございます。 

 今後、これでこの５年間をつくって、これがずっと財源の裏打ちが出てくるかというところが、

今のところ見えんとです。今度打ち出された中に、先ほどから言いますとおり、国がヒアリング

をするのかどうか判りませんけど、内容の事業によって本当にやる気がある、効果があるなちゅ

うのは、交付金を上積みをしますよというのが何百億万円かあります。なら、それがあったにし

て、これがずっと続くかというのが見えないところがありますので、なら、それにうまく乗っか

って、もうあとはないよちなったときに、果たして何だったのかというのが、そこが地方団体と

して危惧をされるところであります。 

 ５年間ということで、今、国が一生懸命提唱しておりますので、地方もそれに習って、いろん

な知恵を出して頑張りましょうよちゅうことにはなっておりますが。ちょうど国も選挙前でもあ

りますし、そしてまた次の段階では消費税も上げますよと、もう経済対策は考えませんよという

ことで、いわゆる国家財政が厳しい状況が目の前にぶら下がっておりますので、本当にプライマ

リーバランスをゼロにしますよということも首相も言っておりますし、そうなったときに

１,１００兆円もある財政を、借金なしで経常の支出を賄っていけるような状態に持っていくた

めにはどうするかちなったときに、恐らく物すごい歳出カットが、景気が回復しない限りは出て

くるんじゃないかと、そういう予測はしますので、本当にこの先々のところが見えないとことが

あって、まあ期待はしていますけども、そういうところがあります。 

○岩元 涼一議員   
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 時間がありませんのでもうあと一点だけ。先ほど町長も今度の戦略自体については前向きに捉

えていくというようなことも、申されておりましたけれども、言えばその戦略自体が、その方向

性として我がまちはどういう方向に持って行かれるのか、先ほどの説明を聞いておりますとだい

ぶ幅広くて、定住対策、雇用創出、担い手対策、子育て支援、それと先ほどは看板もありました

けれど、そういうのをしていけばですね、あまりにも広くなりすぎて戦略自体が作れるのかどう

か、それじゃなくてもうある程度うちはもう雇用創出のほうにいきますよと、子育て支援のほう

にいきますよというような限定とした政策とか、そういうのも必要ではないかなと考えるんです

よ。 

 １番心配されますのが、先ほど町長もおっしゃいましたけれど、私も先ほど言いましたが、そ

の予算自体が、国の予算自体が継続性があるものなのかどうか。始めてみたけれども次の予算が

こなくて、というようなことになればどうしようもありませんからそこ辺の見極めというのはや

っていただきたいと思うところであります。先ほど言いましたように、その戦略自体をどういう

方向に、こっちのほうに限定したいというような考えなのかどうかですね。今から１年間ありま

すから決めていかれると思うんですが、今の時点で町長ができたらこういう方向にというのがあ

りましたらお聞かせいただきたいと。 

○町長（日髙 政勝君）   

 今のこの戦略の重点柱というのは当然こういうことに絞らんと限られた財源でありますし、本

当のこの創世につながっていかないなとやっぱこの総花的でこのばらまきをやっては効果という

のはないだろうと思っておりますから、やっぱりこの重点的なところに戦略を絞って行く必要が

あるかなと思っております。例えばこの子育て支援の関係ですね。それと定住、どうしても人口

がこうして減る中でありますからこれになんとか歯止めをかける対策そういうのが一番主眼にな

るし。６次産業化とかいろいろありますけども、今言ったようなことが中心になるのかなと思っ

ております。今回のこの先ほど申し上げましたこの２０１４年補正予算で追加がきて来年度から

するのを引き寄せた形で補正がくるんですが、それがもう約１億円と申しましたけどその中の中

身が二つに分かれております。今回の場合ですね、地域消費喚起生活支援型交付金、いわゆるプ

レミアム付き商品券とか、保育料の軽減とか、それと地方創世先行型交付金これがいろいろ考え

をつめをいたしているところでございます。具体的にまた改めて決まり次第全協あたりで御説明

さして、審議をいただきたいと思うところであります。 

○岩元 涼一議員   

 昨年、日本創世会議、先ほど町長が言われました増田座長ですか、あれが将来日本全国で

８９６の自治体が消滅する可能性があると発表したわけですが、この間の新聞のアンケート調査

によりますと比較的楽観的に捉えている自治体もあるようですが、小規模の自治体ほどそういう

危機感は強いというようなことも、報道されているようでございますし全国で７割、県内でも

８割を越える自治体が最優先に取り組むべき課題は人口減対策としての雇用の確保をあげられる。

人口減少社会に向かっている現在、全国の自治体が同様の課題を抱えているというようなことで

ございます。これは先ほど町長からもありましたけれども。それと本町も地方活性化のために若

者が生活できる雇用機会の創出が先決問題であると答えておられるというようなことでございま

したが、これは全く同感でございますがしかし同時に大きな課題でも、これまでも取り組んでき

た大きな課題でもあろうかと思います。その課題解決に向けての努力というものは重ねていかな

ければならないと思います。今回の国からの要請を前向きにとらえ、これまで推進されてきた施

策との強調を図りながら課題に向かって一丸となって取り組みを進められ、雇用機会の創出や若

者の定住化につながることを期待致しまして、１分ほどオーバーいたしましたが私の質問を終わ
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ります。 

○議長（舟倉 武則議員） 

   以上で岩元涼一議員の質問を終わります。 

 次は、１５番、柏木幸平議員の発言を許します。 

〔柏木 幸平議員登壇〕 

○柏木 幸平議員   

 一般質問もあと２人となり時間のほうもちょっと気になるところでございますが、私は２項目

について質問をいたします。 

 最初に社会教育施設等の維持管理について質問をいたします。平成２５年度さつま町歳入歳出

決算審査意見書によると、社会教育施設の管理については今後も施設の老朽化に伴い修繕が増え

てくると思われるが修繕が必要になると予測できる箇所の把握を事前に行い予防的な対応も十分

検討しながら計画的な修繕を進められたい。また、社会体育施設の管理については毎年のように

意見を述べているように老朽化した施設の予防的な補修を計画的に進めること、並びに維持費が

毎年多額に上がることから町の将来の姿を予測しながら利用の少ない施設の廃止も含め、施設の

統廃合に向け検討を進められるよう要望するとあります。現在公の施設管理の在り方については、

各担当係においても進められているそうですが薩摩武道館においては平成２２年度より利用がな

されていない状況でありながらいまだに担当の係のほうで管理をされております。審査意見書で

もいろいろ指摘をされていますが、２６年度の社会教育施設等の管理状況はどうだったのかまず

お伺いいたします。 

 次に、小・中学校の土曜授業について質問をいたします。土曜授業については先月南日本新聞

でも掲載され、県内の全小・中学校で原則月１回、第２土曜日の午前中に統一して実施するとの

ことであります。私は昨年６月議会でも土曜授業について質問をいたしましたがその時点では土

曜日の教育活動として学校が主体となって実施する土曜の課外授業や学校以外が主体となり学習

会を提供する、土曜学習等は今までも実施しているとのことで、今後社会活動を含め、研究校の

状況や県の動向を見ながら本町の実態を踏まえ検討したいとの答弁でありました。そういうこと

で鹿児島県内の土曜授業の開始時期はそれぞれ市町村によって違うようですが、本町は町長の施

政方針で９月から実施するとのことでありました。教育委員会の方針と、各学校の計画とはどの

ような状況なのかお伺いをいたします。 

 次に本町の命の教育と道徳の時間の活用のことであります。川崎市の河川敷で中学１年生の男

子が殺害された事件はあまりにも残忍で日本中を震撼させた悲しいできごとでした。また、昨年

７月人を殺してみたかったとの犯行動機で佐世保市の県立高校１年の女子生徒が同級生の女子生

徒を殺害した事件など、同じような少年少女が犠牲になったむごい事件がこのところ国内で続い

ており、青少年が被害者や加害者にならない社会環境作りと、青少年自らの犯罪に対する抑止力

や自分を守る危険予知能力を身に着ける命の教育もこれまで以上に取り組みが重要と思うところ

であります。本町においても命の尊さについては、道徳の学習指導要綱の重要な項目の一つかと

思うのですが、各学校での命の教育の指導はどのようにされているものか、また道徳の時間が年

間小学校１年生で３４時間、小学校２年生から中学校３年生までは３５時間と聞いておりますけ

ど、どれだけの時間を命の教育に使っておられるものかお伺いいたします。 

 １回目の質問を終わります。 

〔柏木 幸平議員降壇〕 

〔町長 日髙 政勝君登壇〕 

○町長（日髙 政勝君）   
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 柏木幸平議員のほうから２点にわたりましての御質問でございます。お答えをさしていただき

ます。 

 まず社会教育施設等の維持管理についてでございます。社会教育施設等の年間の維持管理経費

というのは平成２５年度決算で見てみますと、３,５８６万４,０００円そのほかに文化センター

などの文化施設がございます。これらの分が２,４７７万８,０００円、それと社会体育施設で

４,４５０万７,０００円ということで合計しますと１億５００万円余りでございます。その中で

修繕にかかる費用は１,６００万円と管理費の１５％を占めております。社会教育施設として集

会施設が１６施設、文化施設が３施設、社会体育施設が１７施設を管理しているところでござい

ます。施設の多くが年数を経過をいたしまして様々な箇所で修繕が必要となって維持の管理経費

が増加している現状にあります。平成２６年度におきましては、文化センターにつきましては和

室の畳等の張り替え、送水ポンプの取り換え、音響設備の改善というものを行ったところでござ

います。宮之城歴史センターにおきましても、空調機器の改修、鶴田武道館におきましては屋根

改修工事を実施いたしております。また、虎居地区公民館では調理室の改修を行うなど既存施設

の使い勝手の改善にも努めてきておるところでおります。今後におきましても社会教育施設全般

について畳の取り換えとか空調機の取り換えなど引き続き見込まれておるところでございます。

計画的な整備に努めてまいります。一方御指摘にありました、薩摩柔剣道場でございますが、以

前は薩摩中学校の部活動で活用されていたようでございますが、ここ２２年度におきましてはほ

とんど利用がなかったということでございまして、これももう今後におきましても社会体育施設

としての利用は見込まれないということが予定されておりますから、中学校との協議をふまえて

条例の廃止をしたいと考えております。 

〔町長 日髙 政勝君降壇〕 

〔教育長 東  修一君登壇〕 

○教育長（東  修一君）   

 今ございましたような２番目の教育についてで、小・中学校の土曜授業についてでございます

けれども、議員からございましたように先の６月議会で御質問をいただきました。そのときにそ

の実施につきましては研究校や国・県の動向を勘案しながら研究、検討をかさねてきたところで

ございます。御指摘のとおり本町では平成２７年度は９月から第２土曜日に３時間を町内の全

小・中学校で実施することにしております。土曜授業を取り入れる理由といたしましては、研究

校の実績や国・県の動向等も踏まえますとともに本町の実態、諸調査の結果から１つには児童生

徒の土曜日の過ごし方を分析しますときに、やはり有意義な活用が必ずしも十分ではないという

こと。２つ目は学力を中心とした本町の実態から基礎基本の学力はおおむね全国平均と同程度で

ありますものの、今最も求められている活用能力、いわゆる応用能力あたりに課題があるという

こと。それから、３つ目にはＰＴＡ代表等からなる意見の中でも土曜授業の実施を要望されてい

るというようなこと。等々の理由からであります。お尋ねの１点目の土曜授業実施していくうえ

での本町の基本方針ですが、土曜日の授業を含めた教育課程、いわゆる年間の教育活動の計画で

すけれどもこの見直しを行い、ひとつには児童生徒一人一人の生きる力を支える豊かな心、すこ

やかな体の調和のとれた育成を重視した体験的活動等の充実を図っていくと。２つ目は教科指導

等の場の拡充により主体的に考え判断し、活用できる力の向上を目指した工夫ある教育活動に努

めるということ。そしてその中で確かな学力の定着を図るということであります。それから３つ

目は土曜日に実施することの利点を生かし、保護者、地域住民、関係団体等との連携を深め地域

に開かれた特色ある教育活動を一層推進するということでございます。また、２点目の各学校の

計画等でございますけれども、現在各学校ではこの基本方針に沿って土曜授業を活用した教育課
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程の編成に取り組んでいる最中でございます。来年度の教育課程の編成中でございます。事前の

調査によりますと、例えば活用能力を伸ばすための国語や算数、数学を中心とした教科指導の充

実や、稲刈りや脱穀、和紙を用いた卒業証書の制作、親子料理教室等の体験的活動や半成人式の

実施やふるさとを調べる学習、百人一首大会等々、児童生徒や地域の実態に即した教育課程の編

成がなされる予定と聞いております。教育委員会としましてもその実施にあたりましては保護者

や地域住民、関係団体等とも連携をはかり理解を得ながら着実に進めていくことができるよう指

導、支援をしてまいりたいというふうに考えております。 

 教育についての２点目でございますけれども、命の尊さの教育についての学校での教育の状況

ですが、御指摘の通り青少年の事故といいますよりも、悲惨な事件が起きておりましてその対策

が急務であると考えております。これらの防止のためには良好な社会環境作りなど、この外なる

条件の整備が必要ですし、同時に青少年の特性の醸成と内なる心の教育が必要であると考えてお

ります。お尋ねの１つ目の命の教育の指導についてですが、学校は生命の尊重に関する指導の全

体計画を作成しておりまして全ての教育活動の中で指導していることとしております。たとえば

国語科の中では命に関する物語の勉強あるいは社会科の火事や交通事故を防ぐ内容、理科の植物

や魚の体のつくりあるいは体育科の着衣水泳や保健療育の第２次成長期などの命に係わる内容を

一覧化してそれぞれの教科の特性を生かしながら命の大切さを指導するようにしております。ま

た、御指摘の道徳の時間につきましては、それぞれの学年で児童生徒に学ばさなければならない

この道徳的な価値を含む内容項目が学年ごとに決められております。細かな数字になりますけれ

ども、小学校１・２年では１６項目、３・４年生では１８項目５・６年生では２２項目。それか

ら中学校では２４項目と先ほどございましたように、例えば愛校心とか郷土愛とかあるいは望ま

しい生活習慣とこういう項目を学ぶようになっておりまして、その中の一つとして全ての学年に

生命尊重の項目が位置づけられております。その生命尊重の項目では命は引き継がれていくもの

であるという継続性やあるいは命に限りがあるという有限性などを扱うようにしております。お

尋ねの２つ目の各学校での生命尊重の項目に関する授業時間数ですが、年間道徳の時間というの

は３４時間から３５時間でございまして、この１６項目から２４項目この３４から３５時間のな

かで学ぶわけですので、１項目平均１.５時間程度になるわけでございますが本町ではほとんど

の学校、学年でこの生命尊重を２時間から３時間取り扱っているのが実情でございます。どの学

校もこの生命尊重の項目については重点的な取り扱いをしておりまして、これらの授業では各学

校が使用している副読本の資料はもとより県教委が発行しております、生と死を学ぶ読み物集大

切な命などを活用し深く心に届く指導を実施しているところでございます。なお御案内の通り今

までの道徳の時間は読み物を中心に進めてきておりますが、昨今のこのいじめ等の実態に鑑み小

学校では平成３０年度から、中学校では平成３１年度から教科書を使用すること、つまりいわゆ

る教科に格上げしていろいろな事象を深く考え議論、討論をするなど問題解決型の学習を進め、

進化した授業の内容となることになっております。以上でございます。 

〔教育長 東  修一君降壇〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 質問の途中ですがここでしばらく休憩します。 

 再開はおおむね午後３時５５分とします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

休憩 午後３時４２分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

再開 午後３時５１分 
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癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（舟倉 武則議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

○柏木 幸平議員   

 まず、先ほどの、答弁で薩摩武道館については、今後普通財産にするということでありまして、

維持補修に関しましても町長の答弁のとおり年々かさんで、総体、１０年間にすればまた、相当

な維持費にこうなっていると思います。そこあたりの数字はまた私もつかんでおりませんが、

２月１５日にさつま町１０周年記念式典が宮之城文化センターで行われたくさんの来賓や町民の

方々の参加をいただき、盛大に開催されたことはまことにおめでたいことでありました。 

 しかし、式の中盤より暖房がきかず会場がどんどん冷えてきて、寒さにはなれておられるだろ

うと思っておりました友好交流町の青森県鶴田町議会の皆様方も、あの寒さには驚いておられま

した。会場の外でもわざわざ遠方から出席された来賓の方々がたくさんいらっしゃったわけです

が、その方々も出てこられた途端、寒かったちゅうようなことを言われましたので、こちらから

も済いませんでしたとお詫びを入れかたでしたけど、町職員に聞いたところ、空調機器が数時間

したら切れるようになっており、修繕をしたら何億か掛かるとのことでありました。あとから思

うことでしたけど、事前にそういうことがわかっているんであれば、そういう案内のときに厚着

とかそういう対策をしてくださいとか、一言書くとか、あるいは使い捨てカイロをその前に配布

するとかちょっとした心遣いが欲しかったなと思い方でした。 

 そのことはまた、これから施設がまだ利用するわけですから、今後のまたそこあたりは対応を

期待したいと思います。今後の対応に期待したいと思います。 

 私は今回、社会施設についての質問でしたが、町長は施政方針の中で、今後は公共施設等の管

理等について本格的な見直しがせまられると考えており、国の総務省においても市町村に公共施

設等総合管理計画の策定を義務づけ、施設の長寿命化や整理統合等が改めて推進されているとこ

ろであります。公共施設等総合管理計画の策定とその推進につきましてもしっかり対応しながら、

財政の健全化への取り組みも継続してまいりますと言われております。今後は、類似した施設や、

利用の少ない施設あるいは、老朽化が進んで修繕費がかさむ施設などこれから早い段階で、準備

を進めなければならないと思いますが、公共施設等総合管理計画の策定はいつごろからどのよう

に始めようと考えておられるのか、お尋ねをいたします。 

○町長（日髙 政勝君）   

 宮之城文化センターは、これは平成９年の地震によりまして相当傷みがひどくて、冷暖房機の

取りかえも行ったところでございます。経費の関係もありまして、このホール全体をこの冷暖房

するような施設に至らずに、ホールの容量に満たない冷暖房機の設置になったようでございまし

て、これを切りかえるとなりますと、やはりこの建物内の送電線の全てを取りかえる必要がある

というようなことがございまして、経費的にも見積もりますと５,５００万ぐらいかかるという

ようなことでございます。 

 そしてまた、今４機あります冷暖房機の設定温度を上げますと、ブレーカーが落ちてしまうと

いう危険があって、現在はこの暖房機の温度が上昇した場合は４機のうちの１機を休止して稼動

調整しなければならないという状況があるようです。 

 式典にもですね、今御指摘のありましたとおり、御臨席をいただいた皆様方に、大変な御迷惑

をおかけしたと思っております。今後の文化センターの、運営のあり方につきましては、御案内

がありましたとおりですね、そのような細やかな気配りも大切かなと思っておりますので、今後

十分注意をしていきたいと思っております。 
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 ところで文化センターにつきましては、空調設備のほかに舞台照明設備とか、座席の改修、こ

ういった必要が生じてまいります。数億円規模のこの改修経費が予測されるところであります。

これとほかにも鶴田の中央公民館とかですね、薩摩の中央公民館環境改善センターとかも似たよ

うな施設があります。それぞれ、今後も必要な経費として考えられますけれども、２７年度当初

予算におきましても、研修室の薩摩の中央公民館ですが、改修の費用も上げております。鶴田の

中央公民館につきましては空調設備と屋根の改修工事が必要になっておるところであります。 

 町内にはこういったことで、類似施設がありますが今後どういう形で施設の管理をしていくか

というのが課題になるかと思っております。そういうことで、公共施設等の総合管理計画の策定、

これが、必要になってきておるところでございます。 

 ２５年度に国において、策定をされましたインフラ長寿命化の基本計画、地方公共団体版のイ

ンフラ長寿命化計画となっておりますので、すべての公共施設等を対象とした計画となるわけで

あります。 

 今回のこの計画は個別的施設の計画ではなくて、公共施設等のこの管理に関する基本的な考え

方を記載することとされております。更新とか、統廃合長寿命化こういった中長期的な経費の見

込みとか、これらの経費に充当可能な財源の見込み、こういったのを財政シミュレーションを行

うこととしておりますので、策定にあたりましては、総務省からこの提供されております、更新

費用試算ソフトというのがありますので、これを活用しまして、平成２７年度をめどに管理計画

を策定する予定にいたしておるところでございます。 

○柏木 幸平議員   

 この公共施設等総合管理計画については、２７年度から、早速入るということでありますので、

それを町内の総体的、この施設の関係を全てやるということでありますので、期待をしておきま

す。 

 現在、先ほども町長が言われましたように、各種イベントを行うホールは、町内に３カ所あり

ますが、そのうち宮之城文化センターは、昭和４８年に建築をされまして、築もう４１年経過を

しております。 

 次の、２０周年記念を行うころにはもう築約５０年ということになるわけです。ところで、今

定例会で提出された例月出納検査報告書の２６年１２月末現在の基金を見ますと、公共施設整備

基金が約５億２,０００万円あるわけですが、これは条例により公共施設の維持補修等に要する

経費の財源に充てる場合に限りとあります。今後の環境センターやクリーンセンター、その他の

公共施設の維持補修等の状況を考えるとこの財源を使って老朽化している文化センターの空調設

備だけを改修することも難しいと思いますし、いずれ建てかえの時期がくると思っております。

当分は少ない予算で対応できるものがあったら、文化センターの空調にかわるものがあったらそ

ういうもので対応しながら、今後はこの役場庁舎建設の本体工事も終わったわけでありまして、

あと駐車場の屋根工事が現在工事中で残っているわけですけど、１２月末現在で約４億

１,５００万円ある、この役場庁舎建設基金を廃止をし、駐車場屋根工事代を除いた残金をこの

文化センターの建設基金にこのできないかと私は思うのですが、町長はこの役場庁舎建設基金の

使途をどのように考えておられるのかをお伺いいたします。 

○町長（日髙 政勝君）   

 庁舎建設基金を文化センター建設基金にかえられないかという御質問でございますが、公共施

設につきましては、平成２７年度を目途に策定予定の、ただいま申し上げました公共施設等の総

合管理計画、この中でこの施設を点検をしながら生かして長寿命化を図るもの、あるいはこの統

廃合して集約をするもの。いろいろあるかと思っておりますので、この計画で一定の方向性を示
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す必要があるかと思っております。 

 現在の公共施設整備基金ですね、先ほどおおせのとおり、５億２,０００万円積み立てており

ますけど、いろんなこれから公共施設が多い中で営繕のお金ちゅはかなりのものが出てくるかと

思っているところです。 

 この文化センターにつきましても、築後既に４０年以上ということでありますし、老朽化も著

しく照明施設あるいはこの空調設備の不備を感じている箇所もございます。 

 したがって、鶴田とか薩摩もある中で、どうするかというのがこれからの課題になるかと思っ

ておりますが、今の文化センターを維持補修や長寿命化でよしとするか、否かということもある

かと思っております。課題であります。 

 一方で、この非常に生涯学習が盛んになってきておりますし、さつま町にはこの本格的な機能

を持った図書館がありません。そういうことで、そういったことを兼ね合わせた複合施設という

のは将来のまちづくりの中では必要かなという気がいたしております。こういうことも考え合わ

せまして、今度の公共施設の管理計画の中で、町全体の公共施設のあり方というのを総合点検を

しながら、先ほど申し上げましたとおり、統廃合するもの、あるいはこの長寿命化するもの、い

ろいろあるかと思っておりますので、そういう中で検討していきたいと思いますが、今申し上げ

ましたとおり生涯学習センターとか、文化の伝統的なところも必要かなと思っております。そう

なりますと、多額なこの庁舎建設以上の膨大な資金が必要でありますので、とするという方向づ

けがなりますと、タイミング的にはですね、１０周年ですので次の時代に向かっての準備をする

という機会でもあるかと思っておりますので、先ほどありましたとおり、庁舎の建設基金が４億

円あまり残っております。この出発点としていくらかをですね、それを積み立てていく方向もあ

るかなとは思っております。これに全額ということにはならんと思いますけれども、ひとつの今

後の将来のまちづくりの方向として準備をしていくひとつの節目の段階かなとは思っているとこ

ろでございます。 

○柏木 幸平議員   

 やはり、町長の構想の中に複合施設的な文化センターのホールといろんな生涯学習、図書館、

そういうのを含めた構想をお持ちのようなふうに受けたわけですけど、他のやっぱい自治体の中

にはそういう複合施設的なところもありますので、そこあたりはまたこれからの計画の中に入っ

てくると思いますが、とりあえず、そういう今庁舎建設の基金残をそういうぜひ積み立て、振り

替えてですね、今後の建設にどうなるかわかりませんけど、そういう準備はですね、もう始めな

いと現在のホールでは満足いくものが得られないと思いますので、ぜひそういうような検討を前

に進めていただきたいと思います。 

 次に、土曜授業についてですが、これも町長の施政方針で児童生徒の基礎学力の定着とその活

用能力を育成するため、土曜授業の実施や教職員研修の充実を図り、児童生徒が主体的に取り組

む授業の創造に努めます。あわせて、個に応じた生徒指導、体力の向上、健康教育、道徳教育の

充実を図り、たくましく、志の高い児童生徒の育成に努めてまいりますとのことであるわけです

が、教育新聞の記事で全国連合小学校長会がこのほど実施した調査では、小学校の教員の勤務時

間は、１０時間５２分で授業や生徒指導など児童に直接指導する時間が１日あたり６時間３４分

で、子供と向き合う時間が１０年前と比べると、１時間１７分減少しているとのことであります。

このような変化は教員が多様な教育活動と向き合うことによる、いろんな報告書などの事務処理

の増加などが一因であるとのことであります。 

 それで、本町の土曜授業が始まることで時間数も増えるわけですが先生が生徒とゆっくり向き

合う時間や学習につまずいた児童生徒が先生から補充学習を受けるなど学習の向上にも期待して
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おりますが、そのようなゆとりある教育環境ができるものかお伺いいたします。 

○教育長（東  修一君）   

 御指摘のように、児童生徒を取りまく環境が大きく変化している中で、不登校とかあるいはい

じめを初めとした生徒指導とかあるいは学力この問題など、学校の教育課題も近年非常に複雑多

様化してきているのが現状でございまして、教職員もこの決められた時間の中で課題解決に向け

た対応を求められているところでございます。 

 このような中で土曜授業が実施されますと細かな数になりますけれども、２７年度では１日

３時間ということですから、１８時間程度授業時数が土曜日に増えるということになりまして、

例えば平日実施していた体験活動等を地域の方々の協力が得られる土曜日に実施するなどします

と、学校としましても平日は、余裕を持って、児童生徒に向き合っていけるのではないかという

ふうに考えております。 

 今、教職員は週５日制でございますので、この土曜授業のために教職員が勤務した時間とか日

数につきましては、夏休み等の児童が登校しないところにこの振り替えましてやることにしてお

りまして、純然たるこの１８時間が増えていくということでございます。それで、教育委員会と

しましても、この１８時間を各学校が児童生徒としっかり向き合って、あるいは、各教科の補充

指導をしたり、あるいは体験活動と、こういうものをしながらですね、知・徳・体のバランスの

とれた、いわゆる、よりたくましい、書いてございますような志の高い児童生徒の育成が図られ

るよう支援をしてまいりたいというふうに考えております。 

○柏木 幸平議員   

 今後においては、この地域の協力でこれまで行われていた郷土芸能の伝承やいろいろなこの体

験学習等も引き続いて継続できるということでありますが、今スポーツ少年団等の活動が盛んで

ありますけど、この第２土曜日の午前中が土曜授業そしてまた第３の土曜日、日曜日がさつまの

日となっておりますが、ここあたりの参加の第３のこの土日の場合のさつまの日のいろんな計画

がどうかによってもなんですけど、スポーツ少年団においては今は大会の遠征とか練習試合とか

練習等もかなりスポーツ少年団によっては、土日がほどんど潰れているような、それと祝日です

ね、そういう団体がこうあるようですが、そこあたりの団体等の指導者とかそういう熱心な保護

者へのこの説明の理解とか、そこあたりは理解を得ておられるのか、その状況やらですね、どん

なふうなのかお伺いいたします。 

○教育長（東  修一君）   

 お尋ねの関係団体への、土曜授業の実施に向けた理解の図り方でございますけれども、これは

先ほど申し上げましたように、国・県という動向もなんですが、県のほうも、県を上げて命令で

はないですが、土曜授業を取り組もうというようなことでですね、まずこの県教委が土曜授業の

実施に向けた説明を県本部、例えば、スポーツ支援団体の本部ですね、あるいはＰＴＡの県のＰ

ＴＡ会とかそういう県本部の各種団体にその説明を行いまして、理解を得て、その後本部から市

町村の各種団体へ土曜授業の実施に向けた行事等の調整について理解を求める通知も出されてい

るところでございます。 

 町におきましては、この土曜授業の実施を決定しました後に、町の体育協会長、スポーツ少年

団本部長あるいは子供育成連絡協議会長、ＰＴＡ連絡協議会長をお訪ねしまして、この土曜授業

の趣旨や基本方針あるいは内容等の説明をし、理解をしていただくようお願いして回ったところ

でございます。 

 各学校でもですね、学校だよりやあるいはＰＴＡ等で保護者に説明をしたり、校長が校区内の

公民館長さん方へのそういう方々に説明をしたりしまして、理解を求めているところでございま
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す。 

 それから、先般ＰＴＡの代表者が参加されている会であったんですけれども、代表者の方々か

らもですね、我々はまだ言わなかったんですが、土曜日の授業については是非進めてもらいたい

と本町の代表者の方々からもそういうのを聞いております。 

 そういうことも含めまして、土曜授業の実施というのはまだ時間がございますので、今後も丁

寧な説明をとおして、理解をさらに深めてこの充実した土曜授業ができるように努力をしていき

たいというふうに考えております。 

○柏木 幸平議員   

 今の段階ではまだ団体長を各種団体の団体長とかそういう代表者の説明であるようですので、

実施期間まであと半年ぐらいあります。９月からですからその期間もありますので是非末端まで

説明が行き届くように要望しておきます。あと２７年度は９月から２月までということですが、

２８年度以降はどういうふうになるのでしょうか。 

○教育長（東  修一君）   

 この２７年度の後半のちょうど２７年度も非常に中途半端、９月からということで中途半端な

んですが、先ほども申し上げましたように県レベルでのその条件整備が遅れた関係で、私どもに

おりてきたのが１１月だったもんですから、今すぐ言っても１１月頃から学校は教育課程の審議

に入っておりまして、その時点で言いますと、学校が非常に混乱する関係で９月からとしました。 

 それで、２８年度につきましては２７年度の実施状況を見ながら基本的にはこれはもうずっと

続けていく方向で県もそのような形でいっておりますし、私どももその方向でよっぽど状況が変

わらない限りは続けていきたいというふうに考えております。 

○柏木 幸平議員   

 ２８年度以降は４月からずっと１年間通していくということで理解してよろしいんでしょうか。 

○教育長（東  修一君）   

 １年間通してやるわけでございますけれども、例えば４月のこのいろんな学期初めの時期とか、

８月の夏休みの時期とか今回も３月はいろいろ行事も多いもんですから、そういうところについ

てはかえって実施しますと、学校が混乱を来すことがございますので、今回の実施を見ながら

１２カ月全部かどうかそこは含めてまたやることは事実ですが、その実施回数については今後ま

たできるだけ多くできますように検討してまいりたいというふうに考えております。 

○柏木 幸平議員   

 理解いたしました。次に本町の命の教育のことについてですが、先ほどの教育長の答弁で本町

ではすべての教科の中で命の教育について行っているということで安心したわけですが、それが

ただ命の教育が行われるということだけでなくして、児童生徒にそれが伝わるように本来の命の

尊さがわかるような感じの授業にしていただければ、それが一番のあれですが、新聞等の報道で

もそういうこれまで命の教育もしてきたのに、それが伝わっていないからこういうことが事件等

が起こっているというようなことも書いてありましたので、やっぱりそこあたりの感じ方も児童

生徒によって違うと思いますが、そこあたりもですね、各先生方にも促してほしいと思います。 

 これも、２月の読売新聞の記事からですけど、動物とのふれあいを通して子供たちは命の大切

さを実感するということで、動物の飼育による命の教育が今見直されているそうですけど、実際

は動物を飼育する学校が減っているそうです。記事の中で白梅大学の発達心理学が専門の無藤隆

教授は子供は命あるものを可愛がることで命を実感すると話され子供が動物を生きていると理解

する四、五歳から物事を倫理的に考え始める１０歳頃までが動物に接する適期だそうです。また、

ひと大学の鳩貝太郎東京客員教授は児童にはつらいことだが最大の命の教育は飼育動物の死です。
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死がどういうことかを経験し、命のかけがえのなさを知るのです、と話されております。他にも

聖徳大学の道徳教育が専門の吉本恒之教授は学校に動物がいない現状を懸念されております。

６年前ある小学校で調査したところ６年生の２割以上が死んだ命は生き返ると答えたそうで、こ

の背景にはゲームや本の情報に流されるのではとのことであります。 

 他にも、日本獣医学会では学校での動物飼育を後押しするため、各地の獣医師会と自治体、学

校との連携を推進されているようですが、本町での動物や生き物の飼育を通じて、命の学習をし

ている学校はあるものかお尋ねをいたします。 

○教育長（東  修一君）   

 まず、本町の動物の飼育状況でございますけれども、全ての小学校でウサギとかニワトリとい

うのを飼っているのは実状でございます。 

 ただ、いろんな病気等もございまして、直接というようなことが近頃こう先輩のほうに移行し

ておりますが、１、２年生は基本的には今私ども小さい１年生、２年生の頃は理科、社会という

ようなのがありましたけれども、これが今生活科となりまして、この生活科の中でこの飼育等を

勉強して、そして一部の中では命の教育も勉強しているというのが、実状でございます。中学校

では、今飼育をしているのは本町の町内ではございません。 

 それで、１、２年生の生活科の学習の中でいろいろそういう勉強をしているようにしておりま

すが、特筆すべき活動としましては、１校ですけれども保健所と連携をしまして、子犬と触れ合

い活動をしている小学校はございます。単に触れ合うんではなくて、聴診器で心臓の鼓動を聞い

たりですね、あるいは抱く活動をして温かみを感ずるとかですね、そのような形でまさにその命

を実感する体験をしております。 

 それから、これはもう本当間接的ではございますけれども中学生は体験学習として畜産農家に

行って、牛の世話等をしたりしながら、一部そういう命の勉強もしているのではないのかという

ふうに感じております。御指摘のとおり、この情報機器等の発達も加わりましてですね、青少年

がこのバーチャルリアリティーの世界、これに浸りまして、もう現実と仮想が区別ができないと

いうようなことも言われております。現実に生き物に触れる機会というのが、命を大切にすると

心を育てる大事な機会であると思いますので、今後とも指導を続けてまいりたいと考えておりま

す。 

○柏木 幸平議員   

 各学校で生き物は飼われているということでありますが、その伝染病やら鳥インフルとかいろ

んなその心配もあるかと思いますが、またそういうところは地元の獣医師会がさつま町に会自体

があるのかはわかりませんけど、獣医師さんもいらっしゃいますから、共済とかですね、個人で

もされております。またそういう方々とも協力体制をいただけるものなら、通してですね、そう

いう動物との触れ合いの中での命の教育というのも考えていただきたいと思います。 

 この命の尊さということで、自分の命あるいは他人の命こういう命に関することは、以前とい

うか昔であれば、家庭で教わったり、地域社会におって、自然にこの先輩たちがおったり、その

地域の大人が教えることで自然に身に付いてきたものですが、現在のこの本当に複雑な社会の中

では家庭や地域社会での、家族構成とかモラルの低下などで生活環境が変わっております。一概

ではありませんが、そういう家庭とか地域の役目が薄くなってきてる状況というか、そういう状

況であります。そのような中で児童生徒がいじめを苦にして自らの命を絶つ悲しい出来事も、全

国各地で起こっているわけですが、本町の２７年度の予算ではいじめ対策専門委員会やいじめ問

題対策連絡協議会などの設置、それと中学校を中心にした、これも前からあるわけですけど、ス

クールソーシャルワーカーや教育相談員の設置など、学校だけで対応できないことを、側面から
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支援していただく事業もあるわけですけど、町内におけるいじめの実態や子どもの変化に気づい

てあげる学校の対応はどうされているのかお伺いいたします。 

○教育長（東  修一君）   

 町内のいじめの実態でございますが、この２月末に調査したところによりますと、いじめを認

知している小学校が２校、中学校が３校ございまして、大部分のいじめについては解消しており

ますものの、現在小学校が７件、中学校が５件、現在指導を継続しているというようなことでご

ざいます。 

 それから、このいじめに対する学校の対応でございますけれども、各学校にはそれぞれいじめ

防止基本方針を策定しまして、それに基づきまして、いじめ防止対策委員会、職員で構成する委

員会を組織して対応しております。そこで、具体的にこの無記名のアンケートを実施したり、あ

るいは、定期的に教育相談を行ったりして早期発見に努めております。 

 もし、いじめに疑われるような場合は校長を初めとして職員全員でですね、組織的に対応をす

ると、その中で家庭と十分に連携を図る。あるいは必要に応じて、先ほどございました、スクー

ルカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、教育相談などを利用して細やかに相談活動を行

って、一人ひとりの児童生徒に寄り添った、指導をお願いをしてるということでございます。町

全体もインターネット等によって非行の範囲が広くなっておりますので、町を挙げて取り組む必

要性を感じて、この前議会等で専門委員会等の設置も了解を得たところでございます。以上でご

ざいます。 

○柏木 幸平議員   

 もうぎりぎりになりました、今回の川崎市の事件をこう思った時に、やはりこの周りも気づい

てあげなかったちゅうのが、テレビの報道とかそういうのもありましたので、是非また学校も含

めまして、当然、家庭がそういう中心になってくるわけですけど、そういう子供の変化について

は、また学校も関係がありますので、ぜひそういう子供を見守る体制がですね、町内全域で大人

たちでも見守る体制、そういう全体的なことでまた取り組みができる場と思っておりますので、

今後もまた学校管理におきましても体制を整えていただければと思います。 

 終わります。 

○議長（舟倉 武則議員）   

 以上で、柏木幸平議員の質問を終わります。 

 次は、１番、平八重光輝議員の発言を許します。 

〔平八重光輝議員登壇〕 

○平八重光輝議員   

 初めに、認知症の予防についてお尋ねいたしますが、全ての病気にとって予防は非常に大事で

あります。認知症について、認知症の中でもアルツハイマー型認知症の予防についてお尋ねいた

します。 

 現在８５才以上の高齢者の４人に１人の方がアルツハイマー型認知症だと言われております。

医学の進歩により、将来的には発症をとめたり治ることもできるようになることも予測されます

が、それ以前の近い将来６５才以上の５人に１人が認知症になるのではないかと言われておりま

す。認知症にはアルツハイマー型の他に、虚血性認知症、これは脳出血や脳梗塞などが原因で、

脳の神経細胞が減少して認知症を発症するものでありますが、大体６０代、７０代の男性に多い

そうであります。この他には、ピック病やレビー小体病という病気による認知症がありますが、

認知症のほとんどはアルツハイマー型認知症と言われております。 

 現在の医学でも発症したら完治は非常に難しくというより、完治できない病気でもあります。
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インフルエンザや肺炎球菌のようなワクチンによる予防も出来ず、また発症しなければわからな

い病気でもあります。ただ、発症しても早く気が付けば進行を抑えることができるようでありま

す。しかるにこの病気はできるだけ早く軽度のうちに進行を止めることが今現在の最善の治療法

ではないかと思われます。町としても、予防策や発症しても軽度で日常生活の中で支障の少ない

生活が送れる認知症で留めるための、施策が必要かと思いますが、どのようにお考えかお伺いい

たします。 

 次に、地方創生事業の取り組みについてでありますが、先ほど岩元議員と質問と重なりますの

で、重なったところは除いて質問しようかと思いましたが、時間の関係でできませんでしたので

重なるところが多々あろうかと思いますが、お許しを願って質問をいたします。 

 人口の東京への一極集中や少子高齢化が進み、地方都市の持続性が低下する状況の中、東京中

心の経済成長モデルは限界に近く、今後は地方経済の自立と成長が重要になることから、国は自

治体のまちづくりや企業の新規事業に助成を行う制度を導入しております。 

 この事業のために、安倍首相が本部長としてまち、ひと、しごと創生本部を設置し、若年層の

就労、結婚、子育て支援、東京一極集中の歯止め、地域課題の解決といった、基本方針のもとに

設置されたものであります。 

 １つに、若い世代の就労、結婚、子育ての希望の実現、２つ目に、東京一極集中の歯止め、

３番目に、地域の特性に即した地域課題の解決、の３つを基本的視点の元にし、効果の高い政策

を集中的に実施、脱ばらまき型投資、あるいは省庁の縦割りの排除、ワンストップ型政策の展開、

税制、地方交付税、社会保障制度などのあらゆる制度の一体的検討、国は支援に徹し、地方の自

主性、民間の創意工夫を後押しするという姿勢で、年内に長期ビジョンと総合計画をつくるもの

であります。 

 本町もこれらを十分活用されるものと思いますが、政府が地方再生の目玉に上げる国から自治

体への官僚らの派遣が全体で１００名程度となる報道があり、本町でも派遣の要請をされている

かと思います。内容は約２５名が中央省庁の若手中堅職員、７５名が公募で集められた大学やシ

ンクタンクの研究者で期間は２年程度とされております。この派遣要望については、首長から応

募理由や地域活性化計画などの聞き取りをした上で、本年４月から派遣がされるようであります。

町長はこれまで選挙公約マニフェストにあげられた住みよいまち、子育てにやさしいまちなど実

現のため、他市町村に先駆けた政策を取り入れてこられましたが、今回の事業はこれまで以上の

施策化、新たな施策がなければ国からの交付金は減額か、もしくはないことは想定されます。 

 これらを踏まえ、これからも持続可能な施策としてどのようなコンセプトを持って臨まれる考

えかお尋ねします。 

〔平八重光輝議員降壇〕 

〔町長 日髙 政勝君登壇〕 

○町長（日髙 政勝君）   

 最後の質問者であります平八重光輝議員のほうから２点にわたりましての御質問でございます。

お答えをさせていただきます。 

 まず認知症予防についてでありますけれども、国の推計値によりますと認知症及びその予備軍

と思われる高齢者２０１２年におきましては４６２万人と言われております。高齢者に対しまし

ての割合が７人に１人ということになったようであります。高齢者の進展によりまして、団塊の

世代が介護の中心年齢になります２０２５年にはこれが約７００万人、高齢者の約５人に１人に

なると予想されております。 

 現在この予備軍といわれているＭＣＩ、４００万人と推計をされておりますので、おそらく
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８００万人を超えている状況にあります。６５歳以上の出現率では２８％という割合になるよう

であります。このようなことから国におきましても、今年の１月に認知症施策推進総合戦略新オ

レンジプランというのを策定をしております。本町の場合におきましては介護認定者の生活自立

度１以上が１,４００人、チェックリストによります物忘れ該当者が９００人、少なく見て

２,３００人２８％となりますが、潜在的なこの中間層を国の推計値の１３％で算定をいたしま

すと、１,０８０人となりまして、多く見て２,４８０人、本町の高齢者の約３０％に該当する推

計となっております。認知症は症状の総称でございますが、１つはアルツハイマー型の認知症、

２つは脳血管疾患性の認知症、３つはレビー小体型認知症、四つは前頭側頭型認知症ピック病な

どでございます。精神症状とかあるいは身体症状及び神経症状がそれぞれ異なっておりまして、

治療法とか対処法等もそれぞれ異なるようでございます。アレツハイマー型の認知症については、

高齢者における比率を６０％として推計をいたしますと、本町では１,５００人ぐらい該当する

ことになります。 

 早期発見、早期診断、早期治療というのが鉄則でございます。おっしゃるとおりであります。

病気に対する理解不足とか、あるいはとまどいから病院の受診に結びつかないというのが現状に

あります。介護原因の中でもこの脳血管系の疾患認知症というのは上位を占めております。町で

は認知症に対する理解、普及に地域包括支援センターを中心に町内の認知症キャラバンメイト

２８名いらっしゃいますが、そういった方を中心となって認知症サポーターの養成講座とか介護

サービス事業者の職員を対象にしました認知症研修会の開催、認知症で地域で正しく周知、啓発

をする、認知症オレンジリーダー、こういった方々の養成研修等を開催しております。先日の土

曜日におきましても第１回認知症フォーラムｉｎさつま町ということで開催をいたしました。多

くの皆さん方に参加をいただきましたが、やはりこの町民の皆様方に認知症の普及啓発に取り組

む必要があるかと思っております。 

 また、医療体制的には専門病院であります認知症疾患医療センターの宮之城病院の認知症サ

ポート医、あるいはかかりつけ医の方も物忘れ相談医ということでいらっしゃいますが、お話を

聞きますと認知症がかなり進行し、生活にこう支障が出るようになってからこの病院を受診され

るのが現状であるようであります。これはやはり本人とか家族が認知症ということを認めたくな

いとか、あるいは怖いといったような感情がはたらいているのが現実にあるようでございます。

また、初期段階においてはやはりこの専門医において病気の種類の特定とか治療方針等の診断を

行うことが大事であると伺っているところであります。とにかくまずは早期発見することが重要

になります。介護保険課で取り組んでおります基本チェックリスト生活実態調査は対象者から

９５％の回収率であります。数は重複はいたしておりますけれども、閉じこもりの方が２９４人、

うつの方が９７４人、物忘れが９０１人ということでございます。軽度の段階でこの治療ができ

る仕組みをつくるにはこの段階で家族や身近な人は早く気づいて専門病院のほうへ受診をしてい

ただくと、これが一番大事かと思っております。認知症施策の中では認知症のケアパスを本年度

から作成中であります。これは認知症の症状とか病理、また相談や医療機関等また予防方法など

を含めたパンフレット仕様のものになる予定でございます。２５年度におきましては、地域包括

支援センターから普及のためのこのパンフレットを全戸配布した経緯がございます。この中に早

期発見の目安としての家族会のものも掲載をいたしているところでございます。 

 結果から即判断につながるものでもございませんが、現在サロン等やサポーター養成講座等で

啓発用に使っている検査項目、あるいは本人家族でできる簡易的なものもございます。認知症ケ

アパスを含めて手軽に検査ができるようなものを今後も取り組んでいきたいと考えております。

本人や家族が治療や予防の取り組みのきっかけになればというふうに考えているところでありま
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す。また、認知症の初期集中支援チームということについては、包括支援センターと疾患セン

ターと連携をいたしまして、初期段階での訪問活動を行っておりますが、専門職を含めまして、

チーム体制を整えて本格的に取り組むことが必要であるというふうに考えております。また、地

域におきましても、本人、家族、地域の協力者、関係機関を含めた地域ケア会議というのがぜひ

ともつくっていただいて活用する、本人のプライドとか自尊心を傷つけないところで病院の受診

とか地域での見守り支援が大事であるということでございます。 

 先般の研修会でもいろいろ出たところですが、やはりこの表面的な理解だけではなくて認知症

を正しく知るということがまずは大事かと思っておりますので、自分のこととして次に進める機

会に契機になると考えておりますので、多くの町民にそういう機会をつくっていく必要があるか

と思っておりますので、これからも引き続きそういう機会は設けてまいりたいと思っているとこ

ろであります。 

 次に地方創生の取り組みでございます。東京中心のこの経済成長モデルがひとつは限界に近く

なるということで、今後は地方経済の自立と成長が重要になるということから国におきましては、

自治体のまちづくり、企業の新規事業に助成を行っていきたいというような考え方を示されてお

ります。本町はどのように取り組むかということでございますが、先ほど来から町の課題とか地

方創生に関連してのお答えをいたしておりますけれども、人口の減少社会ということであります

ので、これまで以上の取り組みが必要かと思っているところでございます。 

 特にこの人口減への対策としまして、昨年は関係課に指示をいたしまして人口減対策のプロジ

ェクトを設置をし、いろいろ関連するさまざまな事務事業の連携を図ることといたしたところで

ございます。 

 なお、新たな交付金の対応につきましては、全ての地域の事業でなければならないということ

はないようでありますが、最も気になりますのは、交付金の配分等が成果主義に基づくという点

でございます。一律にやる分もありますけれども、成果主義という金があとに控えているという

ことでありますので、やはり懸命になって自分のまちへの活性化という意味でやらないといかん

のかなと思っております。数値目標の設定の方法とか、あるいはこの成果指標の求め方というの

が出されておりますので、こういったことに配慮をしながら交付金が配分をされるということで

ありますので、いろんな行政組織だけではなくて、議員の皆様方は当然でありますが、民間のい

ろんな方々の意見もお聞きしながらまとめていく必要があるかなと思っているところであります。

国のほうやら、先ほどありましたようなことも申し出をしておりますけれども、なかなか派遣の

要請については難しい状況もあるようです。また、別枠民間のシンクタンク等であります地方創

生コンシュルジュというのがありますので、そういった方向にもまたお願いをしていきたいと考

えております。 

 特にこの子育て環境、先ほどから申し上げますように、子育ての環境とか、人口減になるよう

なこと、歯止め、そういう対策を主眼にしながら、とにかくこの若い人たちが生き生きとこのふ

るさとで暮らせるそういう環境づくりというのがいかに大事かと思っておりますので、さらにそ

ういったことをまとめあげながら、対外的にも情報発信をしていかなければならないと考えてい

るところでございます。 

〔町長 日髙 政勝君降壇〕 

○議長（舟倉 武則議員） 

  質問の途中ですが、本日の会議時間は議事日程の都合によりあらかじめ延長します。 

○平八重光輝議員   

 認知症は常に一緒に生活をしておりますと、軽度のうちはなかなか気づきにくい病気でありま
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す。重症化しないうちに気づくように、例えば特定健診時に若年性もありますけれども、６５歳

以上でもよろしいですが、簡単な問診票をつくって問診をするというようなことは考えられませ

んでしょうか。 

 朝方、担当課長のほうから資料を配布してもらって、非常にいいパンフレットができておりま

す。ただ、チェック項目が非常に多いものですから、なかなか今からチェックしますよと言えば

相手も構えられるものですから、正確な状況というか回答が得られない可能性もあります。簡単

に言いますと、この中にも入っておりますが、長谷川式認知症ＭＣＩの判断をする質問項目があ

ります。私も１年ほど前にある所持許可を得るために宮之城病院に行きまして、この認知症テス

トを受けました。全部じゃなくて５つくらいあったですか、まず最初に行ってきょうは何月何日

ですかと言われたら、ぼけーっとしとって最初から間違えました。間違ったけど間違ったことに

気づくうちはまだいいそうです。いろいろな質問をされた中で、先般のテレビを観てみましたら、

一番簡単なのは時計を書いてもらうことだと１０時１０分を書いてくださいといって書ければ大

丈夫だそうであります。それとたった１項目で分かりますというのは最近この１カ月以内ぐらい

で、非常に話題になったテレビ新聞等のことをおっしゃってくださいと、認知症の方は全く答え

られないというようなことをおっしゃっていましたから、このような簡単な問診票というほどの

票でないようなのをつくって特定健診時等に、もちろん家庭にも配布してもらって、チェックを

家族でしていただければいいんでありますが、まず特定健診時等にこういうのはできないか、制

度的に問題があればですけれどもお尋ねいたします。 

○健康増進課長（四位 良和君）   

 特定健診の受診者の中で、いわゆる認知症の問診票の対象となります６５歳以上の高齢者を見

てみますと、集団検診においでいただく方が本年度で言いますと９６３名いらっしゃいます。こ

れに７５歳以上の長寿健診の受診者が６４９名いらっしゃいますので、いわゆる対象者と思われ

る方が１,６００名発生する見込みになります。こうした対象者に聞き取りを実際に実施すると

考えました場合に、健診に要する時間、あるいは保健師等の専門職の委託スタッフ等の増やす関

係もあるんじゃないかというふうに考えております。いわゆる時間と労力、経費が必要になって

くることから、特定健診の受託機関との調整も必要になってこようかと考えております。議員御

指摘のいわゆる集団検診の中での問診をとってみないかという質問の趣旨を考えましたときに、

一人でも多くの認知症の疑いがあると思われる方を早期に発見するということが、目的でありま

すし、これを介護予防につないでいくということが目的にもあるというふうに考えております。

こうした場合に、特定健診の受診者の来場者の中で、現在、特定健診の問診の専門職である保健

師がとっておりますので、この際に、気になる方に今言われましたような項目、保健師等十分理

解しておりますので、こういう項目の追加項目でその場での聞き取りを行って、認知症が疑われ

ると思われる場合には、介護保険かあるいは包括支援センターへつなぐという方法で経費も兼ね

ない形での方法で、効率良くできないものかというふうに検討してみたいというふうに考えてお

ります。 

 実際、保健師のほうにも聞きましたところ、２００人あるいは３００人の中に１人くらいあれ

っと思う方がいるということでしたので、具体的な形できちっとつなげる形のほうがより現実的

であるかなと考えているところであります。 

○平八重光輝議員   

 取り入れられるものならぜひやっていただければと思います。例えばサロン等で高齢の方が来

られたり、高齢者の集まりの中で、今から認知症のテストをしますと言えば構えられて嫌がられ

たり、あるいはもし結果が良くなかったらその方の自尊心を傷つけたり、人格を云々言われたり
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する可能性もありますから、そういうことではなくて、先ほど言いました時計だけでもいいし、

何か２つ３つの項目でこれをすれば脳が活性化しますとか、若返りますよというような言い回し

でぜひ皆さんやってみられませんかというような形で、検査ですよというような形では拒否反応

もあろうかと思いますから、これは脳が元気になりますよとか、皆さん若返りますよというよう

な形でのこういうチェックというか、チェックというと言い方が悪いのですが、確認の仕方とい

うようなことは取り入れられないものでしょうか。 

○介護保険課長（中村 慎一君）   

 いろいろな方法があるようでございますので、そういったところを検討して前向きに取り組ん

でいきたいというふうに思っております。 

○平八重光輝議員   

 ぜひ後ろを向かないで取り組んでいただければと思います。 

 独居老人の方のですね、発症といっては言い方が良くないですが、アルツハイマー型認知症に

なる確率が高いと言われております。先ほど柏木議員の質問の中で、教育長が答弁された子犬の

話が出ましたけれども、一種のセラピーになると、独居老人、一人暮らしの方は、高齢者の方は

猫を飼ったり犬を飼ったりされておれば人間とは１日一回も話せなかったけれども、猫や犬と話

をして笑ったり怒ったりしておりますということで、話すことで脳の少しでも活性化して認知症

にならないための活動をしておりますというようなお話もあります。動物は非常にいいそうであ

ります。私も拾ってきた猫を４匹ほど飼っておりますけれども、非常にかわいいものであります。

ただ猫は許可もいらなければ、注射もいらなくて税金を払うこともありません。しかし犬は賢い

んだけれども注射を打って飼うためのお金を払わなければいけません。なんとかこういう一人暮

らしの高齢者の方のそういう費用を助成をして、少しでも経費、経費と言いますかお金を抑えて

健康に生活していただくための一助にできないかと思いますが、そういうことはできないもので

しょうか。町長、いかがでしょうか。 

○町長（日髙 政勝君）   

 ほんと介護、認知症になる方、あるいは介護をする方に大変なところがありますけれども、そ

ういう生きがいになるようなこと、ペットでも飼っておればそれが楽しみに変わるとかいろいろ

あるかと思うんですけれども、介護者については何らかの制度ちゅうのはあるみたいですけれど

も、具体的なそういうところまではまだ研究の手を打たれておりませんので、今後どこまででき

るかですね、確かにこのいろいろ悩みを持っての生活でありますから、どういう形の支援ができ

るかといえばいろんなところで今、先ほども申し上げられたようなことで町としても地域のサ

ポーター制度とか、いろんな取り組みをしておりますので、そういった面での支援についてはま

たこれからも力を入れていきたいと思っているところであります。 

○平八重光輝議員   

 健康保険組合の改善にもなろうかと思いますから、ぜひ前向きに検討いただければと思います。

アルツハイマー型の認知症だけではなくて病気は本人はもちろん家族も周りも非常にきつく悲し

いものであります。できるだけ早く手立てをされるように要請をいたしまして、この質問は終わ

ります。 

 次に地方創生事業についてでありますが、石破地方創生担当大臣は先日のブルーバーグのイン

タビューで各自治体に競争原理を導入することが地方活性化に不可欠だとし、結果として格差が

生じることもやむを得ないと言われております。これからは努力した自治体としない自治体との

格差が生じてくるものと思われます。各省庁は、たくさんのメニューを準備しております。総額

で新聞によりますと７,２００億円と、ひとつに地域の魅力づくりということで、総務省がこれ
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はまだ予算が上がっておりませんので、概算要求の金額になりますけれども、約３６億、経済産

業省は３７億、農林水産省は９２億、文部科学省はこれは大学関係ですからここには直接関係な

いかもしれませんが２５３億、国土交通省が３６５億、そのほかに観光に非常に力を入れている

ようでありまして、国土交通省で１,０００億以上のコンパクトシティ公共施設の空間を活用し

たビジネス雇用機会の創出というようなことでほかに約１,０００億、たくさんのメニューを準

備してあります。これを全部するということは、まずできませんけれども、先ほど岩元議員のほ

うからもありましたように、２つ、３つできれば絶対これをやるんだと、どこの町にも負けない

ぐらいこれをやるんだと全国から視察が来るぐらいのものをやるんだというような決意を持って

やっていただきたいと思います。何か設備をつくって販売所でもよろしいですが、生産所でもい

いですが、されることがあるとすればほかの事業でもよろしいんですが、あとの交付金が来なけ

れば困るというようなお話もされましたけれども、ぜひ交付金が来なくてもやっていけるような

事業に取り組んでいただきたい。いろんな生産を生まない、利益を生まない事業については、子

育てにしろほかのことについても、それらについては必要な予算を自分たちの町で準備しないと

いけませんけれども。いろんな事業の中で生産を生むものについては、ただつくればいいと、あ

ればいいというものではなくて、必ず黒字化できて今後何十年も運営をできるような施設であり、

事業であってほしいと思うんですが、町長はどのようにお考えかお尋ねいたします。 

○町長（日髙 政勝君）   

 今回の地方創生については、もうこれだけ全省庁をあげて国も法律をつくったりあるいはこの

本部をつくったりやっておりますので、やはりこの意気込みというのはかつてないことだと思っ

ております。先ほども申し上げましたとおり国の国家財政が非常に厳しい中でこしこ言ったわけ

ですので、おそらくこれができるのはもう最後だと私は思っております。こういうチャンスをひ

とつの千載一遇のチャンスだと捉えて取り組まんといかんということで課長会でも全職員にもそ

れぞれ英知を結集してくれということで提案もしていただいておりますし、まだまだこのいろん

な先ほどからも申し上げますとおり、役場だけでなくて議会の皆さん方、そしてまた町民の皆さ

ん方、官民あげていろんな分野から意見を結集しながら戦略をつくりあげていかんにゃいかんと

思っているところで、どこも金太郎飴じゃまたいかんでしょうから、さつま町はさつま町なりの

特色をいかに発揮をできるかということにかかっているかと思っております。そういう意味では

ほんとにこのみんなから今までないような特色のあるものを出していければいいなというふうに

考えておりますので、御意見をいただければありがたいと思っております。 

 特に今回は先ほどからありますようにＰｌａｎ・Ｄｏ・Ｓｅｅ・Ｃｈｅｃｋ・Ａｃｔｉｏｎと

いうそういうサイクルでやりますよと、それによって評価をしてお金をつけますよということに

なっておりますだけに、成果が問われるということです。簡単にこの計画を立てて、どういう成

果が上がったかとそういうチェックをありますので、簡単に計画をあげるだけではちょっと難し

いのかなと思っております。お金がそれだけ影響をするということを言われておりますから、そ

こは本腰を入れていろいろ考えんにゃいかんですけど、ある面においては非常にこう、簡単には

いかないのかもしれませんけど、ここ１年間ありますから、１年かけていろんな御意見をいただ

いてつくりあげていきたいと思っております。 

○平八重光輝議員   

 国の交付金も全て我々の税金であり、借金であります。ただで日銀でどんどんお金を刷ってく

ださるお金ではありませんので、そこを十分認識されて事業展開していただければと思います。 

 最後に町長の意気込みを聞いてと思いましたけれども、今の答弁が意気込みと思って理解しま

したので、以上で質問を終わります。 
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○議長（舟倉 武則議員）   

 以上で、平八重光輝議員の質問を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△散  会   

○議長（舟倉 武則議員）   

 以上で通告に基づく一般質問を終わります。 

 本日の日程は全部終了しました。あすは午前９時３０分から本会議を開き、総括質疑を行いま

す。本日はこれで散会します。 

散会時刻 午後５時０８分   
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平成２７年第１回さつま町議会定例会会議録 

                            （第３日）  

○開議期日    平成２７年３月６日  午前９時３０分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○会議の場所   さつま町議会議事堂 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○当日の議員の出欠は次のとおり 

 出席議員（１６名） 

   １番  平八重 光 輝 議員      ２番  木 下 敬 子 議員 

   ３番  宮之脇 尚 美 議員      ４番  桑 園 憲 一 議員 

   ５番  森 山   大 議員      ６番  東   哲 雄 議員 

   ７番  岩 元 涼 一 議員      ８番  新 改 幸 一 議員 

   ９番  木 下 賢 治 議員     １０番  川 口 憲 男 議員 

  １１番  米 丸 文 武 議員     １２番  新 改 秀 作 議員 

  １３番  岸 良 光 廣 議員     １４番  上久保 澄 雄 議員 

  １５番  柏 木 幸 平 議員     １６番  舟 倉 武 則 議員 

 欠席議員（なし） 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○出席した議会職員は次のとおり 

 事 務 局 長  中 間 博 巳 君   局長補佐兼議事係長  半 﨑 幹 男 君 

 議 事 係 主 任   神 園 大 士 君 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○地方自治法第１２１条の規定による出席者は次のとおり 

 町     長  日 髙 政 勝 君   副  町  長  紺 屋 一 幸 君 

 教  育  長  東   修 一 君   総務課長補佐  角   茂 樹 君 

 企画財政課長  﨑 野 裕 二 君   税 務 課 長  松 尾 英 行 君 

 町民環境課長  前 田 淳 三 君   福 祉 課 長  王子野 建 男 君 

 介護保険課長  中 村 慎 一 君   健康増進課長  四 位 良 和 君 

 農 政 課 長  平 田 孝 一 君   耕地林業課長  杉水流   博 君 

 商工観光課長  高 橋 哲 郎 君   企業誘致対策室長  高 橋 哲 郎 君 

 建 設 課 長  三 浦 広 幸 君   水 道 課 長  岩 元 義 治 君 

 教育総務課長  上 野 俊 市 君   学校給食センター所長  中 島 敏 男 君 

 社会教育課長  橋ノ口 賢 二 君 



- 106 - 

○本日の会議に付した事件 

第 １ 議案第 ３号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行

に伴う関係条例の整備等に関する条例の制定について 

第 ２ 議案第 ４号 さつま町教育長の勤務時間、休暇等及び職務専念義務の特例に関する条

例の制定について 

第 ３ 議案第 ５号 さつま町職員の配偶者同行休業に関する条例の制定について 

第 ４ 議案第 ６号 さつま町地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に係る基準を定

める条例の制定について 

第 ５ 議案第 ７号 さつま町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防

支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定

める条例の制定について 

第 ６ 議案第 ８号 さつま町地域審議会条例の廃止について 

第 ７ 議案第 ９号 さつま町大野活性化センター条例の廃止について 

第 ８ 議案第１０号 さつま町行政改革審議会設置条例の一部改正について 

第 ９ 議案第１１号 さつま町行政手続条例の一部改正について 

第１０ 議案第１２号 さつま町職員定数条例の一部改正について 

第１１ 議案第１３号 さつま町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 

第１２ 議案第１４号 さつま町長等の給与に関する条例及びさつま町教育長の給与等に関する

条例の一部改正について 

第１３ 議案第１５号 さつま町職員の給与に関する条例の一部改正について 

第１４ 議案第１６号 さつま町立幼稚園保育料徴収条例の一部改正について 

第１５ 議案第１７号 さつま町立学校給食センター条例の一部改正について 

第１６ 議案第１８号 さつま町介護保険条例の一部改正について 

第１７ 議案第１９号 さつま町都市公園条例の一部改正について 

第１８ 議案第２０号 さつま町水辺公園条例の一部改正について 

第１９ 議案第２３号 平成２７年度さつま町一般会計予算 

第２０ 議案第２４号 平成２７年度さつま町国民健康保険事業特別会計予算 

第２１ 議案第２５号 平成２７年度さつま町後期高齢者医療特別会計予算 

第２２ 議案第２６号 平成２７年度さつま町介護保険事業特別会計予算 

第２３ 議案第２７号 平成２７年度さつま町農業集落排水事業特別会計予算 

第２４ 議案第２８号 平成２７年度さつま町水道事業会計予算 

第２５ 議案第２９号 平成２７年度さつま町簡易水道事業会計予算 
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議 案 付 託 表 
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さつま町職員の配偶者同行休業に関する条例の制定について 

さつま町地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に係る基準を

定める条例の制定について  

さつま町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予

防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等

を定める条例の制定について 

さつま町地域審議会条例の廃止について 

さつま町行政改革審議会設置条例の一部改正について 

さつま町行政手続条例の一部改正について 
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正について 
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さつま町教育長の勤務時間、休暇等及び職務専念義務の特例に関する条
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さつま町大野活性化センター条例の廃止について 
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△開  議  午前９時３０分   

○議長（舟倉 武則議員）   

 おはようございます。ただいまから平成２７年第１回さつま町議会定例会第３日の会議を開き

ます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第１「議案第３号 地方教育行政の組織及び運営に

関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例

の整備等に関する条例の制定について」、日程第２「議

案第４号 さつま町教育長の勤務時間、休暇等及び職務

専念義務の特例に関する条例の制定について」、日程第

３「議案第５号 さつま町職員の配偶者同行休業に関す

る条例の制定について」、日程第４「議案第６号 さつ

ま町地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に係

る基準を定める条例の制定について」、日程第５「議案

第７号 さつま町指定介護予防支援等の事業の人員及び

運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための

効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の制定

について」、日程第６「議案第８号 さつま町地域審議

会条例の廃止について」、日程第７「議案第９号 さつ

ま町大野活性化センター条例の廃止について」、日程第

８「議案第１０号 さつま町行政改革審議会設置条例の

一部改正について」、日程第９「議案第１１号 さつま

町行政手続条例の一部改正について」、日程第１０「議

案第１２号 さつま町職員定数条例の一部改正につい

て」、日程第１１「議案第１３号 さつま町報酬及び費

用弁償等に関する条例の一部改正について」、日程第

１２「議案第１４号 さつま町長等の給与に関する条例

及びさつま町教育長の給与等に関する条例の一部改正に

ついて」、日程第１３「議案第１５号 さつま町職員の

給与に関する条例の一部改正について」、日程第

１４「議案第１６号 さつま町立幼稚園保育料徴収条例

の一部改正について」、日程第１５「議案第１７号 さ

つま町立学校給食センター条例の一部改正について」、

日程第１６「議案第１８号 さつま町介護保険条例の一

部改正について」、日程第１７「議案第１９号 さつま

町都市公園条例の一部改正について」、日程第１８「議

案第２０号 さつま町水辺公園条例の一部改正につい

て」、日程第１９「議案第２３号 平成２７年度さつま

町一般会計予算」、日程第２０「議案第２４号 平成

２７年度さつま町国民健康保険事業特別会計予算」、日

程第２１「議案第２５号 平成２７年度さつま町後期高

齢者医療特別会計予算」、日程第２２「議案第２６号 
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平成２７年度さつま町介護保険事業特別会計予算」、日

程第２３「議案第２７号 平成２７年度さつま町農業集

落排水事業特別会計予算」、日程第２４「議案第２８号

平成２７年度さつま町水道事業会計予算」、日程第

２５「議案第２９号 平成２７年度さつま町簡易水道事

業会計予算」 

○議長（舟倉 武則議員）   

 これから２月２６日提案がありました、日程第１、議案第３号から、日程第２５、議案第

２９号までの議案２５件について総括質疑を行います。 

 なお、質疑にあっては総括的な事項について質疑を願います。 

 まず、日程第１「議案第３号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法

律の施行に伴う関係条例の整備等に関する条例の制定について」から日程第５「議案第７号 さ

つま町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のた

めの効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の制定について」までの議案５件を一括し

て議題とします。 

 各議案の提案理由については説明済みであります。これから、ただいまの議案５件に対する質

疑を行います。質疑はありませんか。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（舟倉 武則議員）   

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。ただいま議題となっております議案５件については、お手元に配付

しました議案付託表のとおり各常任委員会に審査を付託します。 

 次は日程第６「議案第８号 さつま町地域審議会条例の廃止について」及び日程第７「議案第

９号 さつま町大野活性化センター条例の廃止について」の議案２件を一括して議題とします。 

 各議案の提案理由については説明済みであります。これからただいまの議案２件に対する質疑

を行います。質疑はありませんか。 

○宮之脇尚美議員   

 １点だけお尋ねをいたしますが、この後にも行革の関係も出てくるわけですけども、この公共

施設のいわゆる用途廃止については、いろいろと国の制度も変わってきているかと思うんですけ

れども、会計法に基づくものあるいは補助要綱に基づくもの等について、いわゆる施設ごとには

若干差異はあるかと思うんですけれども、従来からすると緩和されているのかどうか、あるいは

その年数等もわかればお知らせいただきたいと思います。 

○企画財政課長（﨑野 裕二君）   

 一般的なこととしてですけれども、行革の推進にあたりまして、あるいは合併の移行について

ですけれども、補助金の適正化法に関する法律等の運用につきましては、こういった行革が進む

ように措置がなされたところでありますけれども、それぞれ省庁ごとに取扱いが違うということ

でありまして、それぞれ補助金の出所の省庁ごとに対応しているところでございます。 

 なかなか、それぞれ事務的には簡素化されていると申しましても、それなりに厳しいようであ

ります。 

 補助金につきましても、その内容にもよりますけれども、建物の状況によりまして、建物の経

過年数ですとかそういったもので、残存価値あるいは、そういったもので対応がなされるという

ようなことであります。 
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○宮之脇尚美議員   

 まあ、わかる範囲でできればいろいろそういう補助で造ったものあるいは起債を全部充てたも

のというような施設もあるかと思うんですけれども、施設ごとにと言いますか、いわゆる建物と

かあるいはその他の施設もあるかと思うんですけれども、おおまかでも結構ですけれども、もし

わかる範囲でまとめられたら、表にしてまた後日提出いただけたらと思うんですけれども。 

○企画財政課長（﨑野 裕二君）   

 今後２７年度をめどにですけれども、公共施設等の総合管理計画等も策定の予定でありますし、

そういった作業も進めておりますので、できた段階でお示ししたいと思います。 

○議長（舟倉 武則議員）   

 ほかに質疑はありませんか。 

○川口 憲男議員   

 大野活性化センター条例、ちょっと私……。 

○議長（舟倉 武則議員）   

 マイクをもうちょっと近づけてください。 

○川口 憲男議員   

 私、中身をちょっと精査しましたけれども、例えばですね、今この大野活性化センターという

のは、俗にいう集落公民館だと思いますが、この当時つくられたときにやっぱし、農政関係の事

業を県の事業とかいろんな事業をしてつくられる施設なんですが、やっぱしこの活性化センター

を地域に、これ条例を廃止ですけれども、地域にそれを全部投げかけるということだと思うんで

すが、今後、こういう公民会の施設を農政課あるいは、耕地林業課ですか、そういう県の助成を

使ってつくった場合、何年間くらいの猶予を見ているのか、何年目にこういう活性化センター条

例を廃止するような考え方だったのか、最初説明があったと思うんですけど、わかればお示し願

いたいと思いますが。 

○耕地林業課長（杉水流 博君）   

 補助対象の県営の中山間の総合整備事業でつくった施設でございまして、補助対象財産の財産

処分の弾力化というのでいきますとおおむね１０年を経過した後の財産処分ということでなって

おりますので、そういうことで考えているところでございます。 

○木下 賢治議員   

 議案第８号の地域審議会の廃止についてをお尋ねしますけれども、過去１０年、私も何回かこ

の審議会の開催の回数についての提言とか、出された意見等についても質問した経緯があるわけ

ですけれども、合併して１０年、これでまあ審議会を廃止される方向になるわけですけれども、

今後、そういう旧町域の意見の収集といいますか、そういうものについての代替案的なものの考

え方があるものかということと、なんでこんなことを言うかといいますと、自分で感じることな

んですけれども、高齢化が進んできたせいもあるかと思うんですけれども、きのうも少し話があ

ったわけですが、まあ、町民の町政に対する意識というものがどうもこう薄くなってきているよ

うに感じております。本当に残念なことで、私も町民に対して嫌なことも言ったりするわけです

けれども、そういう意味で諦めムードというか、どうせ、もうおいなんかがゆたちやっせんとか

もう決まっちょいこっじゃどとか、というような意見を聞くときにほんとこう歯がゆい思いをす

るわけですけれども、そういう意味で、もうちょっとそういう町の活性化に向けた町民の提言と

いうものを期待するわけですが、そういう今後の取り組みの代替案的なものはないものか。 

○町長（日髙 政勝君）   

 この地域審議会につきましてはもう御案内のとおり合併の法律に基づきまして、こういう旧町
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ごとにこの地域審議会を置くということになっておったわけでありまして、１０年間という期限

付きの法でございましたので、条例もそのような定め方をしておりましたが、そういう時限条例

をうたっていなかったものですから、あえてこの条例の廃止を提案をいたしているところであり

ます。 

 今ありましたとおり、やはりこの３町が合併をいたしまして、まあ均衡ある町政の発展を期す

るということはもう大前提になっておるわけでありますので、今後におきましてもおっしゃると

おり、これに変わるような組織ということになりますと、今あの町の総合振興計画というのがご

ざいます。これはいろんな各団体の代表とかあるいは、例えばこの地域バランスを考えてそうい

うことも委員にメンバーとして入っていただければ十分可能になるかと思っておりますので、今

後そういうメンバーの選定にあたりましては、地域からの御意見が十分反映をされるような委員

の構成をしていきたいと思っているところであります。 

○議長（舟倉 武則議員）   

 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（舟倉 武則議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっております議案２件についてはお手元に配付しました議案付託表のとおり

各常任委員会に審査を付託します。 

 次は日程第８「議案第１０号 さつま町行政改革審議会設置条例の一部改正について」から、

日程第１８「議案第２０号 さつま町水辺公園条例の一部改正について」までの議案１１件を一

括して議題とします。各議案の提案理由については説明済みであります。これから、ただいまの

議案１１件に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（舟倉 武則議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。ただいま議題となっております議案１１件に

ついてはお手元に配付しました議案付託表のとおり各常任委員会に審査を付託します。 

 次は、日程第１９「議案第２３号 平成２７年度さつま町一般会計予算」を議題とします。提

案理由については説明済みであります。これから本案に対する質疑を行います。質疑はありませ

んか。 

○川口 憲男議員   

 委員会もありますが、所管外のところでちょっとお聞きします。 

 総務管理費の１７目（「何ページですか」と呼ぶ者あり）済みません、５６ページ１７目、地

域おこし協力隊事業が新規で今度、２７年度、取り行われておりますが、この地域おこし協力隊

員が６カ月分、９６万円の予算を計上されておりますが、内容的にもう少し、どういうふうな活

動をされて、あるいは、この６カ月分の地域おこしですか人数がどれくらいで、どういうことを 

任務といいますか、事業としてどういうことをされていってこういう新規事業が動いていくのか、

そこの説明を再度お願いいたします。 

 それと、環境の環境係のほうの９９ページ、よろしいでしょうか。９９ページ、衛生費１項保

険衛生費の８目環境衛生費９９ページですね、不法投棄パトロール２名の方を採用されまして、

今回は巡回とか回収等を行うという事業が新規ででてきておりますが、以前から２０名の方に環

境美化推進員ということの選出があって、今もことしののにもそれが計上されていますが、その
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方々との連携はどうされていくのか、環境課のほうで一律されて、この不法投棄パトロールの方

に内示をされるのか、こういう不法投棄のパトロールとか環境美化についてはですね、不法投棄

される方を今度は環境の方が集めてされけば、自然と捨てられる方が多いというか、そういうの

もあったりして、やっぱしどうしてこれを止めるかという啓蒙が必要だと思うんですけど、そこ

の２点の説明をお願いいたします。 

○企画財政課長（﨑野 裕二君）   

 最初の質問の、地域おこし協力隊の関係についてであります。本年度は最初の取り組みを始め

たばかりの年ということでありますが、まず一人ですね、試験的にモデル地域を選定をしまして、

導入しようということで考えております。都会のほうから若い方を一人招へいして、地域に住ん

でいただきまして、地域の方々と活性化に関するような取り組みを進めて頂くということで考え

ておりますが、具体的には農政部門で薬草関係の今取り組みを少し着手しておりますので、そう

いったところで、薬草等の栽培あるいはその、販路拡大そういったところからを含めまして地域

との交流を図りながら事務を進めていただきたいということで考えております。 

 半年分の計上でありますが、４月から募集といいますか手続きを進めまして、できましたら

９月以降１０月以降ですか、から採用ができればということで考えているところであります。具

体的には、地域につきましては、小学校が統廃合される５つの地域に的を絞りまして、その中か

ら、モデルになるような地域を選定して進めていきたいと考えているところであります。導入の

ところを企画のほうでやりましてから専門の方がその農政に興味のある方で採用ができれば農政

のほうにつないでいきたいと思っております。以上です。 

○町民環境課長（前田 淳三君）   

 ふるさと環境保全推進事業費の関係でございます。これにつきましては、２３年度から２５年

度までの３年間、緊急雇用創出事業で不法投棄のごみ回収を主に実施した事業がございます。本

年度においてはこれを引き続き実施をするということでございまして、この不法投棄、今でも減

るどころか年を追うごとに増え続けております。この現状を打破するためにも、警察と協力をし

ながら今、対応いたしておりますけれども、投棄者が判明しない場合、その取り扱いといたしま

しては、当然にして、私どものほうで処理をしなければならないという実情もございます。そう

いう絡みから今回、ふるさと環境保全推進事業をもって対応するということでございます。 

 それから、環境美化推進員との絡みでございます。これにつきましては、各地区に公民館単位

に各１名、それぞれ環境美化推進員を設けてございます。これにつきましては同様、環境のパト

ロール、地区内の公民館内の環境パトロール、それから、ごみの指導・啓発ならびに不法投棄、

かれこれ見回り巡視をしていただいているところであります。とりあえず不法投棄のあった場合、

これにつきましてはまた環境係の方に申し出いただいて、ふるさと環境保全推進事業の方々と共

に連携しながら対応してまいりたいと思っているところでございます。 

以上でございます。 

○川口 憲男議員   

 地域力創造、地域の再生、これ名前のとおり一人採用されてその薬草販売、それから栽培まで

含めてやっていくということの流れで、薬草の栽培とか、いろんなものに絡んでいったら、当然

農政のほうかあるいは耕地林業のほうが絡んでこんにゃならんところがあると思います。そこ辺

りのところはこれから始められる考えでこういうのを予算計上されたのか、それとももう予算を

出す段階で各担当課、あるいは企画財政のほうで、おったほうがいいよねというようなことでこ

ういう予算を計上されたのか、そのところをもう少し、うちの町に欠けている、私が一般質問で

もしましたけれども、総合的に農政というのは全体がまとまっていたて、栽培から販売、そうい
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うふうにつながっていかなければ意味がないんじゃないですかということも町長に申し上げまし

たけど、そのところの流れをもう少し。というのが、６カ月じゃ中途半端になるんじゃないです

か、栽培されても４月から始められて栽培されても、収穫までつながらないんじゃないかと思い

ます。町内にはこの薬草というようなことで、ドクダミとかヨモギのヨモギ茶とかというような

もので健康増進にいいですよということで鹿児島市内にも乾燥されてしていらっしゃる方がいる

んですが、そういうところも含めたこの予算計上をされるべきと思うんですが、再度詳しくそう

いうところを教えていただきたいと思います。 

 それとですね、この環境整備事業の不法投棄パトロールの方、以前から環境美化推進員の

２０名の方がいらっしゃるんですけれども、やっぱし２０名の方々がパトロールされとって、課

長の説明にありますように不法投棄が減らないんだと、どうしてもこげんあれば巡回して回収も

せんにゃいかんということであれば、ここあたりとの連携を密にして、この不法投棄をいかに減

らすかということでこういうパトロールの新規事業をなされるべきと思うんですけれども、なか

なか今の課長の説明を聞いておっても、そことの連携があまり見えてこないような気がするんで

すけど、そこのところ再度説明頂きたいと思います。 

○町長（日髙 政勝君）   

 先ほどの、地域おこし協力隊、このことについてちょっと私のほうからお答えをさしていただ

きますが、これは全国でこういう活動をやっております。各市町村ですね、各市町村ということ

ではないんですけど、例えば近いところでは薩摩川内市、県内でもいくつか大島の地域もやって

おりますが、やはりこの都会の地域の皆さん方が、若い人たちですけれども、この地域に入り込

んで、例えばこの３年間という期間もありますけども、実際住み込んで地域の皆さん方と一緒に

なって村づくりを一緒にやりましょうといういろんな支援活動をやられる方々を募集をして、本

町も初めてですが、取り組んでいこうということであります。その中で、３年間過ぎたら場合に

よってはそこに住みつくという方が例がかなり多いです。一つは、そういう形の取り組みをした

らいわゆる創生事業といわれておりますとおり、その一貫にもなるんじゃないかなと思っており

ます。そして、実際その地域の皆様方と一緒になって汗水を垂らして色んな村づくり活動に参加

をしてその支援をしていく、そういう方々ですので、非常にこう熱心な方々だと思っております

ので、今この桑茶のことを申し上げましたけれども、今非常にこの漢方の関係については御案内

の通り、国内産というのがもう１割くらいしかないと、ほとんど中国産ですかね、そういうこと

に依存をしている度合が高いですので、やはりこの国内でもある地域資源というのをもっと生か

せないかということで、ある大学の先生からもアプローチをいただきまして、さつま町がかつて

養蚕の地域だったということで、桑の栽培については先進地的なところでしたので、もう一回桑

の栽培をしてこの桑茶というひとつの漢方薬としての原材料としてやっていただけませんかとい

うことをされておるもんですから、先ほど柊野地区というのは、一つはこの桑園の団地をつくっ

て養蚕に一生懸命取り組んだ地域であると。ほいでまた、そういうところにお話をしたら、ぜひ

やってみたいというようなことで、既にもう町についていらっしゃるわけでありますが、桑茶を

つくって、できたら、この工場のほうまで粉にして乾燥して粉にして出すというところまでいけ

ば単価も上がるということであります。お茶がこういう時期になってますから、地域のお茶農家

にとっても、そういう茶工場を利用してやりたいということも考えていらっしゃいますので、で

きたらそういう方々のいろいろな活動に対してのこう支援するサポーターですね、サポーター活

動として若い人たちが入ってやっておる方々がかなり全国の中でたくさんいらっしゃるというこ

とでありますので、そういう方々を公募をしてやっていきたいということで、人件費がもちろん

要りますけれども、これらについては特別交付税が財源としては当てられるということでありま
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すから、特別な財政需要として国が見てくれるということでありますから、そういうことも活用

していきたいということであります。当初はこの１名ということでありますけど、できれば、そ

ういう人がもっともっとたくさんいれば、将来的にこのさつま町はいい町だなあということで住

み着いていただければこの上ないことでありますから、そういう形で取り組みをしていきたいと

いうことであります。 

○町民環境課長（前田 淳三君）   

 議員お尋ねの環境美化推進員と今回のふるさと環境保全推進員との絡みでございます。環境美

化推進員につきましては、月１回巡回指導、また、ごみ処理の状況、また不法投棄の状況など月

１回その結果報告がなされております。それに基づいて、本年度は私ども環境係がその対応をい

たしたところでございますけれども、今回のこのふるさと環境保全推進員をもって今度からは対

応させていただきたいと、連携を密にとりながら対応させていただきたいと考えております。以

上でございます。 

○川口 憲男議員   

 町長の答弁いただきました。町長、こういう新規事業をされる中でですね、やっぱし今町長の

答弁にありましたように、加工業までいけるような事業を取り組んでいく、あるいは、ただこれ

を支援するだけで桑の葉のことは私も聞いておりましたけれども、桑の葉をつくれ、何をつくれ

だけじゃなくして、今町長の話の中にありますように、製茶工場なりでの乾燥とか時期以外の時

にある、あるいはそういう関連のところまで結びつくような事業体系をもっていただきたい。も

う今はそういう時代でないと、この新規雇用者の方々の若い人たちの目的を持って雇用されてあ

るいは町内に住んでいただける、これはもう最高のことですので、事業としては私もあれは申し

ませんけども、やっぱしそういう流れを販売まで繋げるような方向性をとった事業に取り組んで

いただけるように要請しておきます。 

○町長（日髙 政勝君）   

 要請ということですのでお答えする必要はないかもしれませんけれども、生産をする以上は引

き取るところも決まっておりますから、そことの連携も持って栽培していくということになって

おりますので、工程が乾燥まででいいのか、粉までして出したほうがいいのかというところは今

後の課題になっておりますけども、できたらこのある工程までは地元でできて単価を高く上げて

出すというのが理想的なことでありますから、それまで今後は研究の一つの課題になっていくだ

ろうと思っております。 

○新改 幸一議員   

 所管が違いますので、９０ページ、民生費の関係ですね、保育士等処遇改善臨時特例事業補助

ということで、１,７８３万２,０００円計上してございますけれども、この関係については、今

もテレビ、新聞等でもしょっちゅう全国的な保育士の関係を言っておりますけども、我が町につ

きまして、こういう保育士の処遇改善に当たる、保育士の免許を持ちながら正社員の方、それぞ

れ保育所で、また一方では保育所によっても、免許を持っているんだけれども、それぞれの事情

で期間雇用的な保育士で入っていらっしゃる方、もろもろそういう方々がすべてこう対象になる

のか、そしてまた、そこ辺りが我が町にはそういう対象者が何人くらいいらっしゃるものかをお

知らせいただきたいと思います。 

○福祉課長（王子野建男君）   

 この保育士の処遇改善に係りますご質問でございます。この事業にございましては、保育士の

確保が非常にこの近年難しい、厳しい状況であるというようなこと等もございまして、この取り

組みがなされた事業でございまして、現在、２６年度から事業を実施しているところでございま
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す。各保育所の保育園の状況をこうして見てみますと、正規に採用されている保育士さんという

のは非常に一握りでございまして、なかなか正規雇用には至らないというような保育園が多いよ

うでございます。従いまして、臨時的に雇用している保育園、そうしたなかで、保育園の運営が

なされているというのが実情でございます。 

 この制度によりまして、それぞれ計算基礎がございまして、その辺のところは各保育園に委ね

られているところでございますけれども、一人当たり、年間５万から８万の間で処遇改善がなさ

れているというような状況でございます。なかなか各市内の大学等に保育士の勧誘に夏ごろ加入

に行かれるようでございますけれども、その時点では都会のほうに保育士さんは就職が決定され

ているというようなことでございまして、大都会の少子化対策に向けまして、どんどん保育士が

都会のほうに出ていっているというような状況でございます。そうしたことを少しでもこうした

地方におきましても、保育士を確保できるような対策ということでこうした対策が講じられてい

るというようなことでございます。 

○新改 幸一議員   

 わが町に、そういう対象者、この事業に対象になる人数等はわかっていらっしゃるでしょうか。 

○福祉課長（王子野建男君）   

 この対象者は、保育園全ての勤務されている、例えば正規保育士ももちろんなんですけれども、

厨房に勤務されていらっしゃる方、そうした方々も全て対象となっているということでございま

す。この人数につきましては、今ちょっと資料のほう、持ち合わせておりませんので、追って御

報告させていただくということでお許しをいただきたいと思います。 

○宮之脇尚美議員   

 この企画財政課の資料の１１ページでございますが、説明欄のところでございます。まず、総

務一般管理費のところでございますが、この人事交流費に関わる九州中央整備局地方創生として

あります、これの具体的な内容をお知らせいただきたいと思います。 

 この後、行政係のほうですかね、２款１項２目になりますが、職員研修費として九州整備局派

遣旅費、これは関連があるかと思いますけれども、その内容をお知らせいただきたいと思います。 

 あと、もう１点だけですが、同じ１１ページの一番下になりますけれども、この危機管理の関

係の２款１項１８目項になりますが、今回、３年間に限る補助率を最高７０％とするというよう

なことで、予算説明の中でもあったかと思いますけれども、中央公民会のほか、今回予定をされ

ている公民会数というのをお知らせをいただきたいと思います。あわせて、今回７０％にされた

主要な理由というのを説明をお願いを申し上げます。 

○総務課長補佐（角  茂樹君）   

 御説明を申し上げます。九州地方整備局への職員派遣でございますが、２７年度、１年間をか

けて今回、九州地方整備局へ職員を１名派遣をするという予定でおります。以前ありましたよう

に、人事交流という形ではございませんで、こちらから１人だけ派遣ということで、向こうから

派遣があるということではございません。 

 もう一つの無線放送施設の今回５割を７割に上げた内容等についてでございますが、もう既に

御承知のとおり、公民会行政無線につきましては、こちらの防災行政無線から各公民会長さんへ

の戸別受信機を通じまして、公民会の操作卓へ送信をされ、それから公民会の皆さんへの放送と

いう形になっておりますが、今回強化を図ろうというものにつきましては、この戸別受信機以外

の共同の部分、つまり操作卓、送信機そしてまた、中継装置が必要な場合においてはその中継装

置までを含めた部分を５割から７割まで上げようという観点でございます。戸別受信機につきま

しては、従来通りということで、計画をしているところでございます。２７年度の計画につきま
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しては、今現在、公民会から申請が上がってきているのは仮屋原公民会のほうから１件、２７年

度にやりたいという申請があがってきておりますので、その分についての対応を考えております。

まだほかにも二、三御相談等は今現在あるところでございます。 

 以上でございます。 

○宮之脇尚美議員   

 今回、こちらから派遣をされるということで、説明があったわけでございますが、これについ

ては地方創生ということで記載をしてありますけれども、それの関連の派遣なのかということが

１点。それからこの無線放送施設でございますが、戸別受信機については従来どおり５０％と、

その他の機器については、７０％に引き上げると、強化を図るということで説明があったわけで

すけれども、これまで、各公民会それぞれ必要な経費については、５０％補助で対応をいたして

きているわけですね。そこら辺の均衡というのはどのようにとらえていらっしゃるのか、説明を

お願いいたします。 

○町長（日髙 政勝君）   

 今回あの１名を国土交通省の九州整備局に派遣をしようということに計画をいたしております

けれども、従来この人事交流という形でお互いに国家公務員がさつま町に来ていただく、また、

うちの職員が整備局のほうにいくという形の交流であったわけでありますけれども、当初はそう

いう形で国交省のほうにも御相談を申し上げましたけれども、なかなか国のほうが、職員が非常

に厳しいというようなことでありまして、私のほうとしては、とにかく今、川内川の改修がある

程度激特は終わりましたけれども、ダム再開発のまだあと２年抱えておりますし、そしてまた、

今ようやくこの激特のあとのこの屋地、虎居地区の川内川のこのかわまちづくり事業について環

境整備を、どうしてもこれから県立公園も整備が始まっておりますし、合わせて、今後の新たな

観光地域としての整備が必要だろうということで、こういう関連もありまして、職員を、技術者

でありますけれども、派遣をいたしまして、いろんな研修をする機会を与えていきたいと思って

いるところであります。また、派遣のところもおそらく、河川部のほうになるかと思っておりま

す。 

○総務課長補佐（角  茂樹君）   

 無線放送施設につきましての、従来、今現在整備されている公民会との、均衡をどう図ってい

くかという観点につきましては、以前議員のほうからもご提案があったような今現在、維持管理

費を図る上でも非常に公民会とされては無線についても結構費用がかかるといったところで、今

回、２７年度予算ではございますが、公民会放送無線に関しまして、維持管理に関する対応策と

して、既に設置をされている公民会に関しては維持管理費を支給するというような要綱を制定し

て行っていくという手続きを今現在進めている段階でございます。 

 以上です。 

○宮之脇尚美議員   

 ただいまの人事交流の関係で、派遣職員の問題でございますが、これについては、特にかわま

ちづくり事業、この河川のいわゆる環境整備ということについては、非常に整備局のほうも従来

から積極的に取り組みたいというような意向もありましたので、ぜひこれについてはまた、派遣

ももちろん必要ですが、町長もぜひ、整備局のほうに機会あるごとに足を運んでいただいて、ぜ

ひこれは実施していただきたいと、流域住民の非常に強い希望もございますので、これについて

は極力そういう形で進めていただきたいというようなふうに思うところであります。 

 それから、この無線施設については、従来私のほうからも、維持管理の関係でいわゆる保険と

それから、例えば公民会長が交代された場合の、その移動の関係で非常に３万円近くの経費がか
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かるということで、今回から予算をある程度見ていくというような形で計上されていると、これ

については一定の評価をしたいというようなふうに思うところでございますが、今後このデジタ

ル化を図って、放送についても、今は町からの一方的な放送になるわけでありますが、かなり高

齢化が進んで、どうしてもやっぱり機械の操作というのが、公民会長さん方もなかなか手慣れな

い部分で、私のところも公民会長が代わって去年から非常に長く不都合が生じておりました。こ

れは機械の関係なのか、操作をする関係なのか、ちょっとどうかはわかりませんけれども、全く

放送が聞けない状態というのがしばらく続いた、１カ月以上続いたという形で、非常に住民の方

もそういうところで懸念をされていたわけですが、ぜひここら辺については、操作の手順とか、

あるいは非常時におけるそういう対応というのについては行政連絡員の研修会等もありますから、

再度また、新しい公民会長さん方、特にこういう機械操作というのは、なかなか不慣れな方につ

いては、大変だと思いますので、そういう研修会の折にでもぜひ徹底していただきたいといった

ふうにこれは要請をいたしておきたいと思います。 

○木下 賢治議員   

 企画費なんですけれども、さつま町移住セミナーｉｎ東京というようなことで、１２５万の予

算が計上されているわけですけれども、新規事業としての内容の説明をもうちょっと詳しくほし

いということと、額的に開催の回数とか、派遣の人用とかを含めて説明をお願いしたいと思いま

す。 

○企画財政課長（﨑野 裕二君）   

 移住定住セミナーにつきましては、商工観光課企業誘致対策室の関係でありますが、私がヒア

リングを受けた内容でですけれども、これにつきましては、移住定住セミナーほか、その他の業

務も含まれております。移住定住セミナーにつきましては、関連の国の組織に加入しまして、東

京のほうで移住定住窓口を設けまして、そこで移住定住に関する情報交換を行うということであ

りますが、そういった組織に加入することで、そのときのチラシに名前を折り込んでいただける

とか、いろいろかねての情報もいただけるというようなことで伺っているところであります。初

めての試みということでありますが、こういったことで、都会からさつま町へ招へいといいます

か、お招きして住んでいただければということで、そういった連携を取っていきたいということ

での旅費等でございます。 

○町長（日髙 政勝君）   

 捕捉をさしていただきますけれども、今東京に田園回帰支援センター、いわゆるＮＰＯ法人の

組織がございます。有楽町ですけれども、そこに先日もお伺いしたんですが、ここにこの全国の

窓口を県によっては設けているところはあります。まあ市町村はちょっとないかもしれんですけ

ど、例えばこの前新聞にも発表になったとおり、あそこにこの窓口を設けて都会の皆さん方、こ

れから中高年に限らず若い人たちがこの田舎で生活をしたい、田舎に行って子育てをしたいとか、

今まではこの中高年の退職者の皆さん方がこの田舎のほうに帰って農業をしたいとか、そういう

こともあったみたいですけども、だんだん年齢が若い人たちまでこのシフトをしてきておって、

これからの生きがいというんですか、そういう形で田舎暮らしをやってみたいという希望の方が

かなり増えているというようなことでありますので、その窓口を作っております。非常に便利な

ところでありますが、そこが非常に最近は、この相談に来る方がかなり多くて、例えばなぜ山梨

県が一番住みやすい県かと言われているのは、山梨県があその窓口を設けて人を派遣してそこに

情報をどんどん出して、私の県に来たらこんな生活ができますよって情報発信をしているんです

ね。そういう形で若い人達がそこに住みついていくという形があるようでありますから、やはり

私どもとしましてもホームページとかいろいろありますが、そういうところに情報発信をしなが
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ら都会の方々にやっぱ知ってもらって、できたら来ていただく、まだ欲を言えばこの住んでいた

だくような形になっていけば、地方創生、人口減の歯止めに少しでもですねつながっていくんじ

ゃないかと期待を持っているもんですから、今度先般もそこの役員の皆様方と懇話会をしてとに

かくこのこういう機会を設けていきたいので窓口を設けていただけたらということでお願いもし

てきたんですが、人を派遣したらちょっと高くなりますので１２０万とかですね、そういう負担

金も出てきますが例えば窓口を設けてそうするとなると月１０万とかですね、ただそうしても

１２０万、年間ですけど、例えば人が一人でも二人でも来たらですね、安いもんだと思いますけ

どもとりあえずその情報発信の窓口の加入をしていきたいと、そういう段取りで今進めていると

ころであります。 

○桑園 憲一議員   

 ７６ページのですね、３款１項２目の老人福祉費の敬老行事についてですが、７０歳以上を対

象に一人５８０円の単価で６，８００名分見てあるわけですが地域によっては７５歳、あるいは

８０歳という敬老行事が行われているわけですが、そういう７０歳以上から７４歳、対象に外れ

た方々、そういう方々についてはなんらかの形で対応はできないものか、あるいはこういう敬老

行事を地区社協ですかね、任せてそのような形で今までもやってきているわけですけど、果たし

てそれが本当の敬老祝賀会という形でいいのか、そこあたりについてお尋ねします。 

 それから、７７ページの在宅福祉アドバイザーの謝金、前年度までは３,０００円だったわけ

ですがことしは一人５,０００円になっているようですが、この２,０００円の値上げの根拠につ

いてお伺いいたします。 

 それから、１３５ページの７款１項４目のガラス工芸館、このガラス工芸館の会社のほうから

ちょっと聞いた情報ですけど、施設について交渉次第では買い取ってもいいんじゃないかという

ような話をちょこっと耳にしたわけですが、そこあたりの交渉事はあったものか、なかったのか

確認したいと思います。 

○町長（日髙 政勝君）   

 敬老行事の関係でありますが、これについてはですね、最近非常に高齢化率が高くなって地域

の行事として取り組みをしていただいております。 

 対象者が非常に増えているもんですからやっぱり年齢を上げた形でやらざるを得ないというの

が実態でございます。もうところによっては７０歳以上では部屋もあばかんちゅうような状況が

あったりですね、対応も大変だということで年齢をもっと引き上げるとかですね、そういうこと

になっておるようでありますので、やはり、確かにこの６５歳から高齢者と言われておりますが、

これだけ長生き、健康ですからすばらしいことでありますけどやっぱりある面においてはお祝い

についてはですね、もっとやっぱり生涯現役で頑張ってもらわんにゃいかんということもござい

ますので、やっぱり７５歳とか、ところによってはされているところもありますので、そこはや

っぱり地域にもうお任せしないとですね、これを町でどうするかちゅうことになるとまた大変な

ところもありますのでやっぱりそれぞれの地域によってこういう催しをされたほうが皆さんが参

加しやすいし、また、より楽しいお祝いの機会になるんじゃないかと思っておりますので、これ

はもう地域のほうにお任せをいたしておるところであります。 

 それから、在宅福祉アドバイザーとですね、もう一つ健康づくり推進委員、この方々も年間い

ろんな活動をして気持ちだけ３,０００円だったんですね、これから高齢化がどんどん進んで、

きのうも認知症の問題の一般質問にもございましたけどこれから認知症の関係とかあるいはこの、

そういう方々が非常にこう５人に１人、将来は３人に１人ぐらいになりますよという状況がもう

目の前に来ております。そういう中で地域でのですね、見守り活動、声掛けとかそういう体制を
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これからつくっていかないととても大変だと、今もう地域によっては孤独死をされたりという事

態もなきにしもあらずでありますのでやっぱりお互いにこの共同社会の中で助け合い、見守り、

そういう共助の社会をつくりあげていく、そのためには民生委員の方々、在宅福祉アドバイザー

の方、健康推進員、皆さん方の御努力をお願いしないと行政だけはなかなか難しい面がございま

す。共助の社会というのがやっぱり言われています通り、自分たちの地域は自分たちでしっかり

とお互いで助け合って見守っていきましょうよというのをつくりあげていくためにはやはりこう

いう人たちの御協力なしではできないことでありますので、ますますこういった方々の役割とい

うのは大きくなっていきます。したがって、ほんのわずかで気持ちだけでありますけども、今回

上げさせていただくように要求をいたしているところであります。 

 民生委員の方々とかですね、一緒の体制の中で、あるいは公民会長さん方々も一緒になってや

るということになってもらっておりますが、今回その辺の体制づくりについては、過去にも公民

会に福祉部をつくっていただきたいということも提唱をしておりますけども、行政連絡員への研

修会、行政推進員の研修会が年度初めの４月にありますので、その中にそういう事例発表までし

てですね、本当にこれからこういう時代になっていきますからお互いにやっていきましょうとい

うことをやっていきたいと思っています。そういう御提言も先ほどの議会の中でもいただいてお

りますし、これはもう担当課のほうにそういう指示をしておりますし、実際そういう活動をされ

ているところの発表までですね、地図に落としてこういう方々がいらっしゃいますよという活動

をしている公民会もありますので、そういうことを全町的に広げてやっていきたいと思っている

ところでありますので、ご理解をいただきたいと思います。 

○企画財政課長（﨑野 裕二君） 

 ガラス工芸館の取り扱いについてでありますけれども、ガラス工芸館につきましては特殊な建

物、ということで特にその他の業者に委託しようとかいうようなこともできない施設でもありま

す。今入っておられます薩摩びーどろに早くから譲渡に向けた、できれば引き取ってくださいと

いうようなことで交渉を進めてきております。ただ従前はあそこの使用料を払うのにも大変きつ

いほど、営業のほうが大変だったということでありますけども最近新製品の開発などが進みまし

て使用料等も順調に入っておりますし、今後の見通しもついたということであります。そういう

ことでこちらは他の２施設とは別で、できればもう無償譲渡でいいので、土地はもちろん貸し付

けでありますが、引き取っていただきたいということで交渉を進めてきておりまして、土地は無

償貸し付け、施設については、無償譲渡ということで早くから交渉のテーブルについているとこ

ろであります。 

○議長（舟倉 武則議員）   

 ほかにありませんか。 

○平八重光輝議員   

 ２つほどお尋ねしますが、１２６ページのパルプ用の竹材の買い入れ価格を町のほうで上乗せ

をするということでありますが、以前、私が聞いた話では、民間のほうで十二、三円で購入して

パルプ工場のほうに収めているというお話も聞きましたので、町のほうで支援されるのも結構で

ありますが、何円ということは言えませんけれども、竹林を管理される方のためにとっては１円

でも高いほうが助かるわけでありますので、業者のほうと１円でも２円でも価格を上げてもらう

ような交渉というのは考えられないものかお尋ねします。 

 もう一つ、１３４ページの薩摩寒蘭の県大会についてでありますが、お話しをお聞きしますと

こちらのほうでやりたいと、さつま町でやりたいと、できればさつまフェスタと一緒にできれば

非常に相乗効果があって助かると、寒蘭の、日本全国とは言いませんが、関東からこちら中国地
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方、四国地方からたくさんの方が見えると、そういう中でやはり大会をするんだったら入場者も

多いほうがいいし、さつまフェスタなんかと一緒であれば、非常に相乗効果も期待できるので、

考えられないでしょうかというお話もあります。 

 それとこの３０万円についてですね、この金額を３０万円どうぞ、ということだけなのか、あ

るいはほかに人的な助成とか加勢とかほかに考えておられるかどうかですね、こちらの入場者数

とか、対応によっては将来的にずっともうさつま町でやりたいというようなお話も聞いておりま

すからその辺の対応をどのようにお考えかお尋ねします。 

○町長（日髙 政勝君）   

 このパルプの関係ですかね、当初このさつま林産をさつま町に誘致をいたしまして、竹の間伐

材と木材の間伐材を引き取って、パルプにして川内の中越パルプに出していただくというもので

ありますけれども、当初、原竹の場合の引き取りが７円７０銭だったんですね、個人から持ち込

んだ場合ですね、それを少しでもこの竹のまちで竹林改良を進めて、たけのこの早堀の産地です

からそれを促進しましょうということで町のほうから引き取り価格に１円上乗せをして、昨年の

１０月からさらに１円上乗せをして、新年度から綺麗に１０円引き取りにしましょうということ

でやっております。そして私どもとしては竹の山主さん、竹を切って持ってくる方々にそのお金

をやってくださいよちゅうことで促進をしているわけでありますので、そういう形で業者が払っ

てもらってるということで、そういうような補助の性格であります。 

 それから、薩摩寒蘭の関係ですけれども、これはもうおっしゃる通りですね、さつまフェスタ

とこちらのほうでまた従来、宮之城フェスタをやりよった時代から薩摩寒蘭展をずっとこちらで

やっていらっしゃったもんですから、さつまフェスタは合併して旧薩摩でやるようになったんで

すが、寒蘭だけはずっとこちらで独立した形で、細々とやっていらっしゃって、去年は虎居公民

館でまたされましたですけれども、来年はどうしてもこの県の大会をさつま町でやりたいという

ことでですね、１１月の２１日から２３日にやるということで決まっておりますけれども、この

日はまた、さつま町がちょうどこちらのほうで色んなこの国民文化祭も、その前に８日もありま

すし、恐らくその流れでこっちでやって、今度はそのさつまフェスタの関係もですね、こちらで

もう「郷土芸能祭」、「ゆるキャラ、大鍋」、その日に物産展もこちらでやっていただくという

ことにしておりますので、ただ寒蘭は時期は１週間あとでございますので、こちらでやってくだ

さるということで。それに対して県の大会だったら寒蘭が町花でもありますし町としてもそんな

ら、何らかの支援はしましょうと、大いにこの寒蘭のＰＲにもなりますし、愛好者の皆様がたく

さんいらっしゃれば、それだけでもまた町のＰＲにもなるということで、なら支援をしましょう

ということで、一部分の支援をするということで計上をさせていただいているということであり

ます。 

 詳しいところはまた担当課のほうからお答えします。 

○商工観光課長（高橋 哲郎君）   

 ただいまの、薩摩寒蘭の県大会の関係についてでございますが、先搬さつま町の寒蘭同好会の

役員会がございまして、そこに出席をさせていただきました。ただいま、町長のほうからもござ

いましたように、ことしの１１月１３日から１５日までの間、宮之城総合運動公園の体育館で実

施するということでございます。町への補助額といたしまして、３０万円の要望もございました。 

 今、県内の連合会の会員の方々が４００人ぐらいいらっしゃるということでございます。その

ほかですね、県外からの来場者も非常に多いというようなことで、交流人口あるいは宿泊もです

ね、増えるんじゃないかというふうに聞いております。さつま町の寒蘭同好会の会員が現在のと

ころ５２名となっております。大会のですね、全体予算につきましては１,４６６万円となって



- 123 - 

おります。当然、県の連合会あたりもですね、負担金をするということになっております。過去

におきましてはですね、溝辺町の上床公園のほうでやっておったようでございますが、今後、あ

と何年間さつま町で実施するか等につきましてはですね、まだ県の連合会の役員会の中で具体的

に検討を進めていきたいというようなことでございました。 

○平八重光輝議員   

 寒蘭の県大会についてはわかりました。 

 竹材の、ちょっと私の言い方がまずかったのか、町のほうで助成をされて業者のほうで７円何

十銭かで買われてちょうど１０円になるということは理解しております。あとですね、業者のほ

うにあと１円でもいくらでも高く買っていただけませんかというような交渉はできませんでしょ

うかと、買い値がいくらがいいちゅうことはわかりませんけども、竹林の管理をされる方にとっ

ては、労力やらいろんな材料費等を考えれば１円でも高く買っていただければありがたいという

ようなお話もありますので、１０円が１１円になるか、１０円５０銭になるかわかりませんけれ

どもそういう交渉はお考えできませんでしょうかという質問であります。 

○耕地林業課長（杉水流 博君）   

 木材の買い取り単価でございます。先ほどでましたようにさつま林産は７.７円ということに

なっておりますが、近隣で言いますと三好産業は６.２円ということで同様でございます。そし

て吉野木材が７.５円ということで業者さんによっても差がございますので、今言われたことに

つきましてはまた、引き取り業者のほうに御相談という格好で提案をしていってみたいと考えて

おります。 

 以上です。 

○議長（舟倉 武則議員）   

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（舟倉 武則議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。（発言する者あり）答弁保留。 

○福祉課長（王子野建男君）   

 先ほど、保育士の処遇改善の対象者数に対するお問い合わせがあったわけでございますが、先

ほども説明申し上げましたとおり園長を始め、保育士、栄養士、それから調理員、あるいは事務

員等々、こうした方々等が対象になってございまして、総計いたしますと２６年度で２３６名の

保育士等々の保育士さん方にこうした処遇改善が助成されたということでございます。 

○議長（舟倉 武則議員）   

 これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっております議案第２３号はお手元に配付しました議案付託表のとおり、分

割してそれぞれ所管の常任委員会に審査を付託します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第２０「議案第２４号 平成２７年度さつま町国民

健康保険事業特別会計予算」、日程第２１「議案第

２５号 平成２７年度さつま町後期高齢者医療特別会計

予算」、日程第２２「議案第２６号 平成２７年度さつ

ま町介護保険事業特別会計予算」、日程第２３「議案第

２７号 平成２７年度さつま町農業集落排水事業特別会

計予算」、日程第２４「議案第２８号 平成２７年度さ
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つま町水道事業会計予算」、日程第２５「議案第２９号

平成２７年度さつま町簡易水道事業会計予算」 

○議長（舟倉 武則議員）   

 次は日程第２０「議案第２４号 平成２７年度さつま町国民健康保険事業特別会計予算」から

日程第２５「議案第２９号 平成２７年度さつま町簡易水道事業会計予算」までの議案６件を一

括して議題とします。各議案の提案理由については説明済みであります。 

 これから、ただいまの議案６件に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（舟倉 武則議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっております議案６件については、お手元に配付しました議案付託表のとお

り、各常任委員会に審査を付託します。 

 本日から３月１１日までの各常任委員会の審査会場は、総務厚生常任委員会が第１委員会室、

文教経済常任委員会が第２委員会室となっております。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△散  会   

○議長（舟倉 武則議員）   

 以上で本日の日程は全部終了しました。３月２５日は、午前９時３０分から本会議を開き、各

議案の審議を行います。 

 本日はこれで散会します。御苦労さんでした。 

散会時刻 午前１０時３６分   
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平成２７年第１回さつま町議会定例会会議録 

                            （第４日）  

○開議期日    平成２７年３月２５日  午前９時３０分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○会議の場所   さつま町議会議事堂 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○当日の議員の出欠は次のとおり 

 出席議員（１６名） 

   １番  平八重 光 輝 議員      ２番  木 下 敬 子 議員 

   ３番  宮之脇 尚 美 議員      ４番  桑 園 憲 一 議員 

   ５番  森 山   大 議員      ６番  東   哲 雄 議員 

   ７番  岩 元 涼 一 議員      ８番  新 改 幸 一 議員 

   ９番  木 下 賢 治 議員     １０番  川 口 憲 男 議員 

  １１番  米 丸 文 武 議員     １２番  新 改 秀 作 議員 

  １３番  岸 良 光 廣 議員     １４番  上久保 澄 雄 議員 

  １５番  柏 木 幸 平 議員     １６番  舟 倉 武 則 議員 

 欠席議員（なし） 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○出席した議会職員は次のとおり 

 事 務 局 長  中 間 博 巳 君   局長補佐兼議事係長  半 﨑 幹 男 君 

 議 事 係 主 任   神 園 大 士 君 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○地方自治法第１２１条の規定による出席者は次のとおり 

 町     長  日 髙 政 勝 君   副  町  長  紺 屋 一 幸 君 

 教  育  長  東   修 一 君   総 務 課 長  湯 下 吉 郎 君 

 企画財政課長  﨑 野 裕 二 君   財産管理課長  小永田   浩 君 

 町民環境課長  前 田 淳 三 君   福 祉 課 長  王子野 建 男 君 

 介護保険課長  中 村 慎 一 君   健康増進課長  四 位 良 和 君 

 農 政 課 長  平 田 孝 一 君   耕地林業課長  杉水流   博 君 

 企業誘致対策室長  高 橋 哲 郎 君   建 設 課 長  三 浦 広 幸 君 

 水 道 課 長  岩 元 義 治 君   教育総務課長  上 野 俊 市 君 

 学校給食センター所長  中 島 敏 男 君   社会教育課長  橋ノ口 賢 二 君 

 消  防  長  高 木 卓 朗 君 



- 126 - 

○本日の会議に付した事件 

第 １ 議案第 ３号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行

に伴う関係条例の整備等に関する条例の制定について 

第 ２ 議案第 ４号 さつま町教育長の勤務時間、休暇等及び職務専念義務の特例に関する条

例の制定について 

第 ３ 議案第 ５号 さつま町職員の配偶者同行休業に関する条例の制定について 

第 ４ 議案第 ６号 さつま町地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に係る基準を定

める条例の制定について 

第 ５ 議案第 ７号 さつま町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防

支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定

める条例の制定について 

第 ６ 議案第 ８号 さつま町地域審議会条例の廃止について 

第 ７ 議案第 ９号 さつま町大野活性化センター条例の廃止について 

第 ８ 議案第１０号 さつま町行政改革審議会設置条例の一部改正について 

第 ９ 議案第１１号 さつま町行政手続条例の一部改正について 

第１０ 議案第１２号 さつま町職員定数条例の一部改正について 

第１１ 議案第１３号 さつま町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 

第１２ 議案第１４号 さつま町長等の給与に関する条例及びさつま町教育長の給与等に関する

条例の一部改正について 

第１３ 議案第１５号 さつま町職員の給与に関する条例の一部改正について 

第１４ 議案第１６号 さつま町立幼稚園保育料徴収条例の一部改正について 

第１５ 議案第１７号 さつま町立学校給食センター条例の一部改正について 

第１６ 議案第１８号 さつま町介護保険条例の一部改正について 

第１７ 議案第１９号 さつま町都市公園条例の一部改正について 

第１８ 議案第２０号 さつま町水辺公園条例の一部改正について 

第１９ 議案第２３号 平成２７年度さつま町一般会計予算 

第２０ 議案第２４号 平成２７年度さつま町国民健康保険事業特別会計予算 

第２１ 議案第２５号 平成２７年度さつま町後期高齢者医療特別会計予算 

第２２ 議案第２６号 平成２７年度さつま町介護保険事業特別会計予算 

第２３ 議案第２７号 平成２７年度さつま町農業集落排水事業特別会計予算 

第２４ 議案第２８号 平成２７年度さつま町水道事業会計予算 

第２５ 議案第２９号 平成２７年度さつま町簡易水道事業会計予算 

第２６ 議案第３３号 さつま町役場庁舎建設基金条例の廃止について 

第２７ 議案第３４号 さつま町指定地域密着型サービス事業の人員、設備及び運営の基準に関

する条例の一部改正について 

第２８ 議案第３５号 さつま町指定地域密着型介護予防サービス事業の人員、設備及び運営並

びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な

支援方法の基準に関する条例の一部改正について 

第２９ 議案第３６号 さつま町水道事業条例の一部改正について 

第３０ 議案第３７号 さつま町水道事業給水条例の一部改正について 

第３１ 議案第３８号 平成２６年度さつま町一般会計補正予算（第９号） 

第３２ 議案第３９号 平成２６年度さつま町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 
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第３３ 議案第４０号 平成２６年度さつま町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

第３４ 議案第４１号 平成２６年度さつま町介護保険事業特別会計補正予算（第５号） 

第３５ 議案第４２号 平成２６年度さつま町介護サービス事業特別会計補正予算（第１号） 

第３６ 議案第４３号 平成２６年度さつま町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

第３７ 議案第４４号 さつま町教育委員会委員の任命について 

第３８ 陳情第 ２号 「川内原発１・２号機の再稼働に当たって九州電力に住民説明会を求め

る」陳情書 

第３９ 発委第 １号 「手話言語法」制定を求める意見書（案）の提出について 

第４０ 報告第 １号 平成２６年度さつま町土地開発公社事業会計補正予算（第２号）につい

て 

第４１ 報告第 ２号 平成２７年度さつま町土地開発公社事業計画及び事業会計予算について 

第４２ 議員派遣の件 

第４３ 閉会中の継続審査・調査について 
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△開  議  午前９時３０分   

○議長（舟倉 武則議員）   

 おはようございます。ただいまから、平成２７年第１回さつま町議会定例会第４日の会議を開

きます。 

 本日の日程は、お手元に配付してあります議事日程のとおりであります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第１「議案第３号 地方教育行政の組織及び運営に

関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例

の整備等に関する条例の制定について」、日程第２「議

案第４号 さつま町教育長の勤務時間、休暇等及び職務

専念義務の特例に関する条例の制定について」、日程第

３「議案第５号 さつま町職員の配偶者同行休業に関す

る条例の制定について」、日程第４「議案第６号 さつ

ま町地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に係

る基準を定める条例の制定について」、日程第５「議案

第７号 さつま町指定介護予防支援等の事業の人員及び

運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための

効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の制定

について」、日程第６「議案第８号 さつま町地域審議

会条例の廃止について」、日程第７「議案第９号 さつ

ま町大野活性化センター条例の廃止について」、日程第

８「議案第１０号 さつま町行政改革審議会設置条例の

一部改正について」、日程第９「議案第１１号 さつま

町行政手続条例の一部改正について」、日程第１０「議

案第１２号 さつま町職員定数条例の一部改正につい

て」、日程第１１「議案第１３号 さつま町報酬及び費

用弁償等に関する条例の一部改正について」、日程第

１２「議案第１４号 さつま町長等の給与に関する条例

及びさつま町教育長の給与等に関する条例の一部改正に

ついて」、日程第１３「議案第１５号 さつま町職員の

給与に関する条例の一部改正について」、日程第

１４「議案第１６号 さつま町立幼稚園保育料徴収条例

の一部改正について」、日程第１５「議案第１７号 さ

つま町立学校給食センター条例の一部改正について」、

日程第１６「議案第１８号 さつま町介護保険条例の一

部改正について」、日程第１７「議案第１９号 さつま

町都市公園条例の一部改正について」、日程第１８「議

案第２０号 さつま町水辺公園条例の一部改正につい

て」、日程第１９「議案第２３号 平成２７年度さつま

町一般会計予算」、日程第２０「議案第２４号 平成

２７年度さつま町国民健康保険事業特別会計予算」、日

程第２１「議案第２５号 平成２７年度さつま町後期高
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齢者医療特別会計予算」、日程第２２「議案第２６号 

平成２７年度さつま町介護保険事業特別会計予算」、日

程第２３「議案第２７号 平成２７年度さつま町農業集

落排水事業特別会計予算」、日程第２４「議案第２８号 

平成２７年度さつま町水道事業会計予算」、日程第

２５「議案第２９号 平成２７年度さつま町簡易水道事

業会計予算」   

○議長（舟倉 武則議員）   

 日程第１「議案第３号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施

行に伴う関係条例の整備等に関する条例の制定について」から、日程第２５「議案第２９号 平

成２７年度さつま町簡易水道事業会計予算」までの議案２５件を一括して議題とします。 

 これから、それぞれの常任委員会に付託した議案について、各常任委員長の審査報告を求めま

す。 

 まず、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

〔新改 秀作議員登壇〕 

○総務厚生常任委員長（新改 秀作議員）   

 おはようございます。総務厚生常務委員会の審査の過程と結果について、御報告申し上げます。 

 当委員会に付託されました議案については、慎重に審査を行った結果、「議案第５号 さつま

町職員の配偶者同行休業に関する条例の制定について」、「議案第６号 さつま町地域包括支援

センターの包括的支援事業の実施に係る基準を定める条例の制定について」、「議案第７号 さ

つま町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のた

めの効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の制定について」、「議案第８号 さつま

町地域審議会条例の廃止について」、「議案第１０号 さつま町行政改革審議会設置条例の一部

改正について」、「議案第１１号 さつま町行政手続条例の一部改正について」、「議案第

１２号 さつま町職員定数条例の一部改正について」、「議案第１３号 さつま町報酬及び費用

弁償等に関する条例の一部改正について」、「議案第１４号 さつま町長等の給与に関する条例

及びさつま町教育長の給与等に関する条例の一部改正について」、「議案第１５号 さつま町職

員の給与に関する条例の一部改正について」、「議案第１８号 さつま町介護保険条例の一部改

正について」、「議案第２３号 平成２７年度さつま町一般会計予算」関係分、「議案第２４号  

平成２７年度さつま町国民健康保険事業特別会計予算」、「議案第２５号 平成２７年度さつま

町後期高齢者医療特別会計予算」、「議案第２６号 平成２７年度さつま町介護保険事業特別会

計予算」、「議案第２７号 平成２７年度さつま町農業集落排水事業特別会計予算」以上の議案

１６件については、いずれも原案のとおり可決すべきものと決定した次第であります。 

 審査の過程について、その概要を申し上げます。 

 まず、「議案第５号 さつま町職員の配偶者同行休業に関する条例の制定について」でありま

す。 

 今回の条例制定は、地方公務員法の改正に伴い、職員の配偶者が外国での勤務、事業経営、外

国の大学に就学することになった場合の同行休業に関して、必要な事項を定めるものであります。 

 質疑の中で、本制度の対象となる職員はどのような場合を想定しているのかただしましたとこ

ろ、町内の企業等で海外に出向し勤務される場合や教職員が海外の日本語学校へ派遣される場合

において、それらの配偶者となる者が職員であるときに本制度を利用することが想定されるとの

ことであります。 
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 次に、「議案第６号 さつま町地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に係る基準を定

める条例の制定について」であります。 

 今回の条例制定は、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律

の整備に関する法律の施行により、関係法令が改正されたことから、地域包括支援センターが包

括的支援業務を実施するために必要な事項について条例で定めるものであります。 

 質疑の中で、地域包括支援センターは、４月から委託されるということであるが、管理監督の

体制についてはどうなるのかただしましたところ、平成２７年４月から高齢者の相談やケアマネ

ジメント等の包括支援センター業務を社会福祉協議会に委託する予定である。 

 今後、定期的に会議を開催しながら、行政と地域包括支援センターとの間で情報共有を図り、

県内の自治体における連携、体制等も参考にしながら、遺漏のないように取り組んでいきたいと

のことであります。 

 次に、「議案第７号 さつま町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防

支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の制定につい

て」であります。 

 今回の条例制定は、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律

の整備に関する法律の施行により、関係法令が改正されたことから、これまで、国の省令等で定

めていた指定介護予防支援の事業に関する人員及び運営等の基準の必要な事項について定めるも

のであります。 

 今回、ケアマネジャーが行っている介護予防の効果的な支援等について、厚生労働省令で定め

る従うべき基準及び参酌すべき基準に基づいて、町が基準を条例で定めるものであるが、記録の

整備に関しては、保存期間を町独自に法令の「２年間」から「５年間」へ改めて制定するとの説

明であります。 

 次に、「議案第８号 さつま町地域審議会条例の廃止について」であります。 

 今回の条例廃止は、さつま町地域審議会条例において、さつま町地域審議会の設置期間を「合

併の日から平成２７年３月３１日までとする。」と規定していることから、本条例を廃止しよう

とするものであります。 

 質疑の中で、地域審議会の開催回数と活動実績についてただしましたところ、合併後１０年間

に２６回開催し、特に当初の５年間に１９回開催している。地域審議会では、合併による地域の

一体感の醸成を含めて、町の建設計画や総合振興計画の基本計画に当たる部分について審議がな

され、その結果についても報告してきた。 

 審議会の中では、公民会の合併、地域窓口職員の設置、空き家対策、企業誘致と定住促進、鳥

獣害対策などに関する意見や要望等が出され、それらについては、事業化や制度化等、何らかの

措置を講じてきているとのことであります。 

 次に、「議案第１０号 さつま町行政改革審議会設置条例の一部改正について」であります。 

 今回の条例改正は、さつま町行政改革審議会設置条例における庶務の規定について、「総務

課」から「企画財政課」に改めようとするものであります。 

 昨年の機構改革に伴い、行政改革審議会関係の予算を企画財政課で所管していることから、庶

務担当の課を変更しようとするものであります。 

 次に、「議案第１１号 さつま町行政手続条例の一部改正について」であります。 

 今回の条例改正は、行政手続法の一部が改正され、平成２７年４月１日から施行されることか

ら、同法と同様の内容の改正を行おうとするものであります。 

 また、今回の一部改正に伴い、さつま町税条例の関係部分の一部をあわせて改正しようとする
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ものであります。 

 次に、「議案第１２号 さつま町職員定数条例の一部改正について」であります。 

 今回の条例改正は、新たに策定するさつま町定員管理計画に基づき、平成２７年４月以降の職

員定数を「３５４人」から１６人減の「３３８人」に改めようとするものであります。 

 町長事務部局の職員数は、２３１人から２１２人となり、１９人の減員となるが、消防職員は

３人増員し４５人とすることで、充足率の向上と消防の業務体制への充実強化を図るとの説明で

あります。 

 質疑の中で、新たな定員管理計画の中では、３２５人を適正な職員数と説明しているが、今回

の改正では、３３８人を定数として提案していることから、定数が多くなった理由についてただ

しましたところ、３２５人については定員管理計画における最終目標数値である。現在、新たな

定員管理計画を策定中であるが、今後も大量退職とそれに伴う職員採用を実施していく中、職員

の年齢構成の平準化も図りたいと考えている。そのため、前倒しで職員採用等の措置を実施して

いくことから、最大３３８人の範囲以内で調整を行いたいとのことであります。 

 次に、「議案第１３号 さつま町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について」であ

ります。 

 今回の条例改正は、さつま町地域審議会条例の廃止及び産業医を設置することに伴い、条例の

一部を改正するものであります。 

 産業医は、職場における労働者の健康管理等を効果的に行い、医学に関する専門的な知識を有

することとされており、常時５０人以上の労働者を使用する事業所では、産業医を選任し労働者

の健康管理等を行う必要があることから、本町においても、産業医を選任するものであります。 

 質疑の中で、産業医の報酬額１５万円について算定の根拠をただしましたところ、平成２５年

度の学校医の報酬実績や、周辺自治体の状況などを参考に算定したとのことであります。 

 次に、「議案第１４号 さつま町長等の給与に関する条例及びさつま町教育長の給与等に関す

る条例の一部改正について」であります。 

 今回の条例改正は、平成２６年の人事院勧告に基づいて、一般職の特別給を平成２６年１２月

から年間０.１５月分引き上げて支給していることから、町長、副町長、教育長の期末手当の支

給率についても、平成２７年４月から一般職員と同様に年間０.１５月分の引き上げを行おうと

するものであります。 

 次に、「議案第１５号 さつま町職員の給与に関する条例の一部改正について」であります。 

 今回の条例改正は、平成２６年の人事院勧告により、関係法令の改正が行われたことから、本

町職員の給与を改定しようとするものであります。 

 今回の行政職給料表の見直しによって、職員の給料月額は平均２％削減されるとの説明であり

ます。 

 次に、「議案第１８号 さつま町介護保険条例の一部改正について」であります。 

 今回の条例改正は、介護保険事業に係る制度改正及び第６期さつま町介護保険事業計画の策定

による介護保険料の改定に伴い、本条例の関係部分を改正しようとするものであります。 

 平成２７年４月から、所得段階に応じて設定する所得階層区分を現行の「６段階」から「９段

階」に細分化し、６５歳以上が支払う介護保険料の基準額を月額「５,４００円」から

「５,９００円」に、年額「６万４,８００円」から「７万８００円」に引き上げるものでありま

す。 

 今回の保険料の引き上げについては、介護報酬のマイナス改定及び１号被保険者の財源負担割

合の増加並びに介護サービス利用による給付費等の増加に対応するもので、第６期期間中の給付
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費は、３年間の合計で９９億１,５９５万円ほどを見込んでおり、現在の第５期と比較すると、

伸び率１２.６％、１１億９３７万円程度の増加となる見込みである。 

 今後も、介護保険の給付費の増加が予想されるため、団塊世代が７５歳以上となる時期も見据

えながら、介護保険による支援体制づくりの推進を図っていきたいとの説明であります。 

 次に、「議案第２３号 平成２７年度さつま町一般会計予算」の関係分についてであります。 

 歳出の２款１項総務管理費、地域おこし協力隊事業費については、都市部から協力員を受け入

れて町内に生活の拠点を移してもらい、地域住民と一体となって地域活動の支援を進めようとす

るもので、関係費１６４万６,０００円を計上されています。 

 今回、初めて取り組むモデル事業であることから、小学校再編対象の地域を選定し、協力員に

は薬草の栽培、販路の拡大及び地域活性化への取り組みについて依頼したいとの説明であります。 

 質疑の中で、地域おこし協力員の募集方法についてただしましたところ、４月から準備に入り、

１０月から協力員１名を採用するもので、年齢は２０歳以上３５歳未満の方を募集する予定であ

り、東京、名古屋、大阪など大都市圏の住民を募集対象とするものである。さつま町や総務省の

ホームページにも掲載して、募集を全国に発信する予定であるとのことであります。 

 次に、４款１項保健衛生費、口腔衛生推進事業費には、さつまっ子歯と口腔の健口推進事業費

について、７３万７,０００円が計上されています。これは、平成２６年度に開始された重点事

業であり、今後においてもフッ化物洗口の定着を図っていこうとするものであります。 

 質疑の中で、フッ化物洗口の実施状況についてただしましたところ、これまで全ての幼稚園、

保育園で実施されており、町内全ての１４小学校についても、取り組んでいただけるようになっ

た。現在、小学校での承諾率については、９１％となっており、幼稚園、保育園から小学校の全

てで取り組んでいるのは、鹿児島県内ではさつま町のみであるとのことであります。 

 次に、９款１項消防費、災害対策事務費には、防災マップ作成業務の２,９９４万８,０００円

が計上されています。 

 この防災マップは、水害のハザードマップ、原子力防災の避難所、避難経路及び土砂災害警戒

区域等の区域を地図上で網羅するもので、全戸に配布するものであります。防災マップの配布時

期は、平成２７年度中を予定しているとの答弁を受けて、川内原発は再稼働に向けて進む中、町

民は原子力災害の避難場所関係には強い関心を持っていることから、できるだけ早い時期に配布

できるように要請いたしました。 

 次は、「議案第２４号 平成２７年度さつま町国民健康保険事業特別会計予算」についてであ

ります。 

 歳出では、保険給付費、後期高齢者支援金等が、歳入では、国民健康保険税、国庫支出金、一

般会計からの繰入金等が計上されており、予算総額が３７億３,０８５万３,０００円となってい

ます。 

 歳入の９款１項他会計繰入金、財政安定化支援事業繰入金２億２,６１９万４,０００円は、国

保財政の安定化のために、法定外分１億６,０００万円を含むものを一般会計から繰り入れるも

ので、前年度当初予算と比較すると１億６,７５９万４,０００円の増額となっています。 

 平成２７年度から国民健康保険税引き上げについては、これまでに広報さつまの特集や公民館

長会等の各種会合での説明を実施したが、３月から４月にかけて各公民会総会、花見等を利用し

て役場職員による報告会を実施しながら、さらに周知を図りたいとの説明であります。 

 次に、「議案第２５号 平成２７年度さつま町後期高齢者医療特別会計予算」についてであり

ます。 

 歳出では、後期高齢者医療広域連合納付金等が、歳入では、後期高齢者医療保険料、一般会計
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からの繰入金等が計上されており、予算総額が３億３,５０２万７,０００円となっています。 

 次に、「議案第２６号 平成２７年度さつま町介護保険事業特別会計予算」についてでありま

す。 

 歳出では、保険給付費、地域支援事業費等が、歳入では、介護保険料、国庫支出金のほか一般

会計からの繰入金等が計上されており、予算総額が３２億２,９１０万円となっています。前年

度当初予算と比較すると１,２２０万７,０００円、０.４％の増額となっています。 

 給付費用は平準化されてきているが、在宅サービスの増加による給付費の上昇が予想されると

の説明であります。 

 次に、「議案第２７号 平成２７年度さつま町農業集落排水事業特別会計予算」についてであ

ります。 

 歳出では、施設管理費、公債費等が、歳入では、使用料のほか一般会計からの繰入金等が計上

されており、予算総額が４,６１３万１,０００円となっています。 

 平成２７年２月現在、農業集落排水事業の加入戸数は４４２戸、供用率は８８.５％となって

おり、近年は、佐志ニュータウンでの新設等により若干増加しているとの説明を受けて、毎年一

般会計から２,９００万円を繰り入れする状況であるが、供用率が向上しなければ一般会計から

の繰り入れが続くため、今後も供用率１００％を目指して取り組むよう要請いたしました。 

 最後に、次の２点について、特に町長の見解を求めたところであります。 

 まず、１点目に公用車のリースについてであります。 

 現在、公用車のリースについては、各課で予算計上しているが、そのリース料金には大きな差

額がある。役場全体では、公用車のリース料金が多額となることから、これらのリース契約を集

約し、一本化することで経費を抑えるなどの対策を必要とする考えはないかただしましたところ、

公用車の賃借については、長期間使用する場合はリース、短期間では単年度のレンタルによる契

約を行っている。６０カ月のリース契約を結んでいる公用車は軽自動車が８台であり、１年以内

の短期レンタルは、軽自動車が２台、普通乗用車が１台である。 

 短期レンタル分については、補助事業の利用など、さまざまな事業があることから、単年度

１年以内の期間で賃借契約を締結している状況である。リース分については、税務課と介護保険

課で合わせて８台を契約しており、これらのリース開始の時期及び５年間の賃借期間を調整でき

るならば、公有財産を管理する財産管理課において一括契約することで、リース料金をさらに安

くできることから、今後、関係課と十分協議し、その方法を実施していきたいとの答弁でありま

した。 

 ２点目は、ふるさとさつま応援寄附金についてであります。 

 全国の自治体で、ふるさと納税制度を積極的に活用した取り組みが行われる中、本町のふるさ

とさつま応援寄附金の事業については、企画財政課の委員会審査の中で、今後さらに内容を充実

させたいとの説明であったが、町長とされては、今後どのように取り組む考えかただしましたと

ころ、鹿児島県では、県と市町村で構成する鹿児島応援寄附金の協議会を設立し、県が代表とな

り、県外への出郷者の方々等にＰＲ活動を実施しており、鹿児島応援寄附金として受け入れた寄

附金を、県と市町村で分配しているが、最近では各自治体がふるさと特産品の返礼等を行うこと

で、積極的な寄附金の受け入れを推進している状況である。 

 総務省は、返礼競争の過熱に歯止めをかける方針であるが、平成２７年４月から「ふるさと納

税ワンストップ特例制度」の開始や、税の控除が住民税所得割の１割から２割に拡充されること

等もあり、今後もふるさと納税制度の利用者増加が見込まれている。 

 本町では、これらを踏まえて、返礼品が総務省の指導対象とならない範囲で、ふるさとさつま
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応援寄附金に取り組む考えであり、特産品を取り扱うＪＡ北さつま、特産品直売所等の関係者と

協議を行いながら、ホームページやカタログの中で、好みの特産品を選択できるようにするなど、

寄附される方がさつま町を喜んで応援していただける仕組みを検討していきたいとの答弁であり

ました。 

 以上で、総務厚生常任委員会の報告を終わります。 

〔新改 秀作議員降壇〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 これから総務厚生常任委員長の報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 質疑なしと認めます。これで総務厚生常任委員長に対する質疑を終わります。 

 次は、文教経済常任委員長の審査報告を求めます。 

〔米丸 文武議員登壇〕 

○文教経済常任委員長（米丸 文武議員）   

 文教経済常任委員会の審査の経過と結果について、御報告申し上げます。 

 当委員会に付託されました議案については、現地調査も踏まえ慎重に審査を行った結果、「議

案第３号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条

例の整備等に関する条例の制定について」、「議案第４号 さつま町教育長の勤務時間、休暇等

及び職務専念義務の特例に関する条例の制定について」、「議案第９号 さつま町大野活性化セ

ンター条例の廃止について」、「議案第１６号 さつま町立幼稚園保育料徴収条例の一部改正に

ついて」、「議案第１７号 さつま町立学校給食センター条例の一部改正について」、「議案第

１９号 さつま町都市公園条例の一部改正について」、「議案第２０号 さつま町水辺公園条例

の一部改正について」、「議案第２３号 平成２７年度さつま町一般会計予算」関係分、「議案

第２８号 平成２７年度さつま町水道事業会計予算」及び「議案第２９号 平成２７年度さつま

町簡易水道事業会計予算」以上の議案１０件については、いずれも原案のとおり可決すべきもの

と決定した次第であります。 

 審査の過程について、その概要を申し上げます。 

 まず、「議案第３号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行

に伴う関係条例の整備等に関する条例の制定について」であります。 

 本条例は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正に伴い、関係条例の廃止及び

一部を改正するものであります。 

 法律の主な改正点は、教育行政の責任の明確化を図る観点から、教育委員長と教育長を一本化

し、新たな教育長を置き、教育長が教育委員会を代表し、首長が議会の同意を得て直接任命、罷

免できるとしたもので、新たな教育長の任期は３年で、身分的には特別職となる。 

 また、首長が、総合教育会議を設置し、教育の振興に関する施策の大綱を策定するもので、附

則において、現在の教育長は、教育委員としての任期満了まで引き続き教育長として在職すると

いう説明であります。 

 質疑の中で、総合教育会議は別に規定を定めるのかただしましたところ、総合教育会議につい

ては、条例、規則等を定める必要はないと示されているが、総合教育会議の設置規程については、

総務課で規定済みとのことであります。 

 次に、「議案第４号 さつま町教育長の勤務時間、休暇等及び職務専念義務の特例に関する条

例の制定について」であります。 
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 本条例も、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正に伴うもので、これまで教育

長は一般職と位置づけられて、地方公務員法の規定による職務専念義務が課せられていたが、今

回の改正により、新たな教育長は特別職となることから、地方公務員法の適用から除外されるこ

とになった。 

 これに対し、改正後の法律において、新たに職務専念義務の規定が追加されたことから、新た

な教育長に関しても、地方公務員法と同様に条例で定めようとするものであります。 

 また、新たな教育長については、常勤の特別職という位置づけでありますが、今回の改正によ

り、職務専念義務が課せられることから、勤務時間を特定し職務に専念すべき時間を明確にする

ため、本条例を制定するものであります。 

 次に、「議案第９号 さつま町大野活性化センター条例の廃止について」であります。 

 本条例は、公の施設の管理計画で、民間へ譲渡する施設に計画されている大野活性化センター

を、大野公民会に譲渡することから廃止しようとするもので、現在、指定管理者である大野公民

会の公民館として利用されているが、同公民会も譲渡を希望されており、譲渡後も設置目的や利

用形態は変わらないとの説明であります。 

 質疑の中で、類似施設について経過年数に制約がなければ、負担の均衡を図る観点から同時に

譲渡したほうがいいのではないかただしましたところ、尾原活性化センターと紫尾のふれあい館

も同じく譲渡の方向で協議を行っているが、地元の役員会等との関係で間に合わず、今回は大野

活性化センターのみの廃止を提案した。 

 また、譲渡により建物共済掛金などの地元負担が発生することから、残りの２施設についても

均衡が図られるよう、早い時期での譲渡に向けて、最大限努力していきたいとのことであります。 

 また、土地の所有権が、代表者４人名義となっていることから、地縁団体への手続等の指導に

ついてただしましたところ、地元からの要望があって、法人格を持たれれば、表示登記から保存

登記まで名義を変えるということを譲渡契約の中に入れ込み、それに基づいて指導も行っていき

たいとのことであります。 

 次に、「議案第１６号 さつま町立幼稚園保育料徴収条例の一部改正について」であります。 

 本条例の一部改正は、子ども・子育て支援法の施行により、公立幼稚園の保育に要する費用は、

国が定める基準により算定した額から保護者負担分を考慮した額と規定されたもので、本町にお

いては、公立幼稚園の保育料を１人当たり月額３,０００円としているが、この法律の施行によ

り、新たに保護者の所得に応じた保育料の設定を行うとの説明であります。 

 質疑の中で、今年度の幼稚園就園奨励費の支給対象園児数は、町全体で何人かただしましたと

ころ、平成２６年度の対象園児数は、公立幼稚園１３人、私立幼稚園７２人の合計８５人である

とのことであります。 

 次に、「議案第１７号 さつま町立学校給食センター条例の一部改正について」であります。 

 本条例の一部改正は、現在、役場職員がＰＴＡ会長になっている学校４校のうち、１名は給食

センター職員で、給食運営委員がＰＴＡ会長の役職でしてあるため、給食センター職員であって

も、当該運営委員として委嘱することになり、運営委員会の開催に当たっては、必然的に委員が

少なくなる。今後においても、役場職員がＰＴＡ会長の役職につくことが考えられることから、

運営委員との重複を避け、運営委員会委員の数を確保し、円滑な運営を図るため改正するもので

あります。 

 質疑の中で、給食運営委員会は、年に何回開催されるのかただしましたところ、年２回、５月

と２月に開催しているとのことであります。 

 次は、「議案第１９号 さつま町都市公園条例の一部改正について」であります。 
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 本条例の一部改正は、急速な少子高齢化や過疎化の影響もあり、都市公園としての利用形態が

なく、今後においても、設置目的に沿った利活用が見込めないことから、新川公園を廃止し、普

通財産として管理する施設にするため改正するものであります。 

 質疑の中で、本公園は、久富木川と川内川の合流地点で、出水期には必ず浸水する場所にある

ことから、廃止後は普通財産として管理するよりも、可能ならば国、県への売却の方向で進めら

れないかただしましたところ、今回、普通財産に切りかえて払い下げるという方向性が出れば、

今後は、危機管理係と協議をして、災害危険区域に切りかえていくということで話を進めている。 

 売却については、これまでの協議の中で、国、県とも治水管理上必要な用地は確保しており、

遊水地として新たに取得しようという考えはないとのことであります。 

 次は、「議案第２０号 さつま町水辺公園条例の一部改正について」であります。 

 本条例の一部改正は、急速な少子高齢化と過疎化等により、年間を通じて地域住民による利活

用がなく、今後においても設置目的に沿った利活用が見込めないことから、前川親水公園を廃止

し、普通財産として管理する施設にするため改正するものであります。 

 質疑の中で、前川親水公園への国道からの進入口は、町道としての管理を継続するのかただし

ましたところ、町道から農道への可能性もあるが、公園が行政財産から普通財産になっても、道

路の交付税、維持管理などの点から、地元としても、一般的には町道管理が望ましいと判断され

る。今後、地元が中山間地域等直接支払制度や多面的機能支払交付金等の事業で整備を行い、関

係受益者の特定道路として管理するということになれば、町道廃止は検討したいとのことであり

ます。 

 次は、「議案第２３号 平成２７年度さつま町一般会計予算」関係分についてであります。 

 ６款１項農業費の農業委員会費に農地調査、農地基本台帳整備費が計上されているが、未相続

農地で所有権が相続登記されない場合は、農地中間管理機構の制度を活用できないことから、農

地相談業務を行う考えはないかただしましたところ、登記については、個人の私的財産に関する

事項であり、個人が行うのが原則で、農業委員が立ち入って話はできないと捉えているが、相談

があれば、助言はできると考えているとのことであります。 

 この回答を受けて、年１回でもよいので、農地相談会を実施することで、農業委員の自己研さ

んにもつながることから、農地相談会を計画するよう要請しました。 

 同じく、農業費の有害鳥獣捕獲報償費２,４８５万円について、捕獲器の箱わな、くくりわな

と銃器による捕獲頭数の割合及び猟期中の報償費支給についてただしましたところ、平成２６年

度の額の割合では、わなによる捕獲が９０％を占めている。 

 また、猟期中も含めた通年での報償費支給については、現在の予算の範囲内で単価を下げて行

う方向で猟友会とも協議を行い、平成２７年度から対応したいとのことであります。 

 また、鳥獣被害防止総合対策事業費５,７４６万円について、ワイヤーメッシュ柵の設置箇所

の地区と規模についてただしましたところ、平成２７年度では、４地区の延長で２０キロメート

ルを計画しているとのことであります。 

 同じく、農業費の認定農業者等支援事業補助４００万円については、町単独の新規事業で、認

定農業者、認定新規就農者、集落営農組織などの農業機械導入を支援するために、補助額８０万

円を限度として事業費の３０％を補助するものであります。 

 質疑の中で、導入の要望が多かった場合の補正増額は可能なのかただしましたところ、現時点

ではどの程度の申込者があるか未定であるが、補助率が３０％以内ということで、補助率を下げ

ることも推測される。 

 また、導入する農業機械が２７０万円を超える場合は、８０万円が限度であり、５件程度しか



- 137 - 

対象にならないことから、申込者が多い場合は検討したいとのことであります。 

 次に、６款２項農業費の竹林整備事業補助金１,１５０万円は、町内の竹林改良及び竹林の保

育管理を支援することにより、竹林の利活用を促進し、たけのこ生産等の地域活性化に資するこ

とを目的として計上されています。 

 質疑の中で、竹材の補助を２円３０銭に上乗せされたが、平成２６年度の実績で、平川のチッ

プセンターに持ち込まれる町内の生産者は何人くらいあったかただしましたところ、竹材搬入者

の地域別人数は平成２７年２月現在で、宮之城地区５８人、鶴田地区６人、薩摩地区１９人の計

８３人である。今後も、事業効果が最大限生かされるよう推進していきたいとのことであります。 

 次に、７款１項商工費の商工業新規参入者支援補助は、将来の商工業従事者の確保及び商工業

への新規参入促進を図ることを目的に、継続事業として２７０万円が計上されています。 

 商工業後継者祝金の廃止にかわる新たな政策についてただしましたところ、後継者祝金を廃止

したことによる新たな予算は計上していないが、新規参入者への助成金をもう少し拡充する方向

で検討しようと考えているとのことであります。 

 また、平成２６年度の最終補正で、町内の商工業者に対する利子補給制度を新たに設けようと

している。これは、商工業者が日本政策金融公庫等から借り入れをした場合に、その借入額の

１％を利子補給する方向であるとのことであります。 

 次に、８款４項都市計画費の公園費については、廃止を提案してある新川公園及び前川親水公

園のトイレ等の解体撤去費２６４万円が計上されていることから、同じ水辺公園である轟ノ上水

辺公園の休憩所施設について現地調査を行い、その状況等について確認いたしました。 

 質疑の中で、同公園は、園児や買い物帰りの高齢者など利用者が多いことから、今後、屋根つ

きの休憩所の設置は計画していないかただしましたところ、当公園については、利用者が多いこ

ともあり、財源の手だてができた時点で、屋根つきの休憩所を予算計上することで協議を行って

いるとのことであります。 

 次に、１０款２項小学校費の小学校再編準備事業費の中で、盈進小学校では大規模改造工事費

９,９５０万円、柏原小学校では新規増築工事費２,６４０万円が計上されています。 

 質疑の中で、再編前の施設の準備対応についてただしましたところ、今回の工事で平成２８年

４月に統合再編し、受け入れ校となる学校の施設整備は終了することになる。 

 また、再編により閉校となる小学校区おいては、それぞれ閉校記念行事が予定されており、各

実行委員会で閉校記念誌などの作成、記念碑の建立等が計画され、多額の経費がかかることから、

先行事例を参考にして、それぞれ１００万円の補助金を交付し、財政的な支援を行うとのことで

あります。 

 次に、１０款５項社会教育費の生涯学習推進費では、新たに青森県鶴田町との青少年交流を図

るために、鶴の架け橋交流事業補助金として５６万円が計上されています。 

 質疑の中で、鶴の架け橋交流事業は、平成２７年度は受け入れについての予算であり、その後

については、受け入れ結果を見ながら検討するとの説明であったが、中種子町との相互交流など

将来を見据えた計画を行うべきではないかただしましたところ、新庁舎落成式１０周年記念事業

に鶴田町長を初め、参加をいただいたときに青少年の交流を協議されたと聞いている。 

 今回、受け入れの予算を組む段階では、今後の相互交流についての予算的な協議を行っていな

いことから、継続的な計画を含めて検討していきたいとのことであります。 

 同じく、社会教育費の文化振興費では、国民文化祭事業費として、１１月１日にこども読書フ

ェスティバルを、１１月８日に郷土芸能祭とゆるキャラ＆大鍋フェスタを開催するため、町実行

委員会の負担金として１,２１９万円が計上されています。 
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 予算説明において、県の負担割合が８０％以内ということから６２％に縮小されたことにより、

減額分の６００万円を町負担として進めたいとの説明を受けて、県負担金の減額については、他

の自治体における予算対応の状況を確認していないかただしましたところ、予算が縮小されるこ

とで、事業を縮小していく自治体も出てきているようである。本町も縮小の方向で検討する必要

があるが、１１月８日は県内全ての市町村で行事が計画されていることから、集客を図る上から

も大胆な取り組みを啓発していきたいとのことであります。 

 この回答を受けて、県の負担が減るのであれば、当然、町の事業も縮小せざるを得ないとの指

摘がなされ、県負担の減額については、事業縮小の方向で検討を要請しました。 

 次に、１０款６項保健体育費の体育施設管理費では、宮之城総合グラウンドで使用するソフト

ボール用外野フェンスの購入費６４０万円が計上されています。 

 質疑の中で、フェンスの更新により、今後ソフトボール大会の誘致等を計画する考えはないか

ただしましたところ、大会等の誘致について、ソフトボール協会との協議は行っていないが、フ

ェンスの利便性から活用も高まると思われるので、大会等の誘致についても、ソフトボール協会

と協議し進めていきたいとのことであります。 

 次に、「議案第２８号 平成２７年度さつま町水道事業会計予算」についてであります。 

 ３１款１項資本的収入の企業債の中で、中央監視システム整備事業費に伴う借り入れが計上さ

れていることから、資本的収入の企業債２,５００万円の内容等についてただしましたところ、

中央監視システム整備は、平成２６年度から平成２８年度まで３カ年で計画している。 

 今回の中央監視システムの場合、耐用年数の関係から償還期間２０年で借りる場合、金利は

０.７％程度になる。通常の老朽水道管の改良事業の場合は、耐用年数が４０年ということで、

最長で３０年で借りる場合、０.９％程度の金利になる。 

 また、企業債の交付税措置については、償還金の２分の１を町から繰り入れており、地方交付

税への算定は２５％であると捉えているとのことであります。 

 次に、「議案第２９号 平成２７年度さつま町簡易水道事業会計予算」についてであります。 

 ４１款１項建設改良費の送水管改良工事費等に１億５００万円、１６件の改良工事が計上され

ています。 

 質疑の中で、本管の漏水状況の原因についてただしましたところ、ここ３年間の漏水件数は、

平成２３年度５１件、平成２４年度６０件、平成２５年度５３件ということで、年間５０件から

６０件で推移している。 

 また、漏水の原因については、特に上水道の場合は、経年管が多く３０年から４０年経過して

いる場合もあるが、当時の埋設施工状況でも水道管に優しい工事ではなく、水道管の下に石等が

当たっている場合や施工時には問題がなかったが、湧水等で沈下して、局部的に水道管を押さえ

て荷重が集中して、本管が割れるといった事例が多いとのことであります。 

 最後に、次の３点については、特に町長の見解を求めたところであります。 

 まず、初めに、都市公園及び水辺公園の廃止に伴う条例改正を受けて、農山村公園等も含めた、

都市公園、農山村公園等の管理のあり方についてただしましたところ、今回、都市公園、水辺公

園の一部の公園廃止を提案しているが、これについては、実態として利用がなく行政財産として

の設置の理由が乏しいことから、実態に即した形で普通財産に切りかえて管理するということで

あり、いわゆる目的は達成したということが言えると思っている。 

 公園の管理のあり方については、旧町でそれぞれ県営とか県単とかあるいは中山間総合整備事

業などの事業目的によって設置された公園もあり、地域からの要望によるものもある。それぞれ

の目的に従って公園の設置がなされ、それが有効に活用されている公園は、さらに事業の目的が
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達成されるように維持管理に努めていくべきと考える。 

 管理の形態は、町での一括管理あるいは地域で自主的に行っているところもあり、設置当初の

経緯からそのような方向になっているものと考えている。 

 結果的に、長い期間が経過すると、高齢化が進み、管理が難しくなるという実態が確かに出て

くると思っている。したがって、その辺は時代の変遷によって必要とする公園、利用価値の高い

公園においては、今後も適切な管理を行うということが大事である。 

 どうしても地域での管理が高齢化によって難しくなるということがあるとすれば、やはり公の

施設としての適切な管理をするためには、ある程度の範囲は町のほうで管理していく必要がある

と考えているので、地域とも十分調整を行いたいとの答弁であります。 

 次に、町の周辺部における公民館においては、過疎と高齢化の進行により、厳しい運営を強い

られていることから、公民館運営補助金の充実についてただしましたところ、区の公民館の運営

補助金については、平成２２年に見直しを行った。 

 このことは、昨年３月の総括質疑の中で出されたが、高齢化が急速に進行する中で、そのよう

な状況をしっかりと把握をし、運営補助金についても見直しを考えたいと答えた。 

 質疑を受けて、見直し作業を進めることにしていたが、本年２月の公民館長定例会のときに、

高齢化とともに戸数が年々減少し、公民館運営に支障を来しているとの意見が出されたことから、

実態を調査し、最も妥当な運営補助金として、反映できるよう点検する必要があると考えている。 

 また、それに応じて減ずる補正係数、高齢化率の高いところなど、もう少し内容を精査する必

要があると思っているので、しばらく時間をいただき、９月の段階までには詰めを行い、公民館

長の意見も聞きながら、成案として９月の段階で見直し案を提案したいとの答弁であります。 

 次に、平成２７年度から指定管理者制度が計画されていた条例公民館の見直しが進まないこと

から、山崎地区及び佐志地区の条例公民館の方向性についてただしましたところ、公民館の一定

の方向づけとして、宮之城地区に中央公民館を置き、鶴田地区と薩摩地区に１カ所ずつ分館を置

くという基本的な考えを持っており、山崎と佐志についても、今後、条例公民館から指定管理制

度に移行していくという考えでいる。 

 条例公民館を廃止して、平成２７年、２８年の２カ年で、両公民館については指定管理の方向

で進めるという計画を立てていたが、公民館長定例会の中で、１回だけその件に関する説明を行

って、その後具体的な協議を持たなかったことは遺憾に思っており深く反省をしている。 

 計画している平成２８年度までに、地域との協議を進め、理解をいただけるよう努力していき

たいとの答弁であります。 

 以上で、文教経済常任委員会の報告を終わります。 

〔米丸 文武議員降壇〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 これから文教経済常任委員長の報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 質疑なしと認めます。これで文教経済常任委員長に対する質疑を終わります。 

 これから順に討論、採決を行います。 

 まず、「議案第３号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行

に伴う関係条例の整備等に関する条例の制定について」から、「議案第７号 さつま町指定介護

予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支

援の方法に関する基準等を定める条例の制定について」までの議案５件について、一括して討論
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を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから、ただいまの議案５件について一括して採決します。 

 お諮りします。各議案に対する各常任委員長の報告は原案可決です。各委員長の報告のとおり

決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 異議なしと認めます。よって、「議案第３号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一

部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備等に関する条例の制定について」から、「議案第

７号 さつま町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護

予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の制定について」までの議案５件

については、各委員長の報告のとおり原案可決されました。 

 次に、「議案第８号 さつま町地域審議会条例の廃止について」及び「議案第９号 さつま町

大野活性化センター条例の廃止について」の議案２件について、一括して討論を行います。討論

はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから、ただいまの議案２件について一括して採決します。 

 お諮りします。各議案に対する各委員長の報告は原案可決です。各委員長の報告のとおり決定

することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 異議なしと認めます。よって、「議案第８号 さつま町地域審議会条例の廃止について」及び

「議案第９号 さつま町大野活性化センター条例の廃止について」の議案２件は、各委員長の報

告のとおり原案可決されました。 

 次に、「議案第１０号 さつま町行政改革審議会設置条例の一部改正について」から、「議案

第２０号 さつま町水辺公園条例の一部改正について」までの議案１１件について、一括して討

論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから、ただいまの議案１１件について一括して採決します。 

 お諮りします。各議案に対する各委員長の報告は原案可決です。各委員長の報告のとおり決定

することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 異議なしと認めます。よって、「議案第１０号 さつま町行政改革審議会設置条例の一部改正

について」から、「議案第２０号 さつま町水辺公園条例の一部改正について」までの議案

１１件は、各委員長の報告のとおり原案可決されました。 
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 次は、「議案第２３号 平成２７年度さつま町一般会計予算」について、討論を行います。討

論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから本案を採決します。この採決は起立によって行います。 

 お諮りします。本案に対する各委員長の報告は原案可決です。各委員長の報告のとおり決定す

ることに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 起立全員です。よって、「議案第２３号 平成２７年度さつま町一般会計予算」は、各委員長

の報告のとおり原案可決されました。 

 次は、「議案第２４号 平成２７年度さつま町国民健康保険事業特別会計予算」から、「議案

第２９号 平成２７年度さつま町簡易水道事業会計予算」までの議案６件について、一括して討

論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから、ただいまの議案６件を一括して採決します。この採決は起立によって行います。 

 お諮りします。各議案に対する各委員長の報告は原案可決です。各委員長の報告のとおり決定

することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 起立全員です。よって「議案第２４号 平成２７年度さつま町国民健康保険事業特別会計予

算」から、「議案第２９号 平成２７年度さつま町簡易水道事業会計予算」までの議案６件は、

各委員長報告のとおり原案可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第２６「議案第３３号 さつま町役場庁舎建設基金

条例の廃止について」、日程第２７「議案第３４号 さ

つま町指定地域密着型サービス事業の人員、設備及び運

営の基準に関する条例の一部改正について」、日程第

２８「議案第３５号 さつま町指定地域密着型介護予防

サービス事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着

型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支

援方法の基準に関する条例の一部改正について」、日程

第２９「議案第３６号 さつま町水道事業条例の一部改

正について」、日程第３０「議案第３７号 さつま町水

道事業給水条例の一部改正について」、日程第３１「議

案第３８号 平成２６年度さつま町一般会計補正予算

（第９号）」、日程第３２「議案第３９号 平成２６年

度さつま町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

３号）」、日程第３３「議案第４０号 平成２６年度さ
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つま町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）」、

日程第３４「議案第４１号 平成２６年度さつま町介護

保険事業特別会計補正予算（第５号）」、日程第

３５「議案第４２号 平成２６年度さつま町介護サービ

ス事業特別会計補正予算（第１号）」、日程第３６「議

案第４３号 平成２６年度さつま町農業集落排水事業特

別会計補正予算（第１号）」   

○議長（舟倉 武則議員）   

 次は、日程第２６「議案第３３号 さつま町役場庁舎建設基金条例の廃止について」から、日

程第３６「議案第４３号 平成２６年度さつま町農業集落排水事業特別会計補正予算（第

１号）」までの議案１１件を一括して議題とします。 

 各議案について、提案理由の説明を求めます。 

〔町長 日髙 政勝君登壇〕 

○町長（日髙 政勝君）   

 それでは、議案第３３号から議案第４３号まで、一括して提案の理由を申し上げます。 

 まず、「議案第３３号 さつま町役場庁舎建設基金条例の廃止について」であります。 

 これは、さつま町役場庁舎建設が終了したことから、本条例を廃止しようとするものでありま

す。 

 次に、「議案第３４号 さつま町指定地域密着型サービス事業の人員、設備及び運営の基準に

関する条例の一部改正について」であります。 

 これは、指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準の改正に伴い、本

条例の一部を改正しようとするものであります。 

 次に、「議案第３５号 さつま町指定地域密着型介護予防サービス事業の人員、設備及び運営

並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援方法の基準に関す

る条例の一部改正について」であります。 

 これは、指定地域密着型介護予防サービス事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介

護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準の改正に伴い、本条例

の一部を改正しようとするものであります。 

 次に、「議案第３６号 さつま町水道事業条例の一部改正について」並びに「議案第３７号 

さつま町水道事業給水条例の一部改正について」であります。 

 この２件につきましては、簡易水道の統合に伴い、本条例の一部を改正しようとするものであ

ります。 

 次に、「議案第３８号 平成２６年度さつま町一般会計補正予算（第９号）」についてであり

ます。 

 これは、財産管理に要する経費及び財政調整基金費、地域活性化・地域住民生活等緊急支援交

付金事業費、児童福祉総務費、行政管理費並びにその他所要の経費を補正しようとするものであ

ります。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７億６,３５６万７,０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ１４６億１,４８９万３,０００円とするものであります。 

 次に、「議案第３９号 平成２６年度さつま町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

３号）」についてであります。 

 これは、保険給付費及び共同事業拠出金並びにその他所要の経費を補正しようとするものであ



- 143 - 

ります。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２,２８０万２,０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ３６億６９３万２,０００円にしようとするものであります。 

 最後に、「議案第４３号 平成２６年度さつま町農業集落排水事業特別会計補正予算（第

１号）」、（「町長、４１号と４２号は飛んだ」と呼ぶ者あり）（「４０号から」と呼ぶ者あ

り） 

○議長（舟倉 武則議員）   

 ここで、しばらく休憩いたします。再開はおおむね午前１０時５５分とします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

休憩 午前１０時４２分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

再開 午前１０時５５分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（舟倉 武則議員）   

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

〔町長 日髙 政勝君登壇〕 

○町長（日髙 政勝君）   

 失礼しました。ちょっと飛ばしたようでありましたので。 

 次に、「議案第４０号 平成２６年度さつま町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）」

についてであります。 

 これは、後期高齢者医療広域連合納付金及び諸支出金に要する経費を補正しようとするもので

あります。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３９０万円を追加し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ３億４,４７２万円にしようとするものであります。 

 次に、「議案第４１号 平成２６年度さつま町介護保険事業特別会計補正予算（第５号）」に

ついてであります。 

 これは、介護給付費及び基金積立金に要する経費並びにその他所要の経費を補正しようとする

ものであります。歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３,９００万５,０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３２億２,２９０万５,０００円にしようとするものであ

ります。 

 次に、「議案第４２号 平成２６年度さつま町介護サービス事業特別会計補正予算（第

１号）」についてであります。 

 これは、一般管理費に要する経費を補正しようとするものであります。歳入歳出予算の総額に

歳入歳出それぞれ４６万９,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

２,１０５万４,０００円にしようとするものであります。 

 最後に、「議案第４３号 平成２６年度さつま町農業集落排水事業特別会計補正予算（第

１号）」についてであります。 

 これは、農業集落排水施設管理費に要する経費を補正しようとするものであります。歳入歳出

予算の総額に歳入歳出それぞれ４１９万９,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ４,７７７万４,０００円にしようとするものであります。 

 内容につきましては、それぞれ所管の課長に説明させますので、よろしく御審議いただきます

ようお願いいたします。 

〔町長 日髙 政勝君降壇〕 
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○財産管理課長（小永田 浩君）   

「議案第３３号 さつま町役場庁舎建設基金条例の廃止について」御説明申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○介護保険課長（中村 慎一君）   

 それでは、「議案第３４号 さつま町指定地域密着型サービス事業の人員、設備及び運営の基

準に関する条例の一部改正について」御説明申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○介護保険課長（中村 慎一君）   

 それから、「議案第３５号 さつま町指定地域密着型介護予防サービス事業の人員、設備及び

運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援方法の基準に

関する条例の一部改正について」御説明申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○水道課長（岩元 義治君）   

 それでは、「議案第３６号 さつま町水道事業条例の一部改正について」内容の説明を申し上

げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○水道課長（岩元 義治君）   

 続きまして、「議案第３７号 さつま町水道事業給水条例の一部改正について」内容の説明を

申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○企画財政課長（﨑野 裕二君）   

 「議案第３８号 平成２６年度さつま町一般会計補正予算（第９号）」について御説明申し上

げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○健康増進課長（四位 良和君）   

 それでは、「議案第３９号 平成２６年度さつま町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

３号）」について御説明を申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○健康増進課長（四位 良和君）   

 続きまして、「議案第４０号 平成２６年度さつま町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）」について御説明を申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○介護保険課長（中村 慎一君）   

 それでは、「議案第４１号 平成２６年度さつま町介護保険事業特別会計補正予算（第

５号）」につきまして御説明を申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○介護保険課長（中村 慎一君）   

 次に、「議案第４２号 平成２６年度さつま町介護サービス事業特別会計補正予算（第

１号）」につきまして御説明を申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○町民環境課長（前田 淳三君）   

 それでは、「議案第４３号 平成２６年度さつま町農業集落排水事業特別会計補正予算（第
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１号）」について説明を申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 これから質疑を行います。 

 まず、議案第３３号について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本案は、会議規則第３９条第３項の規定によって、委員会付託を省略したいと

思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は委員会付託を省略することに決定しました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第３３号を採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 異議なしと認めます。よって、「議案第３３号 さつま町役場庁舎建設基金条例の廃止につい

て」は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第３４号から議案第３７号までの議案４件について、一括して質疑を行います。質

疑ありませんか。 

○平八重光輝議員   

 ３４、３５号関連でお尋ねいたします。 

 先般、全員協議会で説明があって、お聞きしたところと重複いたしますけれども、外部評価が

なくなるということでありましたが、これを運営される方は、国、県、町の法律、条例等をもち

ろん遵守されて、間違いなくされているものと思っておりますが、内部申告等があった場合のそ

の受け入れ口といいますか、受け入れ先等があるものかどうか。内部から「こうなんだけど」と

いう相談等があった場合の受けとめ方がどのようになっているのかお尋ねいたします。 

 それともう一つは、利用者の費用負担と給付の見直しというところで、２７年８月１日からと

いうことでありますが、この中に補足給付、施設の食費、居住費の支給要件に預貯金等、自己申

告の資産を勘案するというようにあります。これらを利用される方は、相当高齢の方といいます

か、体の不自由な方とか、あるいは認知症の方なんかが多いと思われますが、特に、認知症の方

なんかが、本人が自分のその預金等をしっかりと間違いなく確認していらっしゃるものかどうか。

間違った申告をすると罰則等もあるというお話がありましたが、その辺が弾力的に運用できるも

のかどうか。単身者で１,０００万円、夫婦で２,０００万円というふうにあります。自分のもの

は何とか把握できても、奥さんの預貯金については、私の場合を申しますと、女房が預貯金があ

るかどうかもわからないし、幾らあるかもわかりません。まして、聞いてもまともには恐らく教

えてくれないと思われます。そういう中で、これが、大体これぐらいでということで申告して、
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それが違いましたよと、罰則になりますよということがあるのかどうかわかりませんが、そうい

うのをちょっと危惧いたします。 

 先般の説明では、金融機関等の照会をできるということでありましたけれども、こういう罰則

等が適用されないような方向で、何とか運用していただければと思うんですが、その辺の運用に

ついては、どのようにお考えかお尋ねいたします。 

○介護保険課長（中村 慎一君）   

 まず、外部評価の関係でございます。 

 今回の地域密着型サービス事業所の基準改正の中で、この外部評価が外れましたのが小規模多

機能施設の２カ所でございます。グループホームは一応そのまま残されているようでございます。

この外部評価につきましては、鹿児島県知事が指定をされます法人等がございまして、県内では

５法人あるようでございますが、こういう監査をされる法人がございまして、ある程度このマニ

ュアルに沿ったような形での監査をされて、それを町のほうにも一応報告をされる分であります。

そして、これをそれぞれ２カ月に一遍あります事業所でされます運営推進会議の中で公表をされ

ております。 

 そこの部分を、今回この小規模多機能のほうは制度が一応なくなるけれども、自己評価、そし

て運営推進会議でのその評価の公表、そして、そこにある程度その関係の機関、それから利用者、

そして行政機関、いろんな方々がお集まりになりますので、その自己評価についての公表そのも

のをされますので、そこについては、支障はないのではないかというふうに思っております。 

 ただ、おっしゃいますように、この内部からのそういう相談等につきましては、今、介護相談

員制度を持っておりまして、４名の方がそれぞれのサービス事業所に頻繁に出入りをされており

ます。利用者、サービス事業者、それからその家族の方々もそれぞれ入りまして、いろんなこと

を見聞きされながら活動されておりまして、それの報告がなされますので、それを御活用してい

ただければ大変ありがたいというふうに思います。 

 今回この介護相談員の活動によります一つのその指摘事項等がございまして、今回１カ所でご

ざいますが、一応保険係のほうで実地指導といったような形で１カ所入っておりますので、そう

いったようなことを今後充実さしていきたいというふうに思っております。 

 それから、次の補足給付の関係でございますが、これは今回のこの国の制度改正に係る分でご

ざいます。この補足給付につきましては、従来この非課税世帯の方々が、その所得の段階に応じ

まして、この部屋代と食事代についてその補助金がございますが、それを適用をして取り組んで

おりますけれども、この所得の段階に対しまして、この預貯金、それから株券等の資産、そうい

ったものを一応含めるといったようなことで改正がなされております。 

 これにつきましては、４月以降に国のほうからある程度その取り扱いについてのその方針が示

されるので、それに基づいてといったようなことでございますが、この中で今、私どものほうに

示されておりますのは、不正受給に係る加算金の適用基準として、不正に受給した額の２倍以下

の金額を徴収するということでございますので、不正受給額と合わせますと３倍というようなこ

とになるようであります。 

 ただし、これの適用につきましては、この自治体の調査、質問に故意に事実を黙秘または秘匿

する行為をした場合ということと、それから、特に悪質であると認める場合というのは、不正に

受給した額の、これにつきましては、不正の行為を繰り返し行った場合、不正の行為を世帯員ま

たはサービス事業者等と共謀して行った場合といったような、そういう考え方が示されておりま

すので、おっしゃるように、ちょっと資産等の状況はよくわからないとか、配偶者ののがよくわ

からないといったようなことでの申告誤りといったようなものについては、外されているようで



- 147 - 

ございますから、そこらについては柔軟な対応をする必要があろうかというふうに思っておりま

す。 

 これにつきましても、新しい制度でございまして、非常に保険者といたしましては、町といた

しましては、危惧しているところでございますけれども、４月上旬以降に国のほうでこの取り扱

いについての基準を告示をするということでございますから、それらを見ながら、利用者の皆さ

ん方に非常にこの迷惑のかからないように、窓口での対応というのを徹底してまいりたいという

ふうに思っております。 

○議長（舟倉 武則議員）   

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっております議案４件は、会議規則第３９条第３項の規定に

よって、委員会付託を省略したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 異議なしと認めます。よって、ただいまの議案４件は委員会付託を省略することに決定しまし

た。 

 これから議案第３４号から議案第３７号までの議案４件について、一括して討論を行います。

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから、ただいまの議案４件を一括して採決します。 

 お諮りします。ただいまの議案４件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 異議なしと認めます。よって、「議案第３４号 さつま町指定地域密着型サービス事業の人員、

設備及び運営の基準に関する条例の一部改正について」から、「議案第３７号 さつま町水道事

業給水条例の一部改正について」までの議案４件は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第３８号について質疑を行います。質疑はありませんか。 

○宮之脇尚美議員   

 企画財政課長にお尋ねいたしますが、補正予算書の１３ページ、普通交付税でございます。こ

の地方交付税のところで、２６年度の特別交付税の交付額、それから、その交付額でありますが、

前年度対比でどうだったのか、そこら辺の説明をお願いいたします。 

○企画財政課長（﨑野 裕二君）   

 先ごろ２６年度の特別交付税の交付が示されたところでございます。金額にしまして、５億

６,０５６万３,０００円、棒読みしますと、５６０５６３、千円となったところでございます。

これが、２５年度実績では５億５,０５６万３,０００円、棒読みしますと、５５０５６３、千円

ということで、昨年に比較しまして１,０００万円伸びているというところでございます。全体

的には減っていく中で増えたということであります。喜んでいるところでございます。 

 以上であります。 
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○宮之脇尚美議員   

 １,０００万円ほど増額ということで非常にありがたいことだなというふうに思いますが、今

年度の、２６年度の特に特別財政需要として申請をされた主だった事項等について御紹介いただ

きたいと思います。 

○企画財政課長（﨑野 裕二君）   

 最近、従来は特別交付税につきましても書類等掲げてヒアリングが実施されておりましたけれ

ども、現在はヒアリングは実施されておりません。書類の提出だけということでありますけれど

も、その中には、我がまちでは高齢化率が高いということで、そういった高齢化率の高止まりに

伴います、社会保障費関連経費の増などを主な要因として提出はしているところでございます。

それから、過疎地であるということなども織り込んでいるところであります。 

 ほかの市町村とあえて違うところを申し上げますと、最近では、原子力防災の事務関連経費も

織り込んでいるところでございます。 

 以上であります。 

○議長（舟倉 武則議員）   

 ほかにありませんか。 

○新改 幸一議員   

 ３２ページの関係で、総務管理費の中で、さつま町１０周年記念事業関係で、それぞれ式典が

行われまして、関係者の皆さん方、大変御苦労をされたと思っております。 

 そういう形の中で、今回の補正の中で減額ということで、それぞれ経費が要らなかった分を計

上してあるわけでございますが、式典の関係等それからイベント関係、それぞれ減額でございま

す。 

 このことに対しての異論ということでは私はないわけでございますけれども、それぞれ式典の

中で、それぞれの１０周年に向けた表彰等もございました。いろいろ表彰規程もあって、それぞ

れ中身を検討されながらの各部門ごとの表彰だったと思っておりますけれども、私は２月の末や

ったですかね、テレビをちょうど見ておったら、我がまちの出身者でもある、ひな鑑定士の室屋

博和君がテレビで放映されておりました。彼は皆さん方も御承知のとおり、室屋博和君は、私の

同級生でございますが、ひなの鑑定士としては日本一を１０回、こないだ１０回目をとったとい

うことの放映。彼はまた過去には世界でもチャンピオンになったという一つの輝かしい事績を持

っている同級生なんですけれども、私は、せっかくのこの１０周年記念のこういう式典は終わっ

て表彰はもう済んだわけですが、こういう我がまちにすばらしい出身者といいますか、さつま町

の柏原でございますから、２７年度中にもそういう表彰もやっていただけばいいんじゃないのか

なというのをテレビを見とって感じたところでございます。 

 ほんで、そこあたりの流れを町長は今後どう考えて、まあやっぱ私はスポーツの世界でいきま

すと金メダルを１０回とったちなりますと、大変な私は話題になるようなことと一緒じゃないか

なちゅうようなふうに重く見ているわけでございますけれども、そこあたりの今後の彼の出身者

としての頑張ってる、そういう本当に子供たちにも夢を持たすようなことをやっているわけでご

ざいますから、そういうことの将来の今後の考え方の町長の考えを。 

 それから、もう一点は、教育長に今後の考え方をお聞きしますが、今の問題について、彼は先

ほど言いますように柏原出身ですから、私は今度統廃合があって柏原に統合されます、学校が。

子供たちに夢を持たすために、この博和君を講師に呼んで、ひなを雄と雌とを持ってきてもらっ

て、講堂、体育館あたりに、合併する子供たち、柏原小学校、紫尾小学校、柊野小学校、来る子

どもたちを全て寄して、将来に夢を持たせるような講演ちゅうのもいかがなものかなというふう
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に感じているところなんですけれども、そういうところも今後検討していただければありがたい

と思うんですけれども、そこあたりの見解、この２点を。 

 実際、この補正について金額的に云々じゃないんですけれども、そういう式典があった形の中

での、あとになりましたけども感じたもんですから、ここで質問をするところでございます。 

 以上です。 

○町長（日髙 政勝君）   

 １０周年の記念の場合、通常毎年行っております町民表彰、これとはちょっと性格を異にして

おりますが、こういう節目の機会に、まあ、お祝い的な感じで、それぞれ部門ごとにはやってお

りますけども、基本的には町内の出身者ということにしておりますので、どういう機会にできる

かですね。表彰基準はそれぞれ定めておりますので、それに従っていろんな関係機関のほうから

も推薦をいただいたりやっております。時には漏れがあったりすることがあるのかもしれないけ

れども、できるだけそういうことがないようにということで、精査をいたして、選考委員会で厳

正に審査の上に決定をいたしているところでございます。 

○教育長（東  修一君）   

 御指摘のような、いわゆる特技をお持ちの方とか、あるいは戦争の体験者とか、いろんな先輩

の方々あるいは御活躍の方々を学校に呼んで、呼んでというと失礼になるかもしれません、来て

いただいていろいろ話をしていただく、そういう機会も今各学校でとっておりますので、また学

校といろいろ連絡をとりながら、紹介もしながら検討をさせていただきたいと思います。 

○議長（舟倉 武則議員）   

 ここで、しばらく休憩します。再開は、おおむね午後１時５分とします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

休憩 午前１１時５９分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

再開 午後 １時０３分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（舟倉 武則議員）   

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 ほかに質疑はありませんか。 

○川口 憲男議員   

 ２款１項１９目地域活性化・地域住民生活支援交付金事業等が補正で出てきてるんですが、こ

の予算に非常に国からの補正が出たということはいいことなんですけど、町長に１点だけ、地方

創生先行型のところで政策推進係、さつま町総合戦略策定事業の中で、人口の流れに対する取り

組みを専門業者に委託し、取り組んでいくということだったんですが、１回目の町地域再生プラ

ン等を作成する会合も開かれたということなんですが、この人口の流れに対する取り組み、さつ

ま町ではどういうことが考えられるのか、また、この専門業者の方に依頼されるところで、どう

いうことを、目的というんじゃないですけど、どういうことを意図してそういう専門業者を入れ

られる考えなのか、お聞きいたします。 

○町長（日髙 政勝君）   

 この地方創生の総合戦略をつくるに当たって、どうしてもやっぱり人口分析をせんといかんと

いうのがあります。それぞれ人口の減少の原因というのはどういうところにあるかですね、それ

も過去のデータ等を踏まえて、専門的にやっぱり分析をしないといかんだろうというところがあ

りますので、そういった分野について専門家のほうに委託をするというような内容でございます。 
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 それをもとにしながらいろいろ戦略をとっていくということになっているわけですので、基に

なるデータをしっかりとやっぱり押さえんことには、対処のしようがないということがあります

ので、そういう調査の委託であります。 

○川口 憲男議員   

 今、さつま町で取り組んでいく中には、まず人口分析をし、その中身はどうなるかということ

でしていかなきゃならないということが、人口の流れに対する取り組みで、総合戦略を組んでい

かなきゃならないと。 

 これからの話で、その総合戦略を組む中で、人口がどういう流れをするのかという目的が一つ

あると思うんですが、それ以外に大まかに考えられて、今さつま町が、人口増加はもちろんなん

ですけれども、それのほかに、どういうことを目的として、例えば進む道として、必要性からこ

の人口の流れの調査が必要というふうに、何かに目的を持たれて取られているのか、とりあえず

人口の流れを調査した上で、その次に考えられるという段階なのか、その辺のところが示されて

おるのか。どうですか。 

○町長（日髙 政勝君）   

 まあ、いろいろ、これから、いろんな知恵を出して、そういう創生のプランをつくらんといか

んわけですので、その基になるものをまずはつくるということです。まずは、そこを踏まえた上

で、いろんな方向づけというのを選択をする必要があるかと思っておりますので、そういう基礎

データというのを把握するためのものであります。 

○川口 憲男議員   

 もう１点、それで、例えば、この地域住民生活緊急支援交付金事業、例えばプレミアム商品券、

商工観光課で、あるいは保育料助成事業、担当課長に説明すると、来年、再来年、２７年度、今

２６年度補正で出てきますけど、２７年度の補正というふうに考えられるのかということも、今

の時点じゃ読めないと。私たちも、国の事業を見る中ではちょっと、こういう地方創生の流れが

どういうふうになるのか、ちょっとわからない点が多いんですけれども、町として、そこあたり

はどういうふうに今後捉えられていくのか。 

 というのは、こういうプレミアム商品券などが２０％なりアップする、これが１年、２年続く

のか、それが見えない状況なんですけど、そこあたりの考え方はどういうふうに捉えられている

のか。 

○町長（日髙 政勝君）   

 とにかく今の段階で、地域消費型、消費喚起、生活支援型ということで、２６年度の補正で先

行的に来た分ですので、今後もできたら続けていただくというのが基本で、せっかくこうして国

を挙げていろんな各省庁一緒になって取り組んでいきましょうということになってますので、も

う、財政的な裏づけがある程度ないと、継続性というのはできないわけでありますので、このプ

レミアムにつきましても、全国市町村のもう９割がこのプレミアムを取り組んでいるということ

であります。 

 うちの場合は、従来１０％やっておりましたので、この分に今回の分を上乗せをした形で消費

喚起をしていただくということで、プラス、さらに１割乗せたということになっております。 

 この辺が、なかなか、今後もずっと確実に財源の見通しがつくかというのが、今の段階では本

当見えないところであります。したがいまして、財源を確保しないと、またもとに返らざるを得

んのかなあという感じがあります。 

 今後、戦略のこういったいろんな計画をつくり上げていきますので、国としてもこの辺を十分

審査をされて、「効果が確かにありますね」ということになれば、採択になるでしょうし、いわ
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ゆるこの創生交付金の対象にして上げられると思うんですが、この辺がやっぱり実際やってみな

いと今のところわかりませんので、なかなか本当、市町村によっては、やっても財源が伴わない

ともとへ戻るともうどうにもならんということで、なかなかまだはっきりと「やりますよ」とい

うあれが見えてこないような状況ですね。確実にそういった見通しが、やっぱしいい施策をつく

り上げるということが先行していくかと思っているところであります。 

○木下 賢治議員   

 関連しますけれども、事業時期としては、年度いっぱい、３月までというふうになっておりま

すが、この策定の計画の内容が、その交付金の発動に対する大きな重要点であるということも聞

いておりますけれども、今もございましたように、委託されての策定事業ということですが、職

員のノウハウとか、我々議会からの提言というものの反映をどのように反映していただけるもの

かということと、この計画自体の、いつまでにその計画を策定される予定なのか。 

○町長（日髙 政勝君）   

 委託は先ほどから申し上げますとおり、人口の分析をするためのあれですので、全く基礎デー

タをつくり上げていただくということですから、それに基づいてさつま町としては、その人口を

減らせない、あるいは増やしていけるかどうかという、そこの戦略をつくることになりますので、

今後、計画策定に当たっては、当然職員のほうからも既に提案をいただいておりますが、町民の

皆さん方もいろんな御意見をいただいて、もちろん議会のほうからも御意見をいただく機会があ

るかと思っておりますし、そしてまた民間のいろんな各種団体等の意見も聞いて練り上げていく

必要があるかと思っておりますので、またそれについては、それなりの組織づくりも行ってやっ

ていきたいと思っているところであります。 

 国のほうが、この計画策定の期間というのが、２７年度までに策定をしなさいということにな

っておりますので、２７年度１年間でつくり上げるということになろうかと思っております。 

○平八重光輝議員   

 ２点ほどお尋ねします。 

 ２８ページ、周辺地域等移住定住促進補助で減額の６３２万円ほどありますが、これの実績と

いいますか、どれぐらいあったものか、割合としてどれぐらいあったものか、それと、町内外に

やはり宣伝といいますか、周知をしないと、なかなか利用の促進もできないところがあろうかと

思いますが、その辺はどのようにお考えになっておられたかお尋ねいたします。 

 もう一点が、８１ページの工事費の減額の１,４００万円でありますが、どういう工事であっ

て、どういうことで減額になったのか、恐らく執行残ではなくて、工事自体がもうなくなったん

ではないかと思いますが、その理由と、必要があって計上されているわけでありますから、今後

はどのようになる予定かをお尋ねいたします。 

○企業誘致対策室長（高橋 哲郎君）   

 ただいまの周辺地域等の移住定住促進事業の実績見込みの関係でございますが、今回６３２万

円の減額となっておりますが、２６年度から３年間の計画ということでございます。 

 ２６年度の実績見込みでございますが、現在までに住宅の建設が１０件、住宅の購入が２件、

リフォームが２件ということで、この方々に現在５６８万円の補助金の交付を行っております。 

 このほか、９件の事前申請が来ておりまして、建物が完了して不動産登記が済んだ場合に、

３月３１日までに補助金交付申請をしてもらう方が９名ということで、この４００万円を含めま

して９６８万円の実績を見込んでおりますが、当初予算に対します執行率が６０.５％というこ

とになります。 

 周知の方法につきましては、２６年度から取り組んでおりますように、町の広報紙、あるいは
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町外の方々につきましてはホームページ等を活用しながら、さらに周知活動に努めていきたいと

いうふうに考えております。 

 それと、今申し上げました全体の合計の関係でございますが、住宅建設が１９件、住宅購入が

２件、リフォームが２件ということで、２６年度の実績はこのようになる見込みでございます。

特に町外から転入された方でございますが、大人が２６名、子供が９名、合計の３５名というふ

うになっております。 

○社会教育課長（橋ノ口賢二君）   

 予算書の８１ページになりますが、薩摩のＢ＆Ｇプールの工事請負費、施設改修工事費という

ことで、こちらのほうは２６年度の当初予算で１,４００万円の予算を計上いたしておりました。 

 その財源といたしましては、予算書の２２ページをお開きいただきたいと思います。２０款

５項雑入のところで、Ｂ＆Ｇ施設修繕助成金ということで、財源といたしまして６６０万

８,０００円のＢ＆Ｇからの助成金を予定していたところであります。 

 工事の内容につきましては、海洋センターのプールの上屋の鉄骨部分とあとプール本体の塗装

をしていますが、そちらのほうが塗装片が剥離して、塗装片が水中に落ちてくるということで、

それの塗装を再度やり直すという内容の分と、あとトイレのほうの洋式化という、２つの部門を

含んでの工事費ということで、１,４００万円を当初予算のほうで、２６年度当初予算で計上い

たしたところであります。 

 これらの工事につきましては、平成２３年度から、２３年度、２４年度、そして２５年度とＢ

＆Ｇ財団のほうに修繕工事の意向調査がありましたときに、そちらの要望を出して、２５年８月

１２日にＢ＆Ｇ財団に助成金の交付申請をいたしております。 

 この交付申請を受けて、平成２６年度の当初予算を作成する段階で、工事費といたしまして

１,４００万円を計上いたしたところでありますが、平成２６年３月３日に、Ｂ＆Ｇ財団のほう

からこちらのほうに、８月１２日に申請いたしていました助成金については、不決定の通知があ

りました。 

 当初予算のほうは、既にもう審議の過程でありましたので、そちらのほうにつきましては、そ

のまま計上という形になりまして、２６年度中に再度Ｂ＆Ｇ財団のほうとの調整とかも行ってき

たところでありますが、Ｂ＆Ｇ財団のほうからにつきましては、特別に不採用になった、不決定

になった理由というのは示されませんでした。 

 社会教育課では、６月に企画財政課のほうとかも協議をいたしまして、その取り扱いを検討し

たところでありますが、再度、再申請を行うということで、２６年８月８日にＢ＆Ｇ財団のほう

に再度申請を行っております。そして、ことしの３月４日にＢ＆Ｇ財団のほうから決定通知とい

うことで、これは塗装の部分だけになりますけれども、８００万円の助成金の決定通知を受けて

おります。 

 ２７年度は、この決定通知を受けて、２７年度補正予算の中で、再度工事費ということで補正

を提出したいということで考えております。 

 実際に、その工事塗装のほうの改修工事ができませんでしたので、昨年度は事前にプールの本

体であるとか、あるいは塗装片の落下を防止するために、掃除機等で、水をためる前に事前に掃

除機での掃除を十分に行って、利用に支障がないように取り扱ってきたところであります。 

 私たちのほうといたしましては、今回の決定通知を受けて、補正予算で再度改修工事というこ

とでお願いしていきたというふうに思っております。 

 ただ、トイレの洋式化のほうにつきましては、今回Ｂ＆Ｇ財団の補助金、助成金は対象外とな

りましたので、こちらについては、再度企画財政課のほうとも協議をしながら、その財源等につ
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いての検討を行っていきたいというふうに考えております。 

○新改 幸一議員   

 ６８ページ、消防施設費の関係でちょっとお伺いしますが、非常備消防施設の中での工事請負

費、防火水槽等整備工事費１,２６８万５,０００円の減ということでございますけれども、それ

ぞれ２６年度に、地域から防火水槽の整備をやってくださいという要望があっての一つの計画だ

ったと思うんですけれども、今回こうして減額してあるわけですが、もうこれ、必要ないという

ふうに理解すりゃいいんでしょうか。 

○消防長（高木 卓朗君）   

 ただいま御質問がございました防火水槽の整備の関係ですが、当初４基設置する予定で補助申

請を出しておりました。これが、補助が認められたのが３基ということで、１基分が減となった

分の執行残でございます。 

○新改 幸一議員   

 ４基申請があって、３基が認められて、１基は認められなかったということですが、その認め

られなかった理由ちゅうのをちょっと教えてください。 

○消防長（高木 卓朗君）   

 当初４基、国のほうに補助申請を出しておりました。このうち、国のほうで採択されたのが

３基分ということで、１基分については、もう補助ができないということになりまして、その

１基分について減額して、３基分の建設に至ったところでございます。 

○議長（舟倉 武則議員）   

 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本案は、会議規則第３９条第３項の規定によって、委員会付託を省略したいと

思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は委員会付託を省略することに決定しました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第３８号を採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 異議なしと認めます。よって、「議案第３８号 平成２６年度さつま町一般会計補正予算（第

９号）」は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第３９号から議案第４３号までの議案５件について、一括して質疑を行います。質

疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   
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 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっております議案５件は、会議規則第３９条第３項の規定に

よって、委員会付託を省略したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 異議なしと認めます。よって、ただいまの議案５件は委員会付託を省略することに決定しまし

た。 

 これから、議案第３９号から議案第４３号までの議案５件について一括して、討論を行います。

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから、ただいまの議案５件を一括して採決します。 

 お諮りします。ただいまの議案５件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 異議なしと認めます。よって、「議案第３９号 平成２６年度さつま町国民健康保険事業特別

会計補正予算（第３号）」から、「議案第４３号 平成２６年度さつま町農業集落排水事業特別

会計補正予算（第１号）」までの議案５件は、原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第３７「議案第４４号 さつま町教育委員会委員の任命について」   

○議長（舟倉 武則議員）   

 次は、日程第３７「議案第４４号 さつま町教育委員会委員の任命について」を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

〔町長 日髙 政勝君登壇） 

○町長（日髙 政勝君）   

 それでは、「議案第４４号 さつま町教育委員会委員の任命について」であります。 

 さつま町教育委員会委員のうち、神囿和昭氏が平成２７年５月９日付をもって任期満了となる

ことに伴い、引き続き同氏を教育委員会委員に任命しようとするため、地方教育行政の組織及び

運営に関する法律第４条第１項の規定に基づき、議会の同意を求めるものであります。 

 内容につきましては、総務課長に説明させますので、よろしく御審議いただきますようお願い

いたします。 

〔町長 日髙 政勝君降壇） 

○総務課長（湯下 吉郎君）   

 議案集の４４ページであります。「議案第４４号 さつま町教育委員会委員の任命について」

説明をいたします。 

〔以下議案説明により省略〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 これから本案に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 
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 お諮りします。本案は、会議規則第３９条第３項の規定によって、委員会付託を省略したいと

思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は委員会付託を省略することに決定しました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから、「議案第４４号 さつま町教育委員会委員の任命について」を採決します。 

 お諮りします。本案はこれを同意することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 異議なしと認めます。よって、「議案第４４号 さつま町教育委員会委員の任命について」は、

同意することに決定しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第３８「陳情第２号 「川内原発１・２号機の再稼

働に当たって九州電力に住民説明会を求める」陳情書」 

○議長（舟倉 武則議員）   

 次は、日程第３８「陳情第２号 「川内原発１・２号機の再稼働に当たって九州電力に住民説

明会を求める」陳情書」を議題とします。 

 総務厚生常任委員長の審査報告を求めます。 

〔新改 秀作議員登壇〕 

○総務厚生常任委員長（新改 秀作議員）   

 当委員会に付託されました「陳情第２号 「川内原発１・２号機の再稼働に当たって九州電力

に住民説明会を求める」陳情書」について、審査の過程と結果について報告いたします。 

 本陳情は、さつま町広瀬８７０番地１、外山一正氏から平成２７年２月５日に提出されたもの

であります。 

 陳情の趣旨は、九州電力が進めている川内原発１・２号機の再稼働に当たっては、３０キロ圏

内に含まれているさつま町民の理解と協力が必要であることから、九州電力に対し、さつま町議

会から、公開の場での住民説明会を開催するよう求めていただきたいというものであります。 

 審査に当たりましては、町当局から総務課長補佐ほか関係職員の出席を求め、九州電力の再稼

働計画、原子力規制委員会での審議状況、鹿児島県知事が表明した原子力政策に関する県民への

説明会などについて、説明を受けたところであります。 

 審査の中では、「さつま町内では、これまでに町民を対象とした住民説明会を２回開催し、昨

年には鹿児島県知事、鹿児島県議会、薩摩川内市長及び薩摩川内市議会が再稼働に同意している

状況である」さらに、「知事が表明した鹿児島県主催による原子力政策の包括的な説明会も予定

されている。公開の場で開催される県主催の説明会に参加していただければ、本陳情の内容は充

足することができることから、さつま町議会として、九州電力に対し個別に説明会を要請する必

要はない」との意見が出されました。 

 また、「九州電力は原発の安全対策に関する住民への説明を発電所見学等で対応しているとの

ことであるが、今後予定されている鹿児島県主催の住民説明会には九州電力も参加していただい
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て、町民の質問・疑問に答えていただければと考える。住民説明会では、住民から九州電力に関

する質問があると思うが、県では回答できないケースも予想される。九州電力には、事業者とし

ての説明をする責任を果たしていただくためにも、鹿児島県主催の説明会に参加し、公開の場で

住民に説明していただくよう、さつま町議会として意思表示をしなければならない」との意見も

出されました。 

 本委員会では、採決の結果、賛成少数で不採択とすべきものと決定した次第であります。 

 以上で報告を終わります。 

〔新改 秀作議員降壇〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 これから委員長報告に対する質疑を行います。ただいまの総務厚生常任委員長の報告について

質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから陳情第２号を採決します。この採決は起立によって行います。 

 お諮りします。本件に対する委員長の報告は不採択です。「陳情第２号 「川内原発１・２号

機の再稼働に当たって九州電力に住民説明会を求める」陳情書」を採択することに賛成の方は起

立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 起立少数です。よって、「陳情第２号 「川内原発１・２号機の再稼働に当たって九州電力に

住民説明会を求める」陳情書」は不採択とすることに決定しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第３９「発委第１号 「手話言語法」制定を求める

意見書（案）の提出について」   

○議長（舟倉 武則議員）   

 次は、日程第３９「発委第１号 「手話言語法」制定を求める意見書（案）の提出について」

を議題とします。 

 提出者の趣旨説明を求めます。 

〔新改 秀作議員登壇〕 

○総務厚生常任委員長（新改 秀作議員）   

 「発委第１号 「手話言語法」制定を求める意見書（案）の提出について」、趣旨の説明を申

し上げます。 

 意見書の内容につきましては、手話が音声言語と対等であることを広く国民に広め、聞こえな

い子どもが手話を身につけ、手話で学び、自由に手話が使え、さらには手話を言語として普及研

究することのできる環境整備を目的とした手話言語法を制定することであります。 

 手話言語法の制定については、昨年１１月２０日付で、出水地区の聴覚障害者協会から同様の

趣旨の陳情が提出されて、議員配付がなされました。さらに、本年３月５日付で、鹿児島県聴覚
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障害者協会からこの件に関する意見書案の提出に関する依頼が全議員に対してあったことから、

当委員会としては会期中における審議を行ったところであります。 

 今回の発委に当たり、福祉課長から国の施策や本町での手話講座の活動状況、町内の聴覚障害

者１２人を取り巻く環境などについて説明を受けたところであります。 

 手話とは、日本語を音声だけでなく、手や指、体などの動きや顔の表情を使う独自の文法体系

を持つ言語であります。手話を使う聾者にとっては、聞こえる人たちの音声言語と同様に、大切

な情報獲得とコミュニケーションの手段として守られてきました。しかしながら、聾学校では手

話を禁止されるなど、社会の中では手話を使うことで差別されてきた長い歴史があります。 

 政府は、平成２６年１月２０日に国連の障害者権利条約を批准して、１４０番目の締結国とな

りました。この批准に向けて整備した国内法の改正障害者基本法の中では、「全ての障害者は、

可能な限り、言語その他の意思疎通のための手段についての選択の機会が確保される」と定めら

れており、手話が音声言語と対等な言語であるための環境整備に向けた法整備の実現を国に要望

するものであります。 

 このようなことから、お手元に配付してある意見書（案）のとおり、内閣総理大臣ほか関係大

臣に対し意見書を提出しようとするものであります。 

 以上で趣旨説明を終わります。 

〔新改 秀作議員降壇〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 これから本案に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 本案は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員会付託を省略します。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから、「発委第１号 「手話言語法」制定を求める意見書（案）の提出について」を採決

します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 異議なしと認めます。よって、「発委第１号 「手話言語法」制定を求める意見書（案）の提

出について」は、原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第４０「報告第１号 平成２６年度さつま町土地開

発公社事業会計補正予算（第２号）について」、日程第

４１「報告第２号 平成２７年度さつま町土地開発公社

事業計画及び事業会計予算について」   

○議長（舟倉 武則議員）   

 次は、日程第４０「報告第１号 平成２６年度さつま町土地開発公社事業会計補正予算（第

２号）について」及び「報告第２号 平成２７年度さつま町土地開発公社事業計画及び事業会計
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予算について」を一括して議題とします。 

 報告の内容については、説明済みであります。何かお聞きしたいことはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 質疑なしと認めます。これで報告２件を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第４２「議員派遣の件」   

○議長（舟倉 武則議員）   

 次は、日程第４２「議員派遣の件」を議題とします。 

 お諮りします。会議規則第１２９条の規定により、別紙のとおり次期定例会までの期間に開催

される研修会等に議員を派遣したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 異議なしと認めます。よって、別紙のとおり議員を派遣することに決定しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第４３「閉会中の継続審査・調査について」   

○議長（舟倉 武則議員）   

 次は、日程第４３「閉会中の継続審査・調査について」を議題とします。 

 各常任委員会及び議会運営委員会並びに各特別委員会の各委員長から、会議規則第７５条の規

定によって、お手元にお配りしました各事項について、閉会中の継続審査・調査の申し出があり

ます。 

 お諮りします。各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査・調査とすることに御異議

ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟倉 武則議員）   

 異議なしと認めます。よって、各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査・調査とす

ることに決定しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△閉  会   

○議長（舟倉 武則議員）   

 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 よって、会議を閉じ、これをもって平成２７年第１回さつま町議会定例会を閉会します。 

閉会時刻 午後１時４１分   
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